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第１章 調査の概要 
 

１ 調査の目的  

 

丹波市では、平成 32年度から平成 36 年度までの５年間の「第２次丹波市総合計画（後期基本計画）」策

定を進めています。本調査は、計画の策定にあたり、市民の市政に対する評価をはじめ、これからのまちづく

りに対するニーズや意識を把握し、市が進むべき方向についての検討資料にするため実施しました。 

 

２ 調査設計  
 

○調査地域 ：丹波市全域 

○調査対象者：市民…3,000 人 

→市内に在住している 16 歳以上の市民から無作為抽出 

○調査期間 ：平成 30年 11 月 26 日から 12月 20 日 

○調査方法 ：調査票による本人記入方式（本人が記入できない場合は家族） 

→郵送配布・郵送回収 

 

 

３ 回収結果  

 

配布数 

（Ａ） 
回収数 無効数 

有効回収数 

（Ｂ） 

有効回収率 

（Ｂ／Ａ） 

3,000 1,564 1 1,563 52.1％ 

 

４ 報告書の見方  

 

○ 回答結果の割合「％」は、小数点以下第２位で四捨五入したものです。このため、合計値が 100.0％

にならない場合があります。 

○ 複数回答形式（２つ以上の選択肢を選ぶ形式）の場合、合計は 100.0％を超えます。 

○ 図表中の「不明・無回答」とは、回答が示されていない、または回答の判別が困難なものです。 

○ 図表中の「Ｎ」（サンプル数）は、有効標本数（集計対象者総数）、あるいは分類別の該当対象者数を示

しています。 

○ 本文中の設問の選択肢について、文字数が多いものは簡略化している場合があります。 
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５ 調査結果の概要  

 

（１）今後の定住意向について 

【定住意向を持つ人は 10人のうち 7人。住み続けたくないと思う人は１割未満】 

丹波市に定住意向を持つ人の割合は 71.5％と前回調査の 75.0％より 3.5ポイント減少しているものの『住

み続けたい』という意向を持つ方は７割を占めています。一方『住み続けたくない』という意向を持つ人は前回

調査と変わらず 6.2％と増減がなく、１割に満たない状況となっています。 

 性別では、女性よりも男性の定住意向が高く、約 7割強となっています。 

 年齢別では、前回調査と同様に年齢が高くなるにつれ定住意向が増加しており、10歳代から 20歳代は約４

割、30 歳代から 40歳代は約６

割、50 歳代から 60歳代は約７

割、70歳代以上では８割を超え

ています。 

  地域別では、青垣地域の定住意

向が他の地域と比較して高く５

割を超えています。その他の地域

でも４割を超えています。 

 

（２）人口を定着させ、活気あるまちづくりを進めるために優先すべきこと 

【優先すべき施策は、前回調査と同様に「高齢者・障がい者・子どもなどが安心して暮らせる福祉のまちづくり」】 

 人口を定着させ、市に活気をもたらすために優先すべきまちづくり施策は、前回調査と同様に『高齢者・障が

い者・子どもなどが安心して暮らせる福祉のまちづくり』が約 6 割を占めており、その他の項目への回答は 4

割未満となっています。 

 性別では、前回調査と同様に、男女とも『高齢者・障がい者・子どもなどが安心して暮らせる福祉のまちづく

り』が第１位となっています。女性は『災害に強い安全安心のまちづくり』、男性は『道路・交通網等の生活環

境が整備された利便性の高いまちづくり』が上位となっています。 

 年齢別では、前回調査の 10 歳代は『道路・交通網等の生活環境が整備された利便性の高いまちづくり』が第

１位なっていましたが、今回の調査では『にぎわいのある商業のまちづくり』が最も高くなっています。20歳

代から 70歳以上のいずれの世代とも『高齢者・

障がい者・子どもなどが安心して暮らせる福祉

のまちづくり』が第１位となっています。 

 地域別では、前回調査と同様に各地域とも『高

齢者・障がい者・子どもなどが安心して暮らせ

る福祉のまちづくり』が第１位となっています。

氷上地域及び市島地域では『災害に強い安全安

心のまちづくり』が第 2位と回答者全体よりも

上位になっています。また柏原地域、青垣地域、

春日地域、山南地域においても、「災害に強い安

全安心のまちづくり」が第 3位と高くなってい

ます。 

 

45.9% 25.6% 16.2% 4.5%

1.7%

5.5%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ずっと住み続けたい できれば住み続けたい どちらともいえない

できれば住み続けたくない 住み続けたくない わからない

不明・無回答

64.1%

38.3%

37.8%

29.3%

24.0%

22.7%

17.8%

12.9%

12.3%

11.5%

8.2%

6.5%

6.2%

4.0%

2.2%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

高齢者・障がい者・子どもなどが安心して暮らせ

る福祉のまちづくり

災害に強い安全安心のまちづくり

道路・交通網等の生活環境が整備された利便性

の高いまちづくり

事故や犯罪の少ない安心して暮らせるまちづくり

豊かな自然環境を活かした循環型のまちづくり

にぎわいのある商業のまちづくり

教育環境が整備されたまちづくり

個性を活かした観光のまちづくり

農林業の盛んなまちづくり

活力のある工業のまちづくり

新しい都市構造のまちづくり

市民活動が活発な協働のまちづくり

歴史や文化財、伝統を生かしたまちづくり

文化活動が充実したまちづくり

その他

不明・無回答
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【今回の調査では、市民は「福祉の充実」「安全安心」を優先すべきと考えています】 

市民の優先度は、「福祉の充実」と災害に強い「安全安心」を求められており、次いで生活環境が整備された

「利便性」を求められています。続いて、事故・犯罪が少ない「安心」や「自然環境」を活かした循環型のまち

づくりが求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）丹波市の取り組みに対する満足度と重要施策について 

【今回の調査では、ごみ処理の環境衛生面や、医療、消防・救急に一定の評価】 

第２次総合計画（前期基本計画）に位置付けられた 36 の施策のうち、今回の調査で 10ポイント以上の満足

度を上げたのは、「医療」「土地利用」「住宅」「ごみ処理」「防災」となっています。 

一方、「地域福祉」「高齢者福祉」「障がい者・障がい児福祉」「介護保険」「公共交通」「住宅」「環境保全」「市

民活動」については、「満足・不満」の両面が上がっています。また、「生活排水」「観光」が、ともに満足度を

下げています。 

前回調査の性別では、男女とも満足度が最も高いのは「生活排水」でしたが、今回の調査では「ごみ処理」と

なっています。 

前回調査の年齢別では、10 歳代は「幼児教育・学校教育」、20歳代、40 歳代は「丹（まごころ）の里・丹

波竜」、30 歳代、50 歳代、60 歳代、70 歳以上は「生活排水」が満足度の高い施策となっていましたが、今

回の調査では 10歳代、40 歳代、50歳代は「医療」、20歳代は「環境保全」、30歳代は「上下水道」、60歳

代、70歳以上は「ごみ処理」となっています。 

前回調査の地域別では、すべての地域において「生活排水」の満足度が高くなっていましたが、今回の調査の

地域別では、柏原地域、氷上地域、青垣地域、春日地域、市島地域は「ごみ処理」の満足度が最も高く、山南地

域は「医療」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1位 高齢者・障がい者・子どもなどが安心して暮らせる福祉のまちづくり 64.1%

第2位 災害に強い安全安心のまちづくり 38.3%

第3位 道路・交通網等の生活環境が整備された利便性の高いまちづくり 37.8%

第4位 事故や犯罪の少ない安心して暮らせるまちづくり 29.3%

第5位 豊かな自然環境を活かした循環型のまちづくり 24.0%

優先すべきまちづくり施策

第1位 ごみ処理 12.1% ごみ処理 15.8%

第2位 消防・救急 10.7%  医療 13.9%

第3位  上下水道 10.3% 消防・救急 12.2%

第4位  医療 10.0% 上下水道 11.7%

第5位  生活排水 9.6% 生活排水 10.9%

男性 女性

第1位 医療 29.4%  環境保全 14.1%  上下水道 11.8%  医療 10.4%  医療 8.0%  ごみ処理 14.2%  ごみ処理 24.3%

第2位  防災 23.5%  消防・救急 13.4%  ごみ処理 10.8%  子育て支援 9.9%  保健 5.9%  生活排水 10.1%  消防・救急 18.6%

第3位 消防・救急 22.1%  文化芸術 13.4%  医療 10.8%  ごみ処理 8.9%  高齢者福祉 5.5%  上下水道 9.5%  医療 17.5%

第4位 高齢者福祉 20.6%  上下水道 12.8%  生活排水 10.3%  消防・救急 8.3%  ごみ処理 5.0%  消防・救急 8.6%  上下水道 16.4%

第5位 子育て支援 20.6% ごみ処理 12.8%  消防・救急 9.3%  環境保全 8.3%  消防・救急 4.6%  医療 8.3%  生活排水 16.1%

６０歳代 ７０歳以上１０歳代 ２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代

第1位   ごみ処理 11.3%   ごみ処理 14.4%   ごみ処理 18.1%   ごみ処理 16.2%   医療 13.1%   ごみ処理 15.3%

第2位   医療 11.3%   医療 12.8%   医療 13.4%   上下水道 12.8%   ごみ処理 11.6%   消防・救急 11.7%

第3位   消防・救急 10.4%   消防・救急 13.2%   消防・救急 12.8%   高齢者福祉 10.9%   消防・救急 10.4%   上下水道 11.3%

第4位   防災 9.4%   防災 8.9%   防災 12.1%   医療 10.6%   上下水道 10.0%   生活排水 11.3%

第5位   上下水道 8.5%   上下水道 11.9%   上下水道 11.4%  環境保全 10.6%   生活排水 10.0%   医療 10.8%

柏原地域 氷上地域 青垣地域 春日地域 山南地域 市島地域
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【今回の調査では、定住意向に寄与している施策は、「ごみ処理」「医療」「上下水道」が、上位３位】 

 定住意向を尋ねた設問において、「ずっと住み続けたい」「できれば住み続けたい」と答えた『住み続けたい』

人の満足度が高い施策をみると、前回調査では「生活排水」が最も高く、次いで「ごみ処理」、「消防」となって

いましたが、今回の調査では、「ごみ処理」が 28.7％で最も高く、次いで「医療」25.4％、「上下水道」が23.2％、

「消防・救急」が 22.9％、「生活排水」が 20.5％の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）住んでみたいと思う理想のまちについて 

【今回の調査では、理想とするまちで最も多いのは「三田市」「神戸市」。利便性と自然環境とのバランスの良さが評

価】 

 こんなまちに住んでみたいとイメージする具体的な市町村名について尋ねたところ、前回調査では「神戸市」

が 31 件と最も多く、次いで「三田市」が 29件、でしたが、今回の調査では、「三田市」が 41件と最も多く、

次いで「神戸市」が 24件、「西宮市」が 20件となっています。 

 三田市の住んでみたい理由については、都市的な交通の利便性の高さとともに、田舎と都会の共存、農業と商

業のバランスの良さ、病院や娯楽施設の充実などがあげられています。 

次いで多い神戸市については、山も海もあり、交通網の充実とともに、街並みの良さ、おしゃれさなどが多く

あげられています。 

  

順位 施策項目 割合

第1位   ごみ処理 28.7%

第2位  医療 25.4%

第3位  上下水道 23.2%

第4位  消防・救急 22.9%

第5位  生活排水 20.5%

第6位  保健 19.4%

第7位  防災 18.6%

第8位  高齢者福祉 18.4%

第9位  環境保全 18.3%

第10位 子育て支援 17.3%

定住意向に寄与している施策（上位10位）
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回答者ご自身について 

第２章 調査の結果 

 

 

 

問１ あなたの性別はどちらですか。（○はひとつ） 

回答者の性別は、女性が53.5％、男性が 45.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたの年代は次のどれですか。（○はひとつ） 

回答者の年代は、70歳以上が 23.4％と最も多く、次いで 60歳代が 21.6％、50 歳代が 15.2％

となっており、前回調査に比べて、60歳代が増加しています。 

 

 

4.3% 9.5% 13.0% 12.3% 15.2% 21.6% 23.4% 0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１．１０歳代 ２．２０歳代 ３．３０歳代 ４．４０歳代 ５．５０歳代 ６．６０歳代 ７．７０歳以上 不明・無回答

１．男性
45.8%

２．女性
53.5%

不明・無回答
0.7%
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問３ あなたが住んでいる小学校区は次のどこですか（○はひとつ） 

回答者の居住する小学校区から、居住地域の割合をみると、氷上地域が 28.0％と最も多く、次いで

春日地域が 17.0％、山南地域が 16.6％となっており、前回調査から変化が見られます。 

 

 

 

 

問４ あなたは丹波市（合併前の旧町も含めて）に住んで何年になりますか。（○はひとつ） 

回答者の居住年数は、20 年以上が 80.5％と最も多く、次いで 10年以上20年未満が 12.2％、

5年以上 10年未満が 2.8％となっていることから、経年とともに 20年以上が増えています。 

 

  

10.4%

3.2%

7.6%

6.5%

3.7%
4.3%

6.0%

3.6%

2.6%
2.0%

1.3%

5.5%

2.9%
3.4% 3.2%

1.9% 2.2%

5.2%

2.9%

6.3%

4.2%

2.2%
3.0%

1.9%

2.9%

1.2%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

崇
広
小
学
校
区

新
井
小
学
校
区

中
央
小
学
校
区

東
（生
郷
）
小
学
校
区

西
（葛
野
）
小
学
校
区

南
（沼
貫
）
小
学
校
区

北
（幸
世
）
小
学
校
区

旧
佐
治
小
学
校
区

旧
芦
田
小
学
校
区

旧
神
楽
小
学
校
区

旧
遠
阪
小
学
校
区

黒
井
小
学
校
区

春
日
部
小
学
校
区

大
路
小
学
校
区

進
修
（国
領
）小
学
校
区

船
城
小
学
校
区

上
久
下
小
学
校
区

久
下
小
学
校
区

小
川
小
学
校
区

和
田
小
学
校
区

竹
田
小
学
校
区

前
山
小
学
校
区

吉
見
小
学
校
区

鴨
庄
小
学
校
区

三
輪
（美
和
）
小
学
校
区

不
明
・無
回
答

13.6% 28.0% 9.5% 17.0% 16.6% 14.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原地域 氷上地域 青垣地域 春日地域 山南地域 市島地域

80.5% 12.2% 2.8%

2.5%

0.5%

0.5%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０年以上 １０年以上２０年未満 ５年以上１０年未満 １年以上５年未満

１年未満 わからない 不明・無回答
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問５ あなたの家族構成はどのようになっていますか。（○はひとつ） 

回答者の家族構成は、２世帯同居（親と子）が 44.1％と最も多く、次いで夫婦のみが 22.3％、3

世代同居（親と子と孫）が 21.4％となっており、前回調査より夫婦の世帯が増えています。 

 

 

 

問６ あなたの主な職業は何ですか。（○はひとつ） 

回答者の職業は、会社員が 26.7％と最も多く、次いでパート・アルバイト、フリーター、内職が

17.7％、無職が 16.6％となっており、前回調査から変化が見られます。 

 

 

8.0% 22.3% 44.1% 21.4% 3.1%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ひとり暮らし 夫婦のみ ２世代が同居（親と子）

３世代が同居（親と子と孫） その他 不明・無回答

1.1%

2.3%

16.6%

10.7%

5.5%

17.7%

2.8%

4.2%

26.7%

7.4%

5.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

不明・無回答

その他

無職

家事専業

学生・生徒

パート・アルバイト、

フリーター、内職

団体職員

公務員

会社員

自営業

農林業
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問７ あなたは今後も丹波市で住み続けたいですか。（○はひとつ） 

「ずっと住み続けたい」「できれば住み続けたい」を合計した『住み続けたい』と回答した人は71.5％

と、前回調査より 3.5 ポイントの減少となっていますが、依然７割の人は定住意向が見られます。一

方、「住み続けたくない」「できれば住み続けたくない」を合計した『住み続けたくない』と回答した

人は 6.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 性、年齢、地域別集計 

性別では、前回同様、女性よりも男性の定住意向が高く『住み続けたい』と回答した人は約 7割強
となっています。 

年齢別でも、昨年同様、年齢が高くなるにつれ定住意向も高くなり、70 歳以上では約 8 割超とな
っています。 

地域別では、春日地域と青垣地域の定住意向が他の地域と比較して高くなっています。 

 

 

  

45.9% 25.6% 16.2% 4.5%

1.7%

5.5%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ずっと住み続けたい できれば住み続けたい どちらともいえない

できれば住み続けたくない 住み続けたくない わからない

不明・無回答

49.7%

42.9%

11.8%

20.1%

33.8%

40.6%

43.3%

55.6%

65.6%

41.0%

45.9%

56.4%

47.9%

43.6%

46.0%

24.0%

27.0%

35.3%

28.9%

28.4%

29.2%

27.3%

22.8%

20.8%

28.3%

24.0%

20.8%

29.4%

27.8%

23.0%

14.9%

17.5%

26.5%

30.9%

20.1%

16.7%

19.3%

13.3%

6.8%

20.3%

18.3%

12.8%

10.2%

15.4%

18.5%

4.5%

4.7%

10.3%

6.0%

6.9%

5.7%

2.9%

3.6%

3.0%

2.4%

4.3%

0.7%

4.5%

6.2%

6.8%

1.4%

1.9%

4.4%

4.0%

2.0%

0.5%

2.5%

0.9%
0.8%

2.4%

1.6%

1.3%

1.5%

1.5%

1.8%

5.2%

5.7%

11.8%

10.1%

8.8%

7.3%

4.2%

3.6%

2.2%

5.7%

5.7%

6.7%

6.0%

5.4%

3.6%

0.4%

0.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.4%

0.3%

0.8%

0.0%

0.2%

1.3%

0.4%

0.0%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性（N=717）

女性（N=836）

１０歳代（N=68）

２０歳代（N=149）

３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

１．ずっと住み続けたい ２．できれば住み続けたい ３．どちらともいえない ４．できれば住み続けたくない

５．住み続けたくない ６．わからない 不明・無回答
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問８ 丹波市に人口が定着し、活気のあるまちづくりを進めるためには、何を優先すべきだと思いますか。 

（○は３つまで） 

「高齢者・障がい者・子どもなどが安心して暮らせる福祉のまちづくり」が64.1％最も高く、次い

で「災害に強い安全安心のまちづくり」が 38.3％、「道路・交通網等の生活環境が整備された利便性

の高いまちづくり」が 37.8％となっており、「福祉の充実」や「安全安心」に関わる項目が上位にな

っています。前回と比較して、災害に関連した項目が上位に現われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 性別集計 

男女とも第 1位は「高齢者・障がい者・子どもなどが安心して暮らせる福祉のまちづくり」ですが、

女性は、「災害に強い安全安心のまちづくり」が第 2 位となっています。男性は、同項目が第３位に

となっていることから、男女とも、「災害に強いまちづくり」や「安全安心」を望んでいます。 

 

  

64.1%

38.3%

37.8%

29.3%

24.0%

22.7%

17.8%

12.9%

12.3%

11.5%

8.2%

6.5%

6.2%

4.0%

2.2%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

高齢者・障がい者・子どもなどが安心して暮らせ

る福祉のまちづくり

災害に強い安全安心のまちづくり

道路・交通網等の生活環境が整備された利便性

の高いまちづくり

事故や犯罪の少ない安心して暮らせるまちづくり

豊かな自然環境を活かした循環型のまちづくり

にぎわいのある商業のまちづくり

教育環境が整備されたまちづくり

個性を活かした観光のまちづくり

農林業の盛んなまちづくり

活力のある工業のまちづくり

新しい都市構造のまちづくり

市民活動が活発な協働のまちづくり

歴史や文化財、伝統を生かしたまちづくり

文化活動が充実したまちづくり

その他

不明・無回答

第1位 第2位 第3位

高齢者・障がい者・子どもなどが
安心して暮らせる福祉のまちづくり

道路・交通網等の生活環境が
整備された利便性の高いまちづくり

災害に強い安全安心のまちづくり

56.4% 38.1% 37.2%
高齢者・障がい者・子どもなどが
安心して暮らせる福祉のまちづくり

災害に強い安全安心のまちづくり
道路・交通網等の生活環境が
整備された利便性の高いまちづくり

71.1% 39.3% 38.1%

男性
（N=717）

女性
（N=836）
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■問８ 年齢別集計 

１０歳代は、「にぎわいのある商業のまちづくり」が最も高くなっています。その他、いずれの世代も「高齢

者・障がい者・子どもなどが安心して暮らせる福祉のまちづくり」が第１位となっています。 

 また、年齢が上がるにつれ、「安全安心」が上位となっており、年齢別でも「災害に強いまちづくり」が必要

とされています。 

 

 

■問８ 地域別集計 

各地域とも「高齢者・障がい者・子どもなどが安心して暮らせる福祉のまちづくり」が第１位となっ

ています。氷上地域と市島地域は、「災害に強い安全安心のまちづくり」が第 2 位となっており、被災

地域の影響が、優先すべきまちづくりに現われています。 

 

  

第1位 第2位 第3位

にぎわいのある商業のまちづくり
高齢者・障がい者・子どもなどが
安心して暮らせる福祉のまちづくり

道路・交通網等の生活環境が
整備された利便性の高いまちづくり

44.7% 44.7% 34.8%
高齢者・障がい者・子どもなどが
安心して暮らせる福祉のまちづくり

道路・交通網等の生活環境が
整備された利便性の高いまちづくり

にぎわいのある商業のまちづくり

47.4% 43.2% 40.8%

高齢者・障がい者・子どもなどが
安心して暮らせる福祉のまちづくり

にぎわいのある商業のまちづくり 教育環境が整備されたまちづくり

58.5% 35.7% 33.6%
高齢者・障がい者・子どもなどが
安心して暮らせる福祉のまちづくり

災害に強い安全安心のまちづくり
道路・交通網等の生活環境が
整備された利便性の高いまちづくり

58.5% 34.8% 34.8%
高齢者・障がい者・子どもなどが
安心して暮らせる福祉のまちづくり

道路・交通網等の生活環境が
整備された利便性の高いまちづくり

災害に強い安全安心のまちづくり

66.6% 44.1% 37.2%
高齢者・障がい者・子どもなどが
安心して暮らせる福祉のまちづくり

災害に強い安全安心のまちづくり
道路・交通網等の生活環境が
整備された利便性の高いまちづくり

69.3% 45.9% 38.1%
高齢者・障がい者・子どもなどが
安心して暮らせる福祉のまちづくり

災害に強い安全安心のまちづくり
道路・交通網等の生活環境が
整備された利便性の高いまちづくり

75.0% 45.6% 38.7%

６０歳代

７０歳以上

１０歳代

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

第1位 第2位 第3位

高齢者・障がい者・子どもなどが
安心して暮らせる福祉のまちづくり

道路・交通網等の生活環境が
整備された利便性の高いまちづくり

災害に強い安全安心のまちづくり

62.7% 41.1% 36.3%
高齢者・障がい者・子どもなどが
安心して暮らせる福祉のまちづくり

災害に強い安全安心のまちづくり
道路・交通網等の生活環境が
整備された利便性の高いまちづくり

61.2% 40.5% 34.2%
高齢者・障がい者・子どもなどが
安心して暮らせる福祉のまちづくり

道路・交通網等の生活環境が
整備された利便性の高いまちづくり

災害に強い安全安心のまちづくり

63.0% 40.8% 32.7%
高齢者・障がい者・子どもなどが
安心して暮らせる福祉のまちづくり

道路・交通網等の生活環境が
整備された利便性の高いまちづくり

災害に強い安全安心のまちづくり

66.6% 34.2% 33.3%
高齢者・障がい者・子どもなどが
安心して暮らせる福祉のまちづくり

道路・交通網等の生活環境が
整備された利便性の高いまちづくり

災害に強い安全安心のまちづくり

65.4% 44.7% 37.5%
高齢者・障がい者・子どもなどが
安心して暮らせる福祉のまちづくり

災害に強い安全安心のまちづくり
道路・交通網等の生活環境が
整備された利便性の高いまちづくり

73.8% 46.2% 38.4%

市島地域

柏原地域

氷上地域

青垣地域

春日地域

山南地域
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（１）保健に関する施策について 

保健に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 31.2％と前回調査と比較して 1.4 ポイントの増となっています。不満度（「不満」「やや不

満」の合計）は 7.0％と前回調査と比較して 3.2 ポイントの減となっています。 

 今後、特に重要だと思うものは、「受診しやすい健診（検診）体制の整備・充実」が 39.0％と、前回調査と同様に最も高くなっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

  

①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計 

年齢別では、前回調査同様に 70 歳以上の満足度が高く、４割を超えています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計 

前回調査で、70 歳以上は「市民主体の健康づくり活動への支援」が高い回答率でしたが、今回の調査では、いずれの階層ともに「受診しやすい

健診（検診）体制の整備・充実」への回答が最も高くなっています。 

 

4.1%

6.3%

10.6%

19.3%

20.7%

39.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

不明・無回答

受動喫煙防止、防煙教育の推進

自殺対策を含めたこころの健康づくりの推進

運動を活用した健康づくりの推進

食を通じた健康づくりの推進（食育の推進）

受診しやすい健診（検診）体制の整備・充実

7.3%

9.5%

8.8%

6.0%

5.9%

5.7%

5.9%

7.4%

14.5%

8.5%

8.7%

9.4%

6.8%

9.3%

8.1%

20.2%

25.1%

27.9%

20.8%

23.5%

21.4%

15.1%

25.4%

25.7%

20.8%

23.1%

23.5%

26.0%

25.5%

17.6%

45.3%

41.6%

25.0%

37.6%

43.1%

44.8%

47.5%

47.0%

42.6%

44.8%

43.2%

38.3%

44.5%

34.8%

54.1%

4.5%

4.3%

2.9%

4.0%

3.9%

3.1%

5.0%

4.7%

4.9%

2.8%

3.4%

6.7%

3.8%

7.3%

3.2%

3.5%

1.8%

0.0%

2.0%

3.4%

5.7%

2.1%

2.7%

1.4%

2.8%

2.3%

2.7%

2.6%

3.1%

1.4%

18.7%

16.8%

35.3%

29.5%

19.1%

19.3%

23.5%

11.8%

9.6%

19.8%

19.0%

18.8%

15.5%

18.5%

14.9%

0.6%

1.0%

0.0%

0.0%

1.0%

0.0%

0.8%

0.9%

1.4%

0.5%

0.5%

0.7%

0.8%

1.5%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性（N=717）

女性（N=836）

１０歳代（N=68）

２０歳代（N=149）

３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

食を通じた健康づく
りの推進（食育の
推進）

運動を活用した健
康づくりの推進

受動喫煙防止、防
煙教育の推進

自殺対策を含めた
こころの健康づくり
の推進

受診しやすい健診
（検診）体制の整
備・充実

不明・無回答

男性（N=717） 19.2% 20.7% 7.1% 11.8% 37.7% 3.6%

女性（N=836） 22.0% 18.2% 5.6% 9.8% 40.3% 4.2%

１０歳代（N=68） 15.9% 20.6% 13.1% 15.9% 29.0% 5.6%

２０歳代（N=149） 15.3% 15.7% 10.5% 14.9% 40.2% 3.5%

３０歳代（N=204） 20.1% 17.4% 8.7% 11.7% 38.0% 4.2%

４０歳代（N=192） 17.7% 18.4% 8.0% 15.4% 39.1% 1.3%

５０歳代（N=238） 22.3% 23.3% 4.2% 10.0% 36.1% 4.2%

６０歳代（N=338） 22.0% 19.2% 4.1% 8.0% 44.4% 2.2%

７０歳以上（N=366） 23.8% 19.9% 4.4% 7.8% 38.2% 6.0%

柏原地域（N=212） 19.8% 17.3% 8.5% 10.8% 38.0% 5.7%

氷上地域（N=438） 19.8% 20.8% 7.7% 12.1% 37.1% 2.6%

青垣地域（N=149） 23.6% 22.7% 4.6% 8.7% 38.0% 2.5%

春日地域（N=265） 21.3% 19.4% 4.8% 11.3% 38.9% 4.3%

山南地域（N=259） 22.2% 17.1% 5.0% 9.6% 42.1% 4.0%

市島地域（N=222） 19.5% 19.0% 5.8% 9.3% 41.1% 5.3%

性
別

年
齢
別

地
域
別
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（１）保健に関する施策について（コメント欄） 

 「ぐっすりすやすや運動」スローガン初めて聞きました。すいません。 

 「ぐっすりすやすや運動」って何ですか…。初耳でした。 

 「ぐっすりすやすや運動」の周知が不十分で保健事業されていることを知らなかった。 

 「ぐっすりすやすや運動」は初めて知りました。広報の手段に問題があるのでは。 

 １００才時代 

 １について、今子育てをしていて子供が食に関してあまり関心がありません。丹波産のものを使っておいしく食せるレシピなど教えてもらえ

ればうれしいです。 

 ５０才位から健康についての取組みと健康寿命を伸ばす知識への学習。 

 ５を充実される為にも公共交通機関を更に整備し利便性の高いまちづくりを目指すことが課題であると思います。 

 ７０才になったら年に１度の健診がかぎられているので困っています。他の病院へと書いてあるので足が運びにくくなりました。 

 いつどこで誰がどのように取り組んでいるのかをもっと明確に伝えないと。 

 インフルエンザなどの予防接種の高校生までの接種料を安くして学級閉鎖を少しでもなくしていけるように希望します 

 ウォーキングコースを作ってほしい。(４km、５㎞コースなど) 

 ぐっすりすやすや運動というものの存在を知らなかった 

 ぐっすりすやすや運動を知らないのでコメントできない 

 ぐっすりすやすや運動を知らなかった 

 クリニックが少なすぎるから相談もしにくい。 

 このような運動が行われていることを知らなかった。 

 このような活動があると知りませんでした。 

 このような制度があっても私達世代には情報が入ってきにくい。（放送等で呼びかけがあるかもしれないが、あまり家にいないとわからない） 

 この運動をしていることを全く知りません。地域の会社や学校に市役所から出向く体制がいるのでは。 

 この施策があることを知りません。 

 この分野について活動されていた事が分かりづらい。分かりやすい情報提供が必要だと思う。いつ・どこで・どんな事ができるのか等。 

 すみません、この取り組みを知りません。 

 そもそも実施しているかどうかがわかりません。告知が全くされていないような気がします。 

 そもそも知名度が低いのでは。 

 タバコは百害あって一利なし！！吸わない者にとっては大迷惑です。 

 もっと運動施設を作ってほしい。 

 もっと何が行われているのか分かりやすくアピールした方がよい。知らないものが多い。 

無料検診できる所が少ない。 

予約がとりにくい。 

 わかるかこんなむずかしいことがすぐわかるわけない。理解。 

 一般市民には、どんな取組みなのか周知できてないと思う。 

 運動する事で１，３、４が解決しやすくなります。「ぐっすりすやすや運動」は家族全員知りません。 

 栄養士さんや保健師さんがもっと市民の中に入り、若い母親や家の食事を作る人に指導してほしい。来場を待つのではなく、入って欲しい。 

 何をしてるのかわからない 

 海外で子育て経験あり。母子の健康特に子の健康のためにかかりつけ医を推奨しているが子どもの急患への対応がない、緊急時対応して

もらえないのが不安 

 開業医院の分布図の配布。 

 各地区にグランド、体育館等で体育が出来る所がなし。 

 気軽に行ける運動施設をふやしてほしい。（仕事帰りになると人が多く十分に運動できない） 

 具体的な取り組みを知らないので、啓発も必要かと思います。知らずに無責任に記入し、申し訳ありません。 

 健康づくりには、まず食が大切だと思います。職業がら高齢者などは咀しゃくしにくい食材もあるので、きざみ食やとろみ食などを行うなど、

後食中毒などにも気をつけて健康づくりしたいと思っています。 

 健康づくりを推進しているがサークルやクラブなどで市の施設を利用する時に施設使用料など数年前からかかるようになり利用するものと

して困っている。サークルの会員も減少しているのに使用料が高い。 

 健康な方でも３０代になると筋力が低下していきます。意識的には運動を行うことで健康寿命を延ばせるような活動が必要だと思うので。 
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 健康管理など５つの重点分野について全くといってよい程知らなかった。もっと市民に理解してもらえる様な報告、啓蒙方法が必要。 

 健康寿命日本一を目標にしているのであれば毎年全国での順位、兵庫県内での順位を公表すべきである。 

 健診の申し込みをネット上からも出来る様にしてほしい。 

 健診時の待ち時間の長さが気になっている。子どもの健診時には、子どもがさわぐなど、保護者の注意力の低さも気になりました。 

 検診の充実を計ってほしい。 

 公園がもっと欲しい。 

 高齢者、障がいのある方も参加しやすい健康づくりをして欲しい。 

 高齢者への検診体制は不親切で不充分。これを対策しないと高齢者の医療費は益々増大していく。こととなき。 

 高齢者介護予防の点から受診者の増加、受診率の向上を目指した取組みが必要 

 黒豆や特産物があるのでそれらの食べ物を活かした健康づくりイベントをする。また医療機関と連携し健診を受けやすい環境にしていく。 

 今はまだ車にも乗れるが、いずれ乗らなくなると会場に行く手段がわからない。 

 最近、若い方の自殺が多いと感じるので、スマホ・ＳＮＳなどによるいじめ対策（小中学生への）が必要なのではないか 

 最低賃金を上げてほしい。 

 昨年にも保健課に電話したけれど改善はしていない。インフルエンザの配分。町ぐるみ検診の日程日。 

 子どもの急な発熱や体調が悪くなった時、対応を断られる病院が多いので即対応できるようにしてほしい。 

 子宮頸がんや乳がん等の検診の助成開始年齢を早めてもらいたい点がやや不満の理由です。 

 子供がまだ小学生の母親が子供の目の前で喫煙している様子を見ると子供の健康をどう思っているのかととっても不安になります。 

 子供の時から好き嫌いの無い子に育てる。 

 市島町には気やすくいつでも行ける店や喫茶店もないので、気楽に行けるとこ自治会館等も気楽につかえる様にして。 

 私の身内で２人の自殺者がいます。私自身も心配ごと相談を何度か利用させて頂いております。もっと専門的な理解者に来て頂きたいで

す。 

 持病で指定医に通院し年３・４回血、尿、エコー検査を受けている。そこで定期健康診断に重なる時期がある。検査が重複している。こういう

人は多いと思われる。 

 このようなことの対応、説明、指導がほしい。 

 滋賀県だったか忘れましたけど高齢者の健康促進＝長寿になったこと、聞いたことがありました。 

 自殺の場合原因がある。原因にたいするケア。原因がひとならばそちらのケアが必要。 

 自治会での講話で初めて取り組まれている事を知った。参加しなかった人を含めてほとんどの方が取り組みを知っておられないと思う。 

 取り組み「ぐっすりすやすや運動」の言葉すら知らない 

 取り組みを知らない。 

 取り組み賛成します 

存在無知でしたので３「ふつう」です。 

 取組はいいかと思いますがその取り組みを知りません 

 取組みを知らなかった。 

 重点分野の基軸とされていることは伝わってきているが自分の生活の中の実感として感じることができない。（職場等での取り組みにつな

がらなければただのスローガンがあるな、ぐらいにしか思えない。） 

 重点分野を絞って…例えば「喫煙の一番少ない市町村」を目指すとか 

 出産・育児中ですが産後の時期の赤ちゃん訪問や検診の回数を増やして欲しい。不安な時期なので「いつでも電話してください」と言われて

もかける勇気はないし、決まった訪問あると助かります。(希望者だけでも。） 

 初めて聞いた。認知度が低いと思う。本気で「ぐっすりすやすや運動」を基軸としていないからだと思う。 

 小さい頃から心の問題、たばこ等について何回も話を聞いてきているので、その点については活かしていけると思う。 

 障害者は健診を受けにくい。障害者か通所している所でも健診を受けられるような補助金とか体制を考えてほしい。 

 上記に記載してある具体的な内容を把握しておらずよくわからないがそれぞれに取り組みがあるのであれば良いと思う。 

 食：和食を中心とした昔からの健康食。 

運動：幼少期から行い生活の一部にする。 

 食は生命をつなぐ。食育の推進も次世代に引き継ぎ食べることの大切さを学校や地域、職域にも伝えていくことが大事と思います。 

 食を通じた町づくり、環境整備が必要ではと思います。 

 食育が将来の子供たちに大きな影響があるので幼い頃からの食育活動の充実が必要だと思う。 

 食育としての活動は理解していますが少しかたくるしく感じ、２０才～３０才までの若手での取組みが必要。 
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 食事の大切さが一番、二番、自分に合った柔軟体操、乾布摩擦毎日。 

 心の健康はとても大切で、このごろすごく自殺する若者と老人のため重要だとつくづく思います。 

 心の病は学校・仕事・育児全てに起きうる問題です。心豊かに生活していける施策が必要と考えます。 

 人間は生きて行く上で身体の健康と精神(心の）健康がとても大切だと思います。 

 睡眠で健康寿命がのばせるとは思えない 

 精神疾患の方が多いので生きやすくの啓発。 

 前に電車の中でたばこを吸っている男性が居ました。高校生や高齢者の方はもちろんですが一般の人に迷惑がかかるのでそういうのをなく

していきたいです。 

 全部重要すべきだと思う。 

 総合庁舎の健康保険課では、タバコの受動喫煙を云っているが、受動喫煙がされているを見るとうんざりする。まずトップ、議員が衿を正す

べきである。薬物しかりです。 

 他の市町村の取組みが分からない。比較できない。 

 他の病院にかかっていない高齢者には全項目の健診(検診）を受けさせてほしい。 

 他地区での予防接種をもっと受けやすい体制作りが必要。 

 丹波市は広すぎてどこに行くにも車。子育てしやすいが車がないとなにもできない。 

 丹波市内は広範囲なので各々の町ごとの運動設備の充実で市民の体力づくりの向上がはかられると良いです。ちなみに市島町はスポー

ツピアがありますがプールがありません。市民にひらかれたプールを作ってほしいです。 

 中高生の自殺が近年何度かあり、家庭や学校のケアが必要だと考えます。 

 町ぐるみ検診で胃や乳ガンが高齢者はしてもらえないのですが指定の病院へも中々行けないので受けられる人は検診車で受けたいです。

検討して下さい。 

 町ぐるみ検診の年２回実施。 

 特に学生の健康づくりは大切だと思う 

 妊婦健診の助成券、とても使いにくいです。１０００円券だけでも使える様にして欲しいです。２０００円程度の会計がほとんどだった為、４００

０円券ではムダが多く、本当に使いにくかったです。 

 認知症予防の健診が今後必要ではないかと思います。 

 病院がどこにあるかわかりません。全病院が一目でわかるマップ。 

 病院の送り迎え望む 

 聞いた事なし。もっとＰＲして下さい。 

 平均寿命が短く成果を感じない。 

 予防接種は他府県でも自分のかかりつけ医で受けられるようになれば良い。 

 予防接種前回のように通知（書類）にて知らせてほしいです。 
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（２）医療に関する施策について 

医療・救急体制に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 39.3％と前回調査と比較して 10.5 ポイントの増となっています。不満度（「不

満」「やや不満」の合計）は 9.6％と前回調査と比較して 11.8 ポイントの減となっています。 

 今後、特に重要だと思うものは、「丹波医療センター（仮称）の医療機能の充実」が 33.5％となっており、前回調査と同様に医療機能の充実

について最も高くなっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

  

①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

年齢別では、10 歳代と 70 歳以上の満足度が高くなっています。地域別では、前回調査は青垣地域が低調でしたが、今回の調査では市島地域が

他の地域と比較して低くなっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計 

前回調査と同様にいずれの層も「丹波医療センター（仮称）の医療機能の充実」への回答が最も高くなっています。 
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各種福祉医療費の助成制度の充実

休日応急診療機能の充実

国保青垣診療所機能の充実

市内民間病院における医師確保や経

営支援の充実

丹波医療センター（仮称）の医療機能の

充実
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満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

丹波医療センター
（仮称）の医療機能
の充実

市内民間病院にお
ける医師確保や経
営支援の充実

休日応急診療機能
の充実

国保青垣診療所機
能の充実

各種福祉医療費の
助成制度の充実

不明・無回答

男性（N=717） 35.6% 14.9% 20.7% 4.7% 20.0% 4.2%

女性（N=836） 34.3% 16.5% 21.8% 3.6% 19.9% 3.8%

１０歳代（N=68） 35.5% 17.8% 18.7% 5.6% 18.7% 3.7%

２０歳代（N=149） 26.5% 18.8% 23.3% 4.9% 21.6% 4.9%

３０歳代（N=204） 29.9% 16.9% 28.5% 2.0% 16.6% 6.2%

４０歳代（N=192） 33.6% 17.6% 24.4% 1.9% 19.4% 3.1%

５０歳代（N=238） 37.2% 16.4% 19.6% 3.5% 19.4% 4.0%

６０歳代（N=338） 38.5% 12.9% 21.4% 3.7% 20.7% 2.8%

７０歳以上（N=366） 36.9% 14.7% 16.1% 6.8% 21.5% 4.1%

柏原地域（N=212） 36.1% 14.4% 21.9% 1.4% 21.7% 4.4%

氷上地域（N=438） 34.0% 17.5% 21.3% 1.5% 22.1% 3.6%

青垣地域（N=149） 31.4% 9.8% 14.1% 29.8% 14.1% 0.8%

春日地域（N=265） 36.6% 17.4% 24.5% 0.9% 16.4% 4.2%

山南地域（N=259） 35.0% 16.2% 22.5% 1.6% 20.0% 4.6%

市島地域（N=222） 35.3% 15.9% 20.0% 0.6% 22.7% 5.5%

性
別

年
齢
別

地
域
別
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（２）医療に関する施策について（コメント欄） 

 １．柏原病院では初診についてはあまり受け入れてくれないイメージがあったが、どのような患者でも受診してよいのか気になる。 

５．子ども医療について 15 才まで 0 円だったが、そうではなくなるので残念。 

 ①に期待が大である。機能のみでなく、職員の対応能力に対しても、その（心の）教育にも。 

 ２４時間体制で受診が可能な所があると心強い。今は土日の夜間などは受診する所が無い。 

 ２はとってもお願いしたい事です。 

 インフルエンザの注射を無料かせめてもっと安くしてほしい 

 インフルエンザの予防接種の助成を増やしてほしい 

 しっかりと診察していただける環境を作っていただきたい。 

 ホームページの休日診療案内に電話してもつながらない。運営できないのなら、ホームページから削除すべき 

 ホスピスの充実を願う。 

 安心して子供をつくろうと思える市に 

 安心できる出産、小児科医療が出来ないと子育て出来ず若者の定住どころか里帰り出産もできない。 

 以前子供の体調が悪くなり、電話相談したら土曜日みてくれるのは福知山市しかないといわれたとき引っ越したくなりました。 

 医師の負担が大きくならない程度に休日応急診療を充実してほしい。子供や高齢者の為にも。 

 医師介護職の充実 

 医者不足の解消 

 医療センターへの通院手段の充実（デマンドタクシーや通院用バスバス）などが出来ると嬉しい 

 医療センター行きのバスをお願いします。 

 医療と診療とは施策が別で行うべし。 

 医療に対して、他の県や地域にない最新設備（血液、尿検査だけでがんがわかる等）を入れて、丹波市に行けばすぐ検査ができ、そして治療

ができる医療最前線の市にはできないでしょうか！ 

 医療費の助成制度、こども助成の内容が変わりましたが、日割か３割かでは一気に差があるのではないでしょうか。休日診療ありますが、科

が違ったら結局みてもらえないこともある。 

 一人親世帯への支援の充実が必要かと考える 

 過疎地域の青垣において青垣診療所の存在は大きです。絶対に無くしてはいけない施設だと思います。 

 患者を集める事が重要。患者が多いと症例も多様で若い医師が集まりやすくなる。(看護師、他の医療者も）医療が充実すると街も活性化し

やすい。 

 期待しています。 

 休日・夜間の救急では丹波市に医師がなく篠山まで行かなければならない。 

 休日に個人病院が休診で市内で捜したが見つからず困った。他市へ行った。 

 休日応急診療所に乳幼児専用の先生を確保してほしい 

 休日応急診療所の開設はとてもいいと思います。 

 休日診療→柏原病院へ行ってくださいと言われ二度手間だった。何のための休日診療かと思う。 

 休日診療所に内科以外の先生はどうかと思う。歯医者とか分野が違う先生が診れるのか？ 

 休日診療所を増やして欲しい。 

 救急で診察を依頼しても専門の先生がいないから診れないと言われ中々診察してもらえない。 

 救急救命の場合の病院受け入れ問題や救急車両の配置、整備を充実して頂きたい。田舎だからといってあきらめにも似た状況あるので改善

お願いしたい。 

 救急車を呼んでも市外まで搬送されると救急の意味が無い。丹波市内で対応できる様にしてほしい。 

 居住区の立地により回答は変わる 

 県立から市立になるのが心配です。 

 県立へ行く時の初診料を下げてほしい。紹介状が必要なのか。 

 現在建設中の丹波医療センター（仮）について大きくなるのはいいのですが、結局のところどれだけ優秀な人材を確保できるのかにかかって

いると思います。 

先進機器をどれだけ入れてもそれを動かし、結果を判断し、対応できるかが命だと思っています。 

 個人医院のかたよりがひどい。皮膚科、耳鼻科に関しては１軒ずつというのはどうかと思う。例えば丹波市が市内に少なくかつニーズが高い

医療科目医師の誘致、市内開院なら助成など丹波市内に開院しやすくしたらいいと思う。もしくは、丹波医療センター内にある皮膚科や耳鼻

科など市内に開業医が少ない専門医内診の場合は初診時紹介状なしの選定療養費がかからないなどの受診 

 高齢になると医療費が高くなっていきます。 
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 国保青垣診療所、急患の際（子供の高熱）予約をしていないからと診察してもらえなかった事が何度かある。結果三田市まで行き入院となっ

た。 

 今、建設中の総合医療機能の充実を望んでいる。 

 在院日数が短くなり、医療依存症のない患者さんが在宅で療養する。ホームドクターの緊急時の対応など行政とのさらなる話し合い、協力を

求めてほしい。 

 在宅看護や、医療センターへの交通手段に関して充実させる。 

 昨年休日応急診療所を利用したときに、医者がいなくて看護師の対応で、充分な対応をしてもらえなかった。 

 子どもの乳児医療が無料でなくなったのが、かなり不満です。世帯全員の所得税だとほとんどの人が非該当になるのでは？今まで無料だっ

たことが丹波市の魅力の１つであったのに非常に残念です！子育てに優しい町だとは言えません。改善して下さい！ 

 子ども病院に気軽に行ける制度は整っているが母親が病気になった時に元気な子供も連れて病院に行く準部は病院側にはない。 

 子の急患への対応（アレルギーを含め）少なく不安しかない 

 子育て世帯など対象世帯への周知が足りない。 

 子供を診てもらえないことがあり遠方の病院を紹介されてしまう。 

 市島地区の新医療センターへの交通はどうするのか。 

 市民の医療の高額化を抑えて市民が受診しやすい医療機関を望む。 

 市民の高齢化が進んでいる中、地域医療が担う役割は大きいと思います。 

 児童について医療費は１８才まで無料だが、老人の医療費については所得により負担割合が違うので同じ負担にして欲しい 

 質の良い職員がいかに確保されるかが大事。外国の方も多くなる。多様性の重視した医療に期待します。 

 実際に自分が困らないと実感がわかない。夜間に調子が悪くなり救急に電話したが、夜間休日に弱者が気軽に相談、駆け込めるところがあ

るといいなとは思う。 

独居高齢者、障害者、が同じようなことになれば、不安がかなり高くなるのでは。 

 取り組み賛成します。 

よりよくなればと思いますので２。 

 手術１つにしても大阪・神戸方面の病院まで行かなくても安心して手術を受けられる様に少しでもいい医師に来てもらえる様にしてほしい。 

 受診しやすい医療機関、相談できる対応の充実（認知症など）老老介護を含めて支援の充実。 

 小児の救急の際、伊丹の方まで走ったことがあり、夜中に体調不良の子を連れ１時間も車でかかるのは大変でした。 

 小児科が無く困る。ないのでいつも福知山の病院へ行く。その時に福祉医療が受けれず実費でたてかえが困る。 

 小野市の様に高校生まではすべて医療費をタダにしたりもっと下の者の身になって行って下さい。 

 障がいの基準が何十年も前のままで片目や耳に不自由があっても片方が基準内という事で支援が必要な人に支援がなにもなくとっても不自

由に生活している人が多くいます。 

 障がい者（身体・精神）が働ける仕組み等を作る必要があると思います。 

 障がい者の為の支援がみんなに浸透していなくてわからないことが多すぎる。ネットワーク等で情報を仕入れているが公になっていない事が

多い。 

 障がい者差別解消法があるけれど、まだまだ理解が少ないように思えるので。 

 障害の身ですので福祉に取り組んでほしい事業を望みます。 

 職場の方で現在年に１回人間ドッグを受診してます（日赤）今後も丹波医療センターで受診の予定です。休日応急診療所は、救急で受診をし

たい時もあるので大切だと思います。 

 色んな問題を抱えていらっしゃる方が多い。機能ばかりではなく機関の対応の充実が必要だと思います。 

 心療内科を充実させてほしい。 

 新しい病院が(今は日赤）遠くなり通院の足(交通手段）が心配です。 

 深夜、休日の医療の充実を望む 

 人間ドックの案内やその費用が安くなる制度があればいいと思う 

 西洋医療に頼りすぎ。救急のみ対応。 

 青垣診療所はいろいろな科の先生が来てくださりとても助かっている。このまま充実した診療所を希望。休日診療は以前利用して待ち時間の

長さや土曜日午後の診療がないことが不満。かかりつけ医はほとんど病院に行かない者にとり無いのと同じである。 

 専門医師の確保に努められたい 

 全国的にも医師不足が深刻です。お医者さんの負担が大きくなるのが心配です。（ミスも含めて）充実した医療体制を確保していただきたいで

す。 

 全部重要だと思う。 

 大きな医療センターが出来るので休日診療、応急対応が充実する事を願っています。ドクターヘリとか。 
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 大阪から来て１０年になりますがどんな病院がどこにあるか不明。電話帳も見にくいし（病院名で引かないと出ない）ある病院の名前もわかり

ません。 

 第３次救急受け付け病院 

 丹波医療センターが完成しても医師の確保は出来ますか。週１回や月１回しか来て頂けないようでは不安です。 

 丹波医療センターが出来るにあたり交通量が心配。 

 丹波医療センターの機器の充実を（もう遅いか）お願いします。新しい機器を入れることで若い先生方が来てもらえる可能性が有るかとも思う

ので。 

 丹波医療センターの高度機能の確保 

 丹波医療センターへの交通アクセスが重要。今でさえ朝の交通渋滞がひどいのに、どのように対処されるのか。 

 丹波医療センターを年中無休にする。 

 丹波市に産婦人科、耳鼻科、皮膚科を経営される開業医さんを増やして欲しい。 

 丹波市に隣接する病院が対象外とても理解できない。 

 丹波市は、いい病院が少ないと思う。良い医師も少ないし、都会からヤブ医者が丹波市にまわされているような気さえします。 

 丹波市内をデマンドタクシー等で市全体を利用できること。 

 地域格差のない工夫が必要 

 土日にも病院に行きたい時もあるから。 

 統合病院：専門医の充実、特に脳神経外科 

 特に DOCTER＝優秀な 

 特に不満はないがより充実を望む 

 乳児医療が今年７月から両親共働きをしている事により医療費(子ども）を支払わなければいけないのは平等ではないと思います。必死で働

きぜいたくをしている訳ではありません。しかし２人が働いているだけで。私は保育士をしていますが、こんなことなら辞めてしまい子どもを育

てやすいようにしようかなと考えます。 

他の職員も同じことを言っているので、全てを考え悪循環な丹波市になっているのではないでしょうか。今現在子供を育てにくい町になってい

ます。 

一生懸命働かない方が支援される(守られる）のでしょうか。一方は中学校３年生で援助され、一方は２歳から支払わなければいけない。 

もっとやり方が(考え方が）あったのではないでしょうか。周りの人もみんな住みにくい子育てしにくい丹波市と言っています。もう一度考えて下

さい。 

 柏原病院が子どもの急な熱などで診察してくれないのが特に不満。重度でないと診察してくれない。福知山市民病院は腹痛等でもすぐに診察

してくれる。 

休みの日でも、急な熱など親は子どものことがとても不安になってしまうので、安心してすぐに快く診てくれる病院にしてほしい。いつも福知山

市民まで行っています。 

快く診てくれるので… 

 柏原病院が無くなるのはいかがなものかと思う。小倉方面の病院が無くなるのではないか。 

 柏原病院と赤十字の合併はすばらしい 

 柏原病院と日赤が統合されるが医師不足は解消される訳もなく。通院は１日仕事になるのか。 

 病院がひとつになって、安心して受診できるようにしてほしい。 

 病院に期待。 

 病院の送り迎えを。お買いものも同じです。 

 本当にターゲットにしている年代はどこ。 

 慢性疾患等の専門医が市内に少なく市外へ行っている。 

 明石の病院へ行くために往復 5 時間かけて行くおじいさんが近所にいます。電車に関しては群を抜いて不便。石生駅前に住んでいますがこ

の駅を利用する気にならない。 

ピタパも使えない 

 来たるべき南海地震に対するそなえとし、県人と防災未来センター長によると丹波市は１ヶ月停電するとの事、薬、発電機の燃料、救急車、 

ドクターヘリ等準備をお願いしたい。連携、役割分担が必要。住民の理解。 

 夜間の救急で他市に行かないといけない時など困ります。 

 夜間の救急受診の問題、夜間の診療は他の市へ行かれているように思う。夜間高熱の赤ちゃんの受け入れ病院がなく不安すぎた。病院が

受け入れてくれなかった。 
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（３）地域福祉に関する施策について 

地域福祉に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 24.4％と前回調査と比較して 4.4 ポイントの増となっています。不満度（「不満」「や

や不満」の合計）は 11.6％と前回調査と比較して 2.3 ポイントの増なっています。 

特に重要だと思うものは、前回調査では「地域全体で支え合う仕組みづくりの推進」が最も高い満足度でしたが、今回の調査では「身近なとこ

ろで気軽に地域生活課題等について相談できる場所の設置」が 22.1％と最も高くなっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

  

①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

前回調査の年齢別では、高齢層の満足度が高い割合でしたが、今回の調査では高齢層に加えて 10 歳代の満足度が高くなっていることが特徴的

です。地域別では、青垣地域の満足度が比較的高くなっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計 

今回の調査では 10 歳代の「地域住民で支え合える仕組みづくりの推進」が高く、その他の層は「身近なところで、気軽に地域生活課題等につい

て相談できる場所の設置」が最も高くなっています。 

 

  

8.8%

15.1%

17.2%

17.4%

19.3%

22.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

不明・無回答

認知症や知的障害等により判断能力が不十分な方へ

の権利擁護支援

市役所に福祉（高齢、障がい、困窮等）に関する総合相

談窓口の設置

地域住民で支え合える仕組みづくりの推進

家族や地域等とつながれない社会的孤立者の解消に

向け、地域住民の誰もが気軽に集える居場所の整備

身近なところで、気軽に地域生活課題等について相談

できる場所の設置

地域住民で支え合
える仕組みづくりの
推進

身近なところで、気
軽に地域生活課題
等について相談で
きる場所の設置

市役所に福祉（高
齢、障がい、困窮
等）に関する総合
相談窓口の設置

家族や地域等とつ
ながれない社会的
孤立者の解消に向
け、地域住民の誰
もが気軽に集える
居場所の整備

認知症や知的障害
等により判断能力
が不十分な方への
権利擁護支援

不明・無回答

男性（N=717） 18.5% 21.5% 17.6% 18.8% 15.0% 8.7%

女性（N=836） 16.6% 22.8% 17.0% 19.6% 15.4% 8.6%

１０歳代（N=68） 23.9% 18.4% 12.8% 24.8% 12.8% 7.3%

２０歳代（N=149） 12.3% 20.2% 16.2% 19.8% 18.2% 13.4%

３０歳代（N=204） 15.3% 21.1% 17.4% 20.2% 16.8% 9.2%

４０歳代（N=192） 16.6% 20.5% 20.8% 17.3% 15.3% 9.6%

５０歳代（N=238） 16.2% 22.1% 18.1% 21.0% 14.6% 8.0%

６０歳代（N=338） 18.3% 24.6% 19.4% 17.9% 15.2% 4.7%

７０歳以上（N=366） 20.0% 23.1% 14.2% 18.9% 13.8% 10.1%

柏原地域（N=212） 16.7% 23.7% 18.1% 20.1% 15.3% 6.2%

氷上地域（N=438） 16.4% 22.4% 17.7% 20.7% 15.1% 7.7%

青垣地域（N=149） 17.8% 21.0% 16.2% 17.8% 15.4% 11.9%

春日地域（N=265） 17.1% 21.4% 16.6% 17.1% 16.4% 11.4%

山南地域（N=259） 17.7% 21.3% 17.9% 19.9% 13.6% 9.6%

市島地域（N=222） 21.0% 23.0% 15.9% 18.3% 15.3% 6.6%

性
別

年
齢
別

地
域
別
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（３）地域福祉に関する施策について 

 １人暮らしの老人が、かわいそうだから。 

 ３．窓口だけですか。 

 ③特に「当人」その者が（仲間として）対応出来る組織立て。 

 ５．認知症や知的障がいなど関わりがまだない人にも知識が得られるような会があれば良いと思います。 

 いずれ誰もが年をとるので高齢者に温かい丹波市を希望します。老後が安心だと U ターンする人も増えるはず。 

 この取り組みの将来的なビジョンが見えないので、取り組み自体が重要なのか全く分からない。 

 この取り組みを知らなかった。 

 つながりの大切さを実感で出来るように。 

 どういう活動をしているか全く知りません。 

 プライバシーの問題があり支え合うのが難しい。 

 ほとんど知らない。 

 まだまだ不十分。 

 わざわざ市役所・支所に行く事が平日のみだと大変で相談したくても行けない。市内のショッピングセンターや地域の公民館

など 

 気軽に行ける相談窓口があれば。 

 一人世帯の方が不安なく生活できる援助が必要 

 何に取り組んでるのか、どの質問もわからない。支所へも専門性のある職員の配置を望む。 

 何をどう支えるのか具体的にしていただきたい。 

 何事も中央での行事が多いので、地区に無いので参加しにくい。 

 外から見たら変な市です 

 各地区に丹波市とつながりのある方をおく（おせっかいおばさんのような気楽に話せる方） 

 活力ある町←若者の増加←魅力ある企業誘致←日本一子育てしやすい←国の助成、税の集中投資←子育支援 

 居場所整備は各地で取り組まれていますが、その場へ出て行けない真の社会的孤立者にはマンツーマンの支援が必要だ

と 

思いますが、訪問等もっと把握されるよう努力してほしい。 

 近所などお互いを大切に出来る環境を作っていただきたい。 

 健常者に福祉は必要なのか？と思ってしまう。発達障害（グレーゾーン）など見ために分かりにくいこと、本人も分からないこ

となど 

あるので、福祉の枠にとらわれる必要はないのでは？一体福祉とはなんなんだろう…ということ。 

 元気でピンピンしている人（毎日畑作業している人）が生活保護を受けているのは気に入らない 

 交通手段の充実 

 校区を見直すべき、自治会長と自治会長会（柏原に多い、他の意見をききいれない）が別にあり、わかりにくいし、長いことや

りすぎ。 

明石市を見ならってください。 

地域間に競争意識が必要。 

 行政が地域コミュニティを活発にさせるのには中々難しいと思われます。個人個人の協力、行動力が大切であると思いま

す。 

 今の世の中地域との関わりが薄れていく中、地域住民で支えるのは、高齢化も含めて無理だと思う。行政がある程度、 

踏み込んでほしい。 

 困窮や悩み等は地域の人に知られたくない場合が多く、根深いと思います。住民同士で支え合える人達は元々コミュニティ

を 
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持っている為そこを活性化させても本当の意味での支援にはならないように感じます。役所にコンタクトを取りやすくする仕

組みが 

大切と考えます。 

 最近は人と人とのつながりがうすくなっている気がする。気軽に相談できて人のぬくもりを感じれる環境を作ってほしい。 

 市島支所の縮小を考えているのにこの問題定義は難しい。 

 支所エリア住人は何かにつけ不便 

 治療や介護を必要とする地域住民がその人らしく生きて行くための支援が必要と考えます。特にレスパイトケアによる介護

負担軽減が 

大切と思います。 

 実感がない。 

 社会福祉士の拡充。専門福祉士の増員。 

 守秘義務が守れない相談員さんは信頼ができない。 

 少子高齢化の時代ですので、特に力をいれてほしいです。 

 障がい者手帳の交付の際に、自動車の免許更新に条件が付く場合があるので、その情報を手帳交付時に伝えるべきであ

る。 

 障害者が自立できるよう、福祉関係者等が個別に対応する必要があると思います。（住民一体とか地域全体とかは限界が

あります） 

 障害者の支援の充実 

 情報が入ってきません。 

 昔の田舎にあったような隣近所みな家族のような雰囲気が現代ではプライバシー云々といい、つながれない。簡単に支え合

いの 

仕組みは作れないのが現状。 

 相談をチャットでできるようにする等、どこかに出向かなくて良い設備があればいいのでは？と思う 

 相談窓口を設置しても相談員の資質が問題。 

 他の方とのかかわりを持たない人は集える場所には来ない。整備する必要はない。 

 他はさておき、１．地域住民で支え合える仕組みづくりの推進４．家族や地域等とつながれない社会的孤立者の解消に向

け、 

 地域住民の誰もが気軽に集える居場所の整備 これに税金が使われているかと思うとぞっとする。個人の問題。 

 丹波市の福祉関係職員のレベルが低すぎる。市民目線で考えていない。専門職の研修と入替が必要である。 

 地域と無理に繋がらせようとすると共働きの多いこの社会にはマッチしていない。伝統的な催事を重要視せずに個人の暮ら

しを 

重要すべき。 

 地域に助けを求めることは、当時代においては難しいように思うので、その世帯が必要な情報を得られるよう広報してほし

い。 

 地域住民で支えるなんて無理。自分の事でいっぱい。 

 地域住民で支えるのは地域役員に負担がかかる。 

 地域性として、となり近所へ自分の現状を知られたくない文化がある。きれい事を述べるより、現実を見るべきと思う。 

 地域柄、市内施設には相談しづらい。情報が漏れたりうわさがきになる。（市職員に知り合いが多い） 

 地域包括ケア推進めざし、ご尽力いただいているところですが、一方地域住民には広く浸透しておらず、市民は市役所（支

所含む）が 

寄り所となっています。 
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 田舎の良い所であった「ご近所さん」とのお付き合いが都会化する事で消失しようとしており将来的に助け合いが難しくなる

と思う。 

核家族化は田舎でも当然の事となっている為、横のつながり福祉の充実を望みます。 

 特に２ 

 独居老人が増えていく中、又地域住民も少なくなり孤立していく事が不安です。 

 南部包括支援センターが、介護認定を受けていないと冷たくことわる職員がいる。 

 部落、地区で介護、福祉について考えたり悩んでいる人達が集まれる場所が増えたら良いと思う。そのようなイベントがあっ

たらいいと思う。 

 福祉が少ない。介護認定に時間がかかる。 

 福祉に関する総合相談窓口の設置を各市役所にお願いしたいです。この内容はあっち、この内容はこっち…という事がよく

ありましたので… 

 福祉の充実を図れるだけの人材もあるのでしょうか。 

 本当に地域生活課題を把握できているのでしょうか。 

 無関心、無感動、無連帯の利用者に、せっかく生まれて来て何もしないで旅立つ淋しさの自覚がほしい。 

 役所に頼らず、地域や近所のつながりを日常生活の中で進めていけたらいいと思う。 
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（４）高齢者福祉に関する施策について 

高齢者福祉に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 33.8％と前回調査と比較して 5.1 ポイントの増となっています。不満度（「不満」

「やや不満」の合計）は 9.5％と前回調査と比較して 0.3 ポイントの増となっています。 

 今後、特に重要だと思うものは、前回調査と同様に「外出支援や配食などの生活支援サービスの充実」が 29.9％と最も高くなっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

  

①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

今回の調査では 10 歳代と 70 歳以上の割合が高くなっています。地域別では、市島地域が他の地域と比較して低くなっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計 

 前回調査の年齢別では、10・20 歳代の若年層は「孤立化や虐待を防止する地域の見守りの推進」でしたが、今回の調査では 10 歳代のみ「生き

がいづくりや健康づくりの推進」が高く、その他のいずれの層も「外出支援や配食などの生活支援サービスの充実」が最も高くなっています。 
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（４）高齢者福祉に関する施策について（コメント欄） 

 「どこに相談するか」「すればよいのか」を誰もが知っている必要があると思いますが、知らない人が多いと思う 

 １．と言いたいけど、廻りを見まわしても年寄りばかりで、気風と言えば自分の事ではないかと思うだけで。若い人は忙しくてそんな余裕も無い

のでは安い賃金で働いているのに。 

 １．地域において…が１番と思いますが、そのしかけは行政（市）と思う。子供の時からの教育の場から始めないと。 

 ２．３．私の祖母もですが 1 人暮らしの老人が増えていて、いきいきサロンなどもありますが外出が病院がメインになっている人も多いと思い

ます。 

 人と接する時間が増えるような何かがあればと思います。 

 いつも親戚がお世話になっています。介護する側が気負わずに仕事を休めるように企業に理解を求めたい。その援助をお願いしたい。 

 お年寄りは大切にしたほうがいい 

 この取り組みのある事を知らなかった。 

 そもそも高齢者ばかりが優先されているため、高齢者のモラルが悪すぎる 

 タクシー券など、まだ周知が足りない。又おでサポ外部業者（社）、車イス、タクシーデマンド等広報誌等で広く周知が必要と考える。 

 デマンドタクシー、旧町内ではなく、丹波市内で利用できると有難い。 

 デマンドタクシーはタクシー会社の都合だけで不便利である。 

 デマンドタクシーを丹波市全域に移動できるようにしてほしい。足の不自由な祖母の為に。 

 デマンドでも町だけでなく丹波市全部行けるようにすべきだ。病院にも行く事が出来ず、買物も行けない。 

 デマンドの丹波市一円の走行可能にする。 

 デマンドバスを丹波市どこでも行けるようにしてほしい。 

 デマンドは町内だけでなく丹波市内全体に取り組んでほしい。 

 まだよくわからないが、孤立しないように活動などに参加しやすい支援ができればいいと思う。 

 引きこもらず外へ出られるのは若さを保つのに大切だと思います。 

 介護している人の環境の改善 

 介護や保険に関する相談をどこにすれば良いかもっとわかりやすくしてもらえると嬉しいです。 

 介護をだれかが抱え込むのではなく当たり前のように助けの手があるように進んでいるようでありがたい。 

 介護度によってはサービスの手薄な高齢者、行き場のない高齢者がいるのでは。 

 外出の支援が少ない。 

 現在の高齢の方が築いてくれたからこそ今の青垣、丹波市があると思う。大切に守れる地域であってほしい。 

 死ぬ前にもしたった一言話せるなら誰に何を言えるか（伝えたい）それ答えられたら生き方が分かる。 

 交通の手段が車しかない田舎で、運転免許を返納した人の移動手段が十分でない。今以上に利用しやすいシステムにしていく必要があると

思う。 

 交友関係が段々少なくなり家の中で一人ぼっちの時間が多く耳が不自由になり人との中に入りにくい 

 公共交通機関が少なすぎ。老人が外出しにくい。 

 公民館を活用した高齢者のおでかけ支援 

 高齢者（６０歳以上）の車の運転が本当に怖いので、運転免許証返納を積極的にし、バスやデマンドの利用割引を大きく増額してなるべく自家

用車での 

外出をしなくても高齢者が生活しやすい町づくりをお願いしたい。 

 高齢者が家に引きこもると健康にも認知機能にも悪影響を及ぼす。福祉施設の充実をはかり高齢者も楽しみをもって生活できる街づくりが必

要。 

 高齢者が気軽に集まれる場所（いきいきサロン、元気ディ）が増えたらいいと思う。話す機会が必要。タクシー（介護タクシー）お出かけしやす

い環境。 

 高齢者が今後増えていくと思うので安心できる環境づくりや家族に対しての支援が必要だと思う。 

 高齢者だけでなく車に乗れない（運転できない）方が病院や買い物に行けるようにできればいいと思う。 

 高齢者ドライバーに免許を返納しても生活出来るような提案。 

 高齢者にお金を使いすぎたと思います。 

 高齢者の生きがいの場をもっと作る。(充実させる） 

 高齢者は（特に施設）認知症の方なども、いらっしゃいますので言葉かけなど大事だと思われます。 

 高齢者ばかりでなく、若い世代に向けての取り組みを期待する。 

 高齢者も大切だが、そこばかりに税金をかけすぎない。健全な税金の使い方が若者を成長させる。そこを成長させると自然と高齢者に手厚く

なる。 

 高齢者向き食事の配膳を望む。 

1 人暮らしにならないよう対応（2 人でも）。 

 合併以降、住民のニーズも複雑多岐に渡り、地域の中で孤立したり、問題を抱えた人を早期発見し支援につないでいくシステムのさらなる推

進に期待します。 
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 今後ますますひとり暮し世帯が増える為生きがいづくりが必要です。 

 困って初めて知るのではなく、早期啓蒙が必要。 

 最近世の中で虐待が増えているので丹波市だけでも０にしたいです。 

 在宅介護支援センターは、機能していない。とくに山路園在宅介護支援センターは、相談すら拒否された。 

 在宅介護支援センターはどこにあるの？全般的に周知不足。 

 仕事役割が無くなると引きこもりになったり活気がなくなる方が多いので高齢者を頼りに出来る仕組みがあれば良いと思う。 

 子供、若者への助成 

 私は予備軍ですが車に乗れない方々が苦労されています。デマンドタクシーもいまだに町外の乗車もできないのは問題です。（新病院完成時

には充実する旨をきいていますが）今日、明日が切実になっているので改善をお願いします。 

 手続きの簡素化や、気がねなく利用できる充実したサービスの拡充等、家族・親族に頼りすぎない工夫が必要。 

 手続きを分かりやすくしてほしいです 

 充分だと思う。 

 少子化となり又核家族が多く高齢者と生活する機会が少なくなりつつあり高齢者を大切にする体験が無い。 

 障子のはりかえや電球の交換、又ちょっとしたお買物など、手となり足となる方があればいいなと思います。 

 身近な場所での相談窓口と取組みの情報発信を。 

 職員の意識の改革 

 人は自分が誰かの為になって生きていると感じる時に心からの倖を感じるのではないでしょうか。 

 専門職という事もあるが独専ではないが長くされている為マンネリ化しているのでは。相談しても、とか思われる。 

 窓口が多くなりすぎて、問題の解決にはならない。 

 多様な社会を見る目を養うこと、丹波市は人口４万になったら、高齢者ばかりになる将来をみすえているのか？ギモン。 

 知人のおじいさんが虐待を受けられ施設に入所されています。お年をめされた方への見守りが必要とされる中なので市政での支援の強化を

望みます。 

 地域単位でのスポーツ大会等があればいいと思う。 

 地域包括支援センターの方にヘルパー派遣や電動三輪車の手配など側面での支援をよくしてもらっています。息子夫婦と同居していても、無

視。恫喝に脅える日々を過ごしている老人がいます。介護放棄は違法である事を市民に周知させてほしいです。 

 町老人会が休会となり地域老人会の助成がカットされた。市老人会に加入しなくても市より助成が必要。老人会活動が会費では出来ない。 

 田舎はとくにこれといった楽しみがないので、生きがいが感じられる町にしてほしい。交通の利便性が悪いのでよくしてほしい。 

 同居しているからとか収入の多い理由で福祉タクシーの券がもらえない人がいるのはおかしいと思う。 

 特になし。甘やかしすぎ。 

 独居高齢者の方とのかかわりの難しさ近隣の人に依存するような姿勢は問題が多い。 

 日中独居になる高齢者への対応が後回しになっていないか 

 年寄りには優しいが若者には優しくない。 

 年金から天引きが多すぎる。 

 配食サービスや買い物の配達（個配等）がどこでやっているのか等の情報の周知。 

 配送（移送サービス）の充実。 

 買い物がとても不便だと感じている。車に乗れるうちは良いが先が不安。 

 福祉タクシーで町外に行ける事。 

 福祉タクシーなどの方の対応をみていると、利用者が気を遣われていることか、融通がきかないと思うことが多い。利用者は若者か働いてい

る方ではないのでもう少し優しくてもいいと思います。 

 福祉タクシーの条件を満たさなければ、民間のタクシーを利用することになるが、タクシー会社の数、運営内容の充実は？（距離、時間帯な

ど） 

 福祉タクシーや介護タクシー大変助かっております。時間が、、、これはぜいたくな話です。ありがとうございます。 

 福祉関係の仕事をしています。何らかの理由で自宅では過ごせない高齢者が行き場がなく本人や家族が不安を抱えている現状を目の当たり

にしています。 

介護保険制度は在宅支援を重視していますが、それぞれの事情や地域性もあり制度では対応しきれていない方がいるのも現実です。 

そういった方が一時的にも入居できる生活の場の拡充に力を入れていただきたい。 

 迷惑をかけてはと遠慮される 

 良い取り組だと思いますしこれから必要不可欠であると思います。 

 老人クラブ、障害者等、市のバスを活用出来るよう考えていただきたい。 

 老人とは高齢者に他する尊敬語。 

 老人会はよく食べ、よく旅行に行っている。若者は遊ぶ時間もなくよく働いている。 

 老夫婦のみの場合、いざと言う時どこへ相談するとよいか心配する。もっと民生委員等がしっかり地域の（部落）事に連絡とれる様に考えてほ

しい。 

 老老介護や単独世帯への支援はこれからの少子高齢化社会において重要と考えます。 
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（５）障がい者・障がい児福祉に関する施策について 

障がい者・障がい児福祉に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 24.6％と前回調査と比較して 3.9 ポイントの増となっています。不満

度（「不満」「やや不満」の合計）は 9.8％と前回調査と比較して 3.1 ポイントの増なっています。 

 今後、特に重要だと思うものは、「障がいのある人に対する働く場の確保」が 26.7％と最も高くなっており、就業に関する項目が前回同様に高

い割合となっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

  

①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

前回調査の年齢別では、高齢層の満足度が高い割合でしたが、今回の調査では、70 歳以上に加え、10 歳代が高くなっているのが特徴です。地域

別では、柏原地域の満足度が他の地域と比較して低くなっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計 

 今回の調査では 70 歳以上及び青垣地域においては「障がいのある人やその家族が相談できる窓口の充実」の割合が高くなっています。その他

の各層は「障がいのある人に対する働く場の確保」が最も高くなっています。 
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（５）障がい者・障がい児福祉に関する施策について（コメント欄） 
 （４）、（５）申し訳ないが身近に対象者がいないのでわからない 

 「障がいのある人に対する」というくだりが気になる。本人は真面目であるにも関わらず関係する入り方関わり方が気になる。 

 ４～５年前に精神障害は遺伝でないことが解明。障害の全てではないが、母親の体内に酒類が在る時、授かる命の何パーセントかは成る

確立が高い。 

 ④教育者自身がルートを知る事（窓口が福祉課のみにならぬ様に） 

 ５．の障がい者の働く場所の確保は特に重要だと思います。企業との連携が重要だと思います。 

 アートの力を伸ばしたらどうだろう。植野美術館で作品展を拝見したけど素晴らしかった。 

 障がい者食い物にしてない。グループホーム、ネクステの最低さ。 

 この体制の整備を行っているらっしゃるということは、聞いたことがありませんでした。 

 ご本人の能力や希望に則した就労支援対策を考えていってほしい。 

 せっかく丹波医療センター内にこども発達支援センターが設置されるのですから、就労支援（社会に出るまで）までの、高校卒業の支援を充

実する体制を望みます。 

 どんなことに困っているかもっともっと聞き出し広報とかにも載せ健常者が理解を深めれるよう考えてほしい。 

 バリアフリーで障がい者対象をする 

 バリアフリー化もまだ充分とは言えないし、障がいのある子どもさんを育てるお母さんたちの支援、またまわりの理解が深まる対策を具体的

に考えていくべき。 

 むずかしい。 

 もっともっと相談にのってあげて下さい 

 レベルの高い職員を配置すべきである。 

 家族との相談の上、障害者の思いを特に入れてあげて欲しい。（余りにもいきすぎた行動はしない方がよいと思う。） 

 介護者（ヘルパー）の増加等充実を！ 

 共働きの世帯が増えている中で市内の療育が親同伴でないといけないのは困る。 

 健常者も障害者も共存共生できる町づくりが大事だと思います。 

 行政・教育機関・地域・保護者が一丸となり特別支援教育の充実がなされるようにするべきと思います。 

 国からの補助金目当てで行っている施策。上記項目すべてが今後の重要な課題だと感じる。 

 今現在では頑張ってもなかなか契約社員やパートから正社員にしてもらうのは難しかったりするらしい。頑張っても何かちょっと不憫。 

 仕事で三田市へ行っているが、障がい者の方へ仕事をしてもらっているが、地元の丹波市では知らないだけかもと思うが、そういった施設

が無いように思う。 

 市、地区、部落で障がい者への理解がなさすぎる。話し合い住民学習の様な機会が増えたらいいと思います。 

 施策に取り組まれていることを知らなかった。 

協力し合うことが大切だと思うからアピールすべき。 

 私の周りには障がいのある方はいませんが夫の職場に知的障がいのある社員さんがいると聞きました。障がいのある方もそうでない方も

気持ちよく働ける環境であればと思います。 

 私は三田市内の病院、福祉センターへ備品を納めている仕事（営業）からよく障害者と接する機会も多く、１０年前と比べて障害者が働ける

福祉センターがずい分と増えて来ています。 

 自分がその立場に置かれていない現況では考え方十分に出来ていません。本当に困っている人に助けて下さる機関が整備してほしいで

す。 

（いつ自分もその立場になるかもしれません） 

 自立を目指す事をゴールと考えるなら職場体験などで「やりがい」を感じて働ける仕組み作りを。 

 障がいがあるふりをしている人もいる。 

 障がいがある人の受け入れる施設が少ない。 
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 障がいであっても社会貢献できていると本人たちが思える職場づくり。 

 障がいのある子どもの親に対しての支援、相談できるところが保育所などもっと連携できるようにしてほしい。 

 障がいのある人が働く場を与えることが重要であるが、近ごろ何々サポート？とかいって補助金や助成金を操る団体には気をつけてほし

い。 

 障がいのある人やその家族が受けられる支援(手帳交付など）の手続きをもっと簡単にすべきと思います。 

 障がいのある人々の認知、特に子供の理解は進んでいるが、丹波市内の駅のホームのバリアフリーも進んでおらず決して障がいのある人

たちにとって住みやすい理解のある街とはいえない。 

 障がいのみならず、精神疾患への理解もしてほしいと思う。安心して働ける環境の整備も必要と思う。 

 障がいの人の家族などは、色々と悩みがあると思いますので、ストレスがたまらない様に相談できる窓口を充実させてほしいと思います。 

 障がいの人への理解はしっかりするべき 

 障がいの有無に関係なく誰もが明るく胸を張って過ごせる街づくりが必要。 

 障がいを理由とした差別は許せないです。なので絶対に解消したいです。 

 障がい者の家族は隠そうとし周りの人間はしらんふり。これは体制以前の問題。 

 障がい者雇用の実態化。法律の理想と現実の矛盾。 

 障がい者差別解消法がるけれど、まだまだ理解が少ないように思えるので。 

 障がい者施設で働いています。働く場所の確保が以前と比べ増えてきたとは感じてますが個々特性もありなかなか難しい様に思います。

又、受け入れ企業も「手さぐり」ということで負担に感じておられる様にも思います。受け入れ企業の研修などはなされているのでしょうか。 

 障害のある子どもを持つ親が相談できる場所、また、その子を療育してもらえる施設の充実をお願いします。 

 障害児を抱える家庭への生活支援の充実、働く親への心くばり。 

 障害者の事はもう良い。健常者の働き口を考えた方が良いと思います。 

 障害者を療育している人が周囲にヘルプを求められる地域づくり。肩身のせまい思いをしなくてもすむように。 

 職場に知的障がい者の方がいるが周囲からのあたりが強くまだ理解が十分でないと思う。 

 職場の一部の人だけでなく職場全体の人が正しく理解し働く場が増えていくような取り組み（啓発活動等）を期待します。 

 職場の確保、把握、定期的な確認、面談 

 身体障害者(介護付き）であるが介護保険費支払うのがおかしい。 

 窓口と同時に出掛けて支援も 

 大人の発達障がいについての対応はどうでしょうか。 

 同級生に足の悪い子がいるが、十分に満足するような体制ではないと思う。 

 道徳教育と同じ、頭で理解しても、個人が差別意識をなくさないと。 

 認知症本人も近所の話をかけてやってほしい。ああ言ったこう言ったと次の人に言ってほしくない。 

 配食サービスの助成もしてほしい。 

 発信が一方的すぎて本当に必要とされている方にその情報が届いているか 

 福祉サービスを受ける為の書類が多過ぎる提出用紙も何枚もある。相談支援の方でもたくさん書類が必要。支給して頂く明細の書類も多過

ぎる。 

 紙類を減らすことを考えてほしい。 

 母が障がい者なので障がい者に対する取組は気になります。 

 本人、障がい者 

 民生委員の充実＝人選に問題あり 

 友達に障がいを持った子供さんがおられますが市の窓口での対応は冷たいと言っていました。比べるものではありませんが障がいの無い

子を育てるより大変な思いをされていると思うので、政策は追いついていなくても窓口の対応は温かいものだと嬉しいといっていました。 

 療育支援、市内旧町へ１つは作るべき。 
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（６）子育て支援に関する施策について 

 子育て支援に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 29.6％と前回調査と比較して 9.7 ポイントの増となっています。不満度（「不満」

「やや不満」の合計）は 8.5％と前回調査と比較して 2.8 ポイントの減なっています。 

 今後、特に重要だと思うものは、前回調査と同様に「子育てにかかる経済的負担の軽減」が 35.3％と最も高くなっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

  

①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

 年齢別でも 10 歳代の割合が非常に高く、次いで 30 歳代が高くなっています。また、氷上地域の割合が 35.4％と高くなっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計 

 前回調査と同様に、いずれの層も「子育てにかかる経済的負担の軽減」が最も高くなっています。 
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49.6%

7.0%

4.9%

5.9%

4.0%

6.4%

8.9%

5.5%

8.0%

3.3%

7.1%

5.0%

7.4%

4.9%

5.0%

8.1%

2.7%

2.4%

0.0%

2.7%

3.4%

5.2%

2.9%

2.7%

0.8%

2.4%

1.4%

0.7%

4.9%

2.7%

3.6%

18.7%

18.8%

23.5%

20.8%

11.8%

12.5%

17.7%

19.5%

24.0%

19.3%

18.3%

24.2%

18.1%

21.6%

12.6%

2.4%

2.6%

0.0%

2.0%

0.5%

0.5%

1.3%

2.4%

6.3%

2.4%

2.5%

4.0%

2.3%

1.5%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性（N=717）

女性（N=836）

１０歳代（N=68）

２０歳代（N=149）

３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

子育てにかかる経
済的負担の軽減

子育てに関する情
報提供の充実

子育てに関する相
談窓口の充実

ひとり親家庭への
支援の充実

児童虐待防止に向
けた取り組みの推
進

不明・無回答

男性（N=717） 36.6% 9.4% 12.5% 17.6% 14.4% 9.4%

女性（N=836） 34.2% 12.3% 14.2% 15.4% 15.4% 8.4%

１０歳代（N=68） 35.7% 6.3% 11.6% 21.4% 19.6% 5.4%

２０歳代（N=149） 41.9% 12.3% 11.5% 16.2% 10.3% 7.9%

３０歳代（N=204） 42.1% 11.9% 11.9% 14.1% 14.4% 5.7%

４０歳代（N=192） 37.9% 14.4% 11.3% 14.7% 18.0% 3.7%

５０歳代（N=238） 34.2% 13.0% 14.5% 16.6% 15.1% 6.6%

６０歳代（N=338） 34.5% 9.7% 16.6% 16.2% 16.4% 6.7%

７０歳以上（N=366） 29.2% 9.0% 13.3% 17.8% 13.4% 17.4%

柏原地域（N=212） 32.2% 14.2% 13.6% 16.9% 15.0% 8.2%

氷上地域（N=438） 34.6% 11.0% 14.8% 15.6% 16.4% 7.8%

青垣地域（N=149） 33.7% 13.7% 14.5% 18.8% 12.2% 7.1%

春日地域（N=265） 37.0% 9.5% 11.1% 15.6% 15.6% 11.3%

山南地域（N=259） 37.4% 10.0% 12.5% 15.7% 13.6% 10.9%

市島地域（N=222） 37.3% 8.9% 14.1% 18.1% 15.1% 6.5%

性
別

年
齢
別

地
域
別
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（６）子育て支援に関する施策について（コメント欄） 
 （２）に記入していましたが、子育てしやすい環境づくりをしているとは言えないと思います。医療費無償化をしているとも言ってほしくないで

す。他の市の母親に話しても丹波市は驚かれています。 

 保育料が他市に比べて高い・保育時間（標準）を～１８：３０にしてほしい。～１８：００だとフルタイム勤務は厳しいです。 

 医療費の無償化について 15 才までがそうではなくなると聞きました。15 才までタダなんだと思っていただけに残念ですが予防接種の負担

が一部なくなっていたので良かったです。 

 ３人目産んだら○万円みたいなのがすぐ終わったね～とか、おめでとうって市からもらった封筒の中身のちーたんカード、ちょっと期待して

がっかりとか、 

お祝いでもらう粉石けん使う、とかよく話した。 

 ④ひとり親家庭になるまでの話し合いを十分にする、助けになる取り組みが必要。 

 インフルエンザ予防接種の無料化。又は安くする。 

 お金が沢山いるから。 

 これからの未来をになう大切な宝物だと思う。大切にできる環境作りを・・・。 

 シングルマザーを利用して 

 とにかく保育料が高い。 

 ひとり親なのに、ひとりではない家庭があり支援金がもったいない。 

 ひとり親家庭への就業支援や仕事先の理解が重要。 

 安心して子育てが出来る環境づくり。 

 医療従事者として医療費の無償化になってから安易に病院にかかる「コンビニ受診」が増えたように感じます。 

 医療費がかからないのはとても助かっています。もう一人産んでもいいかなと思う源にもなっています。 

 医療費の無償化はとても助かっています。 

 医療費の無償化は納税額に対してであり広報等の確認不足もあるがいきなり対象外だと通知が届き驚いた。小さな子供は病気で医療機関

を受診する事が多いのでその補償が無いのは不安を覚える。 

 医療費の無償化年齢を１８才未満に引き上げ 

 医療費等、無条件で無償化にすべき。 

 医療費無償はありがたい。他の地域はそうでないところもあるのでは？丹波市の取り込みが当たり前ではないことを皆さんに知らせたい。 

 経済的負担の軽減が人口増につながる。 

 経済負担が減ったら（医療費免除とか）もっとあったら丹波で子育てしたいと思うかも。親同士のコミュニケーション悩みを話し合える場所が

あったらもっといいかも。 

 県内でもいくつかの市が子ども医療費助成制度の年齢枠を高校３年生までに拡大している。所得制限を残しつつ医療費助成制度の年齢枠

を高校３年生まで拡大することはできないのか。 

 現状がわかっていないから 

 高齢者でわかりません。（子育ての事は） 

 国の施策を待つのではなく、全国どこも行っていない様な先進的革新的子育て対策を打ち出すべきです。過去の恐竜よりも未来の人間へ

の投資です。 

 今以上の子育てに経済的負担の軽減があれば経済的に子供を１人しかつくれない夫婦も考え方が変わるかもしれない。 

 産休中の市民税の軽減を早く考えてほしい。 

 産後ディサービスがあっても良いのでは。 

 子がせめて高校卒業までは親の収入額に関係なく「無税」にと望みます。 

 子どもが集まる場所や公園など自然の豊かさを活かしたイベント等をしてほしい。 

 子育てしている世代にとって、子育て支援が充実している自治体というのはかなりの魅力です。今後とも子どもが少しでも増える取組を期待

しています。 

 子育てにかかる経費の無償化。 

 子育てについてはちょっとよくわからないです。 

 子育てにもっと補助金を出すべき、高齢者の敬老資金を出生資金に振替ることが大切と思います。 

 子育ての大変さを感じます。子育て学習センターで親として人として生きていけるよう子育て環境、人権を学ぶ機会を。学ぶことがとても大

切だと思います。 

 子育ては、中学、高校の方が経済的負担が大きいです。 

 子育ては大変だと思いますので、充実した生活をおくる為にも相談窓口が大切だと思います。 

 子育て支援のすくすくを利用させていただいています。相談しやすく助かります。学習センターの方はグループが出来上がっていて参加しづ

らいです。 

 子育て世帯においても、よく見きわめて、支援すべき所に対して、支援すべきだと思う。 

 子供がいないので子育てはわかりません。 

 子供がいないので分かりません。 
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 子供なので分からない。 

 子供の小さいうちの支援は十分に充実しているが中学卒業後の負担が急に大きく感じられます。細く長くの支援を希望したい。 

 子供は両親の生れかわり、私から生まれる努力は出来ない性。 

 子供を遊ばせる場所が少なくてこまる。 

 子供生んでも産後仕事に行かなくてはならない家はたくさんあります。産休終わってもしばらく行けないかもとなげいております。（丹波市在

中） 

 市の支援や情報をもっと発信してほしい。 

 支援を受ける為の手続きが多く、１度で済む様な工夫を考えて欲しい。母子家庭専用の窓口が必要。人目に触れすぎ、個人情報の流出も

ある為根本的な改善が必要。 

 私はもともと大阪の人間なので、高校の無償化を願っています。大阪に帰りたいと思うので。 

 私自身がひとり親世帯で、一人で子供を育てるため、朝から晩まで仕事をしているが、特に責任のある仕事をすると子供の送迎など両親に

頼るしかない。しかし、経済的にも全く支援してもらっていないのに児童扶養手当はきられる。仕事をとるか、生活保護を受けるかの選択を

迫られるほど働けば働くほど支出が増える。 

こちらをもう少し 1 人親世帯を支援する方法を考えていただきたい。 

 児童手当は生まれ月によって、受給額にかなりの差がある。受給開始は生まれた月からなのに、終わる時はその学年の３月末になってい

る。 

（同じ学年でも４月生まれと翌年の３月生まれでは１１ヶ月の差がある。） 

 若い親に対する教育の場を考えたい。自分達の子供の将来を真剣に考えられる親づくりの場等。 

 収入格差のある時代、子ども手当が一定なのは考えてほしい。収入によって金額を分けるなどしてほしい。あと年度で区切るのはおかしす

ぎる。４月生まれと３月生まれで約１８万円の差が生み出される。生まれる子供は月日を選べない。公平に扱え。 

 少子・高齢化対策。難しいけれど深刻です。 

 少子化を防止することを考えてほしい。 

 少子高齢化なので、子どもが増えていく家庭には補助してほしい。経済的負担を軽くしてほしい。 

 詳しい事はわかりませんが、娘夫婦の住んでいる町は子育て支援が手厚く３人～４人兄弟の家族が多く小学校も足りなくなっているとのこ

と。子育て世代が魅力を感じる施策で町を活性化させることは丹波市にとって未来があると思います。 

 専門知識を持ちながらも、押しつけにならないゆっくり話を聞いてもらえる様な窓口があれば、病気等緊急時に安心して保育してもらえる場

等があれば。 

 全てにおいて重要。人口の増加を担うのは、今の子どもたち。 

 祖父母がいる。離婚していても親２人が存命しているから大丈夫等の偏見があるのではないでしょうか。 

 相談窓口というより子供は遊びながら、親は見守りながら共に育っていく環境づくりが必要。 

 他の地域に比べここが勝っている優れているという所が見受けられない。それでは、子育て世代の確保につながらないし、人口定着の確保

に先はないと思う。 

 大学生迄の経済支援を受けれるようにする。 

 丹波市はこども園推進されていますが、こども園に変わったことで入所できない他地域じゃないと入れないなどの問題がでています。推進す

るなら地域住民が入れるよう取り組んで下さい。大変困っています。 

 男社会を見直す 

 地域で子育てを、と言うならそういったパンフレットは全戸配布すべき（子育て世帯以外にも） 

 中学校までの学校給食費の無料化を進めてほしい。 

 低所得家庭には経済的負担の軽減も必要だが全体的に保育の教育の充実など個人への支援でない子育て施策を。 

 特に親が忙しくネグレクト傾向にある子ども達の把握や支援の在り方が今後の重要な課題と思われる。 

 認定こども園に相談窓口をするのも、相談しやすいと思います。 

 年収が多いからと言っても家庭の事情で使える金は決まってくる。 

 病児保育、病後児保育などの施設ができれば、安心して仕事と子育てを両立できると思います。 

 不妊にかかる医療費軽減になる取り組みの充実。 

 夫婦の話し合う時間が少ないと思う。 

 保育料の軽減よりインフルエンザ（ワクチン）等、流行を防ぐ為ワクチンの無償化の方が子供たちにとっていいように思う。 

 保育料の軽減よりも、高校の学費等の軽減を図ってほしい 

 保育料の軽減を更にすすめてほしい。 

 母子手当の不正が多い。チェックをきびしくしてほしい。 

 母親が仕事をしていないと入園できないというのはおかしい！子育てをしていて仕事ができない親は永遠に入園できないのでしょうか？と

お聞きしたことがあります。 

 本当は今年までだった、３人目以降誕生のお祝いが無くなったのはとても残念でした。 

 無償化になっていません。かなり負担です。 

 養育費をもらっているにもかかわらず申告せずに手当をたくさんもらっている人がたくさんいるのが気に入らない 
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（７）介護保険に関する施策について 

介護保険に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 29.0％と前回調査と比較して 6.9 ポイントの増となっています。不満度（「不満」「や

や不満」の合計）は 9.8％と前回調査と比較して 0.8 ポイントの減となっています。 

今後、特に重要だと思うものは、「施設サービスの充実」が 21.9％と最も高く、次いで前回調査で最も高かった「認知症の理解浸透、早期発見・

予防の推進」が 21.4％となっており、それぞれ 2割台で並んでいます。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

  

①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

年齢別では 10 歳代以外では、前回調査と同様に 60 歳代以上の高齢層の満足度が高く、3割を超えています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計 

前回調査の年齢別では、50 歳代のみ「施設サービスの充実」でしたが、今回の調査では 20 歳代から 60 歳代は「施設サービスの充実」が多く

なっています。 

 

  

7.1%

12.9%

17.7%

19.0%

21.4%

21.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

不明・無回答

介護予防の推進（いきいき百歳体操など）

要介護認定や介護給付の適正化

在宅サービスの充実

認知症の理解浸透、早期発見・予防の推進

施設サービスの充実

6.4%

8.3%

14.7%

6.0%

2.9%

5.7%

3.8%

7.1%

12.6%

7.1%

7.5%

8.7%

6.0%

7.3%

8.1%

20.5%

22.7%

29.4%

22.8%

23.0%

20.3%

20.2%

23.1%

19.1%

16.5%

24.7%

26.2%

22.6%

22.4%

16.7%

43.2%

43.2%

25.0%

37.6%

44.1%

51.6%

46.6%

42.3%

42.9%

43.4%

39.7%

36.9%

44.9%

44.0%

50.9%

8.2%

5.7%

2.9%

7.4%

5.9%

5.7%

10.5%

8.0%

4.9%

9.0%

6.4%

5.4%

7.9%

6.6%

5.9%

4.2%

2.0%

0.0%

1.3%

2.0%

2.6%

2.5%

5.3%

3.3%

2.8%

2.7%

5.4%

1.9%

1.5%

4.1%

16.2%

15.4%

27.9%

23.5%

20.6%

14.1%

15.1%

11.8%

13.1%

18.4%

17.6%

16.1%

14.3%

16.6%

11.3%

1.3%

2.6%

0.0%

1.3%

1.5%

0.0%

1.3%

2.4%

4.1%

2.8%

1.4%

1.3%

2.3%

1.5%

3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性（N=717）

女性（N=836）

１０歳代（N=68）

２０歳代（N=149）

３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

介護予防の推進
（いきいき百歳体操
など）

認知症の理解浸
透、早期発見・予
防の推進

在宅サービスの充
実

施設サービスの充
実

要介護認定や介護
給付の適正化

不明・無回答

男性（N=717） 13.4% 21.7% 18.8% 21.1% 17.5% 7.5%

女性（N=836） 12.7% 21.2% 19.2% 22.6% 17.9% 6.4%

１０歳代（N=68） 14.0% 26.3% 15.8% 25.4% 13.2% 5.3%

２０歳代（N=149） 12.0% 24.0% 17.1% 26.0% 13.2% 7.8%

３０歳代（N=204） 14.1% 22.0% 16.8% 23.1% 14.6% 9.4%

４０歳代（N=192） 11.0% 17.6% 21.2% 26.3% 17.3% 6.6%

５０歳代（N=238） 12.2% 19.2% 20.2% 22.9% 19.2% 6.3%

６０歳代（N=338） 12.6% 20.0% 20.4% 22.8% 21.4% 2.8%

７０歳以上（N=366） 14.4% 24.0% 18.7% 15.2% 18.1% 9.5%

柏原地域（N=212） 13.5% 21.1% 18.4% 24.1% 17.0% 6.0%

氷上地域（N=438） 13.0% 22.5% 19.0% 21.3% 17.9% 6.3%

青垣地域（N=149） 16.0% 21.4% 19.5% 19.5% 16.8% 6.9%

春日地域（N=265） 11.4% 22.8% 17.0% 22.8% 17.5% 8.5%

山南地域（N=259） 11.9% 18.8% 19.5% 22.2% 19.2% 8.5%

市島地域（N=222） 13.4% 21.4% 20.9% 21.7% 17.5% 5.2%

性
別

年
齢
別

地
域
別
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（７）介護保険に関する施策について（コメント欄） 
 「とりあえず介護認定のみしとこう」という流れが見られ、必要な人が必要な時受けれるよう見極めて財源を確保していてほしい。 

 １．祖母もいきいきサロン毎回楽しんでいるようで話をしてくれます。人と接する機会が増えればと思います。 

 いきいき百才体操に対する取組みの充実を図ることは、介護予防につながる。参者の増加、参加率の向上必要 

 いきいき百歳体操に興味はあります。 

 いきいき百歳体操は部落で実施されていて、この取り組みはとっても良いことだと思っています。 

 これは、これから自分も分からない。認知症の予防に取り組んでほしい。 

 ソーシャルワーカーの方が様子を見に来られた時、相手(担当者）の顔も見ずに家族と話すだけで帰ってしまうのはどうかと思います。 

 どのように接してゆけばいいのか？なかなか……。 

 どれも大切だと思いますが認知症の早期発見について機会を設ける事が大切かと思います。 

 なぜ増加しているのか、その原因を考えたことあるのか？ 

 なんで先進国の老人は寝たきり等弱るんでしょう。いつも私はアフリカ等々中国奥地やら島やら元気の生涯現役の人を想う。 

 もし介護が必要になった時は安心して受けられる様にしてほしい。 

 わからない 

 わくわく居宅の親切さに感謝しています。居宅支援によって対応が違う。 

 何においても悪くなる手前の「予防」に力を注ぐことが先決だと思います。 

 家庭の状態に合わせて判断してほしい。 

 介護の必要のない人にも介護認定されている話を聞いたことがあるのできっちり調査してほしい。 

 介護職員の方の苦労。重労働をわかってあげてほしい。 

 介護認定されないか、認知症がある人達を、受け入れてもらえるディ施設の拡充（内容も工夫が必要、その方の今までの人生も考慮したも

のを） 

 介護保険料が高すぎる（健康寿命との関連が大で取り組みが足りない。 

 介護保険料が高すぎる。議員さんの給料を下げてそれを介護の方にまわすべき。 

 介護保険料は納めていますがまだ使用したことがないので分かりません。金額が高いと困りますが。 

 介護予防教室をもっと増やす事が出来たら。車でないと行けない人が多い。 

 介護離職、老老介護にならないよう行政は不親切にならないよう豊かな選択肢を提示、アドバイスしてほしい。 

 各地区ごとで公民館等で推進していく方法で。 

 高齢の母の介護が病気の姉のなのに施設に入れない。 

 高齢者（どんな人でも）が集まれる場所があったらいい。施設は沢山出来ているが本当に必要なのか。利用者の思い考えに合っているかど

うかを市で調べて欲しい。 

 高齢者により施設もたくさんありますが、介護度によってサービスも異なると思われますが、充実してほしいです。 

 高齢者へも（サロン）度々話に加わって高齢者の様子を見て欲しい。 

 今、自分と直接関係する人にそういう方がおられないので上記のような取り組みをされていると知って安心しました 

 今後、男女とも６５歳まで働く時代、施設サービスの充実がかかせないと思います。 

 今後増えると思うから。 

 使っていない高齢者に対しての対応を望む。 

 市が作った今までの小さな施設をやめて。 

 施設が遠すぎる。 

 施設のサービス、在宅サービスの充実のみならず、様々なサービスを提供する機関の連携や協力体制を充実させる事も大切だと思う。 

 施設の増設。いきいき体操は老人に対して個人（素人）が短期間の講習を受けただけで出来るのか。 

 施設勤務者の給料アップ（４） 

 私も母が認知症に成り思案しましたが、在宅サービスと言う事を知らずに知って居ればとは思いました。教える事も大事だと感じました。 
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 私達は年金生活ですからお金のかかるヘルパーさんは頼めません。 

 自宅介護は本当に難しいと思う。施設で専門の介護をうけられればとてもありがたい。施設での介護が当たり前になればいいと思う。 

（例えば葬儀会館での葬儀が主流になっているように。） 

 実感がない。 

 実際の施設サービスの利用者の話として何かと不公平な扱いや不満を耳にする。 

 若い時からの健康管理が大事。運動の必要性を講演など。食生活、安全な食品、安全な農作物等 

 取り組み過ぎると取り組みをする人に任せてしまうので負担が心配です。 

 住宅での老介護など地域に帰っても生活が困難な人が今後どこに安全で安心に暮らせるのか心配です。お年寄りが多いので。 

 身内を預けた際一ヶ月で二度の骨折が有った。施設からの説明は不十分で身内の全員が虐待だったと今迄思っている。どんな症状になっ

ても施設には絶対入所しない。 

 専門家、経験チームの応援隊や定期サービス技術の研修会をオープンにされたし。 

 誰も認知症になりたくてなるのではありなせん。周りの方が早期発見してしかるべき処に報せる事が大事。 

 地域に合った人々の計画を策定すべきである。※業者委託ではダメである 

 田舎は恒例の方が引きこもりがちになる。悪循環になり介護を要する人が増えないようサポートする、予防する一人にならないを考えなけ

ればならない。 

 動く認知症の方の在宅介護（特に介護①～②）は在宅での限界を感じつつ介護されている。いき１００などつどいの場やセルフケアの機会

で自らも健康寿命を伸ばせる様今後も呼びかけてほしい。 

 認知症サポーターは身近におられるのでしょうか。 

 認知症サポーターを初めて知りました。 

 認知症でない老人のディサービスや宿泊施設がない 

 認知症にならない為に、体の中が笑顔、心の中も笑顔で心の芸人で在り続ける努力を教育してほしい。 

 認知症は誰にでも起きうる病気なので人ごとではないです。家族だけの世話では限界があると思いますので、地域のサポートが重要だと思

います。 

 認知症家族への負担軽減ができるよう施設の充実化を願っています。 

 認知症予防健診の実施から早期発見・予防につながれば良いと思う。 

体操に行きたくても行けない方がいないように支援が必要と思う。 

 費用を安く 

 必ずしも住宅でないといけない事はない。介護する家族の負担軽減にも配慮してほしい。魅力のある施設の設置が必要。 

 百歳体操など楽しみながら取り組める活動をされているのが良いと思います。 

 百歳体操に参加させてもらっています。サポーターさんの養成や参加者の拡大に力を入れて下さるのはすすんでいると感謝しています。 

 百歳体操やいきがい学習など行きたくても交通が無い人の支援も。 

 母が障がい者１級でほぼ寝たきり状態ですが民間のヘルパーさんがいてくれると大変心強い。 

 母親を在宅介護で支援していただいた経験があり、ありがたく思っています。 

 予防は最大重要（最大の防御） 

 理解の浸透が重要だと思います。 

 老介護など在宅での介護（特に夜間）は家庭崩壊になりかねません。２４Ｈ訪問などがあれば少しでも軽減するかと。（実際に経験して思い

ました。） 

 老人無料ホーム 
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（８）国民健康保険・後期高齢者医療・国民年金に関する施策について 

国民健康保険・後期高齢者医療・国民年金に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 28.0％と前回調査と比較して 6.4 ポイントの増とな

っています。不満度（「不満」「やや不満」の合計）は 11.7％と前回調査と比較して 2.1 ポイントの減となっています。 

 今後、特に重要だと思うものは、前回調査と同様に「疾病予防の啓発や保健事業の充実」が 21.6％と最も高く、次いで「保険・年金制度の周知

並びに情報提供」が 20.4％となっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

  

①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

年齢別では、前回調査と同様に 60 歳代以上の高齢層の満足度が高く、3割台前半となっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計  

今回の調査では、各層とも「疾病予防の啓発や保健事業の充実」が最も高くなっています。地域別では、春日地域のみ「特定健診及び保健指導

の充実」が高くなっています。 

 

  

9.9%

13.6%

15.3%

19.2%

20.4%

21.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

不明・無回答

ジェネリック（後発医薬品）の利用促進

保険税（料）の納付相談や滞納整理

特定健診及び保健指導の充実

保険・年金制度の周知並びに情報提供

疾病予防の啓発や保健事業の充実
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25.0%
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44.1%
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44.3%
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4.4%
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3.3%
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12.3%

35.3%
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12.7%

14.8%
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0.0%
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1.0%
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4.3%
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2.6%

1.9%

1.4%
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男性（N=717）

女性（N=836）

１０歳代（N=68）

２０歳代（N=149）

３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

疾病予防の啓発や
保健事業の充実

特定健診及び保健
指導の充実

ジェネリック（後発
医薬品）の利用促
進

保険税（料）の納付
相談や滞納整理

保険・年金制度の
周知並びに情報提
供

不明・無回答

男性（N=717） 21.5% 17.3% 15.2% 15.5% 21.0% 9.5%

女性（N=836） 21.8% 20.9% 12.2% 15.2% 19.9% 10.0%

１０歳代（N=68） 34.6% 14.0% 8.8% 16.9% 16.9% 8.8%

２０歳代（N=149） 32.2% 12.8% 11.4% 16.4% 19.1% 8.1%

３０歳代（N=204） 32.8% 15.7% 11.8% 11.3% 17.2% 11.3%

４０歳代（N=192） 35.7% 14.1% 10.9% 16.2% 16.4% 6.8%

５０歳代（N=238） 37.4% 16.0% 10.1% 12.6% 17.7% 6.3%

６０歳代（N=338） 36.1% 16.6% 11.7% 11.5% 18.2% 5.9%

７０歳以上（N=366） 38.1% 17.4% 11.6% 10.0% 13.7% 9.3%

柏原地域（N=212） 22.1% 19.2% 13.5% 14.6% 22.6% 8.0%

氷上地域（N=438） 22.2% 17.9% 15.3% 16.9% 18.8% 8.9%

青垣地域（N=149） 25.1% 15.4% 13.0% 16.6% 21.9% 8.1%

春日地域（N=265） 18.4% 24.2% 13.5% 12.8% 19.1% 12.1%

山南地域（N=259） 22.2% 19.9% 13.8% 13.1% 19.4% 11.7%

市島地域（N=222） 21.2% 19.3% 10.6% 17.6% 23.5% 7.8%
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（８）国民健康保険・後期高齢者医療・国民年金に関する施策について（コメント欄） 
 ２．あまり検診を受けるメリットが分かっていないので何故受けるべきなのか教えたもらいたい。 

３．私自身ジェネリックを使用していたが先発医薬品でないと合わないことがわかりました。その辺を理解してから利用するようなすすめ方を

してほしいです。 

 お医者様に対して点数が高すぎ。あれだけ贅沢できるのは変です。 

 ジェネリックが全て良いとは思わない。効果が下がる薬も多々あり、医者と業者の関係を改めるべき。 

 ジェネリックをよくきくから。 

 ジェネリック医薬品にこだわって（こだわりすぎて）回復が遅れ苦しんだ経験があります。結局多くの医療費を使ってしまったということです。

これではまるで 

 何のためのジェネリック使用運動か？ってことになります。残念です。 

 すべての書類に専門用語が多すぎて理解できない。 

 とにかく国保料が高すぎる。都市と比べて高すぎるから若者が外に出て行くのではないでしょうか。 

 薬で製薬会社や医療関係が儲かる仕組み。 

 ラジオ体操他私にあった体操、腹筋、腕立て伏せ、柔軟体操等 

 わからない 

 医療を連携し原薬に努めるようにしてもらいたい。 

 医療費を抑えるための対策が必要であると思います。特にジェネリックの利用促進のＰＲと、被保険者のメリットがあるよう取り組んでほしい

です。 

 介護祝い金で事業、指導等で行うこと。 

 健康で健康保険をあまり使わない人が損をする健康保険であってはならないと思う 

 健康な人は、医者にかからないように毎日気づかいされています。医師により過ぎないように啓発が大事。 

 健康寿命を第一に考え施策を作る 

 健診を休日にしてほしい（日・祝日） 

 抗ガン剤治療など生活をおびやかす高額な負担を強いられている人が多い。年金額も下降の一途です。①に力を入れてほしいです。 

 高い。将来の保証がないと思われる。 

 国保・健保他、様々な機関が医療費の増加に頭を抱えていると思います。保険料の増加はやむを得ないと思います。 

 国保の人が無料で受けられる、健康診断はいいと思う。 

 国保の制度について職員が正しく理解していなかった。 

 国保料が高すぎる下げること。 

 国民健康保険料の滞納の撲滅。 

 国民年金が少なく病院代（交通費含む）とか下着他防寒衣料も思う様に買えなく困っています 

 国民年金を滞納してしまった際、外部取り立て業者より脅迫的取り立てを受けた事がある。（納付済）あれは、納税者から見て、いかがなも

のかと思う。 

 子どもは 3 歳まで海外で生活しており、予防接種は日本よりはるかに多く打った。おたふく、B 型肝炎等。保育園のクラス（18 名ほど）では、 

私の子ども一人だけかからなかった。予防という観点からも、予防接種（子ども、お年寄り）への助成を進めてほしい。 

 私自身毎月持病で病院に通っています。現在はジェネリックも服用しているので大いに賛成です。 

 持病や通院している病医院がある方の健診の受け方（不要な検査もある）や助成対象の見直し等必要では？ 

 自分の健康（体）は自分で守る。という意識を高めることが必要。 

 若い世代も人間ドックや脳ドックなどを気軽に受けられるようにしてほしい。 

 受診率は向上していないと思う。対策急ぐ。国保のみの告知ではなく他の対象者に広く施策されたし。 

 収入が少ない家庭では掛金だけでも大変です。 

 助成があっても人間ドックも脳ドックも高くて行けません。 
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 助成の実態が浸透していないと思える。 

 診察状況、内販処方等、医師の意識が大きく影響していると思う。「医は仁術」の精神はうすれている。 

 人間ドック、脳ドック受けたいと思っている。 

 人間ドックの助成…丹波地域以外の医療機関にも使えるように 

 人間ドックを誰でも受けれる環境を作ってほしい。 

 人間ドック他の助成はつづけてほしい。女性は乳がん子宮がん検診の助成も続けて欲しい。医療機関との連携。 

 先進地を視察して、健康寿命を伸ばす取り組みを真剣に行うこと！！ 

 滞納者にはしっかり指導・徴収してください。不公平なのは皆困ります。 

 滞納者にもっと指導をすべき 

 滞納者の対応など公にし、必ず徴収する必要がある。 

 滞納整理をしっかりやれ 

 大企業、高額所得者から税を多く納めてもらわなければ解決しない 

 丹波市はどうかは知らないが全国的に外国人による健康保険の不正利用が問題になっている。海外で医療を受けてそれを日本の健康保

険に請求できる制度も問題だし日本国民の為の制度なのに国民ではない外国人が保険証を取得できまともに保険料を支払わず高額医療

を受けていると聞くが丹波市ではそういった問題が発生していないのか。 

 特定健診があまりにもおそまつ。今でも人間ドックを利用している。 

 年金生活者に対する医療費の助成拡大 

 脳ドックへの女性が行われていることを知りませんでした。 

 夫が自宅介護ですから年金での生活がいっぱいいっぱいで悩んでいます。 

 扶養になっている主婦が検診を簡単に受けられなくなっているように思われる。まちぐるみ検診などに参加できたが、社会保険の扶養にて

個人的に受けなければならず、なかなか行けない。 

 分からない。 

 保険税の低減を考えてほしい。ジェネリック利用も必要ですが、薬自体の単価が高いように思う。単価の低減に力を入れてほしい。 

 保険税滞納者への周知、徹底 

 保険料、未払いのニュースをよくやっている。不公平感をなくしてほしい。 

 保険料が高すぎる 

 保険料をもっと下げる努力をして欲しい。 

 本当にお金が無いなら払えないのでしょうけど、払えるのに払わないのは問題ですが。（差押えも強行しても良いと考えるけど） 

 無料検診 

 予防は最大の防御 

 予防接種の補助 

 様々な健康に関する情報の提供をしていただきたい。 
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（９）土地利用に関する施策について 

土地利用に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 22.6％と前回調査と比較して 12.4 ポイントの増となっています。不満度（「不満」「や

や不満」の合計）は 12.9％と前回調査と比較して 2.2 ポイントの減となっています。 

 今後、特に重要だと思うものは、「安全・安心で快適な住環境の形成」が 23.7％と高く、次いで、前回調査で最も高かった「地域拠点における生

活利便性維持」が 22.1％となっており、それぞれ２割台となっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

  

①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

 今回の調査では、年代別での満足度の回答に差が見られ、地域別では青垣地域の満足度が高く、26.9％となっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計  

 今回の調査では「地域拠点における生活利便性維持」と「安全・安心で快適な住環境の形成」に各層が分散して高くなっています。 
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氷上地域（N=438） 14.1% 20.6% 24.0% 19.1% 15.8% 6.5%
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市島地域（N=222） 11.5% 25.8% 23.8% 13.7% 18.1% 7.1%

性
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年
齢
別

地
域
別
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（９）土地利用に関する施策について（コメント欄） 
 １０年前の都市整備構想が実行されていれば今のビッグは来ていない。事業取組の考えが良くない。１０年先を見据えた取組が必要。 

 ４．無秩序でなく、関係機関との調整（和）と合同で 

 この地域の特徴である自然にやさしい方法での環境整備は出来ないのか。 

 ショッピングモールがほしい 

 ソーラーパネル設置の規制 

 ラウンドアップ等の発ガン性の強い除草剤の使用禁止。ヘリコプターによる高濃度の薬剤散布は早急に止めるべき。 

 ロケ地になる位、特異的な景観になれたらいいですね。 

 運転が出来なくなったら、市の中核に都市機能が充実していても行く事が出来なくなると心配です。集中していると他は今よりダメになる。 

 休耕田の有効利用への取組み。宅地開発等の推進で人口流出を少なくする取組み。 

 空き屋の整備もしていただきたい。 

 空家をつぶして更地にすると固定資産税が上がるのはおかしい。その上高すぎる。 

 計画的な土地利用の推進をしていただいてるとのこと。ありがたいです。ハクビシン、いたち、などの獣害にこまっている。 

 古民家や空き家、利用されていない施設等の再利用も考えてほしい。 

 工業団地へのディスカウントストアの出店がどう考えてもありえないと思う。人口減少なのにオーバーストアかつ工場が誘致できない=働く場

所の減少=若い人口の流出 

 広大な土地が必要な事は分かりますが結局車が無いと不便で利用しにくい。鉄道やバスなどの充実無しにはメリットは少ないと思います。 

 耕作放棄農地の利用。 

 耕作放置の土地をどのようにしていくか？そして空き屋敷？ 

 高齢化に伴い休耕田が増えています。近所では心ある方々の営農計画の話も出ていますが公的支援が充実すれば協力する方も増えるの

ではないでしょうか。 

 最近は土地を利用するといって太陽光発電ソーラーパネルを置きすぎではないでしょうか。ソーラーパネルで使える電力をご存知ですか。 

 災害に強い安全対策を第一に。 

 山の保水力がなくなり地滑りなどとても気になります。山の整備を願う。 

 山林の手入れ。伐採。 

 市の中核拠点（柏原・氷上）に未来都市計画を発表してもらいたいです。車がなくても暮らせる都市を作ってほしいです。 

 市の中心地域ばかりでなく山、田、畑の多い地域への強化活用を考えて欲しいです。 

 市街地外での取組みが必要。柏原、氷上だけでは、丹波市は今のままでは変わらない。 

 市島は何がありますか？ライフピア、スポーツピア、生活利便性？春日に行かないと耳鼻科眼科ないですね…。 

 市役所や総合病院などは通常駅の近くに設置するものでは。丹波市はどちらも駅から遠い所に設置しようとしているが、それでは人の流れ

が悪く交通の便が悪いので市の中枢拠点における都市機能の充実・強化につながらないのでは。 

 自然が一番。 

 自然と都市の両方を生かしてほしい。 

 質問を具体的に、答えにくい、抽象的である。 

 車社会における渋滞問題。当然人が集中すれば渋滞が起こり利便性が失われる危険性もあります。 

 週一で病院に行く交通を地域別で作る。 

例）月ー青垣、火ー春日、水ー氷上、木ー山南、金ー柏原とかにするのはどうか。 

 商業集積区域の大雨での水害は大丈夫か？ 

 商業地域の集中により、地域差に不満 

 上記項目２と４をバランスよく充実させてほしい。 

 植林は無秩序な開発ではないのか。きれいな紅葉が汚されていることに市はいつ気付くんですか。 

 新病院ができることによって周辺の道路渋滞が心配です。 

 新病院を中心にした中核拠点をつくるべきではない！公共交通（ＪＲ）や地方公共機関、等々を考慮して拠点をつくっていくべきだと思う。 

 水害の可能性が最も高い場所に消防署、新病院一体何を考えてるのか分かりません。 

 杉、ひのきを間伐。山も畑も生かせた環境。 

 杉の木を切る、植林活動 

 生活利便が全くない。自然だけではなく都市機能を強化した魅力あるまちにしてほしい。 

 太陽光発電に用いる政策は今後日本を崩壊に導く。 

 太陽光発電パネルについて、土地所有者の有効利用の一環と思うがせめて道路脇はやめて欲しい。殺風景な色と形。この場所はこれ以上

発展真しないのだと思ってしまう。 

 丹波の森構想からブレている。もう一度町それぞれの利用法について明確にするべし。 
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 丹波市の土地を活かした活用が出来たらいいなあと思います。 

 丹波市は自然が豊かな町なのでそれを生かして欲しいです。自然の恩恵に我々がけんきょでなければならないと思います。 

 丹波市を出たい一番の理由は、「田舎すぎる」ことで、ゆめタウンくらいしか大型デパートが無く、若者は都会に出て、高齢者が増え、ツタヤ

もケンタッキーもつぶれて困ります。 

自然かんきょうのことおｗそこまで気にしていると、丹波市はいつまでたっても栄えないです。「イオン」のような大型デパートを作ってほしい

し、電車バスが少ないのもなんとかしてほしいです。 

 丹波市内の河川はどこも水質が悪く、見た目もゴミだらけで自然豊かな環境の町とはお世辞にも言えません。ＮＨＫの「新日本紀行」を見る

とやっぱり水の豊かな町は市民も幸せを感じるレベルが高いように感じます。「豊かな自然」の定義をはっきりさせるべきです。 

 地域には空き地や空き家が沢山ありますので皆が集まって楽しめる様な場所を造ってほしいと思います。 

 地域の維持等、住民にまるなげ。 

 地域拠点とは支所等のことか。１の中核拠点の充実・強化を図ると市島等の周辺地域は大変困る。 

 地域周辺の耕作放棄地による獣害、花粉、環境悪化がひどい 

 竹林の整備を望む。 

 中央に集中しすぎるのなら、そこまで行く足の確保が必要。地域分散も考慮。管理を個人でするには、なかなか難しくなっている。 

 中心部ばかりがよくなって、はずれの地域は不便この上ない。 

 田舎で水（飲み水）が悪いと言うのは恥では無いかと思うが、何とか無らない物なのでしょうか？（神戸市でも水は飲めたけど） 

 田舎の風土を活かしたセカンドライフという点での呼び込みはとても良いと思います。 

 都市機能の充実は重要だと考えますが、その反面交通渋滞が発生し、生活の利便性に欠けるので、踏まえた対策を望みます。 

 土地の再利用を行う。 

 土地規制ができていない 

 農業より商業重視を求ム 

 農振除外の緩和。これだけで発展する。地域住民に金が入れば税金も入る。 

 農地が売られ太陽光発電が立てられている所が、かなりたくさんある。もっと有効な農地利用ができないのでしょうか。 

 病院周辺の交通など少し不安もあります。（石生の方）小学生など子どもと年寄りが安心して横断できる道路であってほしいですね。 

 便利な生活を送りたい 

 宝塚市にある様な、他市からも若者や子供・家族連れで車で来られ一日ゆっくり活動できる公園や遊具も１ヶ所使ってほしい。 

 無駄な工事が多い。 

 無秩序な開発を防止。無秩序で良心の無い、青垣の水問題は。今後水が民間委託になった時本当に大丈夫なのか。市として責任をとれる

のか。 

 有効な土地利用として農地（農振地域）の転用の許可をもっとゆるめると、休耕田等の活用にもつながると思う。 

 余り期待していない 

 里山の景観素敵で気に入ってるんだ～と言っている人はほとんどいない。というかいない。もう少し便利だったらな。どこに行くにも遠いよ

ね、という私。 

 里山を子どもの遊び場にする活動をしているが、もう少し若い人々の感性やパワーを活用した街づくりができるとよいと思う。 

 里山間伐はいいが何年か先の手入れは各自でやって下さい方式は誰もやってくれませんし、今よりリスク大となるような感があるがどうで

すか。 
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（10）公共交通に関する施策について 

公共交通に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 28.0％と前回調査と比較して 4.0 ポイントの増となっています。不満度（「不満」「や

や不満」の合計）は 21.4％と前回調査と比較して 0.3 ポイントの増となっています。 

 今後、特に重要だと思うものは、「路線バスの運行存続/充実」が 24.5％と最も高く、次いで「公共交通の連携強化」が 22.5％と、前回調査で最

も高かった「JR 福知山線の複線化に向けた市民運動」は 18.6％となっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

  

①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

 前回調査と同様に、年齢別では 70 歳以上の満足度が 31.2％と高くなってますが、今回の調査では 10 歳代が 48.5％と最も高く、次いで 20 歳代

が 34.3％と高くなっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計  

 前回調査の地域別では、青垣地域は「路線バスの運行存続/充実」、山南地域は「公共交通の連携強化」が高くなっていましたが、今回の調査で

は、柏原地域を除く各地域で「路線バスの運行存続/充実」が最も高い回答率となっています。 
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公共交通の連携強化

路線バスの運行存続 /充実

7.0%

8.1%

19.1%

10.1%

6.9%

6.8%

2.1%

5.6%

10.7%

7.6%

7.3%

8.1%

7.9%

6.2%

9.0%

19.0%

22.1%

29.4%

24.2%

22.6%

19.8%

19.8%

17.5%

20.5%

22.6%

25.1%

19.5%

18.5%

20.1%

14.9%

39.2%

39.5%

19.1%

30.2%

39.7%

45.3%

43.3%

44.1%

36.9%

35.9%

38.8%

37.6%

41.5%

39.0%

44.1%

14.4%

12.8%

17.7%

10.1%

9.8%

10.4%
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15.7%

14.2%

14.2%

12.3%

16.1%

14.7%

13.1%

11.7%

9.3%

6.7%

5.9%

9.4%

9.8%

6.3%

10.5%

7.7%

5.7%

8.5%

5.0%

8.7%

6.8%

9.3%

10.4%

9.2%

8.3%

8.8%

12.8%

9.8%

10.4%

5.0%

7.7%

8.7%

8.5%

9.1%

7.4%

7.9%

11.6%

6.8%

2.0%

2.5%
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3.4%

1.5%
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3.4%

1.8%

3.3%

2.8%

2.3%

2.7%

2.6%

0.8%

3.2%
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男性（N=717）
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２０歳代（N=149）

３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

JR福知山線の複
線化に向けた市民
運動

鉄道駅舎の整備、
バリアフリー化

路線バスの運行存
続 /充実

公共交通の連携強
化

公共交通の利用促
進への支援

不明・無回答

男性（N=717） 21.8% 8.6% 24.3% 21.3% 16.0% 8.0%

女性（N=836） 15.9% 11.8% 24.7% 23.7% 13.4% 10.5%

１０歳代（N=68） 15.2% 23.2% 26.8% 18.8% 12.5% 3.6%

２０歳代（N=149） 20.6% 11.7% 21.8% 23.4% 13.2% 9.3%

３０歳代（N=204） 20.9% 14.1% 18.0% 23.9% 10.7% 12.4%

４０歳代（N=192） 19.2% 10.6% 28.9% 24.4% 11.9% 5.1%

５０歳代（N=238） 17.7% 6.5% 26.6% 26.8% 16.2% 6.3%

６０歳代（N=338） 16.2% 9.2% 23.4% 25.0% 15.8% 10.4%

７０歳以上（N=366） 19.6% 8.4% 26.7% 16.3% 17.3% 11.6%

柏原地域（N=212） 19.3% 11.6% 23.8% 24.4% 12.5% 8.5%

氷上地域（N=438） 22.4% 10.5% 24.0% 20.9% 13.8% 8.5%

青垣地域（N=149） 10.9% 7.0% 31.5% 27.6% 15.2% 7.8%

春日地域（N=265） 21.3% 11.9% 21.8% 20.4% 13.5% 11.0%

山南地域（N=259） 16.5% 10.1% 26.2% 24.3% 13.0% 9.9%

市島地域（N=222） 15.1% 8.8% 23.6% 21.1% 20.6% 11.0%

性
別

年
齢
別

地
域
別
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（１０）公共交通に関する施策について（コメント欄） 
 （高校）通学時間帯の交通手段の充実 

 デマンドの丹波市一円利用可能。 

路線バスの運行は今他の交通機関とマッチングしていない。 

イコカの導入。 

 １．デマンド型集合タクシーも丹波市内直通で行けるようにしてほしい２．路線バスも中型くらいにして回数を増やしてほしい 

 ①の市民運動の姿が見ない。カニスキ列車などの協力がそれと思われるがＪＲの前向の姿が全くみえない。 

 １の中に５のうちの支援を除くを含めた運動。１の中に３を含めた運動。 

 ３．バスの本数も少なく利用者が少なくはありますが、やはり免許の無い方たちにとっては重要な乗り物だと思うので残してほしいと思いま

す。 

 EV 設置 

 ＩＣが使えるようにしてほしい 

 JR の ICOCA 設置 

 ＪＲの運賃が高すぎる。 

ターミナル、病院、スーパーを巡回する市内バスがあれば便利だと思う。 

 ＪＲの本数が少なすぎる。都会に行きにくいと若者はいやになる。 

 ＪＲ各駅のＩＣカード利用化を望みます。 

 JR 福知山線の複線化は、丹波市を発展させる生命線で最重要課題相手（ＪＲ）がある。最短ルートでないと永久にできない（ＪＲはしないと

思う）丹波市全体を考えこの際地域エゴは絶対にダメ（改定線を要望してはいつまでたってもできないＪＲはしないだろう） 

 ＪＲ福知山線の複線化は実現可能とは思いません。ＪＲ加古川線の複線化の方が実現可能と思います。 

 ＪＲ福知山線をたまに利用しますが、本数が少ないので複線化は、必要だと思います。 

 あまり変わっているように感じない（利用者としては） 

 イコカの使用可能に… 

 いつになったら青垣町に電車が通るのかと日々思います。車の免許を返さないのも交通機関を充実させたらマシになるのでは。 

 エスカレーターorＥＶの設置。受診、買い物への配慮 

 お年寄りが利用しやすいように改善してほしい。デマンドを増やすとか。電車の本数は増やす必要がある。 

 お年寄りの自動車運転が多い。もっと車が無くても大丈夫な町づくりをしてほしい。事故が減ることにつながると思う。 

 コレも（９）につづきますが、丹波市はとにかく、車が無いと移動できない。私は、市島に住んでますが、氷上町で働きたいです。電車は少な

いし、石生駅で３０分もバスを待って、しかも帰りが１７時までで、免許も取れないので、働くところがすごく限られます。バスの量をふやす、

電車をふやすとかしてほしいです。 

 せめてＩＣカードが使えるように 

 デマンド（予約）型乗合タクシーは町内のみと聞きます。隣接するあるいは離れていても市内全域でないと利用するに値しない事もありま

す。融通の利く乗り物でないと。 

 デマンドが町外とも連携出来る事が必要だと思う 

 デマンドが町内しか走れないのでこれから不便になると思います。 

 デマンドが役に立たない 

 デマンドタクシーがよく路肩に止まっているが無駄な時間はないのか？ 

 デマンドタクシーが町内しか利用できないのは不便だと思います。 

 デマンドタクシーの交通経路についてあまり知りませんが、自家用車に乗れなくなった時、利用しやすい交通経路、運行回数など、利用しや

すいように計画してほしい。 

 デマンドタクシーの町を越えると利用できないのは使いづらい。 

 デマンドタクシーの範囲拡充 

 デマンドタクシーの利便性の改善 

 デマンドタクシーの路線を料金をアップしてでも他の地区に行ける様に、市島と春日が１つに行けたら病院に行きやすい。電車も運休が多

い為。 

 デマンドタクシーは使いにくい為もっともとお改善が必要。 

 デマンドタクシーは他市ではないサービスのような気がします。交通弱者が引きこもりにならないように存続していって下さい。 

 デマンドタクシーは丹波市内どこでも行けるようにしないと意味が無い。 

 デマンドタクシーは予約がいるので、路線バスの通っていないところは、篠山市のようにコミニティバスを通して欲しいです。 

 デマンドタクシーを市内で一本化にしてほしい。（町ごとに区切られると困る。） 

 デマンドタクシーを利用して新病院への通院ができる様にして欲しい。 

 デマンドタクシー住んでいる町だけでなく、町外にも利用できる様に考えてほしい 

 デマンドでの利用で市内全域に行けるような促進。 

 デマンドでは他町へいけません。市島はスーパーが無くなります。買い物は他町になるのですがどうして行きますか。タクシーですか。年金

生活者ですよ高齢者は。 

きめ細やかな対策を希望します。 

 デマンドで丹波市全域巡る体制作り 

 デマンドには休みの日があるし、丹波の交通手段は不便以外なにもない。 

 デマンドの考え方がおかしい。認知症うんぬんで免許返納をおすすめはいいが結果高い交通費を使う方が各企業はメリット有りは高齢者い

じめにすぎない。 

 デマンドの仕組みもあまり分かってないのですが人から聞くと他町に行くには不便だと聞きました。私はこれから年を重ねると運転が出来な

くなり不安になります。 

 デマンドの利用も町内のみでなく丹波市内で出来る様に考えてほしい。金額面は少し高くなると思うが… 
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 デマンドの利用を町内だけでなく広げてほしい。 

 デマンドの利用範囲を拡大したら良いと思う。今は町を越す場合は乗り継ぎが必要と聞いています。 

 デマンドバスの拡充 

 デマンドは各町内でしか乗り入れできないが、丹波市全域で利用できるようにしていただきたい 

 デマンドは旧町をまたいで運用されていないので不便。 

 デマンドは丹波市どこにでも（どこの町）通用する様希望する 

 デマンドは町をまたぐと利用できない。意味がないのでやめればいい。 

 デマンドは町を超えられない為あまり便利でない地域もある。結局高齢者は不便な思いをしている人が多い。 

 デマンドは町内だけではなしに市外にも行けるように。路線バスも回送が多い。もっと便をふやす。 

 デマンドは不便のみ 

 デマンドは母が使用したかったのに予約して前日に時間が変更になりとても不便な思いをして使用するのをやめていた。デマンドが丹波の

森公苑で休憩されているとか。 

とても税金のムダ使いだと思う。予約にも人件費がかかっている。 

 デマンドを市内全域に利用できる様にしてほしい。又は路線バスを広域にしてほしい。プラス料金を下げてほしい。 

 デマンド型乗合タクシーの廃止をし、コミュニティバスの運行の計画の方がよいのでは… 

 デマンド型乗合タクシーは町を越え利用できない為やや不満 

 デマンド乗合タクシーの運転手のマナーが悪い為指導すべきだ。（市島、竹田地区）狭い道で対向して来た時、道路の中央で止まったまま

動こうとせずこちらが側溝 

ギリギリによけているのによけようともしない。（技術が無いのか。意地悪なのか。）あげくのはては、こちらをにらんでいる。運転手の採用に

あたり適正な検査等はされているのか。 

 デマンド丹波市全体で使用できるように。 

 デマンド利用は、丹波市全体で利用できるように横のつながりを考えてほしいです。 

 デマンド利用を丹波市内全域どこまでも１回で使える様なシステムにしてほしい 

 どの町からも（町をまたいで）医療機関へいける様にしてほしい。 

 バスの本数を増やしたり、青垣にも駅をつくってほしい。 

 バス料金高すぎ。 

 まだまだ不便であるため 

 もっと自由に利用できるようになればいいのですが……。 

 もっと地域の実情を把握すべきである 

 わからない 

 駅のトイレ etc がキレイだと気持ちがいいです。 

 駅のトイレがきれいになって利用しやすくなった。イコカなどが使える自動改札機を篠山口駅より北側の駅（丹波市のすべての駅）に導入し

て欲しい。 

 駅のトイレは確かにきれいな事も増えてきた気がします。電車本数はこれ以上増やすのは大変でしょうが増えてほしいという思いがありま

す。 

 駅の階段がきついのでエレベーターの設置を希望します。 

 駅ホーム内の飛び込み防止柵が必要だと思います。 

 駅までは車で行かなければならない人がほとんどなので公共交通の利用促進をしたいのであれば駅の駐車場を無料にしては。 

 駅前を充実させてほしい。駐車場・コンビに…など。観光協会も駅から距離がありすぎ。そもそも丹波地域は兵庫県の県庁のある神戸市に

行くのに不便すぎる。 

 駅駐車場の利用料の値下げ。 

 会社のコミュニケーションをとるための飲み会があるが、足を気にするため飲み会ができない事があるので、車が２４時間利用できるように

してほしい。 

 各駅舎の商業利用が必要と思う。 

 学生は電車が少ないのにバスが走らないと交通手段がない。もっと増やして！！！！ 

 観光ツアー、タクシーの導入で駅からのツーリズムを楽しめる町に！ 

 区間定賃金（運賃）の市営バスを運行してほしい。 

 県道７７に路線バスは必要。福知山線の複線化より現在の路線での便数を増やす方が先。 

 現在の路線バス業者との良好な関係の維持が不可欠と思う。 

 現在は自動車も運転できているが、年齢があがってくると運転免許返納も考えなくてはならないので、公共交通を充実して欲しい。 

 公共のバス等で。 

 公共交通の概念を取り定義を大きくとらえ市民ニーズに合う仕掛けで経済活性化する。 

 公共交通の空白地解消とともに利便性も上がればと思う。 

 公共交通を利用促進や連携強化に伴い、ドライバーの教育にも力を入れてほしい。タクシーやデマンドのドライバーが高齢の利用者に悪態

をついている 

 姿をよくみます、ひどすぎます。 

 公共施設を駅周辺に造り、鉄道の利用客を増やさないといけない。病院や市役所等は車で行かざるをえない所に作るべきではない。現状Ｊ

Ｒの複線化の 

可能性は－５０％。 

 高齢かが進む中、運転免許返納と地域生活に欠かせない移動手段である自家用車以外の公共交通機関の充実は大きな課題だと思いま

す。 

 高齢ドライバー問題解消に向けて自家用の車がなくても移動できる工夫を望みます。 

 高齢化が進む中、旧町域をこえるデマンドの運行 
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 高齢化に伴う社会情勢に対応する交通網の整備を充実に取組みをするとのことですが、鉄道及びバスの本数を増やさないと必要な時に利

用出来ない。 

 たとえ赤字でも国又は市の充填が必要。 

 高齢化社会となり免許証を返納して車に乗れなくなって来ると足が無くなり生活に困るので路線バス等の充実・拡大 

 高齢者が車を運転しなくても良い様にシフトしなければ危険。認知症を疑う様なドライバーが多く命に関わる。バスを増やす事は不可能なの

でしょうか。 

 高齢者でも使えるネットを利用したタクシーサービスの施策 

 高齢者でも自家用車が有るとデマンドなどは利用できないそうだが、たとえ車が有っても体調が悪く外出できない時などはデマンドが利用で

きるように 

 出来ないものか。 

 高齢者の自動車運転でマナーの悪い人、運転技術がすごく低い人が多い。助成にも同様の傾向が見られる。免許を返上しても異動ができ

るようにして頂きたい。 

 高齢者の多い丹波市内で階段でのホーム移動は苦痛だと思う。少しでも利用しやすい条件を整えて欲しい。 

 高齢者の丹波市民が丹波市内を移動する際のタクシーの特別利用料の設定。今以上に。 

 高齢者の免許返納が促される一方このような取り組みを充実することは行政の義務であると思います。 

 国は新幹線を作る前に地方の足を優先すべきではないかと不満に思います。 

 今のデマンドは町内に限られているため、不便な面もあるとよく聞きます。デマンドを町外にも広げてほしいと思います。 

 今のところ移動はマイカーです。家には息子家族が一緒にいますので公共交通に関してはあまり意見はありません。 

 今の所、車に乗れるので将来に向けて。 

 山南町草部に住んでいます。柏原に総合医療センター７月に始まるそうですが老人は車に乗れませんのでデマンドで草部を通って病院に

行けますように。 

 市営バスの運行 

 市共交通を一元化にする。 

 市島には路線バスがなく車がなければどうしようもないのが現状です。コミュニティバスを作ってほしいです。 

 市島には路線バスはありますか？デマンドはありますが予約となると直前の利用は無理では？ 

 市島地区にバスが無い！！ 

 渋滞の影響を受けにくい鉄道の機能が向上すればもっと便利になるかもしれません。 

 小・中学校統合に伴い通学距離ものびているので、より積極的に支援し子供たちが公共交通機関を利用できるシステムにすると良いと思

う。 

 小型バスで回数をたくさん増やす事。 

 小里でよい。 

 乗りたくなる電車への工夫をもっとＪＲと協議すべきだ。電車の色、ひとつとってもくすんだ色でちっとも楽しくない。全国のカラフルで楽しくな

る様なラッピング電車を見ると是非行って乗りたい気持ちになるのは、私だけでしょうか？ 

 職場（学校）の子どもがバス通学ですが、時刻に限りがあり、時間割を変更させ、無理をしている部分があります。 

 新しく病院が建築中ですが氷上地域になる為柏原からのデマンドは利用出来ない 

 昔は駅トイレが汚い印象だったけど、近年駅トイレの整備がされて利用しやすくなった。 

 石生駅が少し不便かな 

 石生駅に特急がとまってほしい 

 石生駅のトイレあまりにもそまつです。 

 大阪から電車で１時間半。東京のことを考えれば十分、丹波市も大阪のベッドタウンになることは可能であると考える。電車の本数さえ増え

れば…。 

 丹波市を一台で行けるようにしてほしい。 

 丹波市全体を小さいバスでよいから定期的に毎日ぐるぐるまわる事。小野市のひまわりバスを見習って下さい。 

 丹波市内どこでも行けるように 

 丹波市内のＪＲは、交通系ＩＣが使えないので不便です。ぜひ整備していってほしいです。 

 地域差別をなくしてほしい。 

 中学、高校への通学バスの運行 

 町内循環バスの運行。デマンドは面倒。 

 長期通院となりデマンドは旧町内しか利用できず交通費の圧迫と時間ロスで悩まされる。 

 電子改札の導入を検討してほしい。 

 電車が少ないから市内バスを増やして欲しい。 

 電車の本数は多い方がとっても助かります。 

 電車の利用頻度、利用者数はどうみても複線化は必要ですか。阪神間への電車通勤によるベットタウンにはなれるとは思えませんが。 

 電車やバスの本数が少なくて不便。バスの運賃が高い。 

 特急は止まらなくても石生駅は絶対に無くさないで。 

 年寄りに必要なのはスーパー・病院・役場・銀行ぐらいではないかと。そこへ行くだけのマイクロでも有れば良いのではないかと思う。 

 柏原駅、エスカレーター早く希望する 

 氷上、柏原にショッピングセンター、病院があるのに旧町範囲しか利用できないなら不便。 

 福知山に行くと循環バスをよく見かけます。車の無い方も外出しやすくなるために交通機関の充実を望みます。 

 福知山線のＩＣ対応。複線化は求めない。 

 福知山線の本数増加および時間短縮を実現してほしいです。 

 複線はたぶん無理。川代がたぶん無理。 

 歩行障害、外出支援の必要な高齢者対策をお願いしたい。 

 毎日乗っているので助かっています。 
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 免許がなくなったら不安です。利便性の高い移動手段が必要です。 

 免許を返納した高齢者が気軽に通院や買い物に行けるようデマンドの普及を強化して欲しい。 

 免許証返納者促進と返納者への特典（バス・デマンド・電車の割引増額、もしくは無料）学生割引、時間割引など先行投資はかかるが年々

増加を 

見越して。 

 路線バス、市島地域へも望む。また、県と府をまたいで京都府（福知山）へもバスがあれば良いのでは。 

 路線バスの夜間運行。（デマンドタクシー）飲食店強化が必須。 

 路線バスはなくてはならないものだと思う。免許証の返納の取組みを進め公共交通への助成を進めてほしい。 

 路線バスは利用者の人数によってもっと小型にしてロスのないように運行を存続してほしい。料金ももう少し安く。 

 路線バスを使いたくても、最寄りのバス停まで自動車で行かないといけないようなところが多い。使いたくても使えない。 

 路線バス増便、低運賃、利便性を高める 

 路面バスは丹波市全域を考えて運行してもらいたいです。 

 老後の移動手段と子ども達の通学手段を連携して考えることでコスト削減になるのでは。 

 老人にとって路線バスは唯一の自力で動ける手段です。赤字に関係なく運営出来ないものか。 
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（11）道路・河川に関する施策について（前回の調査なし） 

 道路・河川に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 26.8％、不満度（「不満」「やや不満」の合計）は 18.0％となっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

  

①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

 年齢別では、10 歳代が 47.1％、次いで 70 歳以上の満足度が 27.9％と高くなっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計  

 性別では男性、年齢別では 70歳以上、地域別では市島地域が「河川整備の促進」への回答が高くなっています。その他の層は「道路・橋梁の不

具合の早期発見・早期補修」が最も高くなっています。 
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（１１）道路・河川に関する施策について（コメント欄） 

 篠山方面への通勤ラッシュ時の渋滞対策、バイパス希望。・国道沿いの雑草の放置対策（視えづらい）←街の景観の低下 

 １０年以上危険個所を指摘してきたが一向に前進しない。事故が起こらないと対策を講じないのか。 

 １７５号線の拡充。氷上・市島間の交通改善 

 １ｍ位の歩道を設置してほしい。 

 ②特に改良をお願いしたい。（通学路の整備） 

 ４２９号線榎峠トンネル化は、本当に丹波市にとってのメリットがあるのか疑問に思う 

 ４年前の災害時の補修、整備が終わっていない。担当が違うからと河川・進路の危険個所がそのまま放置されている。 

 R175 のバイパス整備については西脇以北だけでなく、氷上インターからの南下もあわせて先に取り組む必要があると考える。 

 忙しい時に無駄に道路整備しないで 

 いつもお仕事お世話になっています。 

 どうしても災害が多い地域であるので自然の脅威に勝ることは難しいと思うが取り組んでいかないといけないと思います。 

 パトロールの車をよく見るが特に河川の中積もっている土砂等を点検してほしい。 

 ビッグの近くに新しく病院が出来る影響で付近で渋滞が起きるのではないか。車線の増築を考えてはどうか。 

 一定基準をこえての道の広さがほしい。 

 稲継交差点や横田交差点の混雑を解消して欲しい。緊急時のためにも必要なのでは。 

 榎峠トンネルより穴の裏にトンネルをした方が利便性が高い。国道と府道、県道との差異があるようだが国道に昇格するようにすべき。 

 何よりもまず子供の使う通学路の整備を行って欲しい。物流トラックが何十台もスピードを出して通る場所にガードレールすらまともに設置さ

れていない。 

うちでは集団登下校をさせていない。 

 夏場の歩道が草が背丈程になり自転車が通りにくい。車からも見えにくい。毎年のことだから地元の者が言わなくても草刈りして欲しい。 

 家の前がトラック通るので、道路がガタガタで家がゆれる。なおしてほしい。 

 河川のそばにグラウンド等の施設。 

 河川の整備、奉仕について業者に依頼することを望む。 

 河川の整備が進むのは良いがそのせいで自然が減っている気がする。 

 河川の整備に疑問があり、改善を申し出たが何も対処されず二回も家屋浸水の被害にあった。その後も整備されていない。 

 河川の増水やどこに逃げるかなど無線だけではだめだと思う。 

 河川をあまりいらわないでほしい。自然が無い。鮎が溯上する位の川にしてほしい。 

 河川整備により自然のはかい。ホタル・魚がいないのは川ではない。 

 開発箇所が片寄っている。 

 近年の自然災害を予測したチマチマした工事ではなく大規模、根本的な工事が必要。 

 県道、山南福知山線、穴の浦峠の整備。R429 号線の利用度と比較しても丹波市においては最重要路線だと思っている。 

 県道、市道の境の道路を細かく調査しいち早く直して欲しい。（山道のくぼみ。） 

 県道６９号の歩道設置 

 県道７号から氷上北浄化センターへ渡る橋の所の道がガタガタ過ぎて学生の自転車通学時もケガする事がある。原付バイクでよく通るけど

道悪くこわいので舗装してほしい。 

 現在施設の維持、補修に力を入れるべき。 

 護岸工事を早くしてほしい（青垣町民）。 

 交通量が少ないところは災害等で被災していてもなかなか整備してもらえない。 

 交通量の少ない道路、田舎へ行くほど暗くて、本当に危ない。歩道もなく、夜道人が歩いていて驚くことがある。 

 高谷川堤防工事後、氷上町市辺、横田が水に浸かる。今まで柏原の柏原の被害が氷上へ来ている。早急に対策を。 

 高齢者が住みやすい、歩きやすいように歩道の設置に力を入れてほしいです。 

 豪雨の時に大丈夫か？と思う所がある。 

 国道１７５号線の整備 

 黒井川の整備、朝日バイパスの早期着工 

 今年７月の洪水でなかなか通れる道がなかった。(福知山へ行く道）ので低地だからこそ水害対策をより徹底していく必要があると感じまし

た。 

 災害に（水害）心配な地を市役所へ言っても、農林や建設やと人事の様にやる気がない！組織にとらわれ過ぎ！ 

 災害に対する事前改修。災害後の復旧では次の災害は防げない。 

 災害等にすぐ対応できるようにしてほしい。 

 災害発生して初めて着工ではなく予備作業が最小限被害を防ぐという頭の切り替えをしてはいかがなものかと思う。 

 山河川が大雨ではん乱する箇所が多い。すぐできるところから順次していくべきだ。（小河川整備促進） 

 山南地域には水害は少ないですが以前の大雨などで他の町では大変な被害があったのでぜひ整備対策を進めてほしいです。 

 山南町草部に住んで２３年になります。大雨になれば３回床下浸水で困っております。４，５をよろしくお願いします。 

 山崩れと、川の氾濫が問題に成ると考えますが。 

 山崩れの防止をしてほしい。 

 山林の整備→河川を守る 

 市島は崩れた後がまだ…歩道が少ないので子供を歩かせての登下校が心配です。 

 市道整備の前に市道認定の見直し施策が必要。 

 市役所は手続ばかり重視している。 

 自然災害のおこりやすい所は、何度もおこっている。対策を急いで欲しい。 

 自然災害はこれから増えるから 

 自然豊かで大きな川だったのが小さくなり人工物のように見えてしまうのが少し悲しくなりました。 
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 篠山、小南線の早期開通（県道） 

 篠山、西脇と比べＲ１７６の歩道が未整備箇所が多い。 

柏原川の川底のヘドロの整備。ヘドロ等が増し大洪水の時は氾濫の危険あり。 

 主要道路でなくても、土手が崩れているところ等早くなおして下さい。 

 主要道路なのに街灯が少なすぎる。 

 住宅地域内の側溝にふたをして生活道路の整備を急いでほしいです。草刈りや土や石が落ちているのでドブ掃除が結構しんどいです。 

 春日町船城地区の水害がひどすぎる 

 所々道がボコボコ。北山の道（工業地域）の前の道のボコボコを直してほしい。 

 上久下地域、特に篠場から大滝駅までのガケから小石が落ちている危険。もっと拡幅すべき。 

 上流からの石が川床を高くしている。除去しないと水害につながる。水の流れに逆らった改修はしてもすぐに元に戻る。増水時の状態をみ

て 

つぎはぎの改修ではなくしっかりしてほしい。 

 新川の大雨に対応。 

 人口減少の時代に入り「ムダ」な道路の整備、拡張等はさけ危険ケ所等優先的に資金を使っていただきたい。 

 水害で市の取組みが遅い事。 

 水害にあっているが、市からの補修はなく、個人で対策しなくてはいけなかった。 

 川底の土を取ってもらうが以前に比べると川底が上がっている様に思う。 

 船城小学校周辺がよく水につかり、小学校が避難所としての機能をはたせません。対策を願います。 

 対応がおそい。道路整備課。 

 台風の被害の為、河川を改修したのはいいが、その為に市民のいこいの桜が切り出され、その後植えていないため、黒井川の桜並木も以

前に比べ 

とても貧弱なものになっている。もっと増やして春の楽しみとしてほしい。 

 大雨でもないのにあふれてる川や用水路があったり、山うらに保育園、小学校を建てたり理解できないことが多々ある。 

 大雨の際に中小河川の危険がある。 

 丹波医療センターが開業すれば交通量が増えると思うので対策をお願いしたいです。 

 橋や道路の老朽化には早く対応してほしい。 

 竹田川での洪水により河川に堆積した土砂を出来る限り取り除くべきだ。（洪水による水位の上昇を少しでも抑える為。） 

 竹田地区は駅まで少しも歩道が無かったり途中で切れていたり人には危険、歩道の整備をしてほしい。 

 通学路に外灯整備してほしい。 

 通学路の安全確保がまだ出来ていない所がある。（東地区、ハートタウンの裏手の道路。歩道はあるが道の間隔が狭いのに交通量は多

い。） 

 通学路の歩道促進、自転車の歩道通行可能（県道、市道含め通学時間帯に自動車の交通が多い道）車道が狭い分横を行き交う車の方が

接触しそうであぶない。 

南保育所前の道路のように、そばにある山からの木が車道にはみ出しており底を通行する大型トラックはセンターラインを越えて走っている

のでとても危ない。 

この道だけでなく、国、県、市道すべてにおいてこのようにとびだしている木々を避けるためにセンターラインを越えて走る場所は少なくな

い。 

所有者への催促後、対応が見かけなければ罰金もしくは市が伐採（車道に出ない程度）を強制的にしてほしい。 

 通学路整備を求ム 

 通勤に川代を通っています。増水になり不通になる事もあるため、河川整備の促進は大切です。 

 電動車イス、自転車の人たちが怖い思いをしなくてすむような整備 

 土壌の汚染で水の色が変色しているが丹波市は河川のパトロールをして水質の検査をしているのか。私達住民は不安だと言っています。 

 当然だとは理解します。 

 道路・橋梁の不具合は一度に迫っている長期計画でないと…。５．に関して、下に※があったらよいのに！一般の回答者にはむずかしい項

目 

 道路は現状以上に増やす必要なし。 

 道路工事等は入札のため、手抜き工事があり、最低金額の見直しが市が必要とされる。 

 道路整備のための渋滞が多過ぎる。連携した計画はできないのか。 

 道路中の狭い所を整備してほしい。 

 柏原～ゆめタウンまでの交通渋滞の解消 

 柏原から春日への道を作ってほしい。 

 柏原コスモス付近から、氷上ＩＣ出入口まで、４連線（片側２連線）化を望みます（渋滞対策） 

 柏原川、高谷川？がすぐに水がいっぱいになる。危険性大であるため。 

 柏原川は雑草だらけで雨で水位がすぐ上がる。何とかならないものかと市に言っても県に言えと言う。 

 柏原地域での大雨対策。かせん河口周辺での一気水の対策として貯水プールを放置し、流れる水量を早く生活水路から水を引かせる対策

をしてほしい。 

低い家屋（昔からの住宅（道路が高くなっているため））に浸水するため。柏原町下町付近。 

 柏原町藤ノ池、ため池についてもしっかり管理をお願いしたい。 

 氷上、春日で大雨が降ると毎回水が上がってくる所がある。近くに小学校もあるので不安に思う。 

 氷上町の幼保園の横の新道路、不満 

 病院の建設にともない。交通量が増加するのが不安 

 風船ダムが壊れたまま農業用水のために協力したのに壊れたら修理もしてもらえない。このままほっておくのか。 

 歩道が未整備の場所や道路が未整備（太田青田線） 

 歩道の少ない所が多く危ない。 
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 無駄な工事が多い。利用者の少ない道の整備は不要では。 

 無駄に歩道が広い工事は必要？ 

 野上野の沖田橋とランカンが錆びているのが気になっています。塗りなおしていただければ。 

 優先順位が不明確のため市民にはわからない。 

 予測不可能な水害も想定される。河川整備（谷川）も地域の声を聞いて欲しい。 
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（12）住宅に関する施策について 

 住宅に関する施策の満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 23.2％と前回調査と比較して 11.1 ポイントの増となっています。不満度（「不満」

「やや不満」の合計）は 11.3％と前回調査と比較して 2.1 ポイントの増となっています。 

 今後、特に重要だと思うものは、「「空き家」利活用対策、管理不全対策」が 32.4％と最も高くなっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

  

①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

前回調査では、いずれの層も「満足」に大きな差はみられなかったが、今回の調査では、年齢別で 10 歳代が 35.3％、30 歳代が 26.5％と高くな

っているが、40 歳代、50 歳代、60 歳代は低く、この年代は自治会活動の中心となっており、重要施策の回答からみると、地域の空き家対策を望

まれていることがうかがわれる。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計  

 いずれの層も「「空き家」利活用対策、管理不全対策」が最も高くなっています。 
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（１２）住宅に関する施策について（コメント欄） 

 「たんば移充テラス」知りませんでした。 

 「住まいるバンク」を知らなかった。 

 ②どうしたらいいでしょうね。近所の方は特に困っていらっしゃいます。 

 ２世帯同居になぜ補助がでるのか？事情があってできない場合、不満がでるのではその差は何か。 

 Ｉターンはいらない。地域のバランスが壊れる。自分勝手な人が多すぎる。 

 Ｉターンや外国人移住者と地元住民との交流へ力をもっと入れて欲しい。 

 Ｕ・Ｉターンして２年程度でリフォーム助成の対象外となる。２年程度では定住するか決めかねる。 

 アパートが建ち過ぎ 

 いろんな取組に市が支援するのはいいが、それで市税が上がるなら不満。それなら市営住宅の入居条件を緩和してもらわないと不公平。

住宅のことなんて自己責任じゃないのか？と思ってしまうが、不勉強なので論点がズレていると思います。すみません。 

 この方向で空き家をさらに丹波らしく活用されたし。 

 ずっと今いる地域で住みたいと思っていますので、長い将来必要だと思われます。 

 たくさんある空き家の中でどのようにして選ばれているのか分からない。持ち主の方にもっと管理をしてもらえるよう指導してほしい。 

 たんば移充テラス初めて耳にしました。今後とも推進をお願いします。 

 リフォームの時期により助成されないのはどうしてでしょうか？ 

 リフォームの助成額を増やして欲しい。 

 リフォームの助成金は一部の人への特別扱いに感じる。 

 リフォームの補助があれば、その住宅に住み続ける＝市に住み続ける人が増加する可能性がある。 

 リフォームの補助を上げて欲しい。 

 リフォーム助成は市内に店舗があっても量販店は助成対象にならない。理由は理解できるが同じ工事をして助成を受けても量販店よりも工

事代が高いのは意味なし。 

 移住されている人はよく見るが定住はしていないように感じる。 

 移住してきていきなり一軒家は探さない。アパマンショップ、ホームズ等の賃貸検索で情報が出てきてほしかった。賃貸が大阪と値段がかわ

らないことが不満。 

 移住の際利用しましたが特に役立つ情報はなく欲しい情報を職員の方が理解されていないと感じました。あとスカイプは返信が無く実質見

てもいませんよね。 

 一般住宅の耐震対策を早急に具体化して欲しい。手順、方法がよくわからない。(古い住宅に住んでいるので） 

 家の周りの樋がぼろぼろで壊れているけどお金が無いのでそのままほっています。 

 外国人移住や職業訓練者(外国人）にも住んでもらえるといいかも。 

 管理者もしくは、既に倒壊しかかっている空き家の早期撤去。管理者がいる場合は解体の催促。（解体業者への紹介連携の手伝い等。 

 管理不全対策、必要。 

 観光や体験は訪れる人が多い中、宿泊所が少ないので空家を宿にリフォームしたらいいと思う 

 旧成松地域は地震には全国一番安全地帯。横田の総合病院は少し地震には弱い土地。 

 近所で空き家が多いです。防犯的にも心配です。誰かが住んでいる方が安心でも有り、活気が有ると思います。 

 空き家が多いから市営住宅のかわりに使えないのか。 

 空き家が放っておかれ草木が生い茂っている。所有者への強い指導をお願いします。 

 空き家の解体をする。 

 空き家の苦情を申立てても、プライバシーの保護で所有者の連絡先をおしえてもらえない。税務課は税金をとるだけなのでしょうか。 

 空き家の持ち主が手入れしないため、となりの家が手入れする場合が多い。 

 空き家の利用はもっと促進すべきだと思う 

 空き家はとっととつぶしてほしい。 

 空き家は使いたいという人がいると思うので、安くでも提供していけばいいと思う。 

 空き家をもっと利用して皆んなに安く喜んでもらえる様な家にしてほしい。 

 空き家を壊すにもすごくお金がかかるので、なかなか出来ないとの声もある。 

 空き家を活用した民泊の活用。 

 空き家を活用するべき、空き家があるとぶきみ。 

 空き家対策に各自治体が見回り清潔な地域づくりの活動をしてほしい。管理が不行届きの所が今の所多いのが現状です。 

 空き家利用の促進については賛成ですが、きっちり近隣住民に周知して進めてもらいたい。一人歩きにならないように。 

 空家が多くなっては困る。シェアハウスにするとかサロンにするとか、又移住してくる色々な人に住んでもらいたい。 

 古民家をお店に改装しているところも最近は多くなってきて良い意味でインスタ映えで推してもいいのでは。 
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 今後も継続を希望します。 

 仕事が有り、住む処が有れば、人も出て行かないし、入ってくると思うけど。 

 使えない空き家・危険な空き家は自治会長等と協議をして強制的にでも撤去できるよう働きかけてほしいです（難しい問題ですが対策は必

要です） 

 子育て世代での移住や定住、リフォームに対する助成があれば人口定着への足がかりになるのでは？ 

 市営住宅、もっと有効に活用するべき。 

 市営住宅に空き家が多い。 

 市営住宅に住んでいるが１０年以上経つとあらゆる所が故障し始めるがすぐ実費で直してくださいと言われる。市営始めからではなく何年

か経ってから入居しているのに、おかしいと思う。修理の実費などのきまりが途中で変わったのに紙切れ一枚で何の説明も無かった。納得

できない。 

 市営住宅に税金が投入されているのに違和感を感じる。入居者は市に対して奉仕活動等、相応の対応を求める。 

 市営住宅の天上からの雨もりが１年以上放置されているのですが治す気配なし。牛河内団地。 

 私達の近所でも子供達は皆外（丹波市以外）を出て夫婦 2 人暮らしか 1 人暮らしがほとんどです。定住できるよう考えていただきたい。 

 自治区内にも転居されて来られた方が居るが、色々とトラブルも有る。空家の活用も良いが、事前に自治会の風習なり規約も説明が必要。 

 自宅の回りも空き家だらけなので整備してほしい。すべての空き家に目が行き届いてないと思う。 

 若い人が住んでほしいと思っています。農業や飲食店など、若い世帯に低価格で、空き家、農地を提供できる町にしてほしい。 

 若年層の移住定住を促進する企業の支援 

 集落内でも空き家が増えています。他市に居住されている親族の方への働きかけはできないものかと思います。 

 住まいるバンクで丹波に来られた方からも、こちらの助成事業の良さを伺った。しかし、私自身も空き家を利用し事業をしたりするための助

成を尋ねたが、 

 I.U ターンの方々のものだけで、地元（丹波の人）の人々の事業や住まいに対する支援助成がなさすぎます。 

 住宅リフォームしたい。もう１軒は無理だけどいつか。 

 住宅リフォームの業者が市外でも助成金が受けられればいいのに。 

 住宅リフォームをする場合丹波市内の業者でないと助成ができないことは少し残念。今まで取引して来た業者のため、もっと市外の業者で

も助成してもらえる様にしてもらいたい。 

 住宅リフォーム等、今後も住み続けられる環境作りに対して助成があれば…住み続ける方も増えるのでは？？ 

 住宅ローンがきつい。 

 助成の拡大 

 助成の最低金額が高い。 

 助成制度基準の見直し。(もう少し中を広げては）条件緩和。 

 上記の様な対策が目に見えない。 

 新しく立派な家が空家同然になっている所が多く見られるがこれはとても残念。早急に対策を考えるべきだと思う。 

 親族がリフォームをしてお世話になりました。とても助かったと言っておりました。 

 陣屋周辺の街並みを取組みを考え道路以外にも補助を出すべき。 

 村に移住してきても風習が多くなじめないこともある。 

 耐震化対策の補助。増築の許可の確認申請がいらなかった時と現在の制度で困られている人の為に。 

 賃貸マンションなので定年後のことが心配。 

 都市計画区域になったが、一般住民にもわかりやすい法の説明冊子を作成して下さい。たとえば建ペイ率とか建築基準法の何号道路と

か。 

 特に相続放棄された家屋の管理が大問題。今後１０年もすれば市の周辺部（辺地）では増加の一途をたどるだろう。タヌキやアライグマ、ノ

ラネコ、ネズミ、雑草等の侵入で隣接住宅の侵入が後をたたなくなる。カワラが落ちるなどの被害も増えるだろう。火災など（不審火）も心

配。 

相続人は何もしない。自治会等と協議して早急に考える必要がある。 

 難しい課題とは思うが、危険家屋の撤去をもっとたやすくできないか 
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（13）上水道に関する施策について 

上水道に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 32.6％と前回調査と比較して 7.8 ポイントの増となっています。不満度（「不満」「やや

不満」の合計）は 12.1％と前回調査と比較して 4.9 ポイントの減となっています。 

 今後、特に重要だと思うものは、前回調査と同様に「水道水の水質向上」が 21.9％と最も高くなっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

 

6.9%

14.6%

17.3%

17.9%

21.4%

21.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

不明・無回答

災害対策の推進

安定した水源の確保

安定的な上水道事業の運営

漏水を防ぐための老朽管の更新や修繕

水道水の水質向上

 

①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

 前回調査の年齢別では、60 歳以上の高齢層の満足度が高くなっていましたが、今回の調査では、１０歳代、次いで 70 歳以上が高い割合となっ

ています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計  

 前回調査では、いずれの層も「水道水の水質向上」への回答が最も高くなっていますが、今回の調査の性別では男性、地域別では、山南地域と

市島地域が「漏水を防ぐための老朽管の更新や修繕」の割合が高くなっています。 

その他の層は「水道水の水質向上」が最も高くなっています。 

 

 

 

  

10.3%

11.7%

20.6%

12.8%

11.8%

7.8%

3.8%

9.5%

16.4%

8.5%

11.9%

11.4%

12.8%

10.0%

11.3%

22.5%

20.8%

32.4%

17.5%

20.6%

22.9%

17.2%

20.7%

24.3%

20.3%

25.1%

18.8%

19.3%

23.2%

18.9%

44.1%

45.0%

27.9%

43.0%

44.1%

45.3%

55.9%

48.5%

37.2%

41.5%

40.2%

45.0%

46.8%

45.6%

52.3%

8.9%

6.1%

2.9%

8.1%

6.4%

6.3%

9.2%

9.2%

6.3%

9.0%

6.4%

9.4%

7.2%

7.3%

6.8%

5.4%

4.1%

0.0%

4.0%

6.9%

7.3%

5.5%

4.7%

2.7%

8.0%

5.9%

6.0%

2.3%

1.9%

4.1%

6.6%

8.7%

16.2%

12.1%

9.3%

8.9%

5.9%

5.3%

6.6%

7.6%

8.5%

6.0%

8.7%

8.9%

4.5%

2.2%

3.6%

0.0%

2.7%

1.0%

1.6%

2.5%

2.1%

6.6%

5.2%

2.1%

3.4%

3.0%

3.1%

2.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

男性（N=717）

女性（N=836）

１０歳代（N=68）

２０歳代（N=149）

３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

水道水の水質向上
安定した水源の確
保

漏水を防ぐための
老朽管の更新や修
繕

災害対策の推進
安定的な上水道事
業の運営

不明・無回答

男性（N=717） 20.7% 17.2% 20.8% 13.4% 21.0% 6.9%

女性（N=836） 22.9% 17.5% 22.1% 15.7% 15.3% 6.6%

１０歳代（N=68） 23.9% 18.8% 17.1% 28.2% 8.6% 3.4%

２０歳代（N=149） 20.2% 17.1% 18.2% 22.1% 11.6% 10.9%

３０歳代（N=204） 22.3% 17.2% 20.3% 18.3% 14.1% 7.9%

４０歳代（N=192） 22.7% 15.3% 21.2% 17.2% 16.3% 7.4%

５０歳代（N=238） 21.9% 15.9% 23.6% 14.7% 19.4% 4.5%

６０歳代（N=338） 21.5% 18.3% 23.0% 11.9% 20.8% 4.5%

７０歳以上（N=366） 22.4% 18.2% 21.6% 8.2% 21.5% 8.1%

柏原地域（N=212） 29.6% 11.1% 20.9% 12.8% 16.3% 9.2%

氷上地域（N=438） 21.3% 17.7% 20.8% 15.4% 19.9% 4.8%

青垣地域（N=149） 22.4% 21.6% 19.7% 12.1% 17.4% 6.8%

春日地域（N=265） 23.9% 21.7% 18.3% 12.4% 17.2% 6.5%

山南地域（N=259） 18.0% 15.3% 24.8% 17.8% 17.3% 6.8%

市島地域（N=222） 17.4% 16.8% 25.5% 15.8% 17.6% 6.8%

性
別

年
齢
別

地
域
別
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（１３）上水道に関する施策について（コメント欄） 

 「どうすれば水道代を下げられるか」ご検討ください！！！ 

 水道事業民営化に絶対反対・水道料金値下げ（高過ぎ） 

 おいしい水がのみたい 

 おいしい水になると嬉しいです。 

 カルキがポットにつくのはどうしてですか？水道水は飲めません 

 カルキが多い為ポットもすぐに汚れる。風呂場のプラスチック製品はすぐ汚れる。 

 カルキの対策を考えてほしい。水周りがすぐダメになる。 

 きれいでいいと思う 

 これからも取り組んでまいりますでは。今まで行っていなかった。 

 これは人間にとって生きて行く上での大切なもの。水質向上は賛成。 

 コンセンション方式には絶対に反対します。 

 こんな田舎なのに、どうして水がまずいの？ 

 なぜ水道料金がこれほど高いのか不明。市民が少なく負担になっている。税金で市民の負担を減らせる事はできないのか。 

 マンガンがある所に水路を作るなんて考えられない。 

 やはりきれいなおいしい水を飲みたいので！（安心な） 

 よい水を定めること。必要に応じて対応を望む。 

 安易に民営化しないで下さい。 

 安心安全な水の供給は重要 

 安全な水道水を供給していきたいです。水道料金が高額です。 

 一箇所の水源から強いと言って、多く水を吸上げると砂の移動に配慮されたし。 

 雨水等を利用したら良い。 

 個別の水質の検査。 

 公営のまま運営の事 

 国では民営化の法律が成立しましたが、行先不安な予感がする。丹波は市でしっかり管理維持を願う。 

 黒井の水は風呂の時、体がかゆくなる。洗濯したタオルが黒くなる。 

 今後は民間会社だけではとても将来が不安です。 

 今後民営化を進めないでほしい。 

 今事業の民営化が進められているが(法令）丹波市はしっかり市営でお願いしたい。 

 最近は災害による断水を良く聞くので、災害対策は大切だと思う。 

 災害対策と合わせ、ダムの建設が必要。井戸水利用では、コスト高を防げない。災害時停電時使えない上水ではダメだ。 

 昨年の水道事業の推進はひどすぎる。水道事業の民営化には反対。 

 使用料金を安く 

 修繕の補助金等考えてほしい。 

 消防署や消防団が満足に水を使い訓練できる様に対応してはどうか。 

 上下水道代が高く家計を圧迫している。 

 上下水道代高いですね…。 

 上記はいずれも重要です。 

市営で維持して下さい。 

 上水道は川の水を利用して家庭の飲み水に利用している。河川の水質検査をしっかりやって頂きたい。 

 上水道民営化に不安あり（料金、水質について） 

 新居に越してから断水２回。たった２回。でも怖かった。 

 人口減が進むと上水道事業が成り立つか心配。 

 人口減少で水の生産能力向上が商品として売り上げになり地域の水道料金引き下げの目玉になる施策を考えられたい。 

 水はおいしいです。安全安心を続けて下さい。 

 水は命にかかわる問題なので大事にしていただきたい。各地で災害があるたびに水のありがたさが痛いほど分かります。安心して飲める

水をしっかり供給していただきたい。 

 水源に恵まれた所に居住している者は不慮の災害の認識が薄いので急な事が起こった場合の事を特に力を入れて欲しい。 

 水源の掘削はきっちり水質等を調査して欲しい。 

 水源問題が大切と思います。 

 水質を何とかして下さい。水を買うとは思わなかった。 

 水代が高すぎる 

 水道の、基本料金が、（市島）高すぎませんか？春日から市島に引っ越しましたが、市島は基本料金が高い気がします。 

 水道使用料をもっと安くしてほしい！！ 

 水道事業の民営化、絶対反対。 

 水道事業の民営化には強く反対します。 

 水道水がこのまま飲める水を維持してほしい。 

 水道水が安全だと育児をしていても安心して使えます。 

 水道水の安定供給に努めるのは普通であると思う。 

 水道水の水質がきになる。(特に臭い。) 

 水道代が高い 

 水道代が高い。 

 水道代が高いのが少し気になります。 
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 水道代が高すぎる 

 水道代が高すぎる（他市とくらべて） 

 水道代は高い 

 水道民営化は反対です。 

 水道民営化法が通り心配している。丹波市は公共運営を貫いてほしい。 

 水道利用の料金が下がるとうれしい。 

 水道利用料を安くしていただきたい 

 水道料金が、他市と比較すると高い 

 水道料金が高い 

 水道料金が高い。 

 水道料金が高い。今後民営化になるかも知れないが何かもっとよい施策がないものか。 

 水道料金が高すぎる 

 水道料金が少しでも安くなればと思います。 

 水道料金が他の市町村より高いと感じる 

 水道料金の支払いをカード決済出来るようにしてほしい。 

 水道料金の値下げ 

 水道料金高いです。 

 凄く高い。移住前の６倍です。人口が少ないので仕方ないのですよね。 

 政府が進める水道法の改正は、先進国から見ても無理。丹波市は厚労省の法改正を受け入れず、公共で取り組んでほしい。命の源であ

る。 

 青垣の新水源の原水の水質は。なぜ水質の事実を地域住民に説明してから工事計画を立てなかったのか。反対されることがわかっていた

から事実を隠して工事を強行後に事実が判明しても今更どうにもならない。終息を図ろうとしているのではないか。やり方が汚すぎる。 

 青垣町と下水料金が違いすぎ。 

 他市町村と比較して料金が高いと思います。改善をお願いします。 

 丹波の水はそのまま飲めます。おいしい水をありがとうございます。 

 丹波市の水道代は高いと思います。 

 丹波市の水道代高すぎる。福知山の２倍以上。 

 丹波市は上下水道代が高すぎる。下げてほしい。 

 丹波市は水道料金が高いので運営はどうなっているのか。他の所は安い。 

 度々同じ場所で漏水があり、断水がある。完全に修理してほしい。 

 冬のとても寒い時期に水しかでなくなる現象に遭遇したとき、絶望感を抱きます。 

 東浄化槽から、台風被害による悪臭、汚水がたびたびある。 

 特に柏原の水は他に比較して悪いです。篠山の水（三田市から水を買っている）は美味しいと良く耳にします。 

 柏原の水道水カルキをなんとかしてほしい 

 柏原町内の水質が悪く、水量も少ないと思う 

 氷上は山南方面にくらべて水がおいしくない。 

 氷上町は安かったのに市になってから３倍位になった。 

 病院でも柏原の水道水は飲まない方が良いと言われた(尿管結石になりやすいとか）のでもっと水はきれいにしてほしいと思う。 

 法律が変わりましたのでどうなるのか不安。 

 民営化が問題になっていますが難しいのでは。よく考えてほしい。 

 民営化しても水道料金の値上げはしないでほしい。 

 民営化にしないでほしい。 

 民営化になると不安です！！ 

 民営化には大きな問題がある、引き続き官で管理運営すべき。前にコンサルで大きな問題があった。この際設計がチェックできる技術者を

雇用すべきで 

（建設課のように）他の水道局や民間からでも優秀な人材を確保すべき。しっかりとした技術者がおればあんなことにはならなかったと思う。 

ヘッドを変えても一緒。経験豊かな技術者の方が上。 

 民営化には反対します。 

 民営化による料金の値上がりが心配。 

 民営化は、反対。広域化をして公設の維持。 

 民営化はしないでほしいです。 

 民営化はやめてほしい 

 役に立っていない東芦田水源は早急に廃止すべき。春日への送水は本当に必要なのか今でも疑問に思っている。 

 料金が高い 

 料金が高すぎる。 

 料金の低価格化の推進 

 料金を安く 

 料金を安く。 

 料金を安くしてほしい 

 料金を下げて下さい。 

 料金見直し 

 料金低減を。 

 漏水を調べる器具を市が持ち店員が調べるようにしてください。老朽管が多く大変ですが…ご尽力を 
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（14）生活排水に関する施策について 

 生活排水に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 35.4％と前回調査と比較して 3.1 ポイントの減となっています。不満度（「不満」「や

や不満」の合計）は８％と前回調査と比較して 0.9 ポイントの増となっています。 

 今後、特に重要だと思うものは、前回調査と同様に「適正な維持管理と水環境の保全」が 38.3％と最も高くなっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

 

10.4%

8.0%

8.9%

22.0%

22.8%

38.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

不明・無回答

施設の統合などによる合理化

下水道や浄化槽に関する情報提供の充実

施設更新における負担の軽減

下水道事業の安定的運営(浄化槽管理の公

共関与)

適正な維持管理と水環境の保全

 

①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

 前回調査の年齢別では、60 歳以上の高齢層の満足度が高くなっていましたが、今回の調査では、70 歳代以上の満足度が 44.8％と最も高くなっ

ています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計  

 前回調査と同様に、いずれの層とも「適正な維持管理と水環境の保全」への回答が最も高くなっています。 

 

 

  

9.6%

10.9%

14.7%

10.7%

10.3%

6.3%

3.8%

10.1%

16.1%

10.4%

10.1%

11.4%

9.4%

10.0%

11.3%

26.8%

23.8%

27.9%

22.2%

28.9%

28.7%

17.7%

23.1%

28.7%

24.1%

29.0%

18.1%

27.9%

25.5%

20.7%

43.0%

45.2%

29.4%

42.3%

39.7%

47.9%

54.6%

50.0%

35.5%

44.3%

40.6%

43.6%

44.5%

43.2%

50.5%

7.4%

4.3%

2.9%

6.7%

5.4%

3.7%

10.1%

5.3%

4.9%

7.1%

5.9%

8.7%

4.9%

4.3%

5.0%

2.4%

2.0%

0.0%

1.3%

3.9%

3.7%

2.9%

2.1%

0.8%

0.9%

1.4%

4.7%

1.9%

2.3%

3.6%

7.7%

11.4%

23.5%

15.4%

10.3%

8.9%

8.4%

6.8%

8.5%

10.9%

10.5%

8.1%

9.1%

10.8%

7.2%

3.2%

2.4%

1.5%

1.3%

1.5%

1.0%

2.5%

2.7%

5.5%

2.4%

2.5%

5.4%

2.3%

3.9%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性（N=717）

女性（N=836）

１０歳代（N=68）

２０歳代（N=149）

３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

適正な維持管理と
水環境の保全

施設更新における
負担の軽減

下水道や浄化槽に
関する情報提供の
充実

下水道事業の安定
的運営(浄化槽管
理の公共関与)

施設の統合などに
よる合理化

不明・無回答

男性（N=717） 30.9% 21.7% 7.9% 21.8% 9.5% 8.2%

女性（N=836） 38.4% 18.6% 8.0% 19.7% 5.5% 9.9%

１０歳代（N=68） 34.7% 16.8% 14.9% 23.8% 4.0% 5.9%

２０歳代（N=149） 34.4% 16.0% 9.4% 17.2% 7.4% 15.6%

３０歳代（N=204） 34.8% 18.9% 9.1% 19.5% 7.1% 10.6%

４０歳代（N=192） 36.8% 20.5% 6.3% 17.6% 8.3% 10.6%

５０歳代（N=238） 37.9% 19.0% 6.8% 22.1% 6.8% 7.4%

６０歳代（N=338） 32.7% 27.0% 6.6% 21.7% 6.6% 5.5%

７０歳以上（N=366） 34.3% 16.8% 8.3% 22.1% 8.5% 10.0%

柏原地域（N=212） 38.8% 16.7% 7.8% 18.4% 6.3% 12.1%

氷上地域（N=438） 36.9% 18.0% 7.2% 20.7% 8.8% 8.5%

青垣地域（N=149） 29.6% 17.9% 13.3% 27.1% 3.8% 8.3%

春日地域（N=265） 35.9% 23.6% 6.4% 17.2% 7.6% 9.4%

山南地域（N=259） 32.9% 22.3% 6.9% 21.6% 7.4% 9.0%

市島地域（N=222） 31.6% 22.1% 9.5% 21.8% 7.3% 7.8%

性
別

年
齢
別

地
域
別
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（１４）生活排水に関する施策について（コメント欄） 

 （１３）と同じ 

 ２．４．５はつきつめると１．適正な維持管理と水環境の保全なのでは。 

 いつもありがとうございます。 

 いつも丁寧に点検して下さっています。 

 とくに不満なし 

 マンホールのかさあげをしてほしい。マンホールの上蓋に水がたまる。（雨の日に総点検しろ） 

 下水が通っていない地域に下水道を通して欲しい。 

 下水道の整備ありがとうございます。 

 下水道の料金の安定化。価格を下げることを望む。 

 下水道を使っている方達には生活排水に気を付け維持管理費の低減に努めてほしい。 

 下水道料金が高すぎ（他所と比較して） 

 家の近所でまだ下水道や浄化槽をされていない家がある。指導されてはどうかと思う。溝に垂れ流しで衛生的でないので。 

 公共事業として継続して頂きたい。 

 合併当初、浄化槽は個人の財産と言われた記憶あり。当局には未だこの考えありかどうか。 

 合理代になったら、もっと安くして下さい。 

 災害時の対応対策、災害に強い管理を考えるべき。夏場の長期停電、１ヶ月と云われている対策願いたい。 

 山水を使っている人が下水代をはらっていないので水道代がたかいのでは？と聞いたことがある。それは本当なのですか？ 

 使用料金をもっともっと安くしてほしい 

 市内全体を考え、施設の統合による合理化が必要だと感じています。早いペースで統合をお願いします。 

 市民に伝わる情報提供がとても必要です。 

 私たち集落においては農業用用水に処理している現状があり一部においては稲作(刈入時）にも影響があると思っている。 

 治水とが水道との施策を早期に提言すべし。 

 住民の意識が低すぎ。それ以前の問題。 

 将来的には集中浄化槽の整備 

 上下水道代が丹波市は高額すぎる。 

 常楽区内の浄化槽から中央地区内の下水道へ（本庁舎も）合併へ。 

 浄化槽で対応している地域に対して維持管理の充実を組合が中心となり図ることが重要。今後更新も視野に入れる時がくるかも（半永久的

か？）しれない。 

その際は公的支援が必要（特に高齢者で年金生活者に対して）と思う。 

 浄化槽の管理は持ち主の大切に使う気を付けて使用する事で、使い方でずい分違うようです。個人個人の使い方気持ちが大切と思いま

す。 

 人口減少による対策 

 水道料金が高い。 

 水道料金が高すぎる。人口が少ないので維持管理がかかるのは理解できるが市としてもう少し工夫をして欲しい。 

 生活排水を溝へ流している家が何軒もある。一度調査して罰則を設けるべき。（川の水が泡立っている。） 

 青垣も下水道にしてほしい。 

 青垣町（浄化槽を各戸で設置している）と他町とのバランス、経済面のみならず負担が多いのでは？ 

 昔は水のトラブルが多かったイメージがありますが最近はそうでもないのできっと頑張っておられるのだと思います。 

 川はきれいにしていてほしい 

 全市下水道にはならないのですか 
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 適正維持できるのは各家庭が紙おむつなどを流したりしない様心がける。その為には各家の排水口から流れないようにして責任を持って

対処すると良い。 

 適切な使用方法の伝達。油を流さないとか環境に配慮するｋとお。 

 東浄化槽から台風被害による悪臭、汚水がたびたびおきている。欠陥がある施設はなくなるようにしていただきたい。 

 当地区内で約 40 年がすぎているので管の管理を。 

 料金が高すぎる。 

 料金の値下げが必要。 

 料金を安く。 

 料金を安くしてほしい 

 料金を下げて下さい。 

 隣家はまだくみ取り。浄化槽の工事をせずにいる。助成や分割払等で助け、浄化槽１００％にしてほしい。どの家も生活が大変な中浄化槽

にしたのに、 

まだの家が許されるのはおかしい。 
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（15）ごみ処理に関する施策について 

 ごみ処理に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 43.9％と前回調査と比較して 13.4 ポイントの増となっています。不満度（「不満」「や

や不満」の合計）は 9.2％と前回調査と比較して 5.3 ポイントの減となっています。 

 今後特に重要だと思うものは、前回調査と同様に「出しやすいごみ分別・収集システムの整備」が 36.5％と最も高くなっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

 

8.2%

9.7%

11.8%

16.4%

17.4%

36.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

不明・無回答

お店や企業に対するごみの減量化、資源

化の促進

環境学習やリサイクル活動の推進や支援

不用品の再利用事業の推進とPR

排出者の取り組みによる減量化・資源化

の推進

出しやすいごみ分別・収集システムの整備

 

①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

前回調査の年齢別では、60 歳以上の高齢層の満足度が高くなっていましたが、今回の調査では 70 歳以上が他の年齢と比較して 59.0％最も高く

なっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計  

 前回調査と同様に、いずれの層とも「出しやすいごみ分別・収集システムの整備」への回答が最も高くなっています。 

 

  

12.1%

15.8%

19.1%

12.8%

10.8%

8.9%

5.0%

14.2%

24.3%

11.3%

14.4%

18.1%

16.2%

11.6%

15.3%

29.0%

30.6%

32.4%

24.2%

29.9%

31.3%

26.1%

28.4%

34.7%

33.0%

30.4%

28.2%

29.8%

29.3%

27.9%

41.1%

39.0%

36.8%

43.6%

39.7%

45.3%

47.9%

41.4%

30.1%

39.6%

37.9%

37.6%

40.8%

42.5%

42.3%

7.1%

4.3%

2.9%

2.7%

5.9%

3.1%

10.5%

7.7%

3.3%

7.1%

6.4%

5.4%

2.6%

6.2%

5.0%

3.4%

3.8%

0.0%

4.7%

6.4%

4.7%

6.3%

3.0%

0.6%

3.8%

2.7%

3.4%

5.7%

2.3%

3.2%

5.3%

4.3%

8.8%

10.1%

5.9%

5.7%

2.5%

2.7%

4.1%

4.3%

5.0%

4.7%

4.2%

5.8%

4.5%

2.0%

2.2%

0.0%

2.0%

1.5%

1.0%

1.7%

2.7%

3.0%

0.9%

3.2%

2.7%

0.8%

2.3%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性（N=717）

女性（N=836）

１０歳代（N=68）

２０歳代（N=149）

３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

排出者の取り組み
による減量化・資
源化の推進

出しやすいごみ分
別・収集システム
の整備

環境学習やリサイ
クル活動の推進や
支援

不用品の再利用事
業の推進とPR

お店や企業に対す
るごみの減量化、
資源化の促進

不明・無回答

男性（N=717） 17.5% 37.7% 12.4% 15.3% 9.8% 7.4%

女性（N=836） 17.4% 35.8% 11.4% 17.4% 9.7% 8.3%

１０歳代（N=68） 19.4% 35.2% 15.7% 12.0% 12.0% 5.6%

２０歳代（N=149） 11.9% 39.8% 13.5% 15.2% 9.8% 9.8%

３０歳代（N=204） 14.5% 36.7% 11.0% 16.6% 9.5% 11.8%

４０歳代（N=192） 14.1% 44.7% 11.5% 14.5% 6.6% 8.6%

５０歳代（N=238） 19.3% 41.7% 9.5% 15.3% 7.9% 6.3%

６０歳代（N=338） 17.9% 36.6% 10.7% 18.9% 10.3% 5.6%

７０歳以上（N=366） 21.0% 28.5% 13.4% 17.3% 11.7% 8.1%

柏原地域（N=212） 17.5% 38.0% 12.2% 14.8% 10.4% 7.1%

氷上地域（N=438） 18.0% 37.6% 11.8% 16.7% 9.5% 6.5%

青垣地域（N=149） 18.7% 32.9% 11.8% 16.3% 13.8% 6.5%

春日地域（N=265） 18.1% 38.0% 10.1% 16.3% 9.4% 8.2%

山南地域（N=259） 18.3% 35.3% 11.8% 16.8% 7.7% 10.1%

市島地域（N=222） 14.1% 35.5% 13.6% 18.3% 9.7% 8.9%

性
別

年
齢
別

地
域
別
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（１５）ごみ処理施設に関する施策について（コメント欄） 

 ４．粗大ごみについていまいち廃棄の仕方がわからないです。何かわかりやすいモノがあるなら教えてほしいです。 

 アパートなどがすでに作っているゴミステーション設備の有効利用が望ましい。 

 いつまで山南町は篠山へゴミをもっていくのか不明。上流へはほかしたくない。 

 うちのプラごみは世界一キレイなゴミだと自負しております。全部洗って詰めてあるから。 

 クリーンセンターの場所が近くないから困る。 

 クリーンセンターもでき、ゴミの収集も分かりやすくしてもらい助かっている。重いゴミも収集してもらう方に感謝しているありがとう。 

 ごみ（もえるごみ）の収集が週２回のため、出しにくい。車検整備する間がない。回収品目が多すぎる。全く出ないごみの回収まである。 

 ごみの回収業者のもう一歩踏みこんだサービスが足りない。親切で気くばりのある回収に努めてほしい。 

 ゴミの細分化より分別の種類を減らして下さい。お年寄りには難しいと思います。 

 ゴミの袋ですが、都会は黒色がフツーですのに、丹波市は、透明で、プライバシーも何もあったもんじゃありません。なぜ透明にこだわるの

でしょうｊか。 

 名前まで書くとか、都会には無い発想ではありませんか。都会の若々しい考えを取り入れ、プライバシーについて促進してほしいです。 

 ゴミの分別については住民にもっと説明が必要と思う。詳しく知らない人が多い。各地域に出向いて説明すべき。でないといつまでたっても

これ以上よくならない。 

 ゴミの量が日本は多いときくから 

 ごみ袋が高すぎる。ゴミ袋が高すぎる！！ゴミ袋が高すぎる。ごみ袋が高すぎる。ゴミ袋が高い様に思います。 

 ゴミを原料にした電力を一般家庭に出せる仕組みを作ってほしい。 

 ごみを減らすためにも資源を大切にするためにも、リサイクルできるものはしっかりリサイクルするという姿勢を持ってもらうための学習を大

人もすべき。 

 ゴミを出さない生活を推進していく。 

 ゴミ処理料金の値下げ（高過ぎ） 

 ゴミ袋（市にやつ）値段が高いのでは。 

 ゴミ袋が高い。ゴミ袋が高い。ごみ袋が高い。ゴミ袋が高いのでもう少し安く。 

 ゴミ袋が高いので安くしてほしい。破れやすい。 

 ゴミ袋が高い。名前の記載はプライバシーの面でどうなのか。 

 ゴミ袋が高い。もう少し安くなればいいのにと思う。ゴミ袋が高すぎる。せめて今の半額。 

 ごみ袋が高い。やぶれやすい。ごみ袋が高いです。ゴミぶくろが高い 

 分別がめんどくさい 

 分別がもう少ししやすくなるとうれしい。 

 分別が細かい。ゴミ袋が高すぎるそれなのにゴミステーションが遠い。 

 ゴミ収集車の人、道に車を停めて寝る余裕があるのなら家の前まで取りに来て下さい。 

 分別が大変 

 分別をすることで再資源 

 無責任な道路などのゴミ投棄の回収や指導も重要（お店など） 

 不用品で再利用できるものがあるならしたいです。 

 不燃物や粗大ゴミの回収日を設けるべき。 

 料金が安くなる事を望む 

 ゴミ袋が高すぎる！！税金をきちんと払っているのに何とかならないのかと思う。もっと安くしてほしい。他市はもっと安い！！8 枚で 800 円

はないだろう！！せめて 10 枚入れろ！無料にして欲しい。 

 ゴミ袋が高すぎる（他市の倍くらいする）スプレー缶の穴あけは環境省の推奨通り、無くして欲しい。 

 料金を下げて下さい。 

 下草は生え根から張り、土砂流出等の災害防止に繋がる（治山えん堤運設にはばく大なお金が必要） 

 （最簡易なものを多く作ることも一案） 

 ゴミ袋が高すぎる。他所はもっと安い。なので不法投棄が増える。 

 ゴミ袋が弱くてすぐにやぶれる。ゴミ袋が高い（ねだんが） 

 ゴミ袋が他市に比べ高すぎ。 

 ゴミ袋が有料化ですが小の生ごみ用の袋は中・大と比較してもう少し大きくなれば嬉しい。 

 ごみ袋に氏名を書くようきつく指導しろ 

 コミ袋の件ですが私は長い間明石に住んでいましたがゴミ袋はお金はいりません。丹波のゴミ袋、他高くつきます。 
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 ゴミ袋の単価が異常に高い。夜などに隠れて焼却する方がある。取り締まっていただきたい。 

 ゴミ袋の値下げを求めます。市指定の袋は無駄に思います。 

 ゴミ袋の値段が高すぎる。値段が高すぎるからゴミのポイ捨てが無くならないのでは。 

 ゴミ袋の値段が他の町・県と比べても高いと思いました。 

 ゴミ袋の料金の値下げ 

 ゴミ袋もっと安くしてほしい。 

 ゴミ袋をもう少し丈夫にしてほしい。 

 ゴミ袋をもっと安くして。 

 ごみ袋安くしてほしい。年寄り、障がい者には分別も大変な負担です。 

 ゴミ袋高い、値段を下げてほしい 

 ゴミ袋高い。 

 ゴミ袋高すぎ。 

 ゴミ袋高すぎます 

 ゴミ袋代の価格が高いと思います。せめて丹波篠山市と同じくらいにして頂きたいです。 

 ゴミ袋代金が高い 

 ごみ袋代金の値下げ（特に燃やす袋） 

 ゴミ袋代高いです。子育て世代、おむつがある人にはとても負担が多いです。 

 ゴミ代日本一。ほんと、低所得なのにゴミ、水、高くて住んでられない。 

 ジモティーみたいなの市が段取りしてやれば交換したりもっと楽にできるかも。 

 スーパーなどの回収状況（回収ボックス）から消費者、住民の意識付けが必要。 

 とにかくゴミ袋が高い。もう少しコストを下げてほしい。 

 ビニールゴミの増加が問題になっています。各家庭のゴミ袋の値段が他市に比べて高いと耳にします。丹波市の袋は分厚く焼却度はどうな

のでしょうか。 

 もっと安価にして薄めのものにすべきではないでしょうか。 

 プラゴミが出ない出さない環境作り。スーパー等の理解を。 

 プラスチックなど、洗って出すことは正しいことなのか。下水はいいのか。どちらが環境に配慮している結果なのか不明。 

 プラの分別方法を正確に浸透させ無料にすべき。 

 ゆめタウン等でリサイクル品市を開く（クリーンセンターで行うのではなく） 

 以前は発泡スチロールの回収もあったが今はない。回収するようにしてほしい。 

 移住者へわかりやすく、丁寧に説明してほしい。（分別の仕方など） 

 家電や家具など大型ゴミの処理が大変。大阪では年に１回程、大型ゴミの回収がありましたが。 

 外国人のごみ処理を指導してほしい。川へ捨てるので困る。 

 期限切れ食品を減らす対策が必要。店舗・家庭。 

 記名式になっていえるが無記名な人が多々ある。周知徹底がない。 

 近隣で家庭ゴミを自宅で焼却している家が何軒かあり煙・悪臭・灰に大変迷惑している。健康にも害を及ぼす事から家庭ゴミの家庭での焼

却禁止を地元市職員等による見回り強化のうえ徹底指導願いたい。（防災無線で時々放送されているが全く効果なし。）ゴミ袋の値下げも

検討してみてはどうか。 

 現場で回収する担当者と指揮する担当者の意識がずれている。回収ルールの冊子をもう一度見直すべき、矛盾点の多い回収不能なもの

もある。 

 高齢者ばかりのお宅やゴミ収集だけでは出し切れない粗大ゴミの収集もして頂けるよう検討していただけると助かる方は多いと思います。 

 （リサイクルセンターへ持ち込める人ばかりでは無い） 

 今の自治会単位の収集は大変良いと思います。できれば大型のごみ類も年に２～３回程度収集してほしいと思います。 

 今までごみに対することで知らない事でゴミを仕事場に持って行っています。いつか近くのゴミステーションに持って行く時は分別の仕方が

分からないので大変です。 

 市の有料ゴミ袋が高すぎ。入れやすい工夫された袋にしてほしい。 

買い物はマイバックで。ビニール袋不要運動。 

 市指定のゴミ袋が高い。大阪・京都の１０倍は高いです。もっと安ければ不法投棄が減少するのではないでしょうか。 

 市指定のゴミ袋が有料であるが値下げはないのか。 

 市民全体に見学会を行い（組長が市民に広めても良い）クリーンセンターのあり方ゴミ焼却の方法、現地のやり方、収集したゴミの焼却する

までの流れ（その後）も、個々で理解してもらい、分別をスムーズにする。 
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 指定ゴミ袋の料金が高い。市によっては市民サービスとして無料でゴミ回収を続けている自治体もある。もっと指定ゴミ袋の料金を下げる事

は出来ないのか。 

 資源ゴミの回収サイクルを月２回に増やしてほしい。 

 集配について今の所でいいので感謝しています。 

 集落でのゴミ出しが徹底できてない。もっと簡素でわかりやすいシステム、分別表がいる。 

 諸外国が行っているオール資源再利用が望ましいと思う。一人一人の心がけで。 

 消費者以上に売る側にもっと環境問題を意識して欲しい。過剰包装が多すぎる。企業や店舗で回収されれば減ると思う。お金さえ出してい

れば良いとは言えない。 

ゴミの輸出なんて問題外でビックリです。ドイツを見本にしてはどうですか。 

 生ゴミ以外の資源ゴミ等の分別しやすさ、出し易さを重視した（24ｈ・いつでも誰でも）方法がよい。ダンボール雑誌等は業者のＢＯＸがある

が、もう少し細かい分別でもいいので、出しやすい場所が増えるとよい。（時間にもとらわれずに）（スウェーデンのゴミ分別方法をＴＶでみ

て、とてもよいと思った） 

 先進国（リサイクルの手本）に学んである資源は有効活用すべき小さな時からのゴミの分別の学習など学校で取り入れるべき。 

 粗大ゴミを出す日をもう１回ぐらいふやしてほしい。 

 他市のようにプラスチックゴミを燃えるゴミとしてもいいのではないでしょうか。分別が細かすぎる。 

 袋の値下げ 

 大型のタンスなどのゴミがあり出したいですが家の倉庫までは来られないとのことで車から(軽トラック)労力(若い人がいないのでつみこみで

きない）がないときはどしていいかと思います。 

 大量ゴミを出すスーパーや企業への分別、資源化への徹底ができていない。 

 丹波市のゴミ袋は高すぎる。市が考えているより（高くするほうがごみの減量）反対で不法投棄が増える。 

 丹波市のゴミ袋は他の市と比べると高額過ぎます…。 

 丹波市のゴミ袋は他県と比べ高価すぎると思います。だから庭でゴミを燃やしたりするのではないだろうか。 

 丹波市はごみの分別が厳しいと聞いているのでいいと思います。プラスチックの分別の仕方があまり分かりません。 

 丹波市はゴミ袋が特に高いと思います。 

 中が見えにくくやぶれにくい袋にしてほしい。 

 適正にゴミを出しても回収されない場合が多い。又、氏名記載について第３者よりプライバシーを侵害される可能性がある。市は責任を取っ

てくれるのか？若年女性（ストーカーなど）対策は？自分も過去にゴミを持ち去られた事がある。犯罪防止の意味でも氏名記載は今すぐや

めるべきと考える。 

 南海地震による長期停電１ヶ月と云われている。焼却炉の燃料ゴミ収集車の燃料どうするか。 

 日本のゴミ袋の料金値下げ。 

 日本一高いゴミ袋の料金。税金で市民の負担を減らす事はできないのか。 

 乳幼児の孫が規制したおり、紙オムツに吸収された尿の重さにはゴミ収集日、回収者の方に申し訳ないなと感じます。布オシメで育てた私

達にとっては 

いかがなものか…と胸を痛めます。便利になった分、どこかで負担がかかっていることを認識しなければと。 

 年々増え続けているプラスチック製品を何とか減らす事は出来ないだろうか。 

 販売店で廃品回収できる品目を増やして欲しい、又、回収協力店を増やす施策を実施して欲しい。 

 肥料用生ゴミ専用の補助。小型乾燥機等があっても。 
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（16）景観に関する施策について（前回の調査なし） 

 景観に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 27.7％、不満度（「不満」「やや不満」の合計）は 7.8％となっています。 

 今後特に重要だと思うものは、「公園・緑地の適切な維持管理及び緑化推進」が 28.5％と最も高くなっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

 

14.5%

5.3%

13.2%

16.2%

22.3%

28.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

不明・無回答

屋外広告物条例に基づく適正な指導

県景観条例・緑条例を活用した景観形成の

促進

秩序ある市街地景観の形成

歴史ある町並み景観の保全・継承

公園・緑地の適切な維持管理及び緑化推進

 

①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

 年齢別では、10 歳代の満足度が他の年齢層と比較して高く、47.1％となっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計  

 柏原地域では「歴史のある町並み景観の保全・継承」が最も高くなっており、それ以外の地域では「公園・緑地の適切な維持管理及び緑化推

進」が最も高くなっています。 
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22.9%
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2.7%
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男性（N=717）
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１０歳代（N=68）
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３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

県景観条例・緑条
例を活用した景観
形成の促進

歴史ある町並み景
観の保全・継承

秩序ある市街地景
観の形成

公園・緑地の適切
な維持管理及び緑
化推進

屋外広告物条例に
基づく適正な指導

不明・無回答

男性（N=717） 14.7% 22.0% 16.1% 28.2% 5.5% 13.5%

女性（N=836） 12.1% 22.6% 16.3% 28.9% 5.1% 14.9%

１０歳代（N=68） 16.2% 34.3% 9.5% 28.6% 5.7% 5.7%

２０歳代（N=149） 11.7% 22.1% 14.6% 32.9% 3.8% 15.0%

３０歳代（N=204） 11.0% 22.1% 12.8% 35.5% 6.0% 12.5%

４０歳代（N=192） 8.8% 22.5% 22.8% 31.3% 4.2% 10.4%

５０歳代（N=238） 11.6% 24.0% 17.8% 27.0% 5.1% 14.6%

６０歳代（N=338） 17.5% 21.8% 16.3% 26.9% 5.5% 12.1%

７０歳以上（N=366） 14.3% 19.8% 15.8% 24.0% 6.0% 20.1%

柏原地域（N=212） 12.5% 27.3% 16.8% 25.8% 3.8% 13.9%

氷上地域（N=438） 13.1% 22.4% 20.2% 27.1% 5.6% 11.5%

青垣地域（N=149） 13.1% 22.0% 14.8% 25.0% 10.6% 14.4%

春日地域（N=265） 14.1% 23.3% 14.5% 27.4% 5.5% 15.2%

山南地域（N=259） 12.8% 22.2% 12.3% 32.6% 3.6% 16.4%

市島地域（N=222） 14.3% 16.6% 16.3% 34.1% 4.7% 14.0%

性
別

年
齢
別

地
域
別
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（１６）景観に関する施策について（コメント欄） 

 「美しい丹波」といわれた施策が遠くなっている。どこに行けば心がなごむのか 

 あるもので利用する。いらぬ事にお金を使うな。どこの土地。内容が分かりません。 

 ソーラーパネルがありすぎている。ソーラーパネルの乱立防止。どこもかしこも太陽光が設置されて異様な光景だと思うが見ていて感じが

悪い 

 太陽光パネルが多くなり景観が悪いと思う。太陽光発電の規制強化。太陽光発電の設置が住宅近くにあるのは好ましくない 

 不要なカンバン等、景観が悪い広告物。保全するため、放置されている所が多い。 

 歩道に安全の為、目立つ色が塗られているが色味を工夫するとか何かの模様にする等、安全かつ景観にも優しいものにできないか。 

 里山景観大賛成です。 

 まちなみはずっと保全していてほしい。 

 もっと都市化が進んでいい 

 芦屋市の景観の形成（モデル） 

 運動公園の使用料の検討…無料化にして稼動率を上げ効率化する現状は如何でしょうか。月間で使用されずになっている時間の方が多

いのでは。有効活用すべき。 

 屋外広告条例はザル法。勧告してもすぐ移動（これではイタチゴッコ）最抜本的な対策が必要。屋外広告物の除去を電柱の地中化（これは

多額の費用を要するためむずかしいか）今はネットの時代、屋外広告物なんて見なくても…電話番号とか書いてあれかナンセンス（ネットで

わかる） 

 家族連れで活動できる公園の整備を！！丹波の森又は年輪の里の公園を充実させてほしい。 

 街灯がほとんどなく、道が暗い 

 空き家対策 

 空家が防犯・防火対策としても少しずつでも改善して頂きたい。 

太陽光の設置基準が難しくなったのでうれしいです。 

 景観はそのままで公園に子供たちの遊具を作ってほしいです。 

 県の条例が丹波市の景観にあてはまっているのであればいいと思う 

 県屋外広告物条例が適正になっていると思えない。きれいな広告は良いが、どう見てもボロボロ。いかがわしいものはどうか撤去してほし

い。 

 公園、道路わきの草木など手入れが行き届いていない。特に道路に植えた草木周囲、歩道の木などの周囲の草が気になります。周囲に緑

が多いのに必要か。 

 公園がいささか少ないのではないかと思っています。 

 公園が少ない。子供が遊べる場所をもっと整備していただきたい。 

 公園が丹波市にはあまりないので、もっと増えてほしい。 

 公園の遊具とかベンチがない。あんなのは公園じゃないと思う。 

 公園もっと良いのあっても良い。でも管理がなあ。 

 公園等を整備して、四季を感じるようないこいの場所がほしい 

 国道横の草が汚い。草刈をしてほしい。 

 今さら推進などは必要ないと感じています。今のまま保護してほしい。お金をかける必要はない。 

 子供達が安心、安全に遊べるのであれば。 

 市の行動ではなく、地元住民の意識により景観が守られている。 

 市中心部ばかりの整備を推進しているように思われる。広域での里山景観をしていくべきであると思う。 

 私の大好きな田舎ののどかな風景が最近のあちらこちらにソーラーパネルにがっかりしています。残念で仕方がありません。林を整備する

段階で何か支援をするのはどうでしょうか？ 

 自治会ごとに充実すればいいのに…と近所の公園なんか見ていると残念に思う。 

 自然がいっぱいいっぱいあるのに町中の木々、近所の方は大変でしょう。通りの木々はあまり好みませんね。 

 獣害や耕作放棄地、未整備の梅竹、森林など管理できないことが取組みと合致していない 

 所有者が丹波市に居住していたり、高齢であったりすることが多くなっており、個人に責任をもってもらうだけでは難しいと思う。 

 所有者不明又は地域以外の人の所有する山林が荒れ放題になっており、地域として迷惑。しかし対処する方法が無い。 

 条例の中身は分かりませんので。ＨＰに載っているのかな。 

 人口のものほどきたない景観は無い。緑条例も庭に統一性を出さないなら景観をそこなうだけだと思う。 

 水分かれ公園の景観、管理に感動しました。 

 正直、自然はたしかにいりますが、丹波市は見わたす限り自然ばかりですが、田園景観は二の次にしていただきたいです。 

 まず、交通についての利便性とか、お店をもっと増やしてほしいです。 
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 川代公園の桜、もっと増やしてほしい。川代渓谷のゴミが気になります。 

 全て綺麗事に過ぎない。市は地権者から都合のいい事を述べ、土地、木材を奪っているだけ。 

 素晴らしい公園がいくつもあるので、手入れを行い、四季折々で管理すべき。 

 歴史を伝承していくことも大切ですが現代の技術を複合して、いざ災害が起きた時に壊れてしまわないように管理する必要があると考えま

す。 

 歴史的景観をこわさないよう、適正な管理に資金の投入をお願いします 

 農地や里山景観も大切だと思いますが、空き家や田・畑の草の管理を今後どうするかが大きな課題になると思います。対策を早めから考え

て下さい。 

 農業委員会の解体。ムダ、ワケがワカらない組織。 

 太陽光発電は家の近くは許可しないで下さい。景観が悪くなるし危険。 

 沢山ここらでは地域の問題あり。迷惑である。基準を定めての対応。 

 誰が手入れしているの？地域の住民です 

 丹波の自然はとても美しく貴重だと思います。大切に守りぬいてほしいです。 

 丹波へ観光に来た人から良く聞くのが「丹波らしい宿泊施設が無い」と言われます。（福知山・三田に泊まる）このままでは通過する街です。 

 丹波市にも観光資源は多く有ると思いますが他の市とくらべて少々宣伝アピールが下手な様に思います。頑張って下さい。 

 丹波市は緑がいっぱい。 

 地域に公園がない。子どもがのびのび遊べる場所がない。自然はいっぱいあるのに…。 

 田園景観は見せるものではなく食料作り。金かせぎ。 

 田舎の景色の保存 

 柏原駅前の植木は全部切って駐車場にしてもらわんと困る。 
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（17）防災に関する施策について 

 防災に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 35.1％と前回調査と比較して 13.5 ポイントの増となっています。不満度（「不満」「やや

不満」の合計）は 9.4％と前回調査と比較して 0.6 ポイントの減となっています。 

 今後、特に重要だと思うものは、前回調査と同様に「災害時における迅速で正確な情報提供」が 31.8％と最も高くなっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

 

5.8%

7.2%

15.1%

15.2%

24.9%

31.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

不明・無回答

自主防災組織の育成や市民の防災意識の

向上

避難場所の整備

高齢者や障がい者など災害時要援護者へ

の安全対策

土砂災害や浸水被害を防ぐ山林の整備や

河川改修

災害時における迅速で正確な情報提供

 

①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

 前回調査と同様に、年齢別では、10 歳代の満足度が 52.9％と他の年齢層と比較して最も高く、次いで 70 歳以上が 38.3％、30 歳

代が 37.3％となっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計  

 前回調査と同様に、いずれの層とも「災害時における迅速で正確な情報提供」への回答が最も高くなっています。 

 

  

8.8%

8.5%

23.5%

11.4%

6.9%

6.8%

2.9%

7.1%

11.5%

9.4%

8.9%

12.1%

7.9%

6.6%

8.6%

25.0%

28.0%

29.4%

25.5%

30.4%

26.0%

25.2%

25.2%

26.8%

22.2%

31.5%

24.2%

29.1%

23.6%

23.9%

45.5%

44.6%

27.9%

39.6%

44.1%

49.5%

50.4%

47.9%

42.9%

48.1%

41.1%

40.9%

44.5%

47.5%

50.0%

8.0%

5.9%

2.9%

4.7%

6.4%

5.2%

10.5%

8.9%

5.2%

6.6%

6.4%

12.1%

5.3%

6.2%

6.8%

3.1%

2.2%

0.0%

2.0%

3.4%

3.1%

2.1%

3.0%

2.5%

1.4%

1.4%

2.7%

3.0%

3.9%

3.6%

7.7%

7.8%

16.2%

14.8%

7.4%

8.3%

5.9%

5.0%

6.8%

10.4%

8.0%

4.7%

7.6%

9.3%

5.0%

2.1%

3.1%

0.0%

2.0%

1.5%

1.0%

2.9%

3.0%

4.4%

1.9%

2.7%

3.4%

2.6%

3.1%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性（N=717）

女性（N=836）

１０歳代（N=68）

２０歳代（N=149）

３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

災害時における迅
速で正確な情報提
供

土砂災害や浸水被
害を防ぐ山林の整
備や河川改修

高齢者や障がい者
など災害時要援護
者への安全対策

避難場所の整備
自主防災組織の育
成や市民の防災意
識の向上

不明・無回答

男性（N=717） 29.5% 26.9% 13.9% 16.0% 7.7% 5.9%

女性（N=836） 33.9% 23.4% 16.4% 14.3% 6.8% 5.3%

１０歳代（N=68） 29.9% 16.2% 17.1% 23.1% 8.6% 5.1%

２０歳代（N=149） 31.5% 17.8% 14.8% 20.0% 7.8% 8.2%

３０歳代（N=204） 31.5% 27.1% 14.0% 16.2% 6.3% 4.9%

４０歳代（N=192） 33.5% 28.0% 13.1% 14.6% 6.1% 4.7%

５０歳代（N=238） 32.5% 27.5% 12.1% 15.2% 8.0% 4.8%

６０歳代（N=338） 31.9% 28.8% 14.4% 14.4% 6.9% 3.7%

７０歳以上（N=366） 31.0% 21.8% 19.7% 12.2% 7.6% 7.6%

柏原地域（N=212） 28.4% 25.7% 18.0% 11.9% 13.0% 3.1%

氷上地域（N=438） 32.1% 29.5% 13.5% 14.5% 5.3% 5.1%

青垣地域（N=149） 33.3% 24.3% 14.3% 16.4% 5.8% 5.8%

春日地域（N=265） 30.4% 24.6% 17.9% 14.0% 6.3% 6.9%

山南地域（N=259） 32.4% 22.3% 13.2% 17.8% 8.2% 6.2%

市島地域（N=222） 32.9% 24.8% 14.8% 15.2% 7.0% 5.2%

性
別

年
代
別

地
域
別
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（１７）防災に関する施策について（コメント欄） 

 １～５は全て重要と思うが、災害時はどこまで…と言う事は定められないのでは 

 １について：防災無線等による活用に力を入れてほしい。（メール配信にも力を入れてほしいが、高齢者への配慮も考えてほしいため） 

 ２、自治会から県や市に対して要望提出されているが周辺には民家が無い等の理由での回答がすべて。対策はないのか。 

 ③で孤立しない訓練施策。 

 ４年前の災害で安全対策して頂いたところが７月の豪雨でまた土砂が溢れ補助金申請して対策したいのですが全額とりあえず通帳に記帳

されていないと 

動いて頂けないのが残念です。 

 いずれの項目も本当に重要だと思います。 

 いつでも対応出来る準備を整える。自然に対応をする。 

 お年寄り、障がい者も早く避難出来るような対策を。正確な情報はもうすすでに作っておかなくてはいけないのでは。対応がおそい。 

 お年寄りへの配慮は必要。 

 くずれそうな家の裏山を見るとこわい。氷上町絹山 

 このあいだちゃんと放送入ってなかったらしい。そういうのやめてほしい。 

 コミュニティＦＭを活用し身近な情報の発信 

 どうしても「ここは大丈夫」と思ってしまう。 

 ハザードマップの記入（地名等）誤りが多い。（地元なのに疑問に思う）デジタル化なのに前（アナログ）に比べ、なぜ音質が悪いのか？ 

 ハザードマップは各家庭に配布すべき。 

 ハザードマップよりスマホのアラートの方が早い。 

 ハザードマップを見たことがないので確認しておきたいと思う。市民には配布されたりしてましたか。 

 ハザードマップを子ども達にも配布してほしい。例えばクリアファイルにするとか。 

 ハザードマップを町のどこかに看板として立てておくのはどうですか。 

 まだまだ防災についての意識が低いように思います。実際に災害にあわれた方の話が聞ける場を増やして欲しいと思います。 

 もう少し山林に目を向けてほしい。 

 一人一人の防災意識が大事だと思います（難しいけど）。ボランティアの力も無限大だと思います。 

 河川改修、特に住宅の付近の改修は重要だと思います。 

 各自治会内の場所の整備。 

 各地域の避難所は本当に適正なのか心配です。もう１度見直しが必要でもっと整備していくべきです。 

 学校が避難場所になっているが周りが山になっていて危ないと思う。実際にハザードマップで見ると学校の敷地内が土砂災害の危険性の

ある所に入っていたりする。 

 危険地域の早期回収。 

 居住地の避難場所はスポーツピアいちじまになります。災害時の移動には距離があり近々では公民館がありますが、ほんとうに安全か心

配です。 

 近くの山でかなり危険な箇所の整備がおくれている。 

 具体性に乏しい。 

 警報が発表されるケースが多くなった気がするが、ほとんど雨も降っていないのに大雨警報が発表され行事が中止になった事が有るが考

えもので有る。 

 見かたが分からない。（ハザードマップの） 

 降雨量を住民自ら考え、自ら避難する心がけ。 

 高齢になりつつある者として、よくしてもらってますが、避難場所が遠かったり、いま１つとっさの判断がしにくいので… 

 高齢化が加速している今、災害時の情報・援護は大事なこと。 

 高齢者や障がい者への安全はあたりまえのことだと思います。できてあたりまえと思います。 

 今後、山林の手入れがされなくなると大雨時の土砂崩れが心配。 

 今後水害が大きな問題になると思います。特に河川改修に力を入れて下さい。 

 災害が起こった場合避難所生活が始まるとすれば避難所の運営がとても重要だと思う。 

 災害が多い地域であり、高齢者も多いことから、緊急時の対策について地域の人が周知していることが大切だと思います。 

 災害に遭う者はいつも同じ者ばかりで困るから感じてほしい。真剣に。 

 災害時（特に夜間）の正確な情報提供が遅い。災害本部は広域に一つではなく、各町毎に開設してほしい。 

 災害時には人手がたりなくなるので、市役所ＯＢ等などを応援・支援員を養成・育成してはどうか？ 

 山の手入れが必要と思う。そうすれば山からの災害は防止できると思う。 

 山林の整備と河川改修はある意味表裏一体。問題は山林整備の機械化が難しいため（米のような機械化がむずかしい）人材確保が問題

（外国人労働者はムリか？） 

 山林整備重要。 

 市は、消防団員の数が少ない。いつやめれるかわからない。たいへん。こんな消防団活動はいやだ。 
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 市島の教訓を生かしきることが大切。 

 市島は崩れたところが… 

 私のいる村は一回も訓練なし 

 私も７７才ですので災害時に誰か助けてくれるのか、誰も来てくれないのか分からないので心配です。 

 自分もいつか歳をとる身としても高齢者の方への対策はしっかりしておいていただきたいです。 

 自分自身で守ることが第１ですが隣近所のお付き合いが少なくなり残念です。自分勝手が多く上に立たれる方は大変だと思う。“和”になら

ないと。 

 実際に中央校区は避難できる場所がみあたらない。 

 手作りハザードマップは、毎年くばってほしい。市民病院ができてどう変わるか聞かせてほしい。 

 十分な避難場所の確保 

 助け合えるサポートも整備して欲しい。 

 商業施設、サービス業の仕事は避難指示が出ていても営業を継続したり出勤します。主に事業者の判断ですが安全確保（営業していれば

客は来ます。） 

 のため市としても事業者を対象とした講習会を開くなりしてはどうか。 

 小学校を避難場所にしてほしいです。住民センターまで遠く、避難するのに危険が生じるのではと思います。 

 消防団のあり方を再考されたい 

 上久下は避難する所が危ないように思うし、行くのも危ない。 

 生命の危険も伴うので特に大切です。 

 全て重要です。 

 大雨や台風の時殆んど機能していませんでしたので市外へ避難しました。 

 丹波市内で大雨時、消防署署員が一番先に避難しなくてはいけないのでは。ありえません。 

 知識、危険度の解釈の差はあるが、各ブロック自治会からの情報の受入と判断で。 

 地震の音がこわいので、鳴らさないでほしい。 

 注意・警報がスマホにすぐに入る様になったのですぐに情報収集ができるようになりました。防災行政無線のデジタル化はちょっとわからな

い。 

 停電しても使える防災無線必要（１ヶ月海地震）避難所の分散化長期停電にそなえ各自治会での対応を考えるべきだ。 

 天災に身をゆだねる心持でいませんか。私は流される派です。 

 特に最近は災害が多い気がするので、山に囲まれている所の土砂災害対策。 

 避難する場所の確認があまりできていない人がいるのではないでしょうか。私だけ。 

 避難場のライフラインの整備と安全な場所の確保が必要です。 

 避難場所が安全に感じない。 

 避難場所が遠すぎる。独りぐらし高齢者は行くのが不安。 

 避難場所へ向かう為の交通手段がない人々が大勢いる。避難して下さいと言われても、どうやってそこへ向かえばいいのか分からない。 

 防災行政無線が、あの黒いデジタル化になってからというもの、電波が悪く、一件一件入るのにズレがあって、いっつも１階は５分おくれて

入ります。 

そのうえ、雑音がひどくて、音量を大きくすると雑音がひどくなり、非常に困っています。前のほうがよかったです。作り直すか、もう前のよう

に戻してほしいです。 

 防災行政無線がデジタルになってから、雑音がすごい。これは改善できないのか。 

 防災行政無線のデジタル化になったが停電時に対応できる時間が短くて不安。 

 防災組織の推進等、地域に出向いて指導していただき、意識の向上が図れています。又ケアマネージャー（全域）との連携も行き届いてい

ます。 

 防災無線、地域の放送はすばらしいと思う。 

 防災無線が雑音だらけ。無線の内容をメールやインターネットに配信すべき。 

 防災無線の放送がはやくほしい。 

 防災無線の利用方法が間違っていないか。防災に関係のない連絡は別の方法を考えるべきではないか。本当の災害時に無視される恐れ

がある。 

 防災無線は山南支所からの放送は雑音が多く入らない。本庁（氷上町）からの放送はクリアに入る、何で。 

 防災無線は本来の役割りを果たしていない。緊急災害時のみ放送すべきだと思う。 

 予知できない災害に市民が対応できるか。問題です。 
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（18）消防・救急に関する施策について（前回の調査なし） 

消防・救急に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 38.5％となっています。不満度（「不満」「やや不満」の合計）は 6.0％となってい

ます。 

 今後特に重要だと思うものは、「救急車の現場到着時間の短縮」が 26.1％と最も高く、次いで「消火栓・防火水槽等、水利の整備」が 20.4％と

なっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

 

8.1%

11.7%

14.9%

18.9%

20.4%

26.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

不明・無回答

消防本部の消防隊（はしご車等）の増強・

分散配置

消防団員の確保

市民の火災予防意識の向上

消火栓・防火水槽等、水利の整備

救急車の現場到着時間の短縮

 

①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

 年齢別では、10 歳代の満足度が 57.4％と他の年齢層と比較して最も高く、次いで 70 歳以上が 49.5％となっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計  

 年齢別では 70 歳以上のみ「市民の火災予防意識の向上」が高くなっています。その他の層は「救急車の現場到着時間の短縮」が最も高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.7%

12.2%

22.1%

13.4%

9.3%

8.3%

4.6%

8.6%

18.6%

10.4%

13.2%

12.8%

9.8%

10.4%

11.7%

26.2%

28.0%

35.3%

20.8%

27.0%

24.0%

24.0%

28.4%

30.9%

29.7%

27.6%

28.9%

28.3%

27.8%

21.2%

44.4%

45.5%

19.1%

47.7%

43.1%

49.0%

57.6%

49.1%

35.8%

45.3%

41.6%

40.9%

43.4%

45.6%

54.5%

6.4%

2.0%

0.0%

2.7%

5.9%

4.7%

5.5%

3.6%

3.6%

1.9%

3.9%

6.0%

3.8%

4.6%

5.0%

3.2%

0.7%

2.9%
0.7%

3.4%

3.1%
0.4%

2.7%

0.8%

0.0%

2.3%

2.7%

2.3%

1.2%

2.3%

8.1%

9.2%

20.6%

14.8%

10.3%

9.9%

6.3%

6.2%

6.6%

10.4%

9.4%

8.1%

9.8%

8.9%

5.0%

1.0%

2.4%

0.0%

0.0%

1.0%

1.0%

1.7%

1.5%

3.8%

2.4%

2.1%

0.7%

2.6%

1.5%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性（N=717）

女性（N=836）

１０歳代（N=68）

２０歳代（N=149）

３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

消防本部の消防隊
（はしご車等）の増
強・分散配置

救急車の現場到着
時間の短縮

消火栓・防火水槽
等、水利の整備

消防団員の確保
市民の火災予防意
識の向上

不明・無回答

男性（N=717） 13.8% 25.2% 21.4% 14.8% 17.7% 7.2%

女性（N=836） 9.8% 27.0% 19.5% 15.1% 19.9% 8.6%

１０歳代（N=68） 8.4% 29.0% 18.7% 13.1% 21.5% 9.4%

２０歳代（N=149） 11.5% 29.6% 15.6% 17.7% 16.5% 9.1%

３０歳代（N=204） 12.5% 26.0% 17.8% 15.2% 18.1% 10.5%

４０歳代（N=192） 14.5% 31.6% 15.5% 13.9% 18.3% 6.3%

５０歳代（N=238） 13.4% 26.9% 22.7% 12.7% 16.0% 8.3%

６０歳代（N=338） 12.1% 25.8% 24.0% 13.9% 18.2% 6.1%

７０歳以上（N=366） 8.9% 21.4% 21.7% 17.1% 22.8% 8.2%

柏原地域（N=212） 14.0% 23.0% 20.4% 12.2% 19.8% 10.5%

氷上地域（N=438） 13.3% 23.9% 21.3% 12.5% 21.1% 8.0%

青垣地域（N=149） 9.9% 25.7% 25.3% 16.2% 17.4% 5.5%

春日地域（N=265） 11.3% 27.8% 22.0% 14.4% 16.2% 8.3%

山南地域（N=259） 8.5% 27.5% 16.9% 19.1% 19.5% 8.5%

市島地域（N=222） 12.2% 30.0% 18.4% 17.8% 16.8% 4.9%

性
別

年
齢
別

地
域
別
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（１８）消防・救急に関する施策について（コメント欄） 

 何に取り組んでるのか、わからない・支所地域の場合、どこから出動するのかなど地域住民に周知するべき。 

 ２つまでとあるが４の消防団員の確保も重要。人数の登録はあっても実際の火事や点検等では人員不足である。 

 ２は受け付けてくれる病院が見つからないと意味が無い。 

 ３０年以上前に買った消火器はまだ使えるのでしょうか？ 

 ４．若い市民が少なく私が住んでいる地域では 30～５０才くらいの方が多く２０代はいません。なかなか確保するのは難しいようです。 

 いくら救急車が早く来ても、受け入れてもらえる病院がないのでは？？救急車が来てもすぐ出発しないことがあると聞いたことがあります。 

 うれしそうに女子を雇わなくていい。 

 これから人口が減少していく中、消防団員の確保はこれからもっと難しいのでは。消防署の人員を増やし消防署の機能を各地域に配置して

いく必要が将来的にあるのでは。 

 どうでも、いつでも対応でき救急活動を望みます。 

 何回か利用させてもらったが、到着から病院へ搬送されるのに時間がかかる。 

 火事が有りました。若い消防団の方は皆お勤めで年寄りと女性があたふたしますた。消防車よりも見に来られる車で一杯になり消火栓のう

えにも駐車されました。 

 火事になったことがないのでよく分からない。 

 各集落の消防団員が少ないので年代を問わず。 

 各所にある消化栓のホースは重く、扱いにくい。軽量化と届く範囲のホース数を設ける。→以上高齢者が多くなる時代の変化に対応する。 

 救急で呼んだのにすぐ出発しないと聞いた。（病院には本人が確認ズミ）なんのための救急か？？安心できん 

 救急車が走る前にどうどうと通る車がある。命がかかっているのに道をあけられない。マナーをもっと知ってほしい。 

 救急車が到着してから病院が決まるまでが長すぎる。 

 救急車が入る道をなんとかしてほしい。 

 救急車の隊員の親切に感謝 

 救急車を利用すると近所から嫌味を言われる。このことは、この地に来て初めて知った。重大出来事です。 

 救急車到着から出発までの時間短縮。早く到着しても出発までに時間がかかっている、行き先（受け入れ？） 

 救急搬送への対応は迅速で助かりましたが、受入れ病院の確保に課題が見えます。 

 近所に用水池がありますが囲いはしてあるものの池の上は錆びていて子供などが万が一入ったらと思うと怖い。(入らないよう勿論指導しま

す。） 

 区内で消防訓練をしたが消火栓が回らない所がありました。(連絡済） 

 高齢の母がいて救急車のお世話になっています。感謝しています。 

 高齢者や女性に消火栓などの場所や取り扱いを徹底したらいいと思う。 

 今の消防体制と昔の年末警戒など大きく様変わりしている。消防団員が少なく災害や、自然災害に不安を感じる。 

 今も救急車が入れない道路があり搬出等に時間がかかるところもある。まずはその辺りの整備を早急に進めるべきと考えます。 

 子供が小さい年代の人が消防団で出てしまい、家で何かあった場合の不安が大きい。（父親が消防団員で子供が複数いる場合など） 

 自主防災組織の充実、援助 

 篠山市などでは市民に呼びかけ市民救命士という活動をしている。丹波市も市民がもう少し自分の命に対して考えるべき。 

 若い人の中に消防団員にならない人が増えてきていると聞く。そもそも若い人が少なくなっている。この先がもっと大変になるのでは。 

 若い人は地域の消防団員としての責務があまりないのか（入らない）。若い人がいない所はずっと団員をされている地域もあるとお聞きしま

す。 

 （４０才でも、地域差があると思います。） 

 初期消火が大事 

 少子化に伴い団員確保が難しそうな印象。どんな作業や取り組みをしているのか小さい高校で教える機会があってもよいと思います。 

 消火栓ボックス内のホースが古くなって水漏れします。自治体負担での修理は難しいのでなんとかして欲しい。 

 消防活動時の水源の確保が難しい。各自治会での防火水槽の整備が必要。 

 消防隊の増強はいいですが機器購入にあたって不正行為の無い様に対策はされていますか。身内にあますぎます。 

 消防隊員としての責任を持ってほしい（責任感のない人を見かける） 

 消防団に入る者がいない、どうする？ 

 消防団に入団する若者がいない。もっと入団しやすくする。消防車両の整備をするのはいいが消防車両を運転できない団員がいる。 

 消防団の活動を活発にされたい 

 消防団の消防車を団員の皆が運転できる大きさにしてほしい。(中型免許が無いと運転できないのもがあり免許を取るとなると時間が無

い。) 

 消防団の人数を減らさないでほしい。これ以上減ると有事の際人がいなくなる。むしろ増員が好ましい。 

 消防団員、平日昼間地元にいない人が多い。 

 消防団員として１５年目を迎えますが近年若手団員については準中型免許がなく平日の災害時の出動が出来ない。補助金を出して免許取

得させて下さい。地元を守る為にも急務です。 

 消防団員の確保が難しいため今入っている部員の方々への負担が大きいのではないか。大変そうです。 

 消防団員の確保は本当に難しいです。団員報酬の向上。家庭や仕事があり時間的余裕が無い。団上層部の聞く耳をもたない体質。 

 消防団員の数をふやす事。２０年近く全くやめれない。こんな活動はもういやだ。 

 消防団員の年齢層が少なくなる事が心配です。 

 消防団員の方への負担が大きい。休や夜間に出勤しても見返りが少ないと思う。 

 消防団員はきちんとした職員として採用すべき。部落（に住む若者）に消防団を強制するのは絶対にやめて欲しい。（都会から息子が帰って

こない。） 

 消防団員は年々減っています。なってもメリットがほとんどないので、なんか断った者勝ちになっているところもあるかも。 

子供が小さいと災害時に旦那が呼ばれないかとヒヤヒヤもする。 
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 全ての市民、自身、体験（デモストレーション）が必要と（障害者、高齢者、子供、全てに感じます。 

 沢山の命を救ってほしいから 

 丹波市のはしっこに住んでいる。昼間は支所に救急車はいるが夜間などいない時にしんどくなったら想像するだけで怖い。間に合わない。 

 地域に若い方が減って消防団員への負担、高齢化しているように思う。必要性を考える。 

 地域の消防団の維持は、今後厳しくなってくると思います。市の消防士の増員が必要になってくると思います。消防力の向上は消防士の増

員だと思います。 

 地域の消防団員の方が少なくなり毎月１回消防査察に来て頂いていたが少なくなり、大変でしょうがこのような事も高齢者の見守りになるの

かも。 

 地域の消防団員の方達は、危険を伴うことでもあり、確保拡充は難しいのでは？専門職としての消防本部の充実が望ましいと思う。 

 地元の若い方たちが消防団に属して事あるごとに参加していただいているようですが本業ををしながらの作業は負担過重になっていないで

しょうか。 

 中心部だけでなく周辺部（支所）の機能充実が必要 

 都市部では比べ物にならない程、到着が早く凄いと思う。 

各自治体への予防訓練等もきめ細やかで素晴らしい。 

 到着後早く病院に搬送してほしい。 

 南海地震対策１ヶ月の停電にどうする。燃料の確保、流通ストップ、燃料切れ、防災無線の使用が出来ないどうする。 

 柏原バイパスの整備、さらなるバイパスの建設が必要。病院もでき、交通渋滞がさらにひどくなる。 

 福知山みたいに消防署を分署化して市内のどの地区にも同じ位の所要時間で到着するようにして欲しい。 

 焚き火の煙に悩まされている（洗濯物） 

 防火用水施設の設置の簡素化（狭い道路の土地でも防火用水を作れる様に） 

 防寒服は地域別で予算代。 

消火栓の定期点検に予算をつけるべし。 

 防犯の為のライトを増やす。真暗な所が多い。 

 本職である広域消防を増強すればいいと思う。消防団に入りたくない人もいるのに確保はムリだと思う。 

 夜間救急の強化 

 有事、既に機能していない消防団。消防署の（出張所など）整備をすすめ、火災でも来ない消防団は廃止すべき！ 
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（19）交通安全・防犯に関する施策について 

交通安全・防犯に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 28.8％と前回調査と比較して 6.2 ポイントの増となっています。不満度（「不

満」「やや不満」の合計）は 6.9％と前回調査と比較して 1.7 ポイントの減となっています。 

 今後特に重要だと思うものは、前回調査と同様に「横断歩道や反射鏡等の交通安全施設の整備」が 28.9％と最も高く、次いで「地域ぐるみによ

る防犯活動の強化」が 26.3％となっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

 

8.4%

5.7%

6.3%

24.5%

26.3%

28.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

不明・無回答

市民参加型の交通安全啓発活動の推進

消費者保護の推進

幅広い世代に対する交通安全意識の啓発

地域ぐるみによる防犯活動の強化

横断歩道や反射鏡等の交通安全施設の整備

 

①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

前回調査では、70 歳代以上と柏原地域の満足度が高くなっていましたが、今回の調査の年齢別では、10 歳代の満足度が最も高く、53.0％となっ

ています。地域別では、氷上地域の満足度が高く、31.3％となっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計  

前回調査では、60 歳以上と氷上・山南地域で「地域ぐるみによる防犯活動の強化」が高くなっていましたが、今回の調査も同様に、60 歳代以

上において「地域ぐるみによる防犯活動の強化」が最も高くなっています。地域別では、山南地域・市島地域が他の地域と比較して「地域ぐるみ

による防犯活動の強化」が高くなっています。 

 

 

5.2%

7.3%

17.7%

6.0%

6.9%

6.8%

2.5%

4.7%

7.7%

6.6%

5.7%

6.0%

7.2%

5.8%

7.2%

20.6%

24.3%

35.3%

24.8%

24.5%

24.5%

14.3%

19.8%

25.1%

22.6%

25.6%

18.1%

20.0%

22.4%

23.0%

54.0%

52.6%

26.5%

50.3%

54.9%

51.0%

65.1%

57.4%

48.1%

50.9%

50.9%

54.4%

55.5%

54.1%

55.9%

7.5%

3.0%

2.9%

4.0%

3.4%

5.2%

8.0%

5.3%

4.9%

5.2%

5.7%

6.7%

3.0%

5.8%

4.1%

2.4%

1.3%
1.5%

1.3%

2.5%

3.1%

0.8%

2.1%

1.4%

3.3%

1.4%

2.7%

2.6%

0.8%

0.9%

7.8%

8.7%

16.2%

12.8%

6.4%

7.3%

7.1%

7.4%

8.2%

9.0%

7.3%

8.1%

10.2%

8.1%

7.7%

2.5%

2.8%

0.0%

0.7%

1.5%

2.1%

2.1%

3.3%

4.6%

2.4%

3.4%

4.0%

1.5%

3.1%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性（N=717）

女性（N=836）

１０歳代（N=68）

２０歳代（N=149）

３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

幅広い世代に対す
る交通安全意識の
啓発

市民参加型の交通
安全啓発活動の推
進

横断歩道や反射鏡
等の交通安全施設
の整備

地域ぐるみによる
防犯活動の強化

消費者保護の推進 不明・無回答

男性（N=717） 22.7% 6.3% 29.2% 25.9% 7.6% 8.3%

女性（N=836） 26.4% 5.1% 28.7% 26.7% 5.1% 8.0%

１０歳代（N=68） 19.8% 6.6% 34.0% 28.3% 5.7% 5.7%

２０歳代（N=149） 26.1% 5.3% 29.0% 22.0% 7.8% 9.8%

３０歳代（N=204） 26.2% 7.1% 31.2% 21.8% 5.0% 8.8%

４０歳代（N=192） 25.7% 3.6% 33.4% 25.0% 4.6% 7.8%

５０歳代（N=238） 26.6% 4.3% 27.1% 26.9% 7.2% 8.0%

６０歳代（N=338） 22.7% 6.0% 28.2% 29.3% 7.3% 6.4%

７０歳以上（N=366） 24.0% 6.3% 26.2% 28.4% 5.7% 9.5%

柏原地域（N=212） 25.4% 5.3% 31.9% 23.6% 7.4% 6.5%

氷上地域（N=438） 24.6% 5.8% 30.0% 27.0% 5.8% 6.8%

青垣地域（N=149） 22.1% 5.8% 29.2% 24.6% 10.8% 7.5%

春日地域（N=265） 26.5% 4.5% 31.5% 24.6% 4.3% 8.5%

山南地域（N=259） 24.0% 7.0% 25.0% 29.3% 5.5% 9.1%

市島地域（N=222） 23.8% 5.3% 25.8% 28.8% 6.4% 10.0%

性
別

年
齢
別

地
域
別
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（１９）交通安全・防犯に関する施策について（コメント欄） 

 「押し買い」に会われた方がいます。特殊詐欺だけでなく、子の問題も周知徹底して下さい。 

 道路の拡幅等（自転車道の整備）・夜間、防犯灯が少なすぎる 

 １．交通手段が少なく車や単車など幅広い世代で利用しているので市民全体で交通安全意識を持つことは大切だと思いました。 

 あぶない所が多い。 

 ある前提で考えてる時点でバカ。スタートとゴールは同じ。 

 ご近所が離れているので、いざ何かあった時に不安に思います。 

 バイパスの所、救急施設のある道路、補強の必要を望みます。 

 マナーが悪いのは自転車の運転者だと思う。いつも通勤途中に小学生の列に横断をすすめると頭を下げてもらって恐縮している。 

歩行者優先なのになあ…と車を運転する人へのマナー講習もすべき。 

 安心に運転できる環境が欲しい 

 一つ言わせていただければ青垣の高速(無料)に信号を付けてほしいです。いつ事故が起こるか。 

 横断歩道(信号のない）での車の取り締まりをしてほしい。スピードを落とす車は無い。 

 外灯が少ない 

 外灯を増やしてほしい。 

 街灯の整備 

 各地区交番の標識と表示看板を明確に示してほしい。子供、老人に解りやすい案内と表札を掲示されたい 

 教育力の低下、自治会活動の弱体化が問題だ。 

 見にくい反射鏡が多い。 

 見守り隊の高齢者がつまずかれ怪我され掛け捨て保険加入が義務付けられましたが子供の通学の安全は必要ですが見守りた隊が減って

います。 

 交通ルールを子供の頃からしっかり教えていないのか、右側（対向）に走行する自転車をよく見る 

 交通安全は大事。ボタン式信号は車が意識していないこともあり、赤でも無視して危ない車が多いように感じる。 

 高齢者の車の事故が気になるが、やはり丹波市では車が必要である。車がなくても高齢者が生活に困らない支援ももっと充実していってほ

しい。 

 高齢者の車の事故や危険運転が多くなっています。（高齢者の増加に伴い）何か対策出来る事があればうれしいです。 

 高齢者の道路横断が危ない 

 子供は地域の宝です。登下校における子供を狙った犯罪が多発する中出来る限り集団で登下校させたり子供に対する防犯教室など定期

的に実施する方がいいように思います。 

 市役所で当て逃げされた友人がいます。せめて役場にくらい防犯カメラを付けたらどうですか。 

 車が横断歩道で人がいるのにとまってくれない。 

 樹木が茂りすぎて道路標識や、歩行者、車が見えにくいなどがあり道幅も狭く見えるので木を切って草丈を短く見えるようにしてほしい。 

 小学生の集合場所の防犯カメラの設置。 

 常に各家を見廻ってどろぼう等がいないかみて廻ること 

 世代にかかわらずマナーが悪い。 

 青垣(佐治）の小学校通学路は点検を行うべし。 

 昔に比べて本当に物騒になったと思う。パトロールｅｔｃを強化して安心感がほしいです。 

 昔より犯罪が増加しているので厳しくとりしまって欲しい。 

 先に書いたように高齢者が免許を返上しても自由に移動できるようにして欲しい 

 大人向けのセミナーが必要。高齢者と物流ドライバーのマナーが悪すぎる。物流ではパッシング等のあおり運転を見かける。企業講習の充

実を。 

車は鉄の塊であり凶器。意識が低すぎる。 



74 

 

 丹波市は夜暗すぎる光が無い。又危険な所も多い。防犯カメラも少なすぎる。 

 丹波市内においても、防犯カメラ設置を積極的に行うべきだと思います。これまで犯罪等があったところを中心に進めて下さい。 

 地域全体で子供を守る。 

 中学生の時に事故が起こればどうなるかというようなものを実演(本当に人と車がぶつかった）されたのが印象に残っています。 

 通学路が見通し悪いのでスピードを出している車がとてもこわい。通勤、通学の時間が本当におそろしい。 

 都会に比べると防犯カメラが少ない 

 都市に比べ防犯カメラ設置が少ない。道路が整備されたことにより遠方からも多くの車が市内に入って来ており犯罪(車上ねらい）が増えて

きたように思う。交差点にカメラ設置を。 

 冬は反射鏡が凍結して何も見えない。カンか勢いで行くしかない。 

 道が暗い。 

 道幅が狭いので登下校が心配 

 道路照明が少なく、夜間、真っ暗な道路が多い。 

 農道など人が少ない通学路に防犯カメラを設置してほしい。（特に長距離通学をする地域） 

 反射鏡、もっとカーブのところには作ってほしい。 

 反射鏡が役に立っていないことろが多すぎる。 

 反射鏡の必要な場所が有りパトロール交通官に言ったが交通安全協会に連絡してと言って警察官は取り合ってくれなかった。 

 反射鏡や交差点の信号が汚れています。清掃してはいかがですか。 

 反射鏡助かる。子供には道路に飛び出さない教育。老人にも過信、傲慢運転やめるよう。 

 費用がかかるが道路の街灯を増やすことで、危険の早期発見及び防犯につながると感じる。 

 氷上高校の生徒さんやその送迎の車のマナーが悪すぎる。道に広がって歩いたり、兵主神社下の細い道の両側に長時間駐車して子供を

待っているので、小学校の登下校のじゃまになっている。氷上高校の生徒さんとその保護者の方にしっかり指導して欲しい。 

 歩道の整備が遅れている。市道の歩道が整備不備です。 

 防犯カメラがたくさんあると安心します。 

 防犯カメラの設置、又補助 

 防犯カメラの設置は必要と思う。（市街地でも） 

 防犯カメラの増設 

 防犯カメラも考えて 

 防犯カメラを自治会の中にもつけて欲しい。 

 防犯カメラ設置増設 

 防犯カメラ設置費用の補助の詳細な説明は？ 

 防犯カメラ設置費用助成の充実 

 防犯に対して意識を強めている所。防犯についても啓発を望む。 

 防犯や非行少年に対しての選択肢が少ないのは、行政として消極的なのか？警察に丸投げ？ 

 夜道を歩く時は、反射シール、又、白い色の服等、車から目につく服装をする必要の啓発。 

 郵便局の車、赤色の軽バス、スピード出しすぎ。急ハンドルでこわい。 
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（20）環境保全に関する施策について 

環境保全に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 33.9％と 8.8 ポイントの増となっています。不満度（「不満」「やや不満」の合計）は

10.2％と 0.3 ポイントの増となっています。 

 今後、特に重要だと思うものは、前回調査と同様に「環境パトロールや監視の強化」が 25.4％と最も高く、次いで「丹波市らしいまちなみや景

観の保全」が 21.1％となっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

 

9.4%

10.4%

13.5%

20.3%

21.1%

25.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

不明・無回答

環境啓発や環境教育の推進

自然とのふれあいや交流の場の確保

地域等の主体による環境保全活動への支援

丹波市らしいまちなみや景観の保全

環境パトロールや監視の強化

 

①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

前回調査の年齢別では、70 歳以上の満足度が最も高かったですが、今回の調査では、10 歳代が 45.6％と最も高く、次いで 70 歳以上が 40.1％と

なっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計  

 前回調査では、女性及び若年層において「丹波市らしいまちなみや景観の保全」が最も高くなっていましたが、今回の調査では、いずれの層と

も「環境パトロールや監視の強化」が最も高くなっています。 

 

 

 

7.8%

9.9%

16.2%

14.1%

8.8%

8.3%

4.6%

5.6%

12.0%

9.0%

7.8%

7.4%

10.6%

8.9%

10.8%

21.5%

28.0%

29.4%

24.2%

28.9%

23.4%

17.7%

24.6%

28.1%

26.4%

27.6%

26.9%

22.3%

25.5%

20.3%

47.1%

45.9%

33.8%

41.6%

46.1%

52.6%

57.1%

48.8%

38.5%

46.2%

41.8%

43.6%

51.3%

45.2%

53.2%

9.6%

4.8%

2.9%

4.7%

5.4%

5.2%

6.7%

7.4%

10.4%

6.1%

8.9%

9.4%

5.3%

7.0%

5.0%

4.7%

1.9%

2.9%

2.0%

0.5%

2.6%

3.4%

5.6%

3.3%

2.4%

3.4%

3.4%

3.0%

2.7%

3.6%

7.1%

7.5%

14.7%

12.1%

8.8%

7.3%

7.6%

4.7%

5.5%

8.5%

8.2%

8.1%

5.3%

8.1%

5.4%

2.1%

1.9%

0.0%

1.3%

1.5%

0.5%

2.9%

3.3%

2.2%

1.4%

2.3%

1.3%

2.3%

2.7%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性（N=717）

女性（N=836）

１０歳代（N=68）

２０歳代（N=149）

３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

地域等の主体によ
る環境保全活動へ
の支援

環境啓発や環境教
育の推進

環境パトロールや
監視の強化

自然とのふれあい
や交流の場の確保

丹波市らしいまち
なみや景観の保全

不明・無回答

男性（N=717） 20.2% 10.5% 25.0% 13.5% 21.2% 9.7%

女性（N=836） 20.3% 10.5% 25.9% 13.6% 21.1% 8.7%

１０歳代（N=68） 14.8% 10.2% 27.8% 16.7% 23.2% 7.4%

２０歳代（N=149） 16.9% 13.5% 19.0% 19.0% 20.7% 11.0%

３０歳代（N=204） 14.3% 12.2% 25.7% 15.8% 18.8% 13.1%

４０歳代（N=192） 19.2% 14.2% 24.2% 13.9% 19.2% 9.3%

５０歳代（N=238） 19.3% 8.6% 26.3% 11.8% 22.8% 11.3%

６０歳代（N=338） 24.6% 8.1% 28.5% 11.5% 22.3% 4.9%

７０歳以上（N=366） 23.4% 9.6% 25.1% 12.3% 20.9% 8.8%

柏原地域（N=212） 17.4% 12.1% 28.9% 13.0% 22.1% 6.5%

氷上地域（N=438） 18.5% 10.7% 26.3% 14.4% 21.5% 8.6%

青垣地域（N=149） 21.3% 12.6% 26.4% 10.0% 20.5% 9.2%

春日地域（N=265） 20.9% 9.7% 24.5% 12.9% 22.6% 9.4%

山南地域（N=259） 22.4% 9.9% 22.7% 14.8% 20.0% 10.3%

市島地域（N=222） 23.0% 8.8% 24.7% 14.5% 19.6% 9.6%

性
別

年
齢
別

地
域
別
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（２０）環境保全に関する施策について（コメント欄） 

 ３．で自治会や個人や特定団体などが、対応した不法投キ物の処理が容易にできるようなシステム 

 いつも地域の方には感謝しています。きれいな町をわざわざ汚すような人はいません。きれいな状態を維持することが大切。 

 お金をまわす事も大切。 

 クリーン作戦を年１回に減らし、パトロールカーの強化をしてほしい。せっかくの休日が日役で無くなってしまいます。 

 ゲリラ豪雨、台風で河川、山、畑はいつ大きく荒されるか分からない今日この頃。丹波らしい景観を保つ事は大変だと思います。頑張ってく

ださい。 

 ごみのある所にはごみを捨てやすい。大変だが、ごみをこまめに拾うことで、ごみを捨てにくい環境にしていくことが大切だと思う。 

 ゴミ拾いイベントをして市民にもゴミの不法投棄をしないさせない意識作り。 

 タバコの吸い殻やコンビニのゴミのポイ捨てが多く目につく。都市部より多いのではないか。 

 どうして少なくならないの。空き瓶、缶（ビール、ジュース、コーヒー)弁当箱まで道路の土手、多いです。又○○会社など一日の使用したごみ

一切持ち帰って下さる。感心しています。 

 パトロールされている割には河川沿にゴミ多量。 

 パトロールアンケートを行い問題点が向上する様、市民にも広報すること。 

 ポイ捨てトラック運転手はどうやったら分かってくれるのか。（よそものだから） 

 もっとゴミ拾いを推進すべき。 

 もっと不法投棄の罰則を上げるべきです。 

 安全できれいな丹波市がいい 

 一人一人の心がけ 

 外国人の不法投棄に困る。 

 環境パトロールは請負なのか。ただ走っているだけ。 

 環境パトロールを委託業務にすることをしないで市職員がするべきだ。 

 義務教育の間に環境教育を徹底的に行う。 

 近くの川が小さいころと変わらない景観で残っているのが素晴らしいと思う。 

 犬の散歩(運動)等でフンの後始末。 

 原体験を大切にした教育を行い環境保全へつなげる。 

 公共道路の草刈りが不十分です。 

 工場が不法な液を流していると思われる事があったが監視されているのか？ 

 今のところそこそこキレイです。（私のまわりは）頑張ってください。 

 最近は住宅地近くの放棄田が増え景観を壊している。又、空き家の放棄も目立つ。行政指導をお願いしたい。 

 最近再び塩津峠手前の竹田バイパスへの入り口手前の旧国道（樽井地内）付近にゴミの不法投棄が見受けられる。以前防犯カメラの設置

中はなくなっていたがカメラが無くなって最近たびたび投棄されるようになった。対策を検討願いたい。 

 自治会（市民）に仕事を押し付けすぎである。これだけ人口が少ないのに負担が多すぎる。人数の少ない地区では１人で４～５役もかけ持

ちしている。 

 自治会による河川清掃活動も、何時までに続くか分かりません。高齢化等により出役者の減少が続いています。改革が必要です。 

 自治会に補助金を出すよりシルバーセンターをもっと活用した方が良い。長生きする時代にリタイヤした人達の生きがいになると思う。 

 自治会に頼らない活動をしてほしい。 

 自治会も高齢化で負担が大きいと思います。ゴミ箱を増やすくらいしか思いつかない。 

 自分達で住んでいる地域をもっと自分達で大切にしなければならないと思う。 

 車が通れない河ぞいの道を犬と散歩してますが、食物のゴミをポイ捨てが多い。中学生、高校生の通学路になってますがゴミをほかしてる

のを見た事はありません。単車、自動車の社会人がポイ捨てしてるのかなあ？ 

 車窓からのポイ捨てが多いです。（家の前が道なので） 
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 主要道路に面した位置に建屋が有るが、ゴミを投棄する者が後をたたない。その度に処分をしなければならない。 

 住民周知が不充分 

 重要なのは個々人のモラルの問題だと思う。 

 春日インター内に不法投棄のゴミが散らかっているのをよく見かける。管理責任はどこにあるのか。はっきりさせて美化してほしい。 

（市外から来られた人が初めに見る所が汚れているのは市民として情けない。） 

 成松京橋交差点から南方向に進むとゴミが散乱したままです。 

 昔は建設業者組合による河川の整備が居粉われていたが近年業者がなくなり河川に雑木が生えて水も土の工事か工場排水で汚れている

始末です。 

 川、山にはまだまだ不法投棄の場がたくさん有る。回収してもまたのくり返しなので、投棄できない対策を！ 

 草かりもゴミ拾いもみんな私達でやってます 

 他県より来る人の為の地図や案内などもっと知らせて下さい。 

 太陽ソーラーパネルばかりになる丹波市の景観にならないかの不安。 

 誰がパトロールしているのですか。 

 丹波は自然が多く私も好きなうちの一つなのでいつまでも残っていてほしい。 

 丹波市には自然が豊かだというとりえしかないのに、それがなくなったら何もない。定住する人が減りそうなので。 

 丹波市は３R を努力していますが、まだ捨てるゴミにしている人々が残念ながらいます。ゴミは資源をもっと啓発して下さい。 

 丹波市らしいとは何でしょうか。丹波市は何を目的にしているのですか。 

 地域も頑張るが市としても整備を充実すべき 

 地区に補助金の増額を。 

 道路、河においてゴミの対応を望む。 

 年 2 回のクリーン作戦、大変結構な事です。当地に来た頃よりずい分清掃が行き届くようになりました。 

 柏原城下街・黒井城の整備の強化。 

 柏原川の河川の川底の処理は自治会が要望していても実現が出来ていない現状。川の側面の草刈り等は自治会で行っているが川底は自

治会では無理。市からも要望してほしい。 

 不法投棄がちらほら見あたる。 

 不法投棄に関して丹波市独自の罰則がつくれないのか 

 不法投中を見つけてきれいにして下さい 

 福知山に抜ける峠もごみの回収して欲しいです。道のどまん中のゴミは危ない。 

 保育園のうらの木の伐採を保護者にさせたそうです。プロに任せるべき事だと思い、あきれました。 

 防犯カメラの設置強化 

 防犯カメラの増設、監視。人通りの少ない道路（堤防）のゴミ（ゴミ入りのコンビニの袋）の不法投棄が多い。 

 野ネコやカラス等ののえ付はもってのほか。徹底して勧告すべき。環境保全は自治会が中心で行うべき、そのための支援もまた必要。 

その外周辺住民が迷わくを受けること（ゴミ不法投棄なども）は、自治会と行政が協同（協調）して対策を講ずる事が大事。 
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（21）低炭素社会に関する施策について 

 低炭素社会に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 16.6％、不満度（「不満」「やや不満」の合計）は 9.7％となっています。また、「わ

からない」の割合が 24.0％と高くなっています。 

 今後、特に重要だと思うものは、「木質バイオマス等の再生可能エネルギー施策の推進」が 18.2％と最も高く、次いで「再生可能エネルギーの

普及推進に伴う補助施策の研究」が 18.0％となっています。また、「不明・無回答」が多く全体的に低調な回答率です。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

 

18.9%

13.2%

14.0%

17.7%

18.0%

18.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

不明・無回答

環境教育・学習の推進

太陽光発電、太陽熱利用の普及推進

環境に関する様々な情報の提供

再生可能エネルギーの普及推進に伴う補

助施策の研究

木質バイオマス等の再生可能エネルギー

施策の推進

 

①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

 年齢別では、10 歳代の満足度が最も高く、35.3％となっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計  

 年齢別では、若年層や 70 歳以上の「不明・無回答」が高く、地域別では、山南・春日地域が「不明・無回答」が高くなっています。その他の

層は、かなり分散しています。 

 

  

3.5%

4.3%

8.8%

8.1%

5.9%

3.7%

2.5%

2.1%

3.0%

3.8%

3.2%

4.0%

4.5%

4.3%

4.5%

12.6%

12.7%

26.5%

10.7%

12.8%

12.5%

10.5%

11.5%

12.8%

14.6%

13.5%

9.4%

10.9%

13.9%

12.2%

46.9%

46.2%

25.0%

43.6%

47.1%

54.7%

49.6%

47.0%

44.5%

42.0%

46.8%

47.7%

52.1%

42.5%

47.3%

8.8%

4.9%

5.9%

5.4%

2.9%

5.7%

10.5%

8.6%

5.7%

5.7%

6.9%

6.7%

1.5%

10.4%

9.5%

3.9%

2.3%

0.0%

2.0%

4.4%

4.2%

3.4%

3.9%

1.9%

3.3%

3.4%

3.4%

3.0%

1.9%

2.7%

20.9%

26.7%

33.8%

30.2%

23.5%

18.2%

21.4%

22.8%

26.0%

29.3%

22.6%

22.8%

24.9%

23.9%

21.6%

3.5%

3.0%

0.0%

0.0%

3.4%

1.0%

2.1%

4.1%

6.0%

1.4%

3.7%

6.0%

3.0%

3.1%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性（N=717）

女性（N=836）

１０歳代（N=68）

２０歳代（N=149）

３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

木質バイオマス等
の再生可能エネル
ギー施策の推進

環境に関する様々
な情報の提供

環境教育・学習の
推進

太陽光発電、太陽
熱利用の普及推進

再生可能エネル
ギーの普及推進に
伴う補助施策の研
究

不明・無回答

男性（N=717） 19.0% 15.6% 12.5% 16.2% 18.7% 18.0%

女性（N=836） 17.6% 19.7% 13.8% 12.2% 17.5% 19.2%

１０歳代（N=68） 19.8% 14.4% 11.7% 21.6% 12.6% 19.8%

２０歳代（N=149） 14.6% 13.4% 14.2% 18.7% 16.3% 22.8%

３０歳代（N=204） 17.9% 12.8% 14.3% 15.2% 18.5% 21.4%

４０歳代（N=192） 20.0% 20.0% 14.6% 17.3% 15.3% 12.9%

５０歳代（N=238） 18.3% 19.1% 11.7% 15.1% 19.4% 16.5%

６０歳代（N=338） 19.8% 20.0% 13.7% 11.2% 19.8% 15.6%

７０歳以上（N=366） 17.4% 19.3% 12.5% 10.1% 18.4% 22.3%

柏原地域（N=212） 17.1% 19.6% 15.9% 14.2% 15.6% 17.6%

氷上地域（N=438） 18.8% 17.0% 12.6% 14.8% 19.0% 17.8%

青垣地域（N=149） 18.0% 20.4% 15.5% 11.0% 17.1% 18.0%

春日地域（N=265） 18.5% 17.6% 13.1% 12.8% 17.1% 20.9%

山南地域（N=259） 18.5% 16.8% 10.8% 14.3% 19.0% 20.7%

市島地域（N=222） 18.3% 18.3% 13.3% 16.2% 20.0% 13.9%

性
別

年
齢
別

地
域
別
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（２１）低炭素社会に関する施策について（コメント欄） 

 「ノーマイカー通勤」については意味がないと思います。自転車通勤等を進めて、何か手当を支給する方が効果はあると思います。 

 「ノーマイカー通勤」は田舎では無理。 

 １人１人の意識と高める事が大切と思います。 

 ④の設置場所によっては周りの土地の売買等、利用がしにくいです。太陽光発電を廃物にする時の処理費用が高くつかないですか。 

 こんな田舎でノーマイカーなんて無理。 

 ソーラーパネルで動く車が何で出ないんでしょう。石油系の圧力。屋根につけて走りゃいい話。 

 どのように推進されているのかよく知らない 

 どの町村にも間伐できていない山が沢山ある。山の整備と平行して、間伐材が利用できないか。 

 どれだけの人がノーマイカー通勤できているのでしょうか 

 ノーマイカー通勤？？なら市の施設、病院等で車で行かざるを得ない場所につくるな！！ 

 ノーマイカー通勤できるようにがんばってほしい。 

 ノーマイカー通勤と言っても実際の所車が無いとどこへも行けない（働きに）のが現状ではないのか。 

 ノーマイカー通勤なんてできないでしょう。 

 ノーマイカー通勤の内容が解らない 

 ノーマイカー通勤はなかなか厳しい 

 ノーマイカー通勤は難しいと思う。近い人は可能だが。 

 ノーマイカー通勤は不可能だと思う。 

 ノーマイカー通勤をするには交通機関が充実してない。 

 ノーマイカー通勤を実施するのであれば、公共交通機関の充実を目指す必要がある。 

 バイオマスエネルギーは必要ありません。 

 バイオマスはこれからの日本において欠かせない 

 まだまだと思う。 

 もっと推進すべき 

 何故行うのか。誰がどうするのかハッキリしていない為、前に施策が進められない急ぐ。 

 各家庭設置の太陽光発電は不可。太陽光設備付近の住宅が高温で不要なエアコン等が必要。設置条件が必要。 

 各個人住宅における太陽光はよいと思うが田、畑、空き地に広がる広域な太陽光は非常に不愉快。丹波市はいたるところに目立ちすぎる。 

 学校でも車通学は目立つ。 

 休耕田等の太陽光発電、増える事に不安があります。 

 具体的な活動内容がわからない。もっとＰＲすべき。 

 空き家の太陽光発電への利用が多過ぎる。 

 原発、絶対反対 

 公共交通が不便なのにノーマイカー通勤はよくわからない取り組みだと思う。 

 工場、商店、農業、公共施設の薪ボイラー、ストーブ等の普及及び助成及び活用。 

 今後も更に取り組んで頂き広報して頂きたい。 

 今後人口の減少と高齢化に伴い田畑の管理が難しくなって来てるのが現実。休耕田等の活用。 

原子力に反対する者としてもっと太陽光発電を活用の方向に市として推進して欲しいです。 

 市の取組み不明 

 次世代エネルギーに力を入れていることは知らなかったので、もっと市民に浸透させたら良いと思う。 

 取り組がわからない 

 杉、ひのきの間伐をして下さい。間伐材を原料にストーブや燃料になる方法を推進して下さい。 

 太陽光は景観が悪い。この地域でノーマイカー通勤が可能なの！？とおどろいている。 
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 太陽光は問題が有ると思うので、他の方法を考えて。木質バイオマスは良いかとも思いますけど、良く判らないが。 

 太陽光設備設置において、地域、隣接地の木を切るなど、トラブルが発生している。 

 太陽光増やしすぎ。田舎の良さがゼロだ。だから住みたくない、出ていく予定にしてる 

 太陽光発電、道路脇は絶対やめてほしい。 

 太陽光発電が増えるのは好ましいけれどプラ製品の減少こそ大切なことではないでしょうか。 

 太陽光発電どこの誰だか知らない持ち主。何年かするとメンテナンスの事が心配です。今でも草刈りもせずに居る為、風景が悪いです。太

陽熱の利用は賛成です。 

 太陽光発電については（２０）の環境保全との関係で周辺住民との間でトラブルがあるといった事例が多い。周辺のみならず自治会全体の

問題として十分調整しつつ実施する必要がある。※小ダムを作って電力供給を（国がやるべきことだが） 

 太陽光発電による山林開発は地元とのトラブルが多い。規制のハードルをもう少し高くしてほしい。 

 太陽光発電に使用される太陽光パネルには放射線物質が含まれているとききました。古くなった時どのように処分ですか？便利なうらには

必ず何かありますね。 

 太陽光発電の２０年後が不安。産廃の山に？ 

 太陽光発電の近隣からの苦情の無い様に 

 太陽光発電の充電池への補助があればよいと思います。 

 太陽光発電の場所を考えないと前段にあった「丹波らしい景観」や「環境保全」につながらない。 

 太陽光発電の推進には反対です。いずれ老朽化し公害となります。後々の世代の事を考えてほしい。 

 太陽光発電の推進普及に努めることは、良いのか知れないが丹波市の元の景観はなくなり、魅力の無い景色に変わってきている。 

 太陽光発電の設置場所について確認すべきではないか。中には危険な箇所もある。 

 太陽光発電は、周囲の環境に配慮必要 

 太陽光発電はこれ以上増えると、２０年後のパネルのゴミ処理問題が大変。田園風景が大なし！ 

 対応を望む。すべてにおいて自然化をのぞむ 

 丹波のキレイな景観 に、太陽光発電のパネルがたくさんできると、自然の良さがなくなるのであちこちで見るパネルをなくしてほしいです。 

 丹波市で現実「ノーマイカー」はできない。公共交通の整備との判断。ここが行政＝政治。 

 丹波市においてノーマイカー通勤は非現実的であると考える。 

 丹波市の今の状況でノーマイカー通勤はむずかしいのでは。それよりは、バイオマス等を推進する方が現実的。４は選んだが、田んぼが減

るのは心配。 

 地域でもあちこちに太陽光発電が設置されているが災害が起きた場合あれが逆に危険なのではないか。美しい自然と環境を大切にする源

流のまちの方針と逆では。景観にもよくない。 

 地球温暖化は異常気象にもつながるので、再生可能エネルギー施策は重要だと思います。 

 土地、田畑に設置すつ太陽光発電の規制強化。 

 土地柄「ノーマイカー通勤」の活動に意味はあるのでしょうか。不要と思います。 

 当方は風呂は木（庭の剪定枝やよそ様が燃やして持ってきて下さったもの）などでわかしています。年寄りむき時間がかかる。 

 農地が太陽光発電のパネル立地に変わっていき景観を損ねる。面積が小さかったら、いくらでも許可されるのか。 

 無秩序な太陽光パネルの設置規制の強化 

 木質バイオマスの積極的利用推進 

 木質バイオマス等再生の後山林を維持すること。 

 野焼きが禁止されているのに、木質バイオマスエネルギーは推進されるのは、おかしいのでは？低炭素社会に逆行する。 

 良く分かりません。 

 路線バスの減少により市内でマイカーが無ければ買い物に行けない等の地域、家庭がある中、ノーマイカー通勤はあまり意味が無いと思

う。 
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（22）学校教育に関する施策について 

 学校教育に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 23.1％、不満度（「不満」「やや不満」の合計）は 7.4％となっています。 

 今後、特に重要だと思うものは、「学ぶ意欲や学力を保障する取り組みの推進」が 26.3％と最も高くなっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

 

14.3%

5.6%

11.9%

20.7%

21.2%

26.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

不明・無回答

プログラミング的思考を育むプログラミング教育の

推進

海外との交流学習、英語検定補助等による外国語

指導の充実

超過勤務時間の縮減等、教職員が安心して働ける

環境づくりの推進

ふるさとに生きる基盤や社会で自立的に生きる基

盤を培うふるさと教育・キャリア教育の推進

学ぶ意欲や学力を保障する取組の推進

 

①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

 年齢別では 10 歳代の満足度が高く、35.3％となっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計  

 年齢別では、70 歳以上のみ「ふるさとに生きる基盤や社会で自立的に生きる基盤を培うふるさと教育・キャリア教育の推進」が他の層より高

くなっています。その他の層は「学ぶ意欲や学力を保障する取組の推進」が最も高くなっています。 

 

 

  

4.6%

5.7%

16.2%

7.4%

4.9%

4.7%

1.7%

3.3%

6.8%

3.3%

5.7%

5.4%

6.4%

3.9%

5.9%

15.3%

20.1%

19.1%

20.8%

21.1%

19.3%

13.9%

13.6%

20.5%

14.6%

20.6%

16.8%

19.3%

17.8%

16.2%

47.7%

45.3%

29.4%

45.6%

49.0%

53.1%

50.8%

52.1%

36.9%

45.8%

42.9%

47.7%

49.1%

46.7%

49.1%

6.8%

4.2%

7.4%

2.0%

5.9%

3.7%

8.8%

3.9%

6.3%

9.4%

3.9%

4.0%

4.5%

5.4%

6.3%

2.8%

1.2%

4.4%

0.7%

2.9%

4.2%

2.1%

1.8%

0.6%

0.9%

2.5%

0.7%

2.6%

1.9%

1.8%

19.5%

20.1%

22.1%

22.8%

15.2%

13.5%

20.6%

21.3%

22.1%

23.1%

20.6%

20.1%

15.9%

20.1%

19.4%

3.2%

3.4%

1.5%

0.7%

1.0%

1.6%

2.1%

4.1%

6.8%

2.8%

3.9%

5.4%

2.3%

4.3%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性（N=717）

女性（N=836）

１０歳代（N=68）

２０歳代（N=149）

３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

学ぶ意欲や学力を
保障する取組の推
進

海外との交流学
習、英語検定補助
等による外国語指
導の充実

プログラミング的思
考を育むプログラミ
ング教育の推進

ふるさとに生きる基
盤や社会で自立的
に生きる基盤を培う
ふるさと教育・キャ
リア教育の推進

超過勤務時間の縮
減等、教職員が安
心して働ける環境
づくりの推進

不明・無回答

男性（N=717） 24.5% 11.4% 7.1% 22.2% 20.6% 14.2%

女性（N=836） 28.2% 12.3% 4.4% 20.7% 20.8% 13.7%

１０歳代（N=68） 25.7% 18.4% 5.5% 19.3% 22.0% 9.2%

２０歳代（N=149） 22.0% 10.2% 5.9% 18.0% 27.5% 16.5%

３０歳代（N=204） 28.4% 15.2% 9.2% 15.8% 22.9% 8.6%

４０歳代（N=192） 31.2% 12.9% 9.7% 18.7% 20.6% 7.1%

５０歳代（N=238） 28.8% 10.7% 5.0% 23.3% 19.6% 12.6%

６０歳代（N=338） 26.9% 11.4% 4.1% 22.8% 20.3% 14.6%

７０歳以上（N=366） 23.0% 10.4% 3.4% 25.3% 17.5% 20.4%

柏原地域（N=212） 27.0% 9.1% 5.1% 21.9% 23.9% 13.1%

氷上地域（N=438） 25.4% 14.1% 6.7% 20.1% 19.7% 14.2%

青垣地域（N=149） 28.3% 12.7% 4.9% 20.1% 20.1% 13.9%

春日地域（N=265） 26.7% 10.4% 4.9% 24.6% 21.4% 12.1%

山南地域（N=259） 26.0% 11.8% 4.3% 20.8% 22.0% 15.1%

市島地域（N=222） 27.5% 11.9% 6.9% 21.1% 18.6% 13.9%

性
別

年
齢
別

地
域
別
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（２２）学校教育に関する施策について（コメント欄） 

 少人数の授業による学力向上・補習の実施 

 ３．の意味が解らない 

 ＩＣＴをはじめ、やることが多く、本来一番力を入れたい子どもたちとのかかわり、授業準備などができず、朝早くあるいは夜遅く、土日に仕事

をしている状況です。 

 ＩＣＴ教育が推進される一方、設備・管理に苦悩する自治体も多いと聞きますが進めていただきたい。 

 あまり分からないが地域の人に色々と聞くから。 

 こう言う活動の前に不登校の子たちがすごしやすい学校になる様にしてあげてほしい 

 こんな施策初耳 

 すれば良いという問題ではないと思います。 

 ただ文法を教えるだけだったり、ネイティブではない自身の発音のみで発音練習をしたりする時がある。 

 とにかく命を大切にしてほしい！！ 

 プログラミング教育を教育活動の中に入れていくなら、それなりの教育予算の配当や見直しを出してほしい。言葉だけが一人歩きしている。 

 もっと丹波の自然、特色を活かした教育を求める。ICT は高校生からでも十分間に合うのでは。 

 より人間味のある人材の発掘と育成。 

 安心して学習できる環境(学校において） 

 英語、プログラミングは選択制が良いのでは？ 

 英語が苦手 

 英語を好きになった方がそのあとが楽 

 英語検定補助を毎年のように行ってほしい 

 何のために学ぶか明確にした授業。将来の夢のためにどういう学習をするのか目標を立てて勉強していく環境 

 家族に学生が無いと学校の事はわかりませんが、いろいろな選択肢のある教育の場を作ってほしいです。 

 外国から来られる方のまわりの違い対応する。文化の違いの事と国内の方にて対応。 

 外国との交流をもっと盛んにすべき。たんばで学ぶことをもっと良いことにすべき。 

 外国語の前に日本語や日本の歴史をしっかり教える必要があると思います。 

 学ぶ意欲や学力を活かす働き場所が少なすぎる。見当たらない。 

 学べる環境づくりが大事だと思う。 

 学校が水没する。水没しない所に建ててほしい。 

 学校によって教育環境に差がありすぎる。平等にして欲しい。 

 学校を選択できる権利。道徳の授業の推進。 

 学習意欲があるのに学校で学習したくない現実はどう活かせばいいのか。 

 学習面において他の地域よりも学習向上に力を入れてほしい。それこそ公立中学校で進学塾に通う必要がないレベルまでの底上げ。 

 学力が低く多様性を重要視しているとは今の所感じない。発展の為にはクリエイティブな発想が必要。それは集団行動の中からは生まれに

くい。 

ただし協調性は養われている。社会性はない。※先生の業務が多すぎる。 

 基礎学力の向上 

 教育の方は忙しいのに給料が見合っていない。今の給料なら勤務時間が短縮できるよう具体的に案を考じてとりくむべき。 

 教職員の超過勤務が大きな課題である。先生が疲弊している状況で、子どもたちが育つとは思えない。早急な対応が必要である。 

 今の子供達は恵まれていると思います。本人の自覚が悪いとダメです。先生は大変だと思います。（丹波市はゆったりしていると思いま

す。） 

 今後英語は大事。 

 子どもたちに広い目をつけてほしい。 
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 子ども達が大人になってから必要な手続きをもっと教えてほしい。確定申告のアレコレなど。 

 子供の意欲は学校だけの努力では育たないので地域や家庭にも働きかける必要がある。 

 思いっきり遊んで体から学ぶことの方が大切。せっかくそんな環境があるのに生かせていないとずーっと感じている。①～③に至るまでの

下地ができていないことに気づいていない人が多数。 

 私自身他の地域で教員として働いているが、最近やっと英検も市内中学で受けられるようになってきたし外国語に力も入っているように思

う。しかし、全くの素人の小学校教員が外国語活動を行うのではなく、私たちのようなプロに市から何らかの助成し教えに行ける環境を使っ

てもらいたい。 

 児童、学生以外も参加できる・学べる環境作り 

 実際にわからない。（高齢者なので） 

 若者が地元にとどまらないのは何処か 

 取り組みが行われているかわからない。 

 取り組むことがたくさんありすぎて大変だなと思います 

 新しい事をどんどん入れて子どもも先生方も追いまくられている。先生も増やしてカリキュラムにもゆとりを。 

 親自体の能力向上。色々な情報を得る努力を親自体がする。 

 先生の残業が本当に気のどくだと思います。モンスター親にまけるなと思います。 

 全国的な問題ですが外国語（英語）を重きにしすぎ授業の低年齢化に驚いています。母国語をていねいに習得する内容に力を入れてほし

い。 

 体験ありき。子供はなおさらドキドキわくわくの冒険体験で胸はずませよう。 

 大学に入ってからキャリア教育の大切さを感じた。幼い時から行うことが重要だと思う。 

 大学校の誘致。 

 丹波市の子供の学力が兵庫全体又は全国的にどのくらいのレベルかを知りたいです。 

 丹波市以外からの新任をとっても数年後、地元に戻られる。丹波市出身の教員を採用し、ずっと丹波市で勤めてもらえるのがよいと思う。 

 地域の為に自分が何を出来るか友達の為に何が出来るか相手を思いやる心こそ教育の真髄ではないでしょうか。 

 地域の事を知らない教育では、丹波市は守れない。将来の為教育への出資は大事だ。将来の丹波市の事を考え経営節減では出来ない。 

 地域的、ふるさと教育で。 

 地元のこともよく分からないのに外国語とか言うのはおかしい。自国の教育をもっと優先（重視）するべきと考えます。 

 中学校統合すら決められない丹波市。もっと丹波市が決断力を出して、統合に向けて頑張ってもらいたい。他市からわらわれる。 

 中学生の段階では交換留学等を推し進める方が他文化と接し未来を創る力がつくと思います。 

 町作りにはずい分力を入れているようだが人作りはおざなりになっていると感じる。幼少期より学ぶ意欲や学力に力を入れて欲しい。学校

にばかり任せないで家庭での教育をもっと責任を持って行ってほしい。 

 田舎の工場にもベトナム人が多く見られます。今後永住されるのであれば子供さんのいじめ等心配です。 

 働く職場が少なすぎ、大学を出て自分のやりたいことができる所がない 

 様々な支援を要する児童・生徒が増えている中、教職員の手が足りていない状態です。職員数の増員や地域住民のボランティア（宿題の

丸つけなどを行ってくれる人など…大阪では行ってました）の導入を望みます。 

 礼儀や道徳、体力向上なども必要だと思うが。 
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（23）教育環境に関する施策について 

 教育環境に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 26.3％、不満度（「不満」「やや不満」の合計）は 6.1％となっています。 

 今後特に重要だと思うものは、「安全・安心な学校給食の安定的提供」が 24.3％と最も高くなっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

 

11.1%

13.5%

14.4%

16.0%

20.8%

24.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

不明・無回答

特別教室のエアコン設置

学校施設のトイレの洋式化の推進

パソコン・電子黒板等のＩＣＴ機器の整備

平等な教育を図るための支援制度の拡充

安全・安心な学校給食の安定的提供

 

①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

 年齢別では、10 歳代の満足度が高く、42.7％となっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計  

 年齢別では 50 歳代、地域別では青垣地域のみ「平等な教育を図るための支援体制の拡充」が高くなっており、その他の層は「安全・安心な学

校給食の安定的提供」が最も高くなっています。 

 

 

  

6.1%

6.5%

17.7%

7.4%

6.4%

6.3%

1.7%

3.9%

9.0%

5.7%

7.1%

6.7%

6.0%

4.6%

7.2%

19.0%

21.1%

25.0%

22.2%

22.1%

21.4%

16.4%

18.3%

20.8%

18.9%

23.1%

17.5%

21.5%

20.1%

16.2%

46.6%

47.0%

33.8%

41.6%

45.1%

49.0%

53.8%

50.6%

42.9%

45.8%

41.3%

51.7%

49.1%

45.6%

54.1%

5.0%

3.6%

1.5%

5.4%

4.9%

4.2%

7.1%

4.1%

2.2%

7.6%

3.4%

1.3%

4.5%

4.3%

4.1%

2.0%

1.8%

1.5%

1.3%

2.9%

3.1%

2.5%

2.4%

0.3%

1.9%

1.8%

2.0%

1.9%

2.3%

1.8%

19.4%

16.0%

17.7%

20.1%

15.2%

15.1%

16.4%

16.6%

20.5%

17.9%

20.3%

16.8%

15.1%

17.8%

14.0%

2.0%

4.1%

2.9%

2.0%

3.4%

1.0%

2.1%

4.1%

4.4%

2.4%

3.0%

4.0%

1.9%

5.4%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性（N=717）

女性（N=836）

１０歳代（N=68）

２０歳代（N=149）

３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

学校施設のトイレ
の洋式化の推進

特別教室のエアコ
ン設置

平等な教育を図る
ための支援制度の
拡充

パソコン・電子黒板
等のＩＣＴ機器の整
備

安全・安心な学校
給食の安定的提供

不明・無回答

男性（N=717） 13.7% 12.6% 21.4% 17.6% 22.2% 12.6%

女性（N=836） 15.1% 14.3% 20.5% 14.6% 26.2% 9.4%

１０歳代（N=68） 15.3% 22.0% 17.0% 15.3% 22.0% 8.5%

２０歳代（N=149） 14.1% 16.4% 16.4% 14.9% 27.5% 10.7%

３０歳代（N=204） 14.3% 16.6% 19.1% 16.9% 24.6% 8.6%

４０歳代（N=192） 13.2% 18.0% 18.6% 16.2% 24.9% 9.0%

５０歳代（N=238） 12.3% 13.9% 25.7% 14.4% 24.2% 9.6%

６０歳代（N=338） 16.6% 10.8% 22.3% 18.0% 22.5% 9.7%

７０歳以上（N=366） 14.5% 8.6% 21.5% 15.5% 24.5% 15.5%

柏原地域（N=212） 14.4% 17.4% 19.3% 17.1% 23.5% 8.3%

氷上地域（N=438） 14.6% 13.2% 20.8% 16.6% 25.5% 9.4%

青垣地域（N=149） 10.0% 12.9% 24.5% 15.3% 23.7% 13.7%

春日地域（N=265） 15.0% 13.1% 20.0% 15.7% 23.5% 12.6%

山南地域（N=259） 14.1% 13.2% 21.6% 14.8% 24.6% 11.8%

市島地域（N=222） 17.3% 11.8% 20.8% 17.3% 24.1% 8.8%

性
別

年
齢
別

地
域
別
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（２３）教育環境に関する施策について（コメント欄） 

 １０年後を目途に６町とも小学校統合を考えるべきだと思います。少子化に伴い、１町１小学校でよいと思います。 

 １は特に避難場所に学校がなくなることを考えると高齢者の方にとってもトイレは洋式が良いと思います。（エアコンは特別室だけでなく全ク

ラス必要だと思います） 

 ２、の特別教室のエアコン設置とは意味不明。その様な点で特別扱いする教室の事。 

 ２、全教室夏場にエアコンは必要と思います。 

 ３、何を指しているのか意味不明。 

 ４．は必要だと思うが、使える人材の確保は出来てるのでしょうか。 

 4 に関して、数を揃えていくことも大切だが子供にとって使いやすいものという視点で選定してほしい。ローマ字入力は以前のノートパソコン

の方が子供が安定して操作できたと思う。 

 ５．共働きをしている家庭において給食はとてもありがたいです。安全・安心な提供を求めます。 

 ＩＣＴ機器が他市に先駆けて導入された事はとても良かった。 

 エアコンが設置してある学校とない学校があって不平等だ。給食がおいしくない。味付けがからすぎ（キムチとか、からくて食べられない）。

異物の混入率が高い。（つけまつげが入っていたことがあると子供が言っていた）その割に給食費が高すぎる。たくさん食べる子は、おかわ

りし放題だけど、普段食べない子はおかわりさせてもらえない。同じ給食費なのに不公平だ。 

 エアコンのない部屋での暑い日の授業は親としても本当に心配です。誰かが倒れたりする前に整えておくべきだと思います。学校に送りだ

す時心配なので。 

 エアコンの設置医は各教室全体に 

 エアコンは全教室に設置が必要施す。 

 エアコンは特別教室以外にも付けて欲しいです。今年の夏は特にそう思いました。 

 グランドの外にトイレを作ってほしい。遠くて不便。 

 すべての教室でエアコンが完備されるべきである。今日のような暑さにおいて子供が活動する部屋にはエアコンが必要であろう。 

 すべての教室にプロジェクターなどパソコンと接続して、それが投影できるものがあるとよい。（電子黒板は高いと思うが、プロジェクターが

あれば少しは安いと思うので） 

 タブレットを利用した授業をしてほしい。 

 テレビで和式トイレは女子は骨盤が広がって出産に役立っていると言ってました。家では洋式だと思うので学校ではこのままで良いのでは 

 トイレ・エアコンの整備は必ずしてください。 

 トイレの洋式化を早く実施してほしい。トイレ掃除でゆかに水をまく事は不衛生だと思う。 

 トイレの和室も必要であると思う。 

 とにかく学校は暑いし、寒い。冬はいまだに古いストーブを使っている学校もある。早くエアコンをつけてほしい！ 

 もっと学校を合併させて子供のうちに集団行動を身に付けておくべきだと思う。 

 安心、安全な環境での教育をこれからもお願いしたい。絶対的信頼をおいていますよ。 

 安心安全な学校給食について市民にも理解を広める取り組みが必要だと思う。 

 異常気象が今後も続くと思いますので、熱中症予防の為にも全教室にエアコン設置されれば安心ですね。 

 温暖化に対する教育環境。和式トイレはもう無理だと思います。早急に必要です。 

 夏季の気温３５．０℃超えが当たり前になってきました。時代の流れに乗り全室エアコン設置を希望します。 

 外で遊ぶ子が少なくなっているので、外で遊べる環境作り 

 外国人の方の対応。文化の違いについて対応。 

 学校にエアコンの設置をして下さい 

 学校給食に中国製の食品が使用されていたことがある。良く調べてから使ってほしい。 

 環境よりも教育の質が大事。 
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 給食がおいしくないらしいです。さめてるし、メニューのくみあわせがおかしい。日本食、伝統食、地元の食材活用に農家に注文が多い。通

学に時間がかかりすぎる。 

 給食のことを考えるなら、お手洗いの充実は必須。入れることと出すことは同じことだと思う。 

 給食はおいしかったのでよし 

 給食費の未払いがあるようなので給食と弁当持参とにすれば良いのではないか。 

 給食費を払わない人があると聞きますが、どういうことですか。払わない人は弁当持参させる用すべきである。 

 旧山南庁舎みたいに、丹波市に合併になるのに大きな町庁舎を立てて、もったいない。山南中央公園付近の中学校は絶対にだめだ。 

 教育を受けやすい環境を作るべき 

 近年の温暖化に伴い異常高温気象が問題になっています。学童が一番長く過ごす普通教室にもエアコン設置は急務だと思います。 

 現状が分かりませんので。 

 現代各家庭でもパソコンで勉強する時代ですので学校教育。 

 校舎について、今後少子化により合併があり得るなら何十年後のことも考えた校舎建設を望む。 

 今の日本にエアコンなしで勉強しろと言う方がムリがある。あつすぎるし寒すぎる。 

 今後の生徒・児童数を考え学校の統合を急務とする。その上で建物にお金をかける。統合は行政代執行で。 

 子供たちの元気な姿を見ると何よりも元気になれると思います。 

 子供にとって食育は大切だと思います。建築物について解体する事が分かっている物にお金を使わずにいてほしい。新しい物に充分に使

用して下さい。 

 市内中学校へのエアコン設置は計画されて実施されると認識しています。 

 春日なんて学校給食もない。米があるからそれを食べればいいと言う高齢の考えをなんとかして 

 小さい子供がいないので分からないが給食センターは市一本化にして職員のコストを減らしてはと思う。 

 小中高、学校全教室に、エアコンを設置を早くしてほしい。 

 小野市は全校に冷暖房をつけています。丹波も早くしてほしい。 

 上の項目はどうでもよい。まず中学校統合をきっちりと決めてほしい。それすら決められない丹波市はどうなっているのか？ 

それが教育環境につながるのではないか。えいかげんにしないと、笑えるのに笑えない事になるのではないか！！ 

 上記すべてやって当り前の事。項目化する事自体おかしい。 

 食育の充実化をはかり健康な子供たちが教育を受けられるような支援が大切と思う。 

 人口減少による合併等は止む得ない。空き校舎の利用促進。 

 水没した時他校より授業が遅れる。休校になるため。 

 青垣は学校統合を協力しその次の問題が出ている。校区は特に北地区とも統合できる。２クラス以上のクラス変えの出来る学校を求める。 

 青垣小学校で学校統合を経験しましたが、廃校になる地域の年寄の抵抗に辟易しました。子供ファーストでお願いします。 

 全ての学校の教室でエアコンを設置してほしい。 

 全ての部屋のエアコンを設置して下さい。(体育館も)室内で熱中症にこれからはなります。 

 全教室にエアコン設置 

 全教室にエアコン設置。４は常識となりつつあります。 

 全教室のエアコン設置 

 全普通教室にエアコン設置 

 多様な子どもたちがいる教育現場では、支援をする人員の確保が必要だと思います。 

 丹波の食文化を大事にしろ。学校給食、民間まかせではダメだ、行政が管理すべきだ。 

 地産の野菜を使い油とかきれいなものを使いまわししない。オーガニック食材を。子供の食べるものも大切。 

 土・日も登校日であれば給食をだすべき 

 特別教室だけでなく、各教室にエアコンが必要なのでは！ 

 特別教室だけでなく、全ての教室にエアコンを設置すべき。 
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 特別教室だけでなく、全ての教室にエアコンを設置すべき。今年の夏のような暑さでは集中することができないと思う。また、トイレも洋式に

すべき。 

時代はかわってきてるので、それに対応していくべきだと思う。 

 特別教室に限らず、設置が必要かと思う 

 熱中症対策の為に必要だと思われます。 

 柏原高校のブランド化。他校との差別化。 

 小・中学校の学力低下、丹波市の教育委員会は大丈夫なのか。 

 普通教室にもエアコン設置し夏冬の利用に資する 

 明るく清潔なトイレを望む。 

 問いたい。現在の学校給食費に付いて、無料ですか。給食費有料ならば完納されますか。 

 様々な課題に対応したり、一人ひとりにもっと丁寧な関わりができるよう、人員的な充実も求めたい。 

 冷暖房をちゃんとつけてほしい。教室が黒板からホワイトボードになったがすごく見にくい。トイレが汚い。 

 和式便所も要る 
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（24）教育委員会機能に関する施策について 

 教育委員会機能に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 20.8％、不満度（「不満」「やや不満」の合計）は 7.9％となっています。また、

「わからない」の回答が、23.6％なっています。 

 今後特に重要だと思うものは、「教育委員と議会・学校現場などとの意見交換」が 26.3％と最も高くなっています。また、「不明・無回答」の回

答が 21.7％と多くなっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

 

21.7%

6.9%

7.9%

13.6%

23.7%

26.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

不明・無回答

教育委員会と市長部局との連携強化

教育委員による政策形成能力向上の推進

教育委員によるチェック機能の強化

教育に関する様々な情報の提供

教育委員と議会・学校現場などとの意見交換

 

①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

 年齢別では 10 歳代の満足度が高く、45.6％となっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計  

 地域別では、青垣地域のみ「教育に関する様々な情報の提供」が高くなっています。その他の層は「教育委員と議会・学校現場などとの意見交

換」が最も高くなっています。 

 

 

  

4.3%

4.8%

13.2%

8.1%

4.9%

3.7%

0.8%

1.5%

6.8%

4.3%

5.9%

3.4%

4.9%

2.7%

5.0%

14.4%

17.7%

32.4%

18.8%

16.2%

20.8%

10.9%

14.5%

14.8%

14.6%

17.6%

14.1%

15.5%

20.1%

13.1%

43.0%

45.7%

25.0%

40.3%

51.0%

50.0%

55.5%

45.9%

35.0%

43.4%

43.4%

43.6%

50.2%

38.2%

49.6%

7.4%

3.4%

5.9%

2.7%

6.4%

4.2%

2.9%

5.3%

7.4%

6.6%

3.2%

5.4%

4.9%

6.2%

6.3%

3.8%

1.8%

1.5%

0.7%
2.0%

4.2%

3.4%

2.4%

3.3%

2.4%

1.8%

3.4%

3.4%

3.9%

2.3%

24.7%

22.6%

22.1%

28.2%

17.2%

16.2%

24.4%

26.3%

26.2%

25.5%

25.8%

25.5%

18.5%

24.3%

20.7%

2.5%

4.1%

0.0%

1.3%

2.5%

1.0%

2.1%

4.1%

6.6%

3.3%

2.3%

4.7%

2.6%

4.6%

3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性（N=717）

女性（N=836）

１０歳代（N=68）

２０歳代（N=149）

３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

教育に関する様々
な情報の提供

教育委員会と市長
部局との連携強化

教育委員と議会・
学校現場などとの
意見交換

教育委員による政
策形成能力向上の
推進

教育委員による
チェック機能の強化

不明・無回答

男性（N=717） 20.3% 8.4% 25.5% 9.4% 14.9% 21.5%

女性（N=836） 26.7% 5.6% 27.1% 6.5% 12.4% 21.6%

１０歳代（N=68） 23.8% 9.9% 28.7% 7.9% 17.8% 11.9%

２０歳代（N=149） 23.8% 5.4% 28.3% 9.6% 16.3% 16.7%

３０歳代（N=204） 26.3% 7.6% 26.6% 9.4% 12.7% 17.5%

４０歳代（N=192） 26.4% 7.0% 27.4% 9.0% 14.7% 15.4%

５０歳代（N=238） 26.7% 6.2% 27.0% 5.9% 13.4% 20.9%

６０歳代（N=338） 22.7% 5.4% 28.4% 6.5% 13.2% 23.8%

７０歳以上（N=366） 20.1% 8.3% 22.4% 8.3% 12.1% 28.8%

柏原地域（N=212） 21.9% 8.8% 26.2% 9.3% 14.0% 19.8%

氷上地域（N=438） 25.0% 6.4% 27.2% 5.9% 16.1% 19.4%

青垣地域（N=149） 22.2% 8.2% 21.8% 7.4% 14.0% 26.3%

春日地域（N=265） 26.2% 6.4% 29.2% 9.3% 10.8% 18.1%

山南地域（N=259） 22.6% 6.0% 27.4% 8.4% 12.0% 23.6%

市島地域（N=222） 23.3% 6.9% 24.4% 8.3% 13.3% 23.8%

性
別

年
齢
別

地
域
別
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（２４）教育委員会機能に関する施策について（コメント欄） 

 １の「様々」が全然イメージできない。そもそも「政策形成能力」とは何？ 

 ＩＴなどの分野の若い委員が必要では。 

 いじめと認識されるまでは行かない事案がありますが、どこまで把握しておられるのでしょう？匿名で相談できる場所があればいいと思いま

す。 

 いじめ差別を早く発見し情報を流すこと。 

 いじめ問題なども多く解決していない事案も多い。子供達が安心して学べる学校運営が必要だと思う。 

 いじめ問題を重視し、 

 コミュニティ・スクール地域説明会等もあるが、なんかうわべのみの世界かなあと思う。真の教育について考えるべきではないか。 

 どこの学校へ行くかは本当に大切 

 どれでもない 

 兵庫県全体で教育委員会の人事交流を今より積極的に行うべきです。 

 ホームページが学校によっては更新が遅い。 

 よく分かりませんが教育委員会に対して良いイメージがない。教育委員会の意識改革が必要では？ 

 意見交換では、先生だけでなく、生徒の意見も含んで、話し合う必要がある。 

 何か事件があると教育委員会の隠蔽体質、保護主義的な性格が出てくるので疑問。 

 各学校のホームページにおいて更新されず熱意が感じられない。学校がもっとホームページを充実してほしい 

 各教育現場に教育委員が駐在すればいいのに…。といつも思っている。教育委員会が何をしているのか分からない人は多いと思う。 

が、教育委員会は市の管轄なのか？ 

 学校教育に立っていらっしゃる方も地域に帰れば地域の区民となって区の活動に参加する教育（区の行事、日役、清掃）を進めてほしい。 

 学校統廃合にストップをかけ、どんなに小さくても地域と学校を守り抜くといった教委の姿勢こそが住民の信頼を得る。その覚悟が見られな

い。 

 休日学校の門が閉じているのは問題では。子育て就学で学校は誰のものなのか考えられたい。 

 教育にはしっかり力を注ぐべきだ。合理化が先ではダメ。教育委員会は、負けない理論を持つべきだ。 

 教育に携わる方にはいじめ問題などには早急に対処してほしい。 

 教育委員での役割負担（主婦の方が役割を担っていて家事・仕事・育児の両立をはかれない）の問題。 

 教育委員になる人の人選に疑問を感じています。もっと地域推薦をすすめてほしい。 

 教育委員の選考を考えるべき 

 教育委員の方が何をしているのか全く分かりません。教えて頂きたいですし知らせて頂きたいです。 

 教育委員の方の活動は申し訳ないがわからない（見えない）。 

 教育委員を固定化せずもう少し広く違った目で見るのも良いのではないでしょうか。 

 教育委員会が必要以上に介入すると先生の負担が増えるのでは。 

 教育委員会って普段何をされているのですか。一般の者にはそこからです。 

 教育委員会と学校（教員）とＰＴＡとが議論できる場が１年に１度は各小中学校で持たなくてはならない。 

 教育委員会のあまりにもたよりない。山南町の統合問題にてあれが教員をたばねているかと思うと、不安ばかり。 

 教育委員会の不祥事が多く言われてるが、丹波市は大丈夫ですか。 

 教育委員会は各部所と比べ自ら計画実施する姿が不足している。自分でやる(教育委員会が）。資料作りだけ。 

 教育委員会不用論者です。 

 教育員が名誉職的な存在になっている。 

 教員の質の向上。 

 教員は児童養護施設についての知識をつけておくべき。丹波市に児童養護施設があることを知っている人が少ない。 
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 教師ＯＢによる教育委員会は必要なし。 

 現場をもっと知る機会はさらに必要と思う。 

 行政・教育委員会・現場に溝が生まれやすいので相互で意見交流を行っていただきたい。 

 市民には内容が分からない 

 施策の実態が見えない。 

 児童の減少で学校の統合が問題になっているようです。大阪市は廃校を推進した結果、小学校が足りないようです。マンモス校より行き届

いた教育も出来るし 

地域の疲弊も防げると思います。 

 小学校では先生方の仕事量特に、外国語活動、2 年後の小学校での英語教科は誰が教えるのかなど問題が山積みだと感じる。教育委員

会は、 

活用できる民間、又は中学校教員などうまく現場を連携できる基盤づくりにつとめていただきたい。 

 小中学校合併に対して、もっと住民の意見を尊重すべき。 

 全国的にいじめの問題が深刻になる中、丹波市ではどうなのか。教育委員会と学校現場との情報の交換は密に出来ているのか。 

 組織が多すぎて実際の学校現場が手薄に。 

 丹波の教育委員会は対応が早く適格。とてもお世話にまりました。すごく親身で頼れる場所です。（いじめの相談） 

 抜本的改革。 

 普段、教育委員会は何をしているのか？もっと学校によりそって仕事せよ 

 部活の方々に対す、過労死の事も考えての対応。 

 

 

  



91 

 

（25）幼児教育・保育に関する施策について 

 幼児教育に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 33.1％、不満度（「不満」「やや不満」の合計）は 8.0％となっています。 

 今後特に重要だと思うものは、「延長保育・一時預かり保育・病児保育・特別支援保育等の充実」が 27.4％と最も高くなっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

 

14.4%

7.9%

10.1%

15.3%

25.0%

27.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

不明・無回答

認定こども園における子育て相談･支援体制

の充実

保育教諭等の質の向上を目指した研修会の

推進

認定こども園、小学校と地域との連携の強化

保育教諭等の人材確保の充実

延長保育・一時預かり保育・病児保育・特別

支援保育等の充実

 
①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

 年齢別では 10 歳代の満足度が 44.1％と高く、次いで、30 歳代が 39.7％と高くなっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計  

 年齢別では 40 歳代以下、地域別では氷上地域、春日地域が「保育教諭等の人材確保の充実」の回答が高く、50 歳代以上は「延長保育・一時預

かり保育・病児保育・特別支援保育等の充実」の回答が高くなっています。 

 

 

  

7.4%

9.2%

16.2%

11.4%

8.8%

5.7%

3.4%

6.5%

11.8%

8.0%

9.8%

10.1%

9.8%

5.0%

7.7%

22.0%

27.3%

27.9%

22.2%

30.9%

26.6%

23.1%

26.6%

20.5%

24.1%

26.9%

20.8%

26.4%

27.8%

18.9%

38.9%

38.2%

23.5%

38.9%

39.7%

43.8%

44.5%

38.8%

33.9%

38.2%

34.7%

41.6%

38.5%

37.1%

46.4%

6.1%

4.3%

0.0%

2.0%

7.4%

5.7%

7.6%

5.6%

3.8%

6.6%

4.8%

2.0%

4.5%

5.4%

6.8%

3.5%

2.4%

2.9%

4.7%

3.4%

4.7%

2.5%

3.0%

1.1%

3.3%

2.7%

2.0%

2.6%

1.9%

5.0%

18.4%

14.1%

26.5%

18.1%

8.8%

12.0%

16.8%

14.5%

20.5%

15.1%

17.4%

18.8%

15.9%

17.0%

11.7%

3.6%

4.6%

2.9%

2.7%

1.0%

1.6%

2.1%

5.0%

8.5%

4.7%

3.7%

4.7%

2.3%

5.8%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性（N=717）

女性（N=836）

１０歳代（N=68）

２０歳代（N=149）

３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

保育教諭等の人材
確保の充実

保育教諭等の質の
向上を目指した研
修会の推進

認定こども園、小学
校と地域との連携
の強化

延長保育・一時預
かり保育・病児保
育・特別支援保育
等の充実

認定こども園にお
ける子育て相談･
支援体制の充実

不明・無回答

男性（N=717） 25.9% 10.2% 15.9% 24.3% 7.9% 15.9%

女性（N=836） 24.4% 10.1% 15.1% 30.0% 7.8% 12.7%

１０歳代（N=68） 30.1% 7.1% 18.6% 26.6% 7.1% 10.6%

２０歳代（N=149） 30.6% 7.9% 15.1% 25.0% 8.7% 12.7%

３０歳代（N=204） 27.5% 9.3% 17.7% 26.7% 9.8% 9.0%

４０歳代（N=192） 28.8% 12.6% 15.0% 27.3% 7.1% 9.2%

５０歳代（N=238） 24.9% 8.4% 13.7% 31.0% 10.4% 11.7%

６０歳代（N=338） 21.9% 11.4% 15.8% 30.9% 5.5% 14.6%

７０歳以上（N=366） 21.5% 11.0% 14.7% 23.4% 7.3% 22.0%

柏原地域（N=212） 25.4% 9.7% 13.0% 29.6% 9.1% 13.3%

氷上地域（N=438） 25.9% 10.7% 17.1% 25.8% 7.4% 13.2%

青垣地域（N=149） 27.0% 9.1% 12.6% 30.0% 6.8% 14.5%

春日地域（N=265） 27.0% 10.0% 17.0% 24.9% 7.2% 14.0%

山南地域（N=259） 22.4% 10.7% 12.8% 28.2% 8.5% 17.5%

市島地域（N=222） 23.5% 10.1% 18.6% 28.4% 7.9% 11.5%

性
別

年
齢
別

地
域
別
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（２５）幼児教育・保育に関する施策について（コメント欄） 

 ３についてアフターも含める連携の強化が必要。 

 ４番についてぜひ前向きにお願いします。 

 ５．園の先生との子育て相談が出来ることはとても助かっています。 

 いろんなことがまだまだのまま、１年生に入学してくる子が増えたように思う。幼稚園から上がってきた子と、こども園から上がってきた子は

質やできることが違うと感じる。 

 お世話になっています。とびひの時も先生が一番最初に見つけてくれた。 

 こどもが年々減少しています。将来を考えると不安を覚えます。もっともっとこどもを大切にしていかねばならないと思う。 

 こども園から小学校、スムーズに進めるように交流を持ったり体験授業を取り入れていくべきである。 

 こども園になってしまい安心して預けられない。なぜ定員オーバーにしてまで福知山にまで通園バスを走らせるのか、峠や９号線で大きな

事故でもおきかねない。丹波市内の子供だけで定員内での一人一人により添った保育ができていない。二園が統合され職員が一緒に保育

しているが片方の園が色を出しすぎて、保育を片方の園が見ていてもやりたい放題。統合するなら別のところから園長を迎えたら良い。公

平にしてほしい。 

 こども園になり、受け入れが…待機児童が出ている現状どうお考えか？いなかの利点の１つ”保育園には入れる”がなくなった。とても困っ

ている。 

 こども園になると、延長が～７：００、１８：００～になりました。フルタイム勤務としては、元の、７：３０～１８：３０の保育時間の方が働きやすい

です。１８：００からの延長料金発生は厳しい…！ 

 こども園の質の悪さが目立つ。市の関与がないので、裁量でなかば暴走気味。抑止にならず、こども園によって教育、職員の質にバラつき

がある。 

うちの地域のこども園の園長は、かなりクレームを保護者から受けているのに未だに園内で喫煙しておられます。 

 こども園の増加に伴い、１つの園に預けられている園児の数も多くなっていると思うので、先生の数を増やし、先生の負担軽減や、保育の

充実が図れるようになると、良いなと思います。 

 こども園は、あれはだめ、これはだめと一、一、うるさい。 

 もっとほかにある 

 やる気満々の愛情あふれるおばさんでも募って（自発的な）楽しいふれあいを。 

 芦屋をモデルにして下さい。 

 以前の保育園はもっともっとあたたかかったと思うのですが…。園児が多くて保育士さんも大変。 

 学校・教員にも言えるが全員が発達心理学を学び適切な対応が必要。発達心理学を理解すれば健常者にも使える。 

 学童の充実。 

 看護師の配置のない所もある。人材確保は市としても協力すべきなのではないか。 

 共働きには現状はきつい。 

 教育現場の教育者間のいじめ問題。 

 教諭、職員等の待遇改善なくして良い保育はない。 

 教諭は子供にとって本当に大事な人です。どの先生になっても安心して預けられるようにして頂きたいです。 

 仕事をしている場合には、延長保育等の充実は不可欠と思う。 

 仕事をしている親も多いから 

 市職員の対応に不満。 

 児童相談所との連携。子育てに悩んでいる人を守るための場所だとおいうことが浸透していない。 

 次、こども園の子がいるので、３はぜひしてほしい。 

 質の向上を強く求める。 

 篠山市の様な無料化になぜならないのか。 

 少子化が進んでいるのに、認定子ども園が増えている。 
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 少子化で園舎の修理費等は大丈夫？ 

 親と先生の話し合いが第一と思う。 

 人手不足に対する取りくみが重要。 

 他市のモデルとなる取組み。日本一を目ざした取組み。 

 待遇改善のための市独自予算の確保。一旦退職した保育士の再雇用の促進で能力の利用。 

 地域の力も借りた保育・幼児教育を。祖父母、高齢者のほっこりした対応も又、子供達には良い影響を与えるのではないかと思います。 

 地域住民に対し、連携が必要 

 定員を守ることが大事。利益は次だ。子供の教育を第一に考えるべきだ。認定子供園の問題は多い。安易に進めるべきではない。 

 働く親が仕事と子育てを両立できる延長保育等の充実が必要だと思う。 

 認定こども園の職員は、丹波市統一の給与にするべきであり、今後、園児の増減もあるので丹波市全体で人事異動を行うべきです。 

 氷上のこども園は行くところが他にないからとあぐらをかいているように思います。頑張っているのは現場の保育士だけ。 

 病院保育の推進は初めて知りました。友人のＮＳも知っていません。 

 病児保育がしてもらえると共働きの家にはとても助かる。 

 病児保育を充実させる。共働きが増えてるのに、市内の病児保育が充実してなく、子育て世代つらい。 

 普通に満足しています。ありがとうございます。 

 保育園に入れたいタイミングで入れない。 

 保育園料、特に０歳児から無償化は出来ないのですか。 

 保育教諭さんは持ち帰りの仕事が多くしんどい仕事なのによく働いて頂いていると思う。 

 保育教諭の給与や保障を手厚くしてあげてほしい 

 保育教諭の給料が安すぎると思う。充実した人材確保するためには、保育教諭の給料を上げないと充実できないと思う。 

 保育教諭の生活の安定（収入増） 

 保育教諭の待遇改善など、長期的にみて保育環境が充実するようにしてほしい。 

 保育士さんにも色々な方がおられるのは理解しますが、いくら何でも不適格と考えられる方がいらっしゃいます。何かあってからでは遅いで

す。 

 保育士をしていますが、丹波市はなぜすべて私立化するのでしょうか、新卒の子は公立にいきたいと思う子も多く、だいたいが、他の市へ

行きます。 

人材確保といっても、この環境で働こうと思う人はいるのでしょうか。休みは取れない、人はいない、賃金すくない、でも子どもは来る。 

保護者対応にもうくたくたです。まずは人材確保のためにも環境改善をお願いします。 

 保育士資格を取得中で国家試験を受けています。そんな資格取得者に対しての情報や支援等もしてほしいです。（希望者、勉強中のもの） 

 保育士不足 

 保護者の勤務時間等、企業との連携が大切。 

 本当に働きたい人が働いていなく、預けている方の分で働けない方をみたことがあります。本当にしっかり調べてほしい。 

 幼児教育の大切さを認識すべき。幼稚園を戻してほしい。 

 幼稚園と同じように就学前の教育の充実。 

 来年からお世話になります。安心して子供が通える園になりますように。 
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（26）生涯学習に関する施策について 

 生涯学習に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 23.5％と前回調査と比較して、２ポイントの増となっています。不満度（「不満」「や

や不満」の合計）は 5.5％と前回調査と比較して 2.4 ポイントの減となっています。 

 今後特に重要だと思うものは、前回調査と同様に「スポーツに気軽に親しめる環境の整備」が 24.9％と最も高くなっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

 

15.7%

11.2%

12.9%

17.4%

18.0%

24.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

不明・無回答

学習成果を地域づくりに活かす取り組みの

推進

生涯学習情報の提供

学習活動を行う機会の充実

図書館をはじめとする学習拠点の充実

スポーツに気軽に親しめる環境の整備

 
①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

前回調査の年齢別では、50 歳代までは低調ですが、60 歳代からは上昇しています。今回の調査では、10 歳代が高く、70 歳以上の満足度は、他

の年齢層と比較して高くなっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計  

 前回調査と同様に、70 歳以上を除く各層において、「スポーツを気軽に楽しめる環境の整備」が最も高くなっています。 

 

 

  

5.4%

5.5%

8.8%

10.7%

6.4%

3.7%

2.5%

3.6%

6.8%

3.8%

5.7%

6.0%

6.8%

3.9%

6.3%

15.6%

20.3%

32.4%

14.1%

21.1%

18.2%

13.5%

18.6%

17.8%

18.4%

20.1%

16.8%

20.4%

18.2%

13.5%

51.2%

51.1%

27.9%

50.3%

51.0%

58.3%

60.1%

53.9%

44.0%

51.4%

47.0%

55.0%

50.9%

50.6%

57.2%

5.4%

2.8%

2.9%

1.3%

3.9%

3.7%

5.0%

4.4%

4.4%

3.3%

4.3%

3.4%

3.8%

3.5%

5.0%

2.4%

0.7%
0.0%

0.0%
1.5%

2.1%

0.8%

2.1%

1.9%

1.4%

0.7%

1.3%

1.9%

1.5%

2.7%

17.0%

14.6%

27.9%

21.5%

13.2%

13.5%

14.7%

12.4%

17.2%

17.9%

18.0%

13.4%

13.2%

17.4%

11.3%

2.9%

5.0%

0.0%

2.0%

2.9%

0.5%

3.4%

5.0%

7.9%

3.8%

4.1%

4.0%

3.0%

5.0%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性（N=717）

女性（N=836）

１０歳代（N=68）

２０歳代（N=149）

３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

学習活動を行う機
会の充実

生涯学習情報の提
供

学習成果を地域づ
くりに活かす取り組
みの推進

図書館をはじめと
する学習拠点の充
実

スポーツに気軽に
親しめる環境の整
備

不明・無回答

男性（N=717） 15.7% 12.9% 11.3% 16.3% 26.4% 17.5%

女性（N=836） 19.0% 12.8% 11.1% 19.6% 23.7% 13.9%

１０歳代（N=68） 20.5% 8.9% 8.9% 19.6% 33.0% 8.9%

２０歳代（N=149） 13.5% 8.6% 4.9% 25.8% 32.4% 14.8%

３０歳代（N=204） 18.9% 14.5% 8.3% 20.4% 27.4% 10.6%

４０歳代（N=192） 20.5% 9.4% 8.8% 20.5% 30.5% 10.4%

５０歳代（N=238） 15.8% 11.7% 12.4% 19.4% 27.2% 13.5%

６０歳代（N=338） 18.5% 16.8% 13.1% 16.4% 19.7% 15.5%

７０歳以上（N=366） 16.2% 13.6% 14.4% 12.6% 19.4% 23.7%

柏原地域（N=212） 16.6% 13.8% 11.3% 22.0% 23.4% 13.0%

氷上地域（N=438） 18.0% 13.0% 10.2% 17.5% 25.2% 16.0%

青垣地域（N=149） 20.0% 14.0% 12.0% 16.0% 20.4% 17.6%

春日地域（N=265） 16.4% 13.5% 11.1% 19.7% 27.0% 12.3%

山南地域（N=259） 19.5% 11.3% 10.8% 16.9% 24.1% 17.3%

市島地域（N=222） 14.8% 12.2% 13.6% 16.5% 28.1% 14.8%

性
別

年
齢
別

地
域
別



95 

 

（２６）生涯学習に関する施策について（コメント欄） 

 ４．あまり市の図書館を利用したことがありませんが積極的に利用できるような取り組みがあればと思う。 

 いまの図書館は充実していない。「地域の情報の拠点」としているのなら集まりやすい場所づくりをしてほしい。 

 サラリーマンも参加できる時間帯での活動の充実 

 スポーツ 21 の活動はすばらしい。ただ、若い人への認知がない。 

 スポーツすることで健康にもつながると思う。 

 どのようなスポーツがあるのかをもっとＰＲするべき。 

 どの地域の図書館も小さく、蔵書量も少ないのが残念です。西脇のミライエのような大型の図書館・児童館が欲しいです。 

 運動は大切 

 運動施設の充実。滅すのはもってのしるかだ。休憩所、宿泊所、サブグランド、交通手段の改善、市のバスの活動等。 

 遠方に出かける事も大変ですので校区毎に場所を作ってほしいと思います。 

 各町の図書の充実 

 学校、図書館を除いて自宅以外で勉強するところがない。 

 学校施設の使用料廃止（少年野球、サッカークラブ等） 

 学習は大人になってからでもできるので、とてもありがたい。（図書館） 

 学習場所（教室等）の不備 

 機会を利用したストレッチをする施設がほしい。 

 国領館の充実を望んでいます。国領館に行く交通機関を望む。国領館に定期バスを望む。 

 子ども達の特技を伸ばす学習。個別性のある学習活動が大切と考える。 

 市の施設、箱物は不要。これ以上は。 

美術館もムダな税金投入では。不要、維持管理にいくらかかってる。 

 市も、もう少し、力、いれるべきだ 

 自分のことになりますがグランドゴルフを毎月５・６・７回位楽しんでそんな地域に住めることの喜びを感じています。家にこもらずもっともっと 

老人の方々に外に出て笑い合って欲しいと思います。 

 室内競技、室外競技とも市の公認競技場、体育館を早急に建設する。 

 若い層の方々だけでなく全ての年齢層が日常的にスポーツできることによって市民の体力づくりに役立つと思います。各町にプール施設

を。 

 趣味や教養に関する学びの意味は個人差があり、地域社会の中で学びあうのは難しいと思います。持続性のある学びが出来る工夫が必

要です。 

 施設利用料はほとんど全てが老人なので半額にすべきだ。 

 住民センターや図書館等が近くにほしい。 

 充分と思いますが。 

 少年、少女スポーツクラブ、その他利用料を払っていない団体も少しは徴収しても良いのでは？不平等感がある。 

 人は生涯学び続ける者だということを６０才以降強く思います。 

 図書館、運動公園、プールと充実していると思う。でも利用するかしないかは個人。ありがたい環境だと思っています。感謝。 

 図書館いつも利用している。どこで貸して頂いてもどこに返してもＯＫなのがありがたい。 

 図書館がどの地域も、とても美しく整備されており、充実していると感じます。 

 図書館が町ごとにあってありがたい。 

 図書館にはいつもお世話になっております。ネット予約大変便利です。 

 図書館にもっと医療関係に関わる本を置いてもらいたい。 

スポーツの出来る所が少なすぎる。 
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 図書館の利用をもっと高める必要有。小さい子供の図書館利用。本を読むだけでなく利用する時の本を大切に・静かにする・感想をみんな

で話し合うとても大切です。小学校低学年もそういう判別を学ばせる事も大切です。 

 図書館の本をネット予約できるのは大変ありがたいです。 

 図書館へは今は車で利用しているが免許返納後は遠くになり巡回図書館など高齢者の利便を考えてほしい。 

 図書館をもっときれいに、もっと誰もが行きやすい雰囲気に…。朝来、西脇、加藤、小野とよく行きましたが、丹波は内装等最下位かも…。 

 図書館を夏場だけでも良いので開館を１０時から９時に早めてほしいです。 

 図書館司書の質の向上が必要かと思います。 

 体力づくりの推進、全住民に対し 

 地域の運動会や球技大会、毎年辛いです。出場人数は減っていくのに出場種目も多くて。出たい人やりたい人だけがやるシステムで全然

良いです。私は嫌です。 

 地域の人と交流で。スポーツ、学習会で。 

 難しい生涯学習、整備計画の達成率と方向性に期待します。 

 年をとっても出来るスポーツや趣味を高齢な方々でも簡単に知れるようになると良いと思う。 

 年寄りを利用する対策を考えてみては。今の年寄りは元気だから使えると思います。 

 氷上総合グランドの存続！！ 

 養護教諭のさいようはないのですね？ 

 例えば、いきいき学習塾等に参加したくても交通手段がなければ参加できないなど問題点は多々ある y 
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（27）人権教育・人権啓発に関する施策について 

人権教育・人権啓発に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 21.6％と前回調査と比較して 5.3 ポイントの増となっています。不満度（「不

満」「やや不満」の合計）は 6.7％と前回調査と比較して 0.5 ポイントの減となっています。 

 今後特に重要だと思うものは、前回調査と同様に「学校における人権教育の充実」が 25.7％と最も高くなっています。 

 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

 

19.9%

13.0%

13.2%

13.7%

14.5%

25.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

不明・無回答

人権講演会や講座など学習機会の充実

市民が主体となった地域における学習活動

人権相談の充実

人権啓発や人権擁護活動の充実

学校における人権教育の充実

 
①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

 前回調査の年齢別では、10 歳代の満足度が高くなっていましたが、今回の調査も同様に 10 歳代及び 20 歳以上が、他の年齢層と比較して高くな

っています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計  

70 歳以上を除く各層とも「学校における人権教育の充実」が最も高くなっています。 

 
 

  

4.9%

4.7%

19.1%

8.7%

4.9%

3.7%

0.8%

3.3%

4.9%

3.8%

4.3%

5.4%

5.7%

5.4%

4.5%

16.3%

17.2%

20.6%

22.2%

15.7%

15.1%

11.8%

16.0%

19.1%

11.8%

19.9%

16.8%

18.1%

15.8%

15.8%

51.2%

53.7%

35.3%

41.6%

51.0%

60.9%

61.8%

56.5%

47.3%

59.4%

47.7%

51.0%

54.3%

51.0%

57.2%

6.6%

3.2%

2.9%

3.4%

5.4%

3.7%

5.0%

5.9%

4.6%

3.3%

5.3%

4.0%

3.8%

7.0%

4.5%

2.4%

1.6%

1.5%

0.7%

2.0%

3.1%

2.1%

2.4%

1.4%

1.9%

1.8%

2.0%

2.6%

0.8%

2.3%

16.5%

16.0%

20.6%

22.8%

19.6%

13.0%

16.0%

12.4%

16.1%

17.5%

18.7%

16.8%

13.2%

15.4%

13.1%

2.2%

3.6%

0.0%

0.7%

1.5%

0.5%

2.5%

3.6%

6.6%

2.4%

2.3%

4.0%

2.3%

4.6%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性（N=717）

女性（N=836）

１０歳代（N=68）

２０歳代（N=149）

３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

人権講演会や講座
など学習機会の充
実

市民が主体となっ
た地域における学
習活動

学校における人権
教育の充実

人権啓発や人権擁
護活動の充実

人権相談の充実 不明・無回答

男性（N=717） 12.7% 12.2% 27.1% 15.1% 13.6% 19.4%

女性（N=836） 13.2% 14.2% 24.5% 14.0% 14.0% 20.2%

１０歳代（N=68） 14.7% 12.8% 33.3% 11.8% 11.8% 15.7%

２０歳代（N=149） 12.4% 13.6% 27.3% 9.9% 17.8% 19.0%

３０歳代（N=204） 16.3% 10.2% 28.6% 12.6% 14.5% 17.9%

４０歳代（N=192） 15.0% 11.5% 27.9% 15.0% 15.3% 15.3%

５０歳代（N=238） 11.6% 11.3% 26.5% 16.3% 16.0% 18.2%

６０歳代（N=338） 12.8% 10.9% 24.8% 18.6% 14.3% 18.6%

７０歳以上（N=366） 10.8% 18.9% 21.7% 13.2% 9.3% 26.1%

柏原地域（N=212） 11.7% 12.0% 30.9% 13.0% 15.7% 16.7%

氷上地域（N=438） 14.0% 13.5% 26.0% 14.7% 13.1% 18.8%

青垣地域（N=149） 13.8% 10.5% 23.4% 17.2% 13.4% 21.8%

春日地域（N=265） 15.1% 11.4% 26.2% 14.4% 15.6% 17.3%

山南地域（N=259） 11.5% 14.6% 24.4% 12.9% 14.2% 22.4%

市島地域（N=222） 11.2% 16.8% 24.1% 17.1% 11.5% 19.4%

性
別

年
齢
別

地
域
別
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（２７）人権教育・人権啓発に関する施策について（コメント欄） 

 “人権学習”って年に１度は聞きますが難しそうな単語にまず後ずさり。もっと内容を明確にしたタイトルを付けた方が良いような気もします 

 ②実際に障がいを持ったお子さんのおられるお母さんｅｔｃに話をしてもらいたい。 

 あまり人権人権と言う方が問題を逆に大きくしている。 

 いじめに対する教育 

 いじめの問題 

 いじめられる人の問題といじめる人の問題はいじめる人の問題をさぐるべし。 

 いじめ問題を放置すると健全な社会は生まれない。 

人材と時間の確保が必要だと思います。 

 いらない 

 うちは小学生ですが“人権”の意味を理解していません。高学年までに達成するのでしょうか。そもそも自分の持っている権利については教

えるのでしょうか。“人に優しく”これは本当の人権学習と思えません。 

 テレビ見ない子が一番キラキラした人格に育つと思う。もちろん人を尊重するでしょう。 

 まだ同和問題等の講座なんて必要なんだろうかと思う。 

 もっと自然の流れにした方がよいと思う。 

 もっと周知も！！ 

 やはりいじめ問題！ 

 よくわからない。人権、人権と言っている方に多いハラスメントを考えて頂きたい。 

 ワークの必要。資料の充実。 

 何をやっても、実際は結果として現れない。 

 何年か前、人権講演会に参加したことがあります。良いお話。頑張っている丹波市を観せて頂きました。有意義でした。又参加します。 

 各家庭で話し合う時間がほしい。 

 各地域においても、人権学習等行っており、やってもらっている事に感謝する 

 学習会を開催しても市民の参加が少ない。関係者のみで開催しているようである。 

 形だけの住民学習等はあまり効果がないと思いますが、自治会単位の学習会の質を上げる取り組みが必要であると思います。 

 講演会の情報を気軽に知る機会があまりない。 

 今さら「同和問題」という言葉を出さない方がよい。 

 今の人権学習は意味がない。新たな方法がでてくることを期待します。 

 今更、人権問題を施策として取り入れている時点で、他県他市と大幅に遅れていると思わないのか 

 差別（同和）など今の子供は大人が言うから知る事となる地区により無い所も多い。今は普通の人の方が言ってるだけ、前と今は違う私も

無い所から育ったから。 

 在住の地域の中で人権について色々な方と話す機会がないので何かきっかけになることがあればよいと思う。 

 言っている子がいるとこの言葉の重みも分からず、軽はずみな気持ちで使う子どもが丹波には多いと思いました。 

人権・差別についてもっと教育すべきであると思います。 

 子供の頃からしっかりと教育されることで人権意識は定着すると思う 

 市役所の職員の人権意識の低さに驚くことが多い、ひどい。 

 私自身、差別(他人に対して）は全くないと思っていますが家庭の中とか身近に有る小さい事から考えるべきかなと思います。 

 時々放送で流れる”行政相談所開設のお知らせ”の意味がよく分かっていないが、利用状況ぐらい知りたい。 

 自治会に対する連けい強化、不足している？ 

 小学生の間が大事だと思います。 

 小中でこれでもかというほど人権について考えさせられるので、それを忘れられないような取り組みをしたらいいと思います。 

 心豊かな人づくり。人の痛みに共感できる人づくり。さらに進めてほしいです。 
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 人は皆、主義・主張・思想が違うのだから老人達(地域で）が集まり笑い語り食べ合うことが一番のコミュニケーション作りだと思う。 

 人権という言葉が堅苦しく他人事のように感じる。 

 人権の確保が大事 

 人権は小学校の頃から習っていたから 

 人権よりも子供を怒らない親が多すぎる。仕事場で感じます。 

 人権意識を高めることは必要だとは思うが、今とりたてて、隣保館事業や同和問題の講座を開催する必要はないと思う 

 人権学習と聞くがたいていうわべだけ 

 人権教育と聞くと隔てた感覚がある。もう少し身近に思える様な行ってみようかなと思える様な形になれば良いと思うが。難しいです。 

 人権人権と言いながら上からの押しつけの「心がけ」啓発はもういい。地域のかかえている課題をどう解決していくかが真の人権活動につ

ながる。 

 市は地域のとりくみを援助すればいい。 

 地区の人権学習意味なし 

 中学校でいまだにイジメの話が出ている。 

 同和にかたよりすぎ。ＬＧＢＴＱＡについての教育。 

 同和問題について地域での取り組みに疑問。参加者は儀礼的というか仕方なしといった感じです。 

 同和問題の学習などはなくてもいいと思います。 

 幅広く学習活動をして下さい(ニーズにあった講演会など）老人会、、主婦、百日体操、子供会、自治体でのボランティア。３０分程度。 

 輪廻転生は先祖、両親から生まれ替る、命の尊さ、全ての方に５６億年の時空がある。 

 歴史、文化の重要性。何故、同和問題がつくられたのか、誰のためにつくられたのか。一部団体の論理ではダメ。民主主義の問題であり偏

った講演はすべきでない。 
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（28）男女共同参画に関する施策について 

 男女共同参画社会に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 16.4％と前回調査と比較して 5.9 ポイントの増となっています。不満度（「不

満」「やや不満」の合計）は 8.7％と前回調査と同様になっています。 

 今後特に重要だと思うものは、「地域活動等における男女共同参画の推進」が 23.3％と最も高くなっています。また、「不明・無回答」の回答も

比較的多くなっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

 

21.3%

10.8%

12.8%

13.0%

18.8%

23.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

不明・無回答

女性のための相談窓口の充実

男女共同参画に関する広報・啓発の推進

政策・方針決定過程への女性の参画促進

職場における女性の活躍推進

地域活動等における男女共同参画の推進

 
①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

 前回調査と同様に年齢別では、10 歳代の満足度が最も高く 33.9％となっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計  

 前回調査の年齢別では、70 歳以上を除く各層において、「女性の就業機会の拡大に向けた支援」が高くなっていましたが、今回の調査では、40

歳代以下において「職場における女性の活躍推進」が高く、その他の層においては、「地域活動等における男女共同参画の推進」が最も高くなっ

ています。 

 
 

 

（２８）男女共同参画に関する施策について（コメント欄） 

4.5%

4.2%

11.8%

8.7%

5.9%

2.6%

1.7%

1.5%

5.5%

3.8%

5.0%

4.0%

4.9%

3.5%

4.1%

12.1%

12.2%

22.1%

12.1%

13.7%

12.5%

6.7%

9.8%

14.8%

10.9%

14.4%

10.1%

10.9%

12.0%

12.6%

49.9%

52.0%

29.4%

47.7%

50.0%

61.5%

60.5%

55.0%

41.8%

50.9%

48.6%

50.3%

54.3%

49.4%

55.4%

7.1%

5.0%

1.5%

4.7%

7.4%

3.1%

6.3%

7.7%

6.6%

7.1%

5.3%

8.7%

4.2%

7.3%

5.4%

3.5%

1.9%

0.0%

1.3%

2.5%

2.6%

2.1%

4.7%

2.2%

2.4%

3.2%

2.0%

3.4%

1.5%

2.3%

19.7%

20.6%

35.3%

24.8%

19.1%

17.2%

20.2%

16.0%

21.3%

23.1%

19.9%

20.8%

18.9%

20.1%

18.0%

3.2%

4.1%

0.0%

0.7%

1.5%

0.5%

2.5%

5.3%

7.9%

1.9%

3.7%

4.0%

3.4%

6.2%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性（N=717）

女性（N=836）

１０歳代（N=68）

２０歳代（N=149）

３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

地域活動等におけ
る男女共同参画の
推進

女性のための相談
窓口の充実

男女共同参画に関
する広報・啓発の
推進

政策・方針決定過
程への女性の参画
促進

職場における女性
の活躍推進

不明・無回答

男性（N=717） 25.2% 8.8% 15.0% 14.4% 15.8% 20.8%

女性（N=836） 21.8% 12.7% 10.9% 11.7% 21.5% 21.4%

１０歳代（N=68） 22.4% 9.4% 12.2% 11.2% 28.0% 16.8%

２０歳代（N=149） 19.2% 16.3% 10.6% 9.0% 24.5% 20.4%

３０歳代（N=204） 19.3% 15.4% 12.1% 10.6% 23.3% 19.3%

４０歳代（N=192） 17.9% 12.5% 13.9% 14.9% 22.0% 18.9%

５０歳代（N=238） 24.5% 10.4% 13.1% 14.2% 19.4% 18.5%

６０歳代（N=338） 25.9% 9.4% 15.7% 15.3% 16.1% 17.6%

７０歳以上（N=366） 26.9% 7.3% 11.2% 12.9% 13.2% 28.7%

柏原地域（N=212） 22.0% 11.3% 15.1% 12.2% 19.1% 20.3%

氷上地域（N=438） 24.9% 10.1% 11.9% 15.7% 18.1% 19.3%

青垣地域（N=149） 27.5% 9.3% 14.4% 15.7% 16.1% 17.0%

春日地域（N=265） 24.1% 11.4% 12.2% 11.4% 20.9% 19.9%

山南地域（N=259） 20.3% 12.4% 11.7% 11.2% 19.9% 24.4%

市島地域（N=222） 22.4% 11.2% 14.0% 10.9% 19.2% 22.4%

性
別

年
齢
別

地
域
別
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 １年毎に変わる組長さんが推進員として担当し具体的な活動はしていないのが現状。市職員が前に出て取り組むべし。 

 ＬＧＢＴを互いに認め合う社会。セクハラ・パワハラをなくす取り組みが大切。 

 あまり行動がよくわからない 

 私も推進員をさせて頂きましたがどうしたら皆さんが集ってくれて興味を持って頂けるかと、そればかりですぎた様に思います。 

一歩進んだところまで行けませんでした。 

 しなくていいと思います。こんなことにお金を使わなくていいと思う。 

 そもそも「男女」というくくりがＬＧＢＴＱの人にとっては複雑な思いがするものだと思う。行政や教育で「男女」というのは、そろそろ違う表現に

するべき時が来ていると思う。 

 どうしても男性が優位に立っているように感じる。女性も活躍できるような環境作りをしてほしい。 

 なにをされているのかみえません。 

 まだまだ格差はあると思う。 

 何をしているか分からない人が多い 

 何をしても効果はあまり期待できない。みんな仕方なくやっているだけ。負担なだけ。 

 何を基準にして人選をしているのか理解出来ない。本当の意味での適任者を選出してほしい。名ばかりの役員では役に立たない。 

 各自治会でも役員等で女性参画が増えていること。 

 活動されている事は知っていますがほとんどの人が知っていない状況です。皆さんに知られる様な活動を。 

 逆に今では女性が活躍すると男なのにできないという事が出てきているのではないでしょうか。 

 共同参画はそこそこ出来ていると思う。 

 啓発の推進では聞き流されると思う。制度がないと。 

 今さらしなくてもよい 

 今の時代男も女もないと思う。能力主義だと思うので「女性の登用を進める」と書いてあること自体がおどろきです。 

 今男女共同参画は、南海地震で１ヶ月停電すれば自分家族にどうなるか。丹波市はどうなるか知る必要がある。おのずとする事が判って

来る。 

 産休や育休を取る際に女性が上司なら相談しやすそうだから。 

 市議、職員、全体的に女性が少なすぎる。より若い母親目線が必要！ 

 自治会、女性のみの常会されていることありますか。大半が男だけかと。 

 自治会の規約に女性の参画を定めるようにするとよい。 

 自治会役員になる人の啓発が必要と思います。 

 社会は未だ未だ男社会。役割り分担しながら女性の参画促進の意識づけや実践が大切。 

 取りくみを全然知らない。 

 出産時の支援が必要 

 女性が活躍できるようにするためには、産休や育休が取得しやすい職場の規定が充実すれば良いと思います。 

 女性が今までよりいなくなっている所があり男性がくるっている所もある。 

 女性というだけで優先優遇される風潮にはならないようにしてほしい。 

 女性の社会参画推進はいいと思いますが、継続して行くのが大変な事と思います。 

 進歩の姿が見えない。 

 丹波ではどこに行っても女性が活躍しています。取り組みより能力評価が重要。 

 丹波市にかぎったことではありませんが、まだ、女性では働きにくい環境や、シングルマザーとか、子持ちの母親の急な休みに、 

こころよく対応してくれる貸家が少ないと思います。 

 丹波市職員の中でまず女性管理職の比率を３０％を目指し、市職員を通じて女性の登用の見本を示すことが大事だと思います。 

 丹波市役所自体女性の登用が少ない！！ 

 男でも女でも実力があれば何でもできる場が必要。下手に平等とか言えば意味が無い。 
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 男でも女でも有能な人を登用すればいい。 

 男女という考えより、老若男女、マイノリティー、こども、みんなの参画を男女と言っている時点で古いと思う。 

 男女共同と無理やりしなくても…適材適所。子育て中の母が不安や負担がなく働けたらと思う。周りの理解が少なすぎる。 

 男女共同の大切さが年を重ねるごとに嫌という程感じてきます。特に高齢男性のガンコさに手を焼いている老婦が多いと思うのでもっと素

直に女性に対しての「ありがとう」と言える老父になって欲しいと思います。(願いでもある） 

 男女共同参画という取り組みの役割はもう終わっているのでは。会社などでも女性の管理職はいるし男女関係なしで実力主義、適材適所

での考え方でいいのではないか。女性だから審議会等への登用を進めるという考え方は間違っているし、逆にそれが男女差別にならない

か。もう男女共同参画は実現していると思います。 

 男女共同参画と言って男性が女性に役員など押しつけてくる 

 男女参画推進員の研修成果を公表されたい 

 男女平等なんて結局は不可能。 

 男女平等は良いことだと思う 

 男性も含めた働き方や家事分担の見直しを進めることがまず必要と考えます。忙し過ぎるとチャレンジする気力は出ない。 

 当地域では、女性の立場が弱くて自治会活動や役員になれないのではなく、妻他女性が「そんな事はあんた達でやりなさい」と言って、『や

らされている』 

 年齢的に無理ですが。 

 母子家庭、父子家庭が多くななるのはなぜなのか。女性一人一人もっともっと責任ある生活に暮らしをしてほしいです。 

 母子家庭への支援の充実。 

 本当に女性が参加したいと思っているのか。無理やり女性を参加させることには反対。 

 良い活動をされているのに参加できず残念です（日が合わず）多く人が参加するともっといいのですが。 
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（29）文化芸術に関する施策について 

 芸術・文化に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 25.7％と前回調査と比較して 3.9 ポイントの増となっています。不満度（「不満」

「やや不満」の合計）は 6.1％と前回調査と比較して 1.9 ポイントの減となっています。 

 今後、特に重要だと思うものは、前回調査と同様に「質の高い文化芸術にふれる機会の充実」が 26.0％と最も高くなっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

 

18.6%

11.2%

12.7%

14.6%

16.9%

26.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

不明・無回答

市民参画による文化芸術を発表する機会の充実

文化芸術に関わる市民団体の活動支援

文化ホール等拠点施設の整備充実

文化遺産の保存・活用と継承

質の高い文化芸術にふれる機会の充実

 

①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

 前回調査の年齢別では、70 歳以上の満足度が最も高く、今回の調査では 10 歳代の満足度が高くなっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計  

 前回調査の年齢別では、20 歳代のみ「文化遺産の保存・継承」が高くなっていますが、今回の調査では、いずれの層も「質の

高い文化芸術にふれる機会の充実」が最も高くなっています。 

 

 
 

 

 

（２９）文化芸術に関する施策について（コメント欄） 

6.7%

6.3%

16.2%

13.4%

5.9%

3.7%

2.9%

4.4%

8.2%

5.7%

8.2%

6.0%

7.6%

4.3%

5.9%

15.6%

22.5%

29.4%

21.5%

19.6%

21.9%

16.8%

17.2%

18.3%

19.3%

21.2%

21.5%

18.5%

17.8%

18.0%

48.5%

47.5%

27.9%

38.3%

50.0%

53.1%

53.4%

52.4%

44.5%

47.6%

43.8%

47.7%

51.3%

49.0%

52.7%

6.1%

2.4%

0.0%

2.0%

4.4%

4.7%

6.3%

3.9%

4.1%

6.6%

4.3%

1.3%

4.5%

3.5%

3.6%

2.5%

1.6%

2.9%

0.7%

2.5%

1.6%

2.5%

2.4%

1.6%

1.9%

0.7%

2.0%

3.0%

1.9%

2.7%

17.6%

15.6%

23.5%

22.8%

16.7%

13.5%

15.1%

15.1%

16.1%

15.6%

17.8%

18.1%

13.2%

17.8%

14.9%

2.9%

4.2%

0.0%

1.3%

1.0%

1.6%

2.9%

4.7%

7.1%

3.3%

3.9%

3.4%

1.9%

5.8%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性（N=717）

女性（N=836）

１０歳代（N=68）

２０歳代（N=149）

３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

質の高い文化芸術
にふれる機会の充
実

市民参画による文
化芸術を発表する
機会の充実

文化芸術に関わる
市民団体の活動支
援

文化ホール等拠点
施設の整備充実

文化遺産の保存・
活用と継承

不明・無回答

男性（N=717） 23.4% 11.4% 13.9% 15.5% 17.3% 18.6%

女性（N=836） 28.2% 11.0% 11.8% 13.9% 16.6% 18.5%

１０歳代（N=68） 21.2% 11.5% 13.3% 16.8% 21.2% 15.9%

２０歳代（N=149） 26.4% 11.0% 9.4% 14.6% 20.7% 17.9%

３０歳代（N=204） 28.5% 10.5% 12.0% 17.1% 16.2% 15.6%

４０歳代（N=192） 30.0% 10.0% 12.1% 17.2% 22.4% 8.3%

５０歳代（N=238） 31.7% 8.3% 12.5% 16.0% 16.0% 15.5%

６０歳代（N=338） 23.8% 11.5% 14.9% 13.6% 16.7% 19.5%

７０歳以上（N=366） 21.6% 13.7% 12.9% 11.5% 13.6% 26.8%

柏原地域（N=212） 27.7% 9.1% 13.3% 13.9% 20.1% 15.9%

氷上地域（N=438） 26.7% 10.3% 12.5% 14.6% 17.2% 18.7%

青垣地域（N=149） 25.5% 11.3% 12.6% 10.5% 17.4% 22.7%

春日地域（N=265） 29.4% 9.8% 13.4% 17.2% 16.5% 13.8%

山南地域（N=259） 22.8% 14.0% 12.1% 15.0% 15.7% 20.3%

市島地域（N=222） 24.4% 13.3% 13.6% 15.1% 15.7% 18.0%

性
別

年
齢
別

地
域
別
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 コンサートや映画会など京都中丹方面であることが多く参加するのが大変で近場で開催されるのを期待しています。 

 もっとコンサート等の市政開催をしてほしい。とくにＮＨＫ等のイベントの誘致の充実。 

 もっと開催のＰＲを。 

 もっと有名所なのが必要。 

 よく使わせてもらっている方だと思います。…がセンスが悪いと思うことも多々。 

 演劇、良い絵画、良い本の朗読により自然に心の豊かさが増していくと思います。 

 各地域で色んな音頭等があり新しい音頭など必要なし。 

 芸術文化面の頂は低い 

 古い者も好きです。大事ですが質の高い者を見せるって少し敷居が高い感じが。現代美術ももっともっと取り入れてアートフェスティバルみ

たいなのやってほしいです。好きです。 

 故郷、歴史資料につて対応。他地域の交流を望む。 

 誇り←いらんや愛着を育む地域づくり 

 阪神間まで行かないと文化芸術に直接ふれあうことがないので、有名な劇団とか、歌手の公演を望みます。 

 植野記念美術館でトリックアートが見たい 

 植野美術館の今の在り方で良いと思う。絵画やコンサートは広告などで知る機会も多く現状で満足。 

 植野美術館の取り組み。すばらしいです。 

 新人日本画展が青垣にあった。これを青垣廃校でさせてほしい。施策にならないか。 

 先日老人会でウォークラリーに参加しました。市内大変良かったです。身近な場所短時間で知ることが沢山ありました。近い所の文化を続

けて下さい。 

 多可町、篠山市の様な市民参加型の演劇・ミュージカル等の企画があると市民の一体感も高まるのではないでしょうか。 

 丹波の森公園ホール汚いのにビックリしました。どんなに立派な建物もあれではもったいないです。施設を(同じような)たくさんつくり過ぎた

結果でしょうか。大切にしたいものです。(県の管理下で関係なかったですが。） 

 丹波布をもっとＰＲしてほしい。丹波の特産として強みになると思う。 

 地域活性化につながると思われます。 

 中途半端な箱物（ポップアップホールなど）は必要なし。 

 定年退職後の者の活動の場や取り組んで居られる事例を分かりやすく市民に吹聴して欲しい。 

 日本古来の文化芸術に対する関心を子供の頃より実際にふれる必要。お花、お茶等。 

 乳幼児から入れるコンサートがもっとあれば…！ 

 美術が趣味で植野美術館はよく行きますが人は少ない。ハードよりソフト。内容を充実してほしい。 

 美術館があるので、とてもいいことだと思います。 

 不要です。 

 文化ホールの使用料をもう少し安価にして頂きたい。 

 文化活動の推進 

 文化芸術に参加する人々はその成果を発表する機会を求められていると思います。意見を聞いて活動の場、発表の場を支援していただき

たいと思います。 

 文化芸術を高めるためには、施設の使用等は空いているのだから無料にすべきだ。借りる日も三日前といわずすぐかす様にしないとダメ！ 

小野等いつでも空いていたらすぐ借してもらえる。 

 防災無線放送で文化活動が通知されなくなったのは。 

 本物にふれる機会を小さいこどもの頃からふやして欲しい。 

 毎回内容が変わるので美術館たのしいです。 
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（30）商工業に関する施策について 

 商工業に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 22.8％と前回調査と比較して 0.5 ポイントの増となっています。不満度（「不満」「やや

不満」の合計）は 14.0％と前回調査と比較して 0.7 ポイントの減となっています。 

 今後、特に重要だと思うものは、今回の調査では「商店活性化させる施策の充実」が 25.8％と最も高くなっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

 

15.7%

8.0%

14.1%

18.0%

18.3%

25.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

不明・無回答

企業における事業拡大等支援の充実

新規起業支援の充実

地域資源を活用した、農商工連携による産業振興

企業誘致の推進

商店活性化させる施策の充実

 
①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

前回調査の年齢別では、30 歳代が最も高くなっていましたが、今回の調査では 10 歳代、次いで 20 歳代が高くなっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計  

 前回調査の年齢別では、10 歳代のみ「商店街を活性化させる施策の充実」が高くなっていましたが、今回の調査の地域別では、青垣地域のみ

「地域資源を活用した、農商工連携による産業振興」が高くなっています。その他の層においては、「商店活性化させる施策の充実」が最も高く

なっています。 

 
 

  

5.2%

4.9%

14.7%

8.1%

4.9%

5.2%

2.1%

4.1%

4.6%

4.3%

5.0%

5.4%

6.8%

4.3%

4.1%

16.3%

19.1%

35.3%

19.5%

20.6%

19.3%

13.5%

15.7%

16.4%

15.1%

20.8%

20.8%

16.2%

18.2%

15.3%

43.7%

46.5%

19.1%

44.3%

46.6%

51.6%

53.8%

45.0%

41.0%

46.7%

44.8%

43.0%

44.5%

43.6%

49.1%

11.4%

7.3%

4.4%

4.7%

8.8%

9.9%

13.9%

10.7%

7.7%

10.4%

8.5%

8.1%

9.8%

10.4%

9.0%

7.1%

2.8%

5.9%

4.0%

6.4%

5.2%

3.8%

4.1%

4.9%

4.7%

4.6%

4.0%

5.3%

2.7%

6.3%

14.1%

15.1%

20.6%

18.8%

10.3%

8.3%

10.5%

16.3%

18.6%

14.6%

13.7%

15.4%

15.5%

15.8%

14.0%

2.2%

4.3%

0.0%

0.7%

2.5%

0.5%

2.5%

4.1%

6.8%

4.3%

2.7%

3.4%

1.9%

5.0%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性（N=717）

女性（N=836）

１０歳代（N=68）

２０歳代（N=149）

３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

商店活性化させる
施策の充実

新規起業支援の充
実

地域資源を活用し
た、農商工連携に
よる産業振興

企業における事業
拡大等支援の充実

企業誘致の推進 不明・無回答

男性（N=717） 23.5% 14.7% 17.7% 8.3% 22.0% 13.9%

女性（N=836） 27.8% 13.8% 18.4% 7.7% 15.3% 17.0%

１０歳代（N=68） 26.7% 16.2% 14.3% 18.1% 15.2% 9.5%

２０歳代（N=149） 26.9% 16.5% 13.6% 11.2% 16.1% 15.7%

３０歳代（N=204） 29.8% 15.2% 15.5% 9.4% 19.0% 11.1%

４０歳代（N=192） 29.3% 15.5% 17.2% 9.8% 21.6% 6.7%

５０歳代（N=238） 29.7% 18.8% 14.3% 8.2% 18.8% 10.1%

６０歳代（N=338） 23.2% 12.0% 22.2% 5.3% 18.6% 18.8%

７０歳以上（N=366） 21.4% 10.7% 21.1% 5.8% 17.6% 23.4%

柏原地域（N=212） 28.5% 11.6% 17.2% 9.0% 18.0% 15.7%

氷上地域（N=438） 24.0% 14.2% 19.9% 9.4% 18.7% 13.9%

青垣地域（N=149） 19.4% 16.2% 19.8% 6.9% 19.0% 18.6%

春日地域（N=265） 30.0% 14.3% 19.7% 7.6% 18.7% 9.8%

山南地域（N=259） 25.8% 15.5% 15.0% 6.6% 17.4% 19.7%

市島地域（N=222） 28.0% 13.9% 16.9% 7.6% 19.0% 14.7%

性
別

年
齢
別

地
域
別
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（３０）商工業に関する施策について（コメント欄） 

 １．プレミアム商品券、気になっていたのですが今回はなかったので残念です。 

 いっそ丹波産のものはちーたんのシールを貼ってちーたん印としてブランドを確立してみては。 

 こんな事をしても何の役にも立たない 

 コンビニやスーパーで事足りるので商店の需要がますます減少している。もっと丹波を売りにした地域活性化が必要と思う。柏原の１００円

市みたいな。 

 その日その日ぐらしの人にその様な現金はありません。 

 それぞれの店ががんばっていると思う。 

 プレミアム商品券が少し使いにくい。 

 プレミアム商品券の販売方法を再考するべき。 

 プレミアム商品券は、それを買うこともできない人がいることを知って下さい。 

 プレミアム商品券は、限られたとこでしか使えないから、若者は基本買いません。（期限もあるし）新しい起業で、イオンを丹波にたててほし

いと、もっと、若々しい、活気のある市にしてほしいです。 

 プレミアム商品券はばらきであり、何も生まない。 

 プレミアム商品券は一部の人にしか行かない不公平な制度です。全市民に還元すべき税金が原資のはず。 

 プレミアム商品券は結局は大手資本の所へ流れるので意味がないと思います。 

 プレミアム商品券意味なし 

 プレミア商品券の販売時、小さい店舗では発売日までにすでに予約を取り売り切れになっている。裏取引されるような販売方法をされるなら

発行されない方が良いと思う。全ての人が平等に買うことができるシステムにしてほしい。長い列に並んでも買えない人がいる。 

 メリット、デメリットを考えて…治安の確保をしてください。 

 意外と働くところはあることを高校生は知らない。もっと学生に告知するべし。 

 一部地域に集中する。丹波市で買い物するより福知山へ行く。 

 近くに商店コンビニすら無く、もっと高齢になり車を運転できなくなったら、と思うと心配です。 

 空き店舗の有効活用 

 空店舗が多すぎる。 

 現状あるものだけではなかなか厳しかなと。でも新しい企業がどんなものなのかはしっかり判断が必要なので難しそうですね。 

 今後もますます、若者の都会への流出はすすむと思います。（高学歴化で）積極的な企業誘致をどうするかをより深く考えて実現をお願いし

ます。 

 今年は商品券がなかったのがとても残念だった。不正に商品券を購入している。一人で何枚も。お金のある老人ばっかり買ってるイメージ。 

 三田市では、ここ５年間ぐらい前からようやくテクノパークの内の企業が増えて来ています。 

 山南にももっとお店をつくってください。 

 市からの助成金、手当、報償等、出来るものは一部商品券の活用も有り、大手の進出に対する対応をすべき。 

 市の発展に欠かせないのは若者の定着。そのためには働く場所の創出、教育、医療の充実、産業振興は三位一体で企業勧誘により雇用

の創出を 

 市公用車は入札のため、損をして自動車屋は入れている。又、良い車を買いすぎだ。 

 市内に若者の働く場所を増加する（若者の定着） 

 若い人達の仕事を確保し、人口増を図る。 

 若者の定着する施策を。 

 住民が働きやすい企業誘致の推進 

 商工会はいりますか。 

 商工業にかかわる人々が「我が家我が町」のみにとらわれず、広く世の中にかかわってほしいと思います。 

 商品券以外どんな活動をされているのかわからない。 
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 新しい企業の推進。若い人が働く職場が必要である。 

 新規起業、何もしてもらえなかったが…門前払い！ 

 新規起業ばかりに目が行って事業継承には助成が出ないとか良い商工業を守るのも大切。 

 税金がとれる企業を誘致せよ 

 昔からある商店への支援。商店街をもっと充実してほしい。商店街の取り組をもっとＰＲしてほしい。 

 跡継ぎの支援、育成。 

 大型ショッピングモールができ活性化する反面。シャッター街が増え淋しくなった。 

 大型店が進出する中地域の営業力を注入する。 

 大型店が多くなり消費者は便利がいいが、小規模、個人で売店を経営している者にとっては厳しい時代です。そのバランスが難しい。 

 丹波市にはもっと魅力があるはず。 

 地域の活性化するためにも、新しい起業が必要だと思う。それに対し支援の充実を求む。 

 地域を活性化させるためにはプレミアム商品券はいい。もっと商品券が利用できる店舗を増やしてほしい。 

 地元の商店をもっとピーアールするべき。Ｉターンを優遇しすぎている。小さな店も大切にすべき。 

 地元資本による地域資源を活用した産業振興の支援 

 日常生活の中で消費するスーパー等が次々と閉店し市中央のみの店で集中しています。市島にはスーパーがなくなります。車に乗れない

高齢者はどこへ行けばよいのでしょうか。 

 買い物する所が少ない。若い人は市外でお金を使っている。 

 目標は人口増加。人口減では何もできない。 
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（31）農林業に関する施策について 

 農林業に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 19.2％と前回調査と比較して 5.4％の増となっています。不満度（「不満」「やや不満」

の合計）は 12.2％と前回調査と比較して 0.2 ポイントの減となっています。 

 今後、特に重要だと思うものは、前回調査と同様に「農業の担い手の育成・確保」が 29.5％と最も高くなっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

 

14.6%

7.8%

12.9%

17.1%

18.1%

29.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

不明・無回答

地元産木材利用の推進

森林整備の推進

有害鳥獣対策（獣害に強い集落づくり）

農産物のＰＲや特産化、ブランド化

農業の担い手の育成・確保

 
①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

 前回調査の年齢別では、10 歳代及び 40 歳代が高くなっており、今回の調査では、30 歳代以下は高くなっていますが、50 歳代は他の年齢層と比

較して、最も低くなっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計  

 前回調査の年齢別では、20 歳代以下の若年層は「農産物の PR や特産化、ブランド化」が高くなっていましたが、今回の調査では、10 歳代の層

のみ「農産物の PR や特産化、ブランド化」が高くなっています。その他の層は、「農業の担い手の育成・確保」が最も高くなっています。 

 
 

  

4.7%

4.1%

14.7%

8.7%

4.4%

1.6%

0.8%

3.9%

5.2%

4.3%

3.4%

3.4%

6.8%

3.5%

5.4%

11.7%

15.0%

23.5%

16.8%

16.7%

15.1%

10.5%

9.8%

12.6%

10.4%

15.3%

14.1%

15.9%

12.0%

12.2%

40.6%

44.9%

25.0%

43.0%

47.1%

47.4%

53.4%

43.8%

33.9%

42.5%

42.0%

42.3%

40.4%

44.0%

47.3%

14.1%

5.7%

1.5%

4.0%

4.9%

9.9%

8.0%

13.9%

12.8%

10.4%

9.1%

10.1%

10.9%

7.3%

10.4%

6.3%

1.2%

0.0%

2.0%

2.9%

2.1%

3.4%

5.6%

4.1%

2.4%

2.7%

4.7%

4.9%

3.5%

3.2%

19.9%

23.9%

35.3%

22.8%

22.6%

19.8%

20.6%

18.6%

24.6%

25.9%

23.5%

21.5%

18.1%

23.9%

18.9%

2.7%

5.3%

0.0%

2.7%

1.5%

4.2%

3.4%

4.4%

6.8%

4.3%

3.9%

4.0%

3.0%

5.8%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性（N=717）

女性（N=836）

１０歳代（N=68）

２０歳代（N=149）

３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

農業の担い手の育
成・確保

農産物のＰＲや特
産化、ブランド化

有害鳥獣対策（獣
害に強い集落づく
り）

森林整備の推進
地元産木材利用の
推進

不明・無回答

男性（N=717） 28.0% 18.2% 17.7% 14.8% 8.3% 13.0%

女性（N=836） 31.0% 17.9% 16.6% 11.3% 7.3% 15.8%

１０歳代（N=68） 27.8% 32.2% 9.6% 13.0% 7.0% 10.4%

２０歳代（N=149） 30.1% 27.0% 11.2% 11.6% 5.4% 14.7%

３０歳代（N=204） 31.8% 23.0% 12.8% 12.8% 7.7% 11.9%

４０歳代（N=192） 30.7% 19.9% 17.2% 16.3% 7.4% 8.6%

５０歳代（N=238） 30.0% 19.7% 16.5% 13.5% 7.1% 13.3%

６０歳代（N=338） 32.4% 13.1% 20.3% 12.4% 8.1% 13.8%

７０歳以上（N=366） 25.2% 12.0% 20.9% 12.0% 9.4% 20.6%

柏原地域（N=212） 25.3% 23.4% 15.0% 15.6% 6.7% 13.9%

氷上地域（N=438） 32.0% 19.3% 15.9% 10.5% 8.9% 13.4%

青垣地域（N=149） 29.8% 13.7% 19.5% 15.3% 9.5% 12.2%

春日地域（N=265） 32.2% 20.1% 18.3% 11.4% 7.2% 10.7%

山南地域（N=259） 27.4% 15.4% 15.6% 13.1% 8.5% 20.0%

市島地域（N=222） 29.2% 15.1% 21.1% 15.4% 5.7% 13.5%

性
別

年
齢
別

地
域
別
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（３１）農林業に関する施策について（コメント欄） 

 「半農半公」とか、「農の学校」とか、もっと市民全体に知らしめて良いと思います。その職にある人々はしっていても、知らない人々が大多

数。 

 アライグマが非常に多い。 

 イノシシ等による獣害が多いと良く聞く。早急な対応を。 

 クマの情報が流れるたびに怖い。 

 くまを、有害な獣であるくまをつかまえても、殺さずに山のてっぺんで、逃がすそうですが、そんなことをしているから丹波市にはくまがいるん

ではないですか。人間の命のほうが大事です。 

 グルメ巡りが趣味の母はＪＡ直売所が穴場だと喜んでおります。 

 このままだと丹波の木づくりはなくなってしまいそうな気がします。農業委員の人がもっと地域を知るべきです。みているつもり根本が聞けて

いない。 

 シカ・イノシシの対策強化 

 ジビエ料理のＰＲが最近多い印象。農産物のブランド化も良いと思う。安価で美味しく食べられる特産物のＰＲとかから農業に興味を持つ人

が増えたら良い。 

 とくにＮｏ３の鳥獣害の被害はひどいので何とかしてほしい。猪鹿柵は台風とか、大雨のたびにつぶれている。 

 温度差が（当人と第三者）ありすぎ 

 外国人担い手を進めていく。 

 近年農作物などけものに荒らされる田畑が多い。ネットやフェンスをしてもなかなか駆除できない。非常に困っている農家の方が多いです。 

 現状の新規就農者に対して良い話を聞きません。 

 個人経営のみではなく、企業形態での農業経営などを考慮推進を促してもらえれば。 

 後継者が必要で育成もしていくべき募集するなどして。 

 後継者に厚い指導支援を。 

 高齢になると楽しく農業をと思っていたのに米価は安くなり機械は高く年金生活は大変です。シカ、クマ、タヌキ等も出てきて何とかならない

かしら。 

 山林は桧減らして広葉樹の山に戻しては。 

 私の土地に竹が多く（となりの竹）はえて来ます。３～４年前に森林の方で切って頂きましたが、もう一度お願いします。 

 鹿害なんとかして下さい。まるで放牧場です。鹿数、増えすぎです。 

 篠山に負けないブランド作り 

 集落の農地を守り、農業を継続していくためには、集落営農組織の育成しかないと思います。自治会内で説明等を行い、立ち上げを支援す

べきです。 

 集落営農組織が維持できる地域、例えば青垣、市島、山南や春日、柏原、氷上の一部とゾーンによりわける改革を推進してほしい。 

 将来的には集落営農（一集落一企業）として企業化を図り米＋αと直販、通販など多彩な営農体型での振興を図るべき。 

 少子化、高齢化により担い手が少なくなっています。土地は田畑はどうなっていくのか心配です。 

 色々やりすぎ。もっともっと特化すべき。「丹波」にこだわるな。丹波市全家庭の食卓にのぼる農産物の特化。 

 新規就農者の為の空き家の利用を。 

 森を壊してまで植林をする必要はない。汚い緑を増やすな。 

 森林の整備の充実をしてほしい。家の裏の木を切ってほしいと災害の為今のところどうしようもないと断られた事。 

 祖父が生きがいのように農業をして野菜を出荷しています。こんなイキイキした高齢者が増えるといいなあと思います。 

 丹波市はおいしいものがたくさんあるので頑張ってほしい。 

 丹波篠山市と共に丹波市ブランドのピーアールを！！ 

 地区の裏山とか杉だらけです。でももう誰も手入れにも行ってないし、植えっぱなしというか。売れるころには沢山居たらしいですけど。 

今はもう花粉工場みたいになっている。 
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 農の学校は費用が高い気がします 

 農業が大切だと思う。 

 農業して生活出来るような行政をして下さい。 

 農業だけで生活できる町、自給自足できる町が理想です。 

 農業担い手が増える事は人口増、高齢化社会の歯止めなど丹波市の活性化につながると思います。 

 農産物の栽培は採算が合わないのでなかなか取り組む者がいない。 

 負の財を正の財にできる期。 

 保安林の整備が出来ていない。 

 有害の助成金を多くしてほしい。 

 有害鳥獣の鹿、猪の被害に困っています。土手や野菜を食べたり大変な労力もかかっています。 

 幼少期から農業・林業に興味をもてるように、遊び場のひとつになればいいと思う。 

 里山つぶしの森林整備は中止せよ 

 良い農作物を作っているが、ＰＲが足りていないと感じる。ＳＮＳ等でＰＲしているが地元民だけでなく、他地域の人が、アカウントを見て、 

興味を引くような工夫が必要。アカウントを知る機会がない。 

 林業の充実を望む。新しい里作の推進を望む。 

 林業指導に力を入れるべきだ。災害対応に遅れた分だけ後で高くつく、農業、化学肥料の危険性の講座も開くべき。 

 林道の整備をしてほしい。 
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（32）観光に関する施策について 

 観光に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 19.2％と前回調査と比較して 3.8 ポイントの減となっています。不満度（「不満」「やや不

満」の合計）は 12.2％と前回調査と比較して 0.4 ポイントの減となっています。 

 今後特に重要だと思うものは、今回の調査では「情報発信・おもてなしの観光拠点の整備」が 23.5％と最も高く、次いで「新たな観光ブランド

の発掘・開発」が 22.2％となっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

 

16.4%

7.9%

9.9%

20.3%

22.2%

23.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

不明・無回答

※15地域ＤＭＯによる戦略的な観光施策の展開

丹波竜化石工房「ちーたんの館」の充実

※14丹波三宝など既存資源のさらなる研磨

新たな観光ブランドの発掘・開発

情報発信・おもてなしの観光拠点の整備

 
①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

 前回調査の性別では、女性の満足度が高くなっていましたが、今回の調査も男性よりも女性が高くなっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計  

 前回調査では、「メディアを使った観光ＰＲ事業の推進」と「主な観光スポットの整備・充実」が高くなっていましたが、今回の調査では、20

歳代と山南地域では「丹波三宝など既存資源のさらなる研磨」、男性と春日地域・市島地域が「新たな観光ブランドの発掘・開発」、その他の層に

おいては「情報発信・おもてなしの観光拠点の整備」が最も高くなっています。 
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男性（N=717）

女性（N=836）

１０歳代（N=68）

２０歳代（N=149）

３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

丹波三宝など既存
資源のさらなる研
磨

新たな観光ブランド
の発掘・開発

情報発信・おもてな
しの観光拠点の整
備

地域ＤＭＯによる戦
略的な観光施策の
展開

丹波竜化石工房
「ちーたんの館」の
充実

不明・無回答

男性（N=717） 20.2% 24.2% 22.3% 7.7% 10.5% 15.1%

女性（N=836） 20.6% 20.4% 24.5% 8.0% 9.3% 17.3%

１０歳代（N=68） 20.9% 20.0% 27.8% 5.2% 15.7% 10.4%

２０歳代（N=149） 26.2% 24.2% 19.7% 4.9% 10.3% 14.8%

３０歳代（N=204） 19.6% 24.7% 25.0% 8.6% 12.5% 9.5%

４０歳代（N=192） 22.2% 22.5% 22.9% 7.6% 12.9% 11.9%

５０歳代（N=238） 19.9% 22.5% 24.1% 9.2% 8.6% 15.7%

６０歳代（N=338） 21.0% 21.9% 26.3% 9.1% 7.9% 13.8%

７０歳以上（N=366） 17.2% 19.9% 21.1% 7.5% 7.8% 26.5%

柏原地域（N=212） 20.3% 22.1% 27.2% 8.0% 7.4% 14.9%

氷上地域（N=438） 21.7% 22.4% 24.4% 8.1% 8.4% 15.0%

青垣地域（N=149） 15.1% 19.3% 26.5% 13.4% 7.1% 18.5%

春日地域（N=265） 22.7% 25.9% 23.6% 6.9% 8.1% 12.8%

山南地域（N=259） 19.5% 19.0% 18.3% 5.6% 18.8% 18.8%

市島地域（N=222） 20.3% 23.8% 23.5% 7.5% 8.1% 16.8%

性
別

年
齢
別

地
域
別
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（３２）観光に関する施策について（コメント欄） 

 情報発信の問題があると感じる。 

 「ちーたんの館」の規模をもっと大きくする。福井の博物館のように丹波市の目玉となる施設を作り、そこから、他の所に行ってもらえるよう

な。 

 ○車なしでも観光が楽しめるようにツアータクシー○宿、田舎料理が楽しめる宿を展開する 

 １．篠山市が名前が変わるようなので丹波市にも丹波産があることを上手く発信できればと思う。 

 ５．をもしやるなら、福井の恐竜博物館レベルまでしないと観光につながらない。中途半端は、お金をドブにすててると同じ 

 ５は、全国にある為。これにこだわりすぎ。 

 お金を使って観光客が来るのか不安。 

 これこそいろんな職業の人たちが力を合わせて基本方向に施策を進めてほしいと思います。「丹波の地の利」は最高だと思います。 

 そんなことで集客できるの 

 ちーたんの館みたいな小さいのでなく、福井県のような恐竜博物館をなぜ建てなかったのか。こんな所に税金を使ってほしい。 

 ちーたんの食べ物を作ったら喜ばれる（子供に）丹波乳業のたんたんちゃんが凄い私好きなので。 

 ちーたんはこれ以上充実させなくていいと思う。税金の無駄遣い。 

 ちーたんをくまモンのように、もっともっと積極的にアピールしてほしい。 

 ちーたんをもっとＰＲして下さい（グッズ、イベント参加） 

 ホテル（宿泊施設）の充実。レベルの高いホテルも有りだが「カンポの宿」的な安価な施設を税金と民間がやるべき。 

 ほとんどの人が、篠山市、丹波市、京丹波市の区別ができません。ここに住んではじめて知りました。 

 もっと考えたらあるやろ。 

 もっと丹波を知ってもらい来てもらう。 

 もっと丹波竜を広めてほしい。 

 もみじスタンプラリーやぜんざいめぐりなど色んなところを巡れるというイベントは良いと感じた。 

 リピーターがどれくらいおられるのかを調べ、方法が適切なのか検証してほしい。 

 移動手段が問題となるのでは？ 

 一極集中ではダメ！ 

 解りません。駅前にあるやぐらも壊れたまま無駄な事だった様に思います。駐車場も一般の人が常駐されていて。 

 海外の人向けにまた、若い人々への情報発信、丹波竜の認知を違う観点でより若者目線で進めるのが良いと思う。 

 観光がパッとしない。もっとアピールも必要。 

 観光の”売り”を作るべき 

 観光の域にとどまらず都市部の方が里山の良さを感じられる。 

農業の体験交流などは人気を呼ぶのではないでしょうか。 

 観光バスが来た時の食事場所、宿泊場所が少なすぎる。 

 観光バスで来られた方が食事が出来る所がないので丹波市は通り抜けになっていると思う。食事もできゆっくり時間をかけられるようにな

れば。 

 観光は基幹産業に出来る程、長期的に安定した収入が見込めるか。 

 観光ブランドも大事だが交通アクセス、観光 PR を全国に広げるぐらいの施設も必要。市内だけの盛り上がりではナンセンス。 

 観光資源ほとんどない。化石の骨もない。 

 観光時に発生したトラブルや観光客が起こすトラブルの想定はできているのか？ 

 観光地が少ない。工場見学などで人の呼びこみ、市と企業の連携 

 観光地のトイレ設置（洋式化促進）施設の老朽化の補修 

 恐竜も山南町では親しまれていますが（まあまあ）他はどうか。もう少しお金をかけてほしい。 

 現時点では丹波三宝の収穫時しか他の地域から丹波に来る人がないと思うので丹波三宝以外での丹波を伝える観光ブランドを開発しなけ

ればならないと思う。 

 現存するちーたんの館の入札方法問題があったのではないか？登録業者ではないと言っていた。 

 黒ゴマは。 

 今あるものだけではなんとも。もっと町中に歩いてぶらぶら観光したいなあと思えるエリアがどこかにあってもいいのになあと思います。 

 今あるものを生かす事も大事だと思う（新しい事ばかりに目を向けず） 

 今年１１月に主人と２人でもみじを見に行きました。観光バスの運転手様と話を、、、これから篠山で昼食をして帰りますので丹波では昼食

をするところがないからと言っておられました。私はなるほどと思いました。 

 三宝に限界を感じる。皆そんなに豆好きかな。単独での観光は難しいと思うので周辺の観光地へ行く（帰る）途中に寄ってもらえるようにす

るのが良いと思う。 

 市観光拠点の確立→丹波竜と三宝のミックスした「おもてなしステーション」 

それぞれが独立しすぎているので丹波にこれ、って言うのがボヤける。 
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 市島には日本でも有名な名酒が有りますがパチンコ屋の後ろの薄暗い所ではＰＲできません。トイレと自販機があればオープンスペースで

も明るい道の駅がほしいです。 

 市内で片寄った整備がされている。歴史を大切に施設を、、、。 

 篠山にとられないように頑張って！！ 

 篠山に比べてＰＲ能力が低く観光客を満足させているかが不明かつ不安。満足する事はリピートにつながる。 

 篠山に負けないでほしい。 

 篠山群層がすごい地層であるということをふまえて、恐竜中心の町づくりや観光を進めたいのであれば、ちーたんの館はおそまつすぎる。

恐竜でアピールするなら福井くらいやらないと。ちーたんもかわいいのにもったいない…。丹波弁ってかわいいと思うので、ちーたんにどん

どん丹波弁をしゃべらすか、ちーたんが丹波弁をしゃべっているラインスタンプをつくって無料配布するとか。ちーたんを前面に押し出しても

いい気がする。 

 宿泊する所が少し足りないと思うが各地区のある物件を精査していく。 

 宿泊施設があれば、もっとゆっくり丹波を味わってもらえるのになあ～とは思うが、特に秋は丹波の中でイベントがケンカしているように感じ

る。重なりすぎ。 

 春夏秋冬各２つ都突出したブランド作り。春は桜、秋はコスモス、夏と冬は。 

 情報発信が弱い様に感じる。紙媒体は素晴らしいのですがネットを活用し利用しやすい環境づくりが大切。交通が充実していないのでツア

ー開催は大切。 

 新たな観光ブランドを開発しても、お金と税金のムダで、他地域の人からしたら「丹波市は田舎」という概念がある限り、人気は出ません。ち

ーたんもゆる 

 キャラグランプリに入れなかったじゃないですか。丹波市を都会化していかないと、どんなとりくみをしても人気は出ないと思います。 

 新商品も開発すればいいと思う。いまのブランドも残しつつ。 

 多数の宿泊施設は無理としても昼食位は団体を迎えられる施設が丹波市に 1 ケ所でもあれば。(当番制で仕出し屋さん達が食事を提供す

る。予約制であれば可能かと。） 

 谷川駅から丹波竜化石工房までのバスを出すなど、篠山みたいに、陶芸美術館～篠山営業所までのバスを県と考えるべきだ。 

 丹波のいい所もっともっと発信して下さい 

 丹波の観光で最大なものは秋のもみじめぐりであるが、近年天候不順であるが、日焼けばかりしてきたない。もっと整備すべき。 

 丹波はこれと言った目玉商品がないので観光者を誘致するのなら温泉でも掘ってみたら。よりボランティア精神を培い皆が互いの為の生

活。 

 丹波はゆっくりできる良い所。もっと知って欲しい。 

 丹波三宝だけに頼っていてもダメです。 

 丹波三宝に依存するのではなく、新しい農作物（なた豆、ごま）に目を向けることも必要。映画やドラマの撮影を誘致する→聖地巡礼などで

観光客（若者）がくると思います 

 丹波三宝は、篠山も有名なのでどうするか。新聞などにも篠山のことが多くのっている。 

 丹波三宝は初めて聞いた 

 丹波市が丹波篠山（篠山市）と混同されないようにするためのアピールが必要。 

 丹波市と篠山市と協力して魅力を高めていったらいいと思う。 

 丹波市には活断層、火山、津波などはない大変めぐまれた所です。日本で一番安全な町と云える、この事は何より大きなつよ味であり目玉

商品だろう。 

 丹波市に観光客が来ても食事をする（団体食）場所も丹波三宝などを利用した土産品を販売しているところもない。明智ブームに乗って一

考されてはどうですか？ 

 丹波市に紅葉観光に沢山の人が来られます。これをもっと活かしていけば良いのにと思っています。丹波三山を広めていけば良いと思いま

す。 

 丹波市のタンバの地名は非常に有名である。それを生かし観光に進めてほしい。（丹波篠山市にまけるなぁ） 

 丹波市のブランドの発信、丹波篠山に劣ることなく。 

 丹波市の祭りって。丹波市として発信している祭り。 

 丹波市の中心は柏原ではない。柏原以外に観光拠点を整備。 

 丹波市の魅力を国内外の方々に知っていただきたい。 

 丹波市はこれと言って他にアピールするところがない。何か観光の目玉になるものがないと難しい。 

 丹波市は観光資源は少ないと思います。何か一つ二つに絞ってやった方がよいと思います。 

 丹波市を観光地化するのは無理。あきらめて企業誘致に力を注ぐべき。 

 丹波竜化石工房「ちーたんの館」の充実←十分だと思う。 

 地域の伝統行事にもっと補助金がいると思います。 

 地元に住んでいると何が観光資源になりうるのかわからないので移住された方や来丹される方の意見をよく聞いて下さい。 

 駐車場をまともに確保出来ないのに（休耕田の使用）せん伝ばかりするな。 

 独自色を。新たな観光ブランドの開発が必要。 
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 柏原町の黒豆は、篠山市より質が良く、粒も大きい。丹波黒の発祥の地でもある。 

 箱物施設は不要。今ある丹波の自然を大切にして欲しい。 

 福井くらいのものに作り直す。 

 福井にまけないようなとりくみ。 

 歩道が狭かったりするので車を気にせずに歩ける方が楽しくなると思う。 

 歴史と観光の推進、拡大。地域開発の対応。 
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（33）協働のまちづくりに関する施策について 

 協働のまちづくり関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 14.8％、不満度（「不満」「やや不満」の合計）は 6.6％となっています。また、

「わからない」が 25.0％と高くなっています。 

 今後、特に重要だと思うものは、「地域づくり活動に参加しやすい仕組みづくり」が 25.3％と最も高く、参加したいが仕方がわからないと感じ

られています。「地域づくり活動の新たな担い手の育成」が 19.4％と続き、担い手不足と感じられています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

 

21.7%

8.3%

12.1%

13.3%

19.4%

25.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

不明・無回答

地域づくり活動に対する相談窓口の充実

地域づくり活動組織間の交流や連携の促進

地域づくり活動に対する支援制度の見直し

地域づくり活動の新たな担い手の育成

地域づくり活動に参加しやすい仕組みづくり

 
①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

 年齢別では、10 歳代が高くなっていますが、50 歳代は他の年齢層と比較して低くなっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計  

 いずれの層とも、「地域づくり活動に参加しやすい仕組みづくり」が最も高くなっています。 
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3.5%

2.9%

2.7%

2.0%

3.7%

9.2%

7.4%

5.2%

4.7%

4.6%

6.7%

4.9%

5.4%

7.2%

2.0%

0.8%

0.0%

0.0%

2.0%

1.0%

1.3%

2.1%

1.4%

1.4%

0.9%

2.0%

1.5%

0.8%

1.8%

24.3%

25.5%

38.2%

28.2%

29.4%

22.4%

24.0%

23.4%

22.4%

24.1%

27.9%

24.8%

21.5%

25.9%

23.4%

2.7%

5.3%

0.0%

1.3%

2.0%

0.5%

2.9%

4.7%

8.7%

2.4%

3.7%

6.0%

3.0%

5.8%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性（N=717）

女性（N=836）

１０歳代（N=68）

２０歳代（N=149）

３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

地域づくり活動に
対する相談窓口の
充実

地域づくり活動組
織間の交流や連携
の促進

地域づくり活動に
対する支援制度の
見直し

地域づくり活動の
新たな担い手の育
成

地域づくり活動に
参加しやすい仕組
みづくり

不明・無回答

男性（N=717） 8.4% 13.2% 13.4% 19.3% 25.6% 20.2%

女性（N=836） 8.4% 11.1% 13.2% 19.6% 25.0% 22.7%

１０歳代（N=68） 6.9% 19.8% 5.9% 12.9% 36.6% 17.8%

２０歳代（N=149） 10.7% 13.2% 11.1% 19.8% 19.8% 25.5%

３０歳代（N=204） 7.5% 12.4% 13.0% 18.1% 26.2% 22.9%

４０歳代（N=192） 10.6% 11.9% 15.2% 19.5% 26.8% 15.9%

５０歳代（N=238） 9.0% 12.2% 16.1% 18.5% 25.7% 18.5%

６０歳代（N=338） 7.5% 10.1% 15.9% 19.0% 27.8% 19.7%

７０歳以上（N=366） 7.5% 11.9% 10.6% 21.9% 22.0% 26.2%

柏原地域（N=212） 10.2% 13.1% 13.1% 17.2% 25.0% 21.5%

氷上地域（N=438） 8.2% 12.6% 13.9% 19.4% 26.3% 19.7%

青垣地域（N=149） 7.1% 13.4% 14.2% 16.3% 26.4% 22.6%

春日地域（N=265） 7.9% 12.3% 14.2% 24.5% 25.7% 15.4%

山南地域（N=259） 8.4% 11.0% 10.5% 17.5% 24.4% 28.2%

市島地域（N=222） 8.0% 10.8% 14.7% 20.5% 24.4% 21.6%

性
別

年
齢
別

地
域
別
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（３３）協働のまちづくりに関する施策について（コメント欄） 

 １は「相談窓口の充実」とあるが、行政は相談に乗るだけ？支援窓口はないのか？ 

 ＰＲが足らない。 

 このままだと、住みにくい丹波市になる。もっと、市長、市が考えるべきだ！！ 

 トップが市民の意見を受け止めないのでやっても意味がない。 

 まずは活動内容を興味のない人が知る機会をつくることからだと思う。あまり知らないから活動に参加しようと思えない。 

 むつかしい 

 もう自治会小学校区ではないでしょう。旧町単位での丹波市創りだと思います。人口減少の中同じ人が役員になって又やりきれない様にな

っています。 

 もっと地域住民の力を活用してもいいと思う。 

 具体的にどういうことかわからない 

 広報とかに出ていたかも知れませんがもっとＰＲして下さい。 

 行政支援とは。丹波市の有るべき姿は行政が指し示すのではないか。その目的に向かって市民主導で地域づくりするのでは。丹波市の指

針が分からない。 

 今後、自治会機能はどんどん低下していきます。また、限界集落も増え、単独の自治会運営が困難な時が１０数年後に必ずきます。その対

策を考えておく必要があります。 

 子供、子育て世代にメリットがないと地域活性化はムリでは？税収にしても何にしても…。 

 市のバスの活用。住みやすい地域づくり。管理主○ではダメ。みんなが喜ぶ、地域づくり。 

 市民なのに全然なんのことか分からない。 

 市民にあまり活動内容等つたわっていない。 

 市民主導の形をしながら裏で行政指導の様な面がよく見られる。こういう事はやめてほしい。 

 市民主導も良いのですがボランティア等ばかりに頼りすぎの行政にうんざりします。市の職員がもっと行動を起こし活動してください。 

 自治会（部落）入会＝大変（日役、役員）＋会費が高い、で入会したいメリットがない。それと、その地区に住む→絶対入会が暗黙の了解で

ある、入らなければ変な人と思われるのも大半だと思う。昔と違い、働き盛りの者は外へ行き、夫婦共働きが増えているなどの変化に対応

していないのが現状です。参加や会費などそこから変えないと若い人は来ない 

 自治会が仕事が多すぎる為区長のなり手がない。 

 自治体が中心となって行事を進め方向性を貫いてほしい。 

 実際の活動を生活の中で感じたことが無い。 

 若者がひかれる仕事がないので多くの若者が都会に出て帰ってこないので若者が帰って来たくなる様な仕事場があれば地域も活性するの

では。 

 住民１人１人が地域の為、人の為に何が出来るかという精神を培った時に地域は素晴らしいものになっていくと思う。(私の理想論） 

 初めて聞いた。そんなのあった。 

 上の２つの条例と指針を知らせていないので、どうゆう内容かわからない。 

 条件の発布がもっと分かりやすくしてほしい。 

 条例を市民に告知して下さい。 

 人がいない。 

 地域づくり、何をつくる？ 

 地域づくりという名のよくわからないお金がたくさん使われていそうなイメージ 

 地域づくりとは具体的にどのようなことか。自治体に任せてしまっていいのか。 

 地域づくりに参加しようと云う人が少なくなってきている。地元の人ではなく集合住宅が多くなっている為。 

 地域づくりの言葉はよく耳にするが、実体を見たことなし 

 地域社会の対応。 

 当地域でも活動する人の高齢化が進んでいる。 

 熱意ある地域への支援集中とモデル化（その集落活動の）リーダー育成に対する支援 

 補助金増額 
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（34）市民参画・市民活動に関する施策について 

市民活動に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 15.2％と前回調査と比較して 3.3 ポイントの増となっています。不満度（「不満」「や

や不満」の合計）は 11.3％と前回調査と比較して 5.5 ポイントの増となっています。 

 今後、特に重要だと思うものは、前回調査と同様に「市民活動に関する情報の収集・提供」が 24.8％と最も高くなっています。また、「不明・無

回答」の割合が高くなっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

 

25.6%

7.6%

10.8%

14.1%

17.2%

24.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

不明・無回答

自治基本条例の市民への啓発

市民活動団体に対する市民理解の啓発

市民活動団体間の交流や連携の促進

市民活動に対する支援策の整備

市民活動に関する情報の収集・提供

 
①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

 前回調査では、いずれの層も大きな差はみられませんが、今回の調査では、10 歳代、次いで 20 歳代・30 歳代の割合が高くなっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計  

 前回調査では、年齢別の 10 歳代のみ「市民活動団体間の交流や連携の促進」が高くなっていました、今回の調査では、「不明・無回答」の男

性、70 歳以上、青垣地域・山南地域を除く各層で「市民活動に関する情報の収集・提供」が最も高くなっています。 

 

3.9%

4.1%

13.2%

7.4%

3.4%

2.6%

1.7%

2.1%

5.2%

3.8%

4.3%

3.4%

3.0%

4.6%

4.5%

11.0%

12.9%

26.5%

14.8%

16.2%

10.4%

7.6%

9.8%

11.8%

8.5%

14.4%

12.1%

14.0%

10.4%

10.8%

49.4%

47.0%

26.5%

45.6%

47.1%

59.4%

55.0%

49.4%

41.5%

53.3%

45.4%

45.6%

44.5%

48.3%

54.1%

7.0%

3.2%

0.0%

2.0%

3.9%

4.2%

5.0%

7.1%

6.0%

4.3%

4.3%

4.0%

6.0%

5.4%

5.4%

1.5%

1.0%

0.0%
0.0%

1.5%

1.0%

1.7%

1.5%

1.4%

1.9%

0.7%

0.7%

2.6%

0.4%

1.4%

24.1%

26.3%

33.8%

27.5%

26.0%

20.8%

24.8%

26.3%

24.9%

24.5%

26.7%

29.5%

26.0%

25.5%

20.3%

3.1%

5.5%

0.0%

2.7%

2.0%

1.6%

4.2%

3.9%

9.3%

3.8%

4.1%

4.7%

3.8%

5.4%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性（N=717）

女性（N=836）

１０歳代（N=68）

２０歳代（N=149）

３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

市民活動に関する
情報の収集・提供

市民活動団体間の
交流や連携の促進

市民活動に対する
支援策の整備

市民活動団体に対
する市民理解の啓
発

自治基本条例の市
民への啓発

不明・無回答

男性（N=717） 21.8% 15.2% 18.7% 10.7% 9.0% 24.6%

女性（N=836） 27.7% 13.2% 16.0% 10.9% 6.2% 26.0%

１０歳代（N=68） 25.3% 15.2% 19.2% 11.1% 9.1% 20.2%

２０歳代（N=149） 27.5% 15.0% 15.8% 10.4% 7.9% 23.3%

３０歳代（N=204） 27.9% 13.0% 16.4% 9.0% 6.5% 27.2%

４０歳代（N=192） 29.0% 14.0% 18.9% 12.6% 6.6% 18.9%

５０歳代（N=238） 25.4% 15.1% 18.4% 12.2% 6.2% 22.7%

６０歳代（N=338） 25.8% 13.3% 19.4% 11.0% 7.9% 22.7%

７０歳以上（N=366） 19.1% 14.4% 14.4% 10.2% 8.6% 33.2%

柏原地域（N=212） 25.8% 13.2% 16.8% 11.1% 8.1% 25.2%

氷上地域（N=438） 27.6% 13.9% 16.8% 10.3% 6.7% 24.9%

青垣地域（N=149） 22.4% 16.2% 15.8% 11.6% 8.3% 25.7%

春日地域（N=265） 24.9% 13.3% 19.0% 13.1% 7.9% 21.7%

山南地域（N=259） 21.2% 15.3% 16.8% 8.9% 7.2% 30.6%

市島地域（N=222） 24.8% 14.5% 19.2% 11.2% 8.6% 21.8%

性
別

年
齢
別

地
域
別
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（３４）市民参画・市民活動に関する施策について（コメント欄） 

 ＮＰＯ、ボランティアの増加が生業としている企業、商店の経営を圧迫している。実際、この２年で同業者が半減した。 

 ＰＲが少ない。 

 あまりに分別しすぎていると思います。 

 あんまり知らない。 

 いまいち市民活動が具体的にどのようなことをしているものかわからない。 

 きまりばかり決めて、仏作って心が入っていないのでは。 

 そんな検討があったんだ～という感じ 

 ボランティア団体の減少が著しい。育成が急務です。 

 ボランティア団体は高齢化しており、私達の加入団体も解散に追込まれています。 

 何年も１人の人がＮＰＯにすわっている人がいるがＮＰＯもうかるのですか。やめてくれと言われてもやめない人かわったらどうですか、も１

つわからない。 

 各自治会に地域の独立性を持つこと。 

 活動に対し強制的なものでなければ参加したいと思う。家事や仕事にさしさわりのない程度であれば参加者も増えると思う。 

 機能していない。 

 古い風習にとらわれた自治会活動はやっても意味がない。 

 後々のことを考えると負担が増えるだけなので、ＮＰＯもボラ団体も不要。団体でなく、個人での動きが増える方がよい。 

 高齢者の活動団体間の交流や連携を自治体近くで活動して支援して欲しいです。 

 市が力を入れるべきだ。 

 市職員も一市民として参画して市民の様子を見なければいけない。 

 市民の理解がまだまだ低いと思います。まずは団体に対する市民理解を深めていくことが大事だと思います。 

 自治会の統廃合。大きくなるなど身動きがとれなくなり、住民の事が目立なくなる 

 自治基本条例の中身がわからない。説明が必要。 

 条件が分からない。 

 条例を市民に告知して下さい。 

 精査するべき。 

 土着の人、ステータスの有る人ばかりが何年も何年もトップの座に居てよそ者はどれ程の能力があっても日の目を見ることのないこの丹波

市。非常に遅れていると言える。 

 反するようだけど、本当は市民参画というより、行政が（行政職員）先駆に立っていぐいぐいと施策を展開し、市民は着いていくパターンかな 
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（35）市民ニーズにあった行政運営について 

行政運営に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 15.2％、不満度（「不満」「やや不満」の合計）は 11.3％となっています。 

 今後特に重要だと思うものは、「職員の能力向上」が 23.3％と最も高くなっています。 

また、「不明・無回答」の割合も比較的高くなっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

 

18.3%

13.0%

14.0%

15.2%

16.3%

23.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

不明・無回答

積極的かつ継続的な情報発信

庁舎の利便性の向上（機能集積及び業務集約）

職員数の適正管理

組織の改編による行政効率の向上

職員の能力向上

 

①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

 年齢別では、10 歳代及び 70 歳以上の割合が高くなっていますが、60 歳代は他の年齢層と比較して低くなっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計  

 いずれの層とも「職員の能力向上」への回答が最も高くなっています。 

 

 

  

3.9%

3.7%

10.3%

6.7%

3.4%

2.1%

0.8%

2.7%

5.5%

2.8%

4.1%

4.0%

3.8%

4.3%

3.6%

11.9%

11.2%

20.6%

12.8%

14.7%

10.9%

8.8%

5.9%

14.8%

9.0%

14.4%

9.4%

12.8%

11.2%

8.6%

45.8%

46.9%

32.4%

40.9%

45.6%

55.7%

51.3%

48.5%

41.0%

50.0%

40.4%

49.0%

48.3%

46.3%

50.0%

9.3%

6.3%

4.4%

3.4%

4.4%

7.8%

11.8%

9.5%

7.9%

9.0%

8.2%

5.4%

7.2%

7.3%

8.6%

4.9%

2.5%

0.0%

2.0%

6.4%

4.2%

2.9%

4.7%

2.5%

2.4%

3.4%

2.7%

3.8%

4.6%

4.1%

19.3%

24.2%

32.4%

30.9%

22.1%

17.7%

20.6%

21.3%

20.2%

22.2%

24.7%

23.5%

21.1%

20.5%

18.9%

5.0%

5.1%

0.0%

3.4%

3.4%

1.6%

3.8%

7.4%

8.2%

4.7%

4.8%

6.0%

3.0%

5.8%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性（N=717）

女性（N=836）

１０歳代（N=68）

２０歳代（N=149）

３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

組織の改編による
行政効率の向上

庁舎の利便性の向
上（機能集積及び
業務集約）

積極的かつ継続的
な情報発信

職員の能力向上 職員数の適正管理 不明・無回答

男性（N=717） 17.9% 14.5% 11.1% 24.3% 16.3% 15.9%

女性（N=836） 15.0% 13.7% 14.7% 22.5% 14.2% 19.9%

１０歳代（N=68） 16.0% 13.2% 21.7% 19.8% 14.2% 15.1%

２０歳代（N=149） 15.9% 14.3% 15.1% 21.9% 13.6% 19.1%

３０歳代（N=204） 16.5% 13.9% 11.0% 24.6% 15.0% 19.1%

４０歳代（N=192） 17.7% 14.4% 15.4% 26.6% 16.7% 9.2%

５０歳代（N=238） 16.9% 13.9% 13.1% 23.1% 17.7% 15.4%

６０歳代（N=338） 14.9% 15.6% 11.7% 24.4% 16.2% 17.2%

７０歳以上（N=366） 16.7% 12.6% 11.7% 21.5% 12.9% 24.6%

柏原地域（N=212） 16.7% 15.0% 15.3% 21.5% 14.7% 17.0%

氷上地域（N=438） 16.8% 13.6% 12.9% 22.2% 16.2% 18.3%

青垣地域（N=149） 17.1% 12.2% 13.9% 26.5% 13.1% 17.1%

春日地域（N=265） 16.5% 14.2% 13.7% 23.4% 16.5% 15.8%

山南地域（N=259） 15.2% 14.9% 9.4% 24.6% 14.3% 21.6%

市島地域（N=222） 16.4% 14.3% 14.3% 23.5% 14.8% 16.7%

性
別

年
齢
別

地
域
別
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（３５）市民ニーズにあった行政運営について（コメント欄） 

 分散も良いが、どの支所においても、全般行政事務は担ってほしい。・分散も良いが、どの支所においても、職員への周知など徹底してほし

い。 

逐一本所までに確認するのは時間のムダ！！ 

 １－改編することで市民が混乱するのでは？２－集約することで遠くに住む市民が不便になるのでは？人件費にふれてないのは何故？ 

 １日座っているだけの人がいるはず。６０才超えた人は少なくする。 

 ＨＰを充実させるべき。 

 ある支所の窓口の職員対応、仕事量、動きすべてにおいて、一般企業では絶対に受け入れられない対応である。人数、仕事を見直すべき

では？ 

 お金のかからない（なるべく）行政を望む。 

 こんなアンケートを市民にかかす前に、職員１人１人の仕事を見直すべきだ。もっともっと市民のために力を入れて仕事をする。職員数が多

すぎる。もっともっと市民サービスをふやさないと丹波市はだめだ。 

 パワハラなど心の病により離職される職員がうまれないように職員の教育は心あるものであってほしい。 

 まずは職員が現実に疑問を持ち率先して仕事をする意欲を持ってほしい。人が働かなければ何もできない。まず職員がしっかり仕事をして

ください。 

 よろしくお願いします 

 わからない 

 下水道課で上から目線の発言をされている人がいました。（年配の方）不祥事があるのは職員の心構えが出来ていないから。特に５０代以

上。 

 何も伝わって来ません。 

 改組も必要かもしれませんが長年経験し極めるのも必要だったりすると思います。融通がきかないことも多くもっとシンプルにならないもの

かと思うとこもあります。 

 改編はとても良い事だと思うが、機能を１つに集約するのは市民が不便になる。新しく庁舎を建てるとなると余分な税金も使ってしまう。 

 個人情報を守って下さい。情報を正しく把握し発信して下さい。普通の人は役所の開いている時間は仕事です。各種手続きは１度で終わら

せる工夫をして下さい。もっとネットを活用する事は出来ないものでしょうか。あと市の HP リンク切れ等多すぎます。 

 午前中に下水道課（柏原支所裏）で職員（女性）が居眠りをしていた。数分見ていたが見られている自覚をもってほしい。 

 行政に携わる人も市民の一人ではないのか。能力向上なんて失礼なことが言える訳ないと思う。市職員の方々は決してサービス業になっ

てはいけないと思う。市民が最低限生活できる、その補助をしていただけるとありがたい。 

 合併前町制は本当に楽しい事が沢山ありました。職員さんとの交流話し合い身近に感じ教えて下さる。身近な講演、趣味教室近い会場でし

た。 

 何時でも使用できるあの場所が本当にいいです。(春日公民館のこと） 

 山南支所の職員レベルが低すぎると思います。なんでも本庁に聞いてみます。何分でも考えようとしない職員が多すぎる。 

 市の中心地というだけで、なんでもかんでも中央にもっていくのは、平等とは思えない。 

 市議会議員のレベルアップ。 

 市職員の総合職と専門職を有る程度年齢で分け、管理職コースと高度な能力を持つ専門職と体制を備えるべきだと思います。 

 市職員の対応が悪い。山南支所。 

 市職員の方々の仕事も多岐にわたりたいへんだと思いますが、丹波市、又、市民のためにしっかり働いて下さい。 

 市島に引っ越しをして来た時に他の物に住民票など出さないでほしいと届けを出していたのに、他の物に住民票を出し後で”住民票を出し

た”と郵便で届いた。何の為に届を出したのか意味がない！！ちゃんとしてほしい！！ 

 市島支所に行くと、介護保険申請の件でも知らない職員が対応すると「そんなものはない」とか言われ、春日に問い合わせてもらって初めて

受理されたり「市島支所へは行かない！直接春日なり日紙へ行った方が早く手続きできる」とよく聞く、実際そうだ。 
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 市民ニーズが多様化、複雑化するのはしょうがないことだと思う。でもそのニーズをどう把握するのか。市民が要望を伝えられる場を広げて

ほしい。 

 市民ニーズにあった行政とあるが、大方は無関心と一人のために誘導された考えについていっているだけでは。 

 市民ニーズを職員が吸収するために、市内の設備や店舗を利用する。イベントに参加する。その地で生活する。 

 市民のニーズに対応しているといえるのかがわからない 

 市民税が高すぎます。（高い）所得税の割合に対して。 

 支所、庁舎の統合は、市政の最優先課題と思います。 

 質の向上をのぞむ。企業なみの努力を！！ 

 集約とは支所をなくすことか。それには反対。 

 縦割り行政はいらない。地域も横のつながりが必要で行政は横のつながりが無い。 

 処理が早い場合もあるが、どうなっているかなと思うぐらい遅い場合もあり、早い処理、早い決断をしてほしい。（色々な面で） 

 全部必要と思います。 

 職員さんにはお世話になりました。よくやってくれていますが④にチェックさせて頂きます。 

 職員さんの能力向上のため、全国へ体験学習をして良い経験を持ち帰る。 

 職員の能力向上も必要だが職員が少なった。 

 職員採用試験は公平にやって下さい 

 職員数を減らすことで市民ニーズに応えにくい環境になっている。適正な人数での配置が必要だと思う。 

 新庁舎の建設は時期を考えてほしいです。新病院の経営状況又上下水道の今後の運営も考えて下さい。 

 人は自分で自分の身は切れない！のでムリ。 

 人材の育成が第一、組織改編や職員数の適正…はこの次優秀な職員がいればおのずと行政効率は向上する。庁舎は鉄路、 

道路等を考えれば、現春日庁舎に集中するのがいいのでは。所要面積の確保は高層化（現庁舎）か別のスペースに高層庁舎を建てる 

（三田市の庁舎建設をモデルにしては） 

 昔からの慣習などにとらわれず、新しい考えをとり入れながら迅速に行動をおこして欲しい。 

 全体的に職員のレベルが低すぎる。自己研鑽と市民目線で対応を望む！ 

 増やすばかりでは対応しきれなくなると思う。やめざるを得ないことも今後出てくると思うので市民に早めに知らせて欲しい。 

 他市との職員交流率をあげるべし。スーパー公務員だけが交流でもないと考える。 

 多くの取組みがうかがえますが、メリハリがないと全てがジリ貧では？ 

 多様化複雑化する市民ニーズに迅速に対応するには基本的にもっと職員の数を増やしていく必要があるのでは。 

 大変な部署などには人数を増やすべき。年ごとに人数も臨機応変にすべき。 

 丹波市ＡＩサービスが向上していない。 

 丹波市には各町に支所があり、住民サービス、災害対応、非常にスムーズに行える。大変すばらしい事である。支所の機能の充実が今後

大事になる。宿泊施設に一部利用はどうか。子供達の研修、スポーツ交流等。 

 庁舎、役場は、皆だいたい仕事の昼休みに行きますと、「なんでこんな昼休憩のときに来るねん」という態度をとられ、まともに対応してもら

えない。 

おまけにトイレで（女子トイレ）ハミガキをして職員が並んで、なんで市民のほうが気をつかわなければならないんですか。職員の能力向上

と、市民に対する態度を、教育していただけませんか。春日庁舎４階丹ワークサポートたんばで、パソコンが、職員から丸見えなので、行き

にくいです。 

しきりを作って見えないようにしてほしいです。 

 庁舎の対応。交通対応との連携。 

 庁舎の利便性の向上は、何らかの形で旧町レベルで拠点があるのは良い。例えば商工会が氷上町一本になって、少し心が離れている感

がある。 

 長期計画ビジョンがあると思いますが、どこを見るとわかるのでしょうか。長期ビジョンの情報サイトは公開されているのでしょうか。 
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 定年退職した人で実績や経験、高い技術を持った方々を採用し若い方への指導をされる事が能力向上につながるのでは。 

 適正化・合理化という言葉で職員の数を減らすことには疑問があります。手厚い施策を実行するためには職員を増やす必要もあります。 

 土曜日や、日曜日も月 2 回等で良いので窓口を開けてほしい。平日に庁舎に行くときは、仕事を休まなければならないので。 

 柏原病院の跡地とか、柏原駅西側をどう活用するかで庁舎の利便性がかなり変わると思っています。 
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（36）選択と集中による財政運営について 

選択と集中による財政運営に関する満足度（「満足」「まあ満足」の合計）は 12.6％と前回調査と比較して 1.0 ポイントの増となっています。不

満度（「不満」「やや不満」の合計）は 16.4％と前回調査と比較して 1.5 ポイントの減となっています。また、「わからない」「不明・無回答」を合

わせると 30.7％と比較的高くなっています。 

 今後、特に重要だと思うものについては、前回調査と同様に「事務事業の見直し、効率化」が 27.6％と最も高くなっています。また、「わからな

い」「不明・無回答」を合わせると 30.7％と比較的高くなっています。 

① この取り組みの満足度（○は１つ） ② 今後特に重要だと思うものはどれですか（○は２つまで） 

 

19.0%

7.4%

11.5%

13.0%

21.7%

27.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

不明・無回答

基金残高の充実と安定確保

自主財源（市税、使用料、負担金等）の確保

市債残高の削減

公共施設の統廃合による管理コストの削減

事務事業の見直し、効率化

 
①-1 満足度の性別、年齢別、地域別集計  

 前回調査では、いずれの層も大きな差はみられませんが、今回の調査では、50 歳代が他の年齢層と比較して低くなっています。 

 

②-1 重要施策の性別、年代別、地域別集計  

 いずれの層とも「事務事業の見直し、効率化」への回答が最も高くなっています。 

 
 

  

3.4%

2.9%

8.8%

6.0%

3.4%

3.1%

0.4%

1.8%

3.6%

3.3%

3.4%

2.0%

3.0%

1.2%

5.0%

10.6%

8.7%

22.1%

7.4%

9.8%

10.4%

7.1%

8.9%

9.8%

7.6%

11.2%

8.1%

9.8%

10.0%

9.0%

40.3%

40.8%

25.0%

40.9%

45.6%

43.2%

43.7%

42.0%

35.5%

38.7%

38.4%

43.6%

46.4%

39.0%

39.6%

12.8%

10.4%

4.4%

6.7%

14.2%

15.6%

12.6%

11.0%

10.9%

14.2%

11.9%

9.4%

10.6%

11.2%

11.3%

7.1%

2.9%

4.4%

2.0%

5.4%

5.7%

6.3%

4.1%

4.6%

5.2%

5.0%

4.0%

3.4%

5.0%

5.4%

19.5%

27.5%

32.4%

33.6%

17.7%

16.7%

24.4%

25.4%

24.0%

24.5%

24.4%

24.2%

20.4%

25.9%

23.9%

6.3%

6.8%

2.9%

3.4%

3.9%

5.2%

5.5%

6.8%

11.5%

6.6%

5.7%

8.7%

6.4%

7.7%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性（N=717）

女性（N=836）

１０歳代（N=68）

２０歳代（N=149）

３０歳代（N=204）

４０歳代（N=192）

５０歳代（N=238）

６０歳代（N=338）

７０歳以上（N=366）

柏原地域（N=212）

氷上地域（N=438）

青垣地域（N=149）

春日地域（N=265）

山南地域（N=259）

市島地域（N=222）

満足 まあ満足 ふつう やや不満 不満 わからない 不明・無回答

事務事業の見直
し、効率化

市債残高の削減
基金残高の充実と
安定確保

自主財源（市税、
使用料、負担金
等）の確保

公共施設の統廃合
による管理コストの
削減

不明・無回答

男性（N=717） 27.2% 15.5% 7.7% 11.7% 22.7% 15.2%

女性（N=836） 28.0% 10.7% 7.1% 11.4% 20.8% 21.9%

１０歳代（N=68） 25.0% 21.2% 6.7% 22.1% 15.4% 9.6%

２０歳代（N=149） 29.2% 13.6% 10.7% 10.7% 18.5% 17.3%

３０歳代（N=204） 24.7% 15.1% 8.4% 13.7% 20.6% 17.4%

４０歳代（N=192） 33.8% 15.7% 7.9% 9.8% 23.0% 9.8%

５０歳代（N=238） 29.1% 14.0% 5.7% 12.0% 21.0% 18.2%

６０歳代（N=338） 29.3% 11.5% 7.0% 11.5% 22.1% 18.7%

７０歳以上（N=366） 23.8% 9.3% 6.9% 9.5% 24.0% 26.5%

柏原地域（N=212） 27.2% 13.8% 8.6% 11.8% 23.8% 14.9%

氷上地域（N=438） 25.5% 13.6% 8.3% 9.5% 25.0% 18.2%

青垣地域（N=149） 24.9% 10.4% 6.8% 13.7% 22.5% 21.7%

春日地域（N=265） 32.4% 13.1% 6.9% 11.4% 21.0% 15.2%

山南地域（N=259） 28.3% 13.7% 6.8% 12.3% 16.2% 22.8%

市島地域（N=222） 27.7% 12.5% 6.4% 13.3% 20.2% 19.9%

性
別

年
齢
別

地
域
別
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（３６）選択と集中による財政運営について（コメント欄） 

 ①で各自治体や振興会に向けるのは……。しかし、見通しが収支不足なので、しかたがないとなるが？人材、経費負担等々、山積となる課

題。 

 ある建物を使うなどわざわざ高いお金を出してあたらしいのを、たてなくてよいと思う！！ 

 あんなに税金を納めているのに… 

 お金もないのに市役所をうつすのは止めてほしい。お金のむだ使い。 

 ことばの一人歩きとならない様がんばって下さい。 

 この時期南海地震が来て１ヶ月停電すればどうなるか、何をすればいいのか、おのずと判って来る。対策をしなければどうなる？ 

 こんなにも市債があるのに、ハコモノを作っていいのでしょうｊか？人気とりはやめてください。 

 すべてにおいて効率が悪すぎる様に思う。無駄な支出をやめなければ何も変わらない。 

 デフレの時期は公共事業を増やし民間の仕事を創り出す必要があると考えますが今は全体的に人手不足なので公共施設のサービス充実

に力を入れるべきだと思います。 

 デマンド、ちーたん等のムダをなくして下さい。 

 とにかくむだな支出、新しい施設の不必要な建造をやめて下さい。心の余裕は必要だと思いますが…。 

 なるべく増税による財源確保は避けて欲しい。コスト見直しが必要。 

 ベンチャー企業の誘致→子供、若者の育成→メカトロニクス教育→ＩＴ教育→専門学校の学部→企業のネットワーク増大→町の人口増加→

税収大 

 もう建てず大切に使う。 

 もし市税・使用料など滞納している人がいたらはやめに回収してほしい。皆が真面目に支払っているのにアホらしくなるんで。 

 もっと市職員のコストの削減。市会議員の削減をすること。 

 簡単に統廃合しないでほしい。行政は市民の気持ちに寄り添ってほしい。こども園もそうだ。 

 頑張って下さい 

 危機感が平成２４年度と比べると少なくなっているが不安をあおるのでなく客観的に財政力を考えるべし。 

 居住地を集中させる等の都市計画とあわせた活動が必要 

 健全な財政運営を望みます。 

 見直しをしてください 

 個人に責任感なさすぎ。積極的に生きろ。 

 公共施設の統合化と不要施設の見直が必要と思います。三田市も今年発表してました。１２９施設有り→９施設を見直とか。 

 公共施設の統廃合も良いが、新たな箱もの建築には反対。 

 公務員の削減、給与、ボーナスを世間レベルまで下げ節約をもっともっと考えるべき。 

 更なる行政改革の取組みに努力を重ねて欲しいと思います。 

 行政サービスと言えども利益を出す事を考えるべきだと考えます。行政で利益を出すのは悪い事とは思いませんので、新たな事業を考える

とか。 

 行政サービスの見直しも大切ですが、働く人が大きな負担を負うことになります。働いてくれる人があってこその事業だと思うのでコスト削減

は大事なことですが考えてみて下さい。 

 高齢者は余りお金を使わない。その分貯金していると思われます。だから年金を少なくしないで下さい。残り少ない人生楽しく暮らしたいで

す。 

 今でも税金高いと思っている。生活保護とかの見直しして。 

 困った世の中になりましたな。今の政府では先がまっくらです。 

 財政は苦しいと思います。サービスは何でもするのは難しい。選択制にするしかない。 

 財政健全化を意識し過ぎて行政サービスの質の低下を招かないようにしてもらいたい。 

 財政的に苦しい状況もわかるが、色々な事業の見直しが必要ではないかと思う。とにかく、未来に繋がる事では市民も我慢できると思う。 
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 山間、農村部の暮しを守る。５番の統廃合について地域の不利にならぬ様に 

 市、公用車が多すぎる。公用車は市内の自動車屋に順番に購入すべきだ。入札を考える事。税金をはらっている。 

 市であっても収支の赤字は容認できません。思い切った公共施設の統廃合や買却、管理コストの削減をやるべきです。 

 市の財源が赤字なのに新庁舎を作るとはもってのほかだ。今ある施設で充分間に合っている。 

 市職員の給与削減。人件費削減が何よりも効果的です。 

 市職員の採用基準や方法。 

 市税は増やすべきではない。 

 市民に応分の負担を求めるのは当然。災害、医療、教育等を除いて応分の負担や使用料の増額は必要（年金生活者等低所得者は除い

て）又、公共施設の統廃合は財政健全化の有力な手法と思う。 

 市民は施策に頼るのみでなく、自助の力を発揮していく。又、高齢化施策も当り前ではなく見直しも大事かと思います。 

 市民税等が高い 

 市役所の職員の給料減らせ。 

 市役所を１つにまとめるべきである。市の職員もへらすべきである。 

 支所は窓口業務のみにして民営も検討。 

 借金してまで職員にボーナス払っているとは信じられない。完済までボーナス０でお願いします。一般企業なら当然です。 

 借金は減った方がいい。 

 借金を減らすべき。市政で本当に必要な経費か見直して１つずつお金をかけるべきところに使うようにしてほしい。 

 取り組みについては具体的な数値を見ないと満足には答えられない。 

 収入の中の高い割合で税金を支払っています。なのに収支不足と書かれると一体何に使っているんだ、と怒りを覚えます。 

 昭和から平成にかけてワープロ、パソコンの導入で大幅な事務の効率化、軽減がなされているのに職員の数が減っていない。職員の人員

削減。 

 職員減、給料、ボーナスカットをして市政の方に廻してほしい。都会の職員はもっともっと働いている。丹波市職員はだらだらしすぎと思う。 

 申し訳ないですがわかりません 

 身の丈にあった生活ができていないから赤字になるのでは？市民の要求を抱えこみすぎだと思う。本来個人でやるべきことを行政に依存し

すぎ。 

 人件費については考えてないのか？ 

 人口が少なくなっているのに職員が多く事務の見方を考える。 

 政府自体が借金を減らす事に消極的であり、地方も同様と思う 

 税が入る仕組みづくり 

 全ての財源で未納の人達が多くいると聞きます。不公平にならない様お願いします。 

 全ての滞納者からの徴収も必要である。 

 早く小中高全教室にエアコンを設置し、通学路の安全面も確保してほしいです。 

 年金暮らしの私達には公共料金の値上げは痛いです。 

 払っている人の額を上げるのではなく未納の人にしっかり払ってもらってほしい。不公平が通るのは納得いきません。 

 分からない事ばかりで申し訳ございません。 

 補助金事業が多すぎます。各地区で何か行事など全て補助金が配布されます。地区の人は皆ボランティアで活動しています。無駄な補助

金はやめて頂きたい。 

 無だに公共施設を造らない 

 無駄の排除。本気で考えれば無駄はなくなる。 

 無駄を省く必要が、これからどんどんしないといけないと思います。 

 立派な用紙を使ったパンフが多すぎると思います。コスト削減望みます。 
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問１０ こんなまちに住んでみたいと、丹波市以外で具体的にイメージされる全国の他の自治体がありましたら、そ

の市町村名を教えてください。   
 

三田市 41 件 

ある程度の距離で服が買いに行けたり、いろんな物が買え店の盛んな街だから。 

お買物、学業が整備されている。 

きれいでかわいい家が沢山ある。電車も本数が多いのでアクセスが良い。 

テクノパーク等、企業・工場等のの就業の充実。商業施設が各地に有り便利。公共交通機関、道路の充実度。全

体的に開かれた街のイメージ。 

ベッドタウンとしての定住促進。企業、大学誘致の成功。バランスの良い街だと思う。 

家もたくさん建てられていてたくさんのお店もあって子供も増えていて街並みもきれいに整備されている。 

娯楽施設（映画館、大型スーパー等）もあり、住宅地も確保されていて不自由がないように思えるから。 

交通、飲食に手ごろに出来ている。 

交通、学校、自然、すべてが充実している。 

交通が便利。駅前や商店が活性化している。お年寄りから、子供まで住みやすそう。 

交通の便が良い。 

交通の便が良いから 

交通の便も良く、商業施設も充実している市街地整備も良くできているように思う 

交通の利便性も良く程よく住みやすそうだから。 

公共交通も充実し大阪へのアクセスも便利 

公共交通機関がこちらよりあきらかに充実している。 

三田市は病院施設が充実し街並みがきれい。スポーツ等運動施設も充実しているように思う。 

子の教育が熱心。大きな商業施設がある。 

治安の良さ、利便性の良さ、ショッピングモール等あり、生活のしやすさ 

自然と住宅が共存している。 

自然もあり栄えてるから 

大規模な住宅地、工業団地、多くの店と周りにある田園風景。 

大阪、神戸方向に丹波市より近く、程よい都会さがあるため。交通の便利性もある。 

大阪に近く、田舎ではなく、イメージですが…。 

田舎すぎず都会すぎず、街並みがきれいなイメージがあるから。 

電車の本数もいいし環境（空気、施設）が普通に充実しているから。 

都会すぎず田舎すぎず 
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都会と田舎の中間であるので住み良いと思う。 

都会に出るのも便利だから 

都会へのアクセス性の良さ。 

都会への通勤内で交通機関の充実と施設の充実 

賑わいがあるから。緑が沢山あっていいから。 

農林業と商工業とのバランスが良い。 

利便性、商業施設が近い、車がなくても大丈夫 

緑あり、交通も整備され住みやすそうだと思う。若い世帯の移住もわかる気がする。 

「適度に田舎・適度に都会」これにつきると思います。 

市職員が常に地域住民の事を気にしている。交通の便利がよい。原発から遠い。 

田舎でも都会に出やすく（バス等がある）、街なみがきれいだから。歩いて買物に行けたり、便利な街であるため。 

明るくお店や行ってみたいスポットがたくさんあるから。 

都市部ほどごちゃごちゃしていない。アクセスは容易。山もある。 

 

神戸市 24 件 

街がキレイで若者が多い。 

電車、バス、便利。たくさんの施設が整っている。 

「断らない救急医療」を掲げる神戸市立医療センター中央市民病院があり医療者の立場としても魅力がある。 

おしゃれで観光的にも魅力が多く、都会でありながら自然も多いので。 

以前６年間位住んでいた事があり、子育てするのにとても良い環境だったので。 

海があって、山があって大ほどの都会でもなく、おしゃれな街だと思い、住んでみたいです。 

活気があって、街並みも良いため 

交通が便利で一定の無料サービスが充実している 

交通の便が良く住みやすそうだから。 

交通網が優れている。 

山も海もあり田舎の部分と都会の部分両方ある 利便性もよい 

市に活力があり、よりよい方向にかわっていく力がある 

車の通勤、通学の利便性 

色んなお店があるし交通網が安定しているから 

色んな意味で好きな町（市）です。 
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大都市でもなく、いなかでもない。ちょうどいい町、ゆっくりできる。 

未来に対して希望が持てる。 

そんなに都会都会してなくていい。 

駅周辺に活気ある商店街があり、すぐに買い物ができるからです。少し歩いただけで、銀行や飲食店などがあるこ

とも魅力的です。 

たくさんの大学があり、卒業後、職業に就きやすいから。（多くの職場があるから。） 

都会的で、利便性があり、交通手段がある。（５分に１回の電車など）若者も多く、どんな職業もあるし、ネットカフェ

など無料 wi-fi スポットがある。たくさんのお店がある（そうごうの横に大丸など）丹波はゆめタウンしかない。もっと

好きな職業について、楽しく人生生きたい。 

都市部ほどごちゃごちゃしていない。アクセスは容易。山もある。 

 

西宮市 20 件 

自然と町との調和がとれている洗練された街だから。 

交通の便が良く緑もあり上品なイメージがある。 

都市部ほどごちゃごちゃしていない。アクセスは容易。山もある。 

以前暮らしていて非常に住みやすかった。大学が多くバス鉄道の利便性が高く都市としてのプラントもあって良か

った。 

学生時代に住んでいた。市街地景観のバランスが良く、勤労学生だったが働きやすい土壌、多様性を認める環境

や市民活動が活発な印象を受けた。 

環境も良くすべてにおいて便利なところ。車がなくても生活できるところ。 

交通が便利で静かな町。治安が良いイメージがある。 

交通の便が良い。商業施設が充実している。（映画館等） 

交通便の良さ、福利の充実 

公共交通機関、文化芸術施設、医療施設、商業施設の充実により老後の住みやすさ充実感が得られそうに思う。 

山にも海にも近く甲子園やショッピングモールなど観光スポットも多く利便性にも自然環境にも恵まれており住み

やすそうなので。 

田舎すぎず、都会すぎず、上品できれいな町で交通アクセスも良く観光スポット等や商業施設も多く便利だから。 

都会すぎる事もなく落ち着いた雰囲気であるが医療・交通・学校は充分に整っているから。 

都市に近い。駅前が充実。静かな住宅地がある。町の宣伝力がある。 

有馬温泉、六甲山、西宮神社、大谷記念美術館、笹倉鉄平ちいさな絵画館、甲山、瑞宝寺公園、甲子園、交通、

病院 

利便が良い。人に干渉されなくて楽だから。せまい世界よりも広い世界が見れるから。 

利便性が高い。活気がある。 

良い病院もあり、商業施設もたくさんあり、都会だけどゴミゴミしていない。住みやすそうだから。 
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都会から近く、田んぼもある。なおかつ駅前にショッピングモールもあり息抜きがしやすい。 

 

丹波市 16 件 

元は氷上郡でした。丹波のブランドも大切ですがそれにしばられるよりも“氷上”で新しいブランドを作る方がいいと

思う。 

山南町が好きだったから 

生まれた所です 

生まれ育った所 

私達夫婦で生活していますので自治体にもお世話になって頂いてます。夫の介護を私一人でしていますので特に

お願いしてます。 

充実しているから。 

商業施設も充実し生活に便利。 

活断層、火山、津波がない市である。今山と川を整備すれば、日本で一番安全な市になる全国から人が来るよう

になる。 

自分が住んでいる丹波市で十分です。 

住めば都 

兵庫の真ん中にあり車さえあれば神戸、但馬へも近く暮らしよい所です。若い頃から家族揃って出かけた思い出

がたくさん。これ以上幸せなことはなしと感謝した日々を過ごさせて頂いております。 

とても気に入っています。他県から来た他の友人ももちろん地元の友人も村の方は良くしてくれるし住みやすいで

す。 

都会から越してきたので自然がよい。 

 

篠山市 16 件 

交通が便利、発展性あり 

ＪＲが複線であり、大阪等に近いため（すぐ行ける） 

何事も丹波市より１０年進んでいる 

街並みづくり、陶器市やマルシェなど若い人を取り込む商業 PR をもっとすべきでは。SNS にあげられるような観

光スポットが少なすぎる。 

子育て支援が充実していると感じるから。 

市長の指導力で自然環境への保全、整備に非常に力を入れている。生活環境を扱う環境課内片手間ではなく農

村自然環境を網羅的に扱う。農都環境課が創設されている、里山整備に力を入れている。 

若い世代が好きそうなカフェ、レストランｅｔｃが多く、遊びに行きたいと思える。 

障害者の住みよい町。 
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丹波市より黒豆をブランドとして大々的にアピールしており、また田舎であっても住みやすい環境になっていたり、

吉本が来たりして楽しみがある。 

丹波篠山市になり、商店街にも観光客の姿が多くあり活気がある。見る所やおいしい食べ物を食べれる店が町の

中に多くあるので歩いていて楽しい。 

鉄道が複線化されており、バスも路線バスとコミュニティバスが通っていて公共交通機関が充実している。 

電車が３０分に１本あるから。 

歴史あるまちなみを保全し、観光資源を活用して活気あるまちづくりをしているイメージがある。 

市長をはじめとし、職員の一体感を感じます。 

情報のＰＲの効果で多さんの観光客が来られている様に思う。 

複線により、都市へのアクセスが安くなり、観光なども活発になっている。 

 

京都市 9 件 

古い街なみの中に人を惹きつける魅力を持った街だから。駅を出れば広がる歴史の空気にふれる事で新しい発

見を出来るから。 

便利 

街がキレイで若者が多い。 

有名な食べ物、あそび場所があるから 

街並みや景観が美しい。観光資源が充実している。 

古い物と新しい物が同居している。落ち着いた感と京都感があるから。 

娘達が結婚して住んでいますが古風のところと現代風のところの融合が住む人が興味と楽しみを感じられている

みたいです。美しい建物が多い。 

歴史もあり、様々なサービスが充実しているから 

歴史的な建物が多く神秘的なイメージがある為。 

 

明石市 9 件 

まちなみがきれい。全国に先がけて条例を作っている。まちに超巨大なシンボルがある。水道料金が全国一安

い。特徴がないとダメ。丹波市中途ハンパ。 

子育て世代の充実した支援 

子そだてをしやすくする為、医療費用の無償期間が長かったり、保育料も格安と聞いています。若い世代が流入し

てこないと益々人口減になります。 

子育てしやすいイメージがある（支援があるなど） 

市長の方の実行力がすごい。少し明石市のやり方を勉強されても良いと思います。 

田舎ではないがほど良い落ち着きとにぎやかさがある。病院や交通も不便ない。 
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福祉等充実している。 

明石は何でも充実しています。住み良い市です。人口も増えています。 

老人福祉の面で充実している 

 

小野市 9 件 

こども医療費が１８歳まで無料であること。やはりこどもが安心して暮らせるまちに住みたい。 

交通の便がよく先進的な教育施策を早くから打ち出している点（小・中の交流や地域の特色ある文化へ慣れ親し

む取り組みなど）。 

子ども医療など無償化（１５歳まで）（高校卒業）など福祉の充実。又ゴミの分別などが分かりやすく市民に負担が

かからない。バスや電車など公共交通機関の利用のしやすさ。 

子育てしやすそうな町だと思った。医療費にしてもみんなに平等である。(医療費に関しては他にもほとんどが平等

な町が多かった。) 

子育て支援や福祉の分野の政策が充実にあり、住みやすい環境だから。 

市民の皆さんの活気をものすごく感じます。又、中心市街地と、農業、工業との土地の活用も見ていて丹波市の参

考になると思う。 

「健全な財政運営」や「やる気のある職員の育成」「積極的な企業誘致」等、市全体の活力が感じられます。 

以前住んでいたが、交通の便（公共交通機関、道路とも）がよく、市全体も自然が多く、定期的にハイキングを行う

などして、市外からも市を知ってもらうしくみがある。支所がない分、人件費や施設の維持費等にかかる費用が少

なく、その分を他に活用し、住みやすい印象があった。 

小野市は黒字財政でありながら市民のためには学校も冷暖を８年前からしているし、医療費も高校まで無料で

す。一度小野市へ行って教えてもらって下さい。施設も安くかりられるし、歌手を呼んでも５００円で見に行けます。

ぜひ見習って下さい。職員も少くして黒字になるように努力して下さい。 

 

朝来市 8 件 

テレビ等で知り、子育て、住みやすい市といわれています。丹波市も住みやすい町、子育てしやすい町となるよう

に…… 

移住する人が増えている。子供さんも増える。 

観光とＩターン・Ｕターン等への支援のバランス。 

詳細は把握していませんがニュースに移住定住で取り上げられていた。 

地域の文化や観光施設が充実していて、上手に観光客を招いている。 

農業と企業が連携し農業の人手不足等がおぎなえたり利益もあるように思う。そういう企業が入って来てくれれば

よいと思う。 

地方の人口が減少し、これからますます限界集落等が増える中、地域住民と一緒になって市が積極的に諸施策

をしている。 

山間部であり年寄りが多い。共通点がある中で活気があるので。 
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福知山市 8 件 

田舎でも都会に出やすく（バス等がある）、街なみがきれいだから。歩いて買物に行けたり、便利な街であるため。 

屋内で体を動かして遊べる施設や、カフェ、衣料品が充実しているから。 

街と自然がほどよく中和しているイメージ。労働環境や医療施設も整っている。 

各年代がバランス良く形成された市の形態と、ある情報で見た。 

交通機関が便利であるから 

中・大企業の誘致や大学の誘致で働く場、学ぶ場が上手くミックスされているイメージ。 

交通網の整備。若年層の確保に向けた取組み。公立大学やアミューズメント。 

明るくお店や行ってみたいスポットがたくさんあるから。 

 

宝塚市 7 件 

交通の便が良く緑もあり上品なイメージがある。 

交通機関が充実しているから。 

ふるさとの町だから（丹波市移住 13 年寺住職） 

交通機関が色々あり、車に乗れなくなってもいろんな所に行くことができると思うから。 

都市部の郊外。都会的に洗練されていながら田舎的要素も持ち合わせている。市役所の周辺に子供や大人が共

に休日を楽しむ公園がある。 

宝塚は便利で個人的。 

 

金沢市 5 件 

1 ヶ月滞在あり。芸術が発達している町って楽しいし人も充実していると思うんです。21 世紀美術館の丸い建物を

囲む芝生でのイベントはいい風景でした。 

市が一軒一軒に災害時の対策としてこのような物を配布しているそうです。避難した家はこれを外のドアにかける

事になっているそうです。 

自然、歴史、文化の調和がとれていて住みやすそう。3 年間無料で学べる伝統工芸塾などの取組みもセンスがあ

っていい。 

適度に観光地もあり、特産品もあり、住みやすそう。 

まちなみがきれい。全国に先がけて条例を作っている。まちに超巨大なシンボルがある。水道料金が全国一安

い。特徴がないとダメ。丹波市中途ハンパ。 

 

相生市 5 件 

ＣＭで、子育支援が充実しているとかやっている。あのＣＭの通りなら理想。 
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やたらとテレビで CM を見るし、時々特集しているのも見る。おいしいもの以外何もない丹波市と比べるとうらやま

しく見えた。あんなすみっこの市なのに 

実際は分からないが、ＣＭでみて良さそうな支援がたくさんあった。（特に子供をもつ身には） 

福祉が充実している。 

 

大阪市 5 件 

有名な食べ物、あそび場所があるから 

高齢になっても安心安全でひとり住んで充実した日々を送る事ができる。 

私鉄、ＪＲともに通っており大阪（梅田）へはすぐに行ける。自然に恵まれている。 

便利 

常に進化を遂げ新たな事へのチャレンジが絶えない。市民の声が届きやすく偏りが少ない印象。税金の使い方が

合理的。 

 

横浜市 3 件 

都会。 

いろいろと便利。 

都会ですが景観が良く街並みもいいので選びました。 

 

東京都 3 件 

日本の中心で運営、施策が自分生活にどのように生かされているか経験したい。 

都会的で、利便性があり、交通手段がある。（５分に３回の電車など）若者も多く、どんな職業もあるし、ネットカフェ

など無料 wi-fi スポットがある。たくさんのお店がある（そうごうの横に大丸など）丹波はゆめタウンしかない。もっと

好きな職業について、楽しく人生生きたい。 

 

尼崎市 3 件 

都会で病院も大きいから。 

工業の街から、尼崎町屋の復活。治安の悪いイメージからの脱却。丹波の古い町屋の復活。山南町の大阪街道

の復活。 

住みやすく人情が厚い。人のことをとやかく言わない人が多い。 

 

徳島県上勝町 3 件 

高齢者がいきいきと働ける地域ビジネスを展開している。 
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高齢化が進んでるにも関わらず、山にある葉っぱや花を全国の料亭に出荷する等されてる。 

日本料理の「あしらい」としての花や葉を努力して流通に乗せた活動が素晴らしい。 

 

姫路市 2 件 

まちなみがきれい。全国に先がけて条例を作っている。まちに超巨大なシンボルがある。水道料金が全国一安

い。特徴がないとダメ。丹波市中途ハンパ。 

 

福岡市 3 件 

住んでいる人がすごくいいと言ってた 

他市を意識して背伸びしない。身の丈にあった構想をしっかり考える。他市の真似を中途半端にしない。 

福岡をはじめ九州では保育園は 10 時ごろ（夜）預かりがあったり、お金の面でも助成がある。住まいの支援もあ

る。子育て世代をとても大切にしていて、子供を多く産んでも頑張れそうと思わせる支援（金銭・精神面）がある。

丹波市内は預けられても 6 時過ぎ、両親（祖父母世代の）の支援がなければ仕事をして子育てをすることは不可

能。 

 

愛媛県松山市 2 件 

産業、観光、市民生活のバランスが良さそう。「転勤先」人気があると聞いている。 

都市機能がしっかりしていつつ、賑やか過ぎず、長く住むには良いところの一つだと思ったからです。 

 

芦屋市 2 件 

昔、中学（芦屋市立山手中学校卒業生）の時住む。芦屋川、ロックガーデン、高座の滝、キャンプ場とても美しいで

す。 

芦屋は金持ちというブランド力がすごい。 

 

伊丹市 2 件 

都会的で、利便性があり、交通手段がある。（５分に２回の電車など）若者も多く、どんな職業もあるし、ネットカフェ

など無料 wi-fi スポットがある。たくさんのお店がある（そうごうの横に大丸など）丹波はゆめタウンしかない。もっと

好きな職業について、楽しく人生生きたい。 

子供や犬と遊べる十分な公園・緑が多いにもかかわらず、神戸、大阪への交通も便利で買い物が出来る複合施

設もある為。 

 

岡山県瀬戸内市牛窓町 2 件 

海があり山もあり魚もおいしそう。 

風光明媚な所と自然災害が少ない 
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香川県高松市 2 件 

高松はのんびりしたところ。 

むかし住んでいた。交通方法がいくつもあった。（電車やバス） 

商店街が有る。 

 

 

 

札幌市 2 件 

自然、産業、歴史、観光全て魅力ある都市 

雪がいっぱい降るから。 

 

西脇市 2 件 

「みらいえ」のような充実した無料の施設があると子供がいる親は大変助かります。日曜も空いているので利用し

やすい。 

子供の為の「ミライエ」がある。丹波市には子供の為の場所が無い。 

 

大阪府枚方市 2 件 

町が活性・市が応援（施設の無料化、手続きの簡略） 

市職員の生活に深刻な影響を及ぼさず、さらに財源不足による住民にサービス低下を食い止める為災害対応

へ。職員給与減の心いき。 

 

福崎町 2 件 

教育と若者の町で人口増となっている。 
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その他あげられた自治体名（各 1 件） 

氷上郡柏原町、多可町、多可町松井庄和田山市、養父市、川辺郡猪名川町、加西市、三木市、加古郡播磨町、

赤穂市、淡路島、大阪府高槻市、大阪府茨木市、箕面市、京都府城陽市、京都市大原地区京都府久世郡久御山

町、奈良県天理市、滋賀県大津市、和歌山県有田市、福井県勝山市、福井県美浜町、岩手県奥州市、新潟県十

日町市松之山新潟県新潟市、宮城県宮崎町、茨城県水戸市、仙台市、長野県野沢温泉、長野県大町市、長野

県、長野県伊那地区、長野県伊奈市、埼玉県さいたま市浦和区、神奈川県鎌倉市、神奈川県逗子市、神奈川県

川崎市、神奈川県久木町、神奈川県藤沢市、群馬県嬬恋村、富山県高岡市、静岡県熱海市、愛知県豊田市、愛

知県長久手町、名古屋市、岡山県倉敷市、岡山県津山市、岡山県浅口市寄島町、広島市安佐南区大町、島根県

邑南町、島根県松江市、鳥取県米子市、山口県萩市、徳島県美馬市脇町、福岡県八女市、福岡県糸島市、大分

県湯布院、大分県別府市、大分県豊後高田市、長崎市、熊本、宮崎県東諸県郡綾町、宮崎県向日市、沖縄、沖

縄県宜野湾市、スウェーデン、ユッツウオルズ、ラピュタ 
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◇市民アンケート調査  

  

問１１ 自由記述 一覧  
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「ムダ」な補助金事業が多すぎ。私は市民から税金等を集めて、又それをばらまいている様に感じ

られます。 

「丹波といえばここ」という場所を一つでも良いのであったらいいと思います。 

・移住を推進することを前提に日帰り体験ツアーを市と自治会で企画しては。(旅行ではなく丹波市

に住むとこんな良い事があって住むのに最高と思ってもらえるような） 

・高齢者が外出しやすい交通アクセスを考えて欲しい。(自動車の乗車等) 

・現在の住んでいる地域を客観的にみて活力に乏しいと感じる。 

・このアンケート自分や家族が関わっていないと不明な質問が多く全体としてかなり抽象的で答え

にくいと思われる。 

・公共料金を抑えて住みやすい町作り・少子高齢化を防止する（子作り、子育てのしやすい町、支

援を手厚くする・弱者に各支援を手厚くする 

・広報が一方通行。市民の意見する場やどんな意見があるのかすら知りえない。・カラーでなくて

よい。中身を充実。（５年前に指摘、一向に変わってない） 

・国勢調査は市職員で行うこと。 

・沢山の部、課があるが職員は毎日どんな仕事をされているのか。そんなに各部課共に仕事がある

様に思えない。部課が沢山あり過ぎ。もっと職員を減らす事。 

・毎月 20日ノーマイカーデーは“絵に描いた餅”職員はどうやってその日は通勤されているのか。 

・子供が増えそれを支える家族が増え昔の様な大家族で支え合うそんな暮らしを皆で作りあう市に

なってほしいです。 

・今日本が何か変。優しい子育てを皆で考えて全員で子育て出来たら未来も明るいものになると思

います。若い夫婦の受け入れを可能に出来る地域に取り組んで欲しい。 

・補助金の（特に農業）使い方等の見守りが気になります。 

・丹波市でもこの先一部限界地域がささやかれています。皆で考える、そんな市を望みます。 

・小中学校の設備改善（人工芝の導入等） 

・住宅建築に対する補助金制度の確立。 

・地域活性化するように、観光施設等のＰＲをして欲しい。・水防等で自治会から消防団へ要請を

出した場合は即日に出動して対応してほしく、今回の７月では出動が遅かったので、自分や近所の

人の力を借りて対処した。 

・天候の悪い日でも、小さな子がのびのび遊べる施設がほしい。（Ｅｘ西脇市 miraie）また、小さ

な子が楽しめるような大型遊具のある公園も必要です。・本屋さんがない（スーパー内にはありま

すが…、本だけ買うには不便）・氷上ＩＣを降りてから道がとても混む、特に夜。篠山方面に行こ

うとすると大変時間がかかります。 

・有害鳥獣対策にもっと［力］を入れてほしい・わな購入費とかしゅりょう免状の助成・くじょ費

の値上げ等 

☆保守的すぎる☆一部地域だけ開発、発展している気がして、取り残された感じのある地域が多々

ある。市内における地域格差を否めない。 

１．人口が減って来てるのに、道路ばかりに税金を使わないでほしい。２．丹波医療センターに最

新の機械が入るのはいいけれど、先生が居ないことには何もならないです。だからスーパードクタ

ーぐらいの先生に来てもらいたい。すごい先生ならその技術を見たい先生はいっぱいおられると思

うので、あえて先生を呼ばなくても先生は増えると思います。救急車でたらい回しにならないよう

にしてほしい。救急で（夜間でも）行ってもすぐ手術出来るような病院にして下さい。お願い致し
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ます。３．恐竜の化石なんてどこでも出るわけではないのだから、このままでは絶対勿体ないで

す。アイデアさえあれば！！何とかしてほしいです。色々書きましたが、多分なにも変わらないで

すね。 

１７６号線まわりだけが、にぎやかになっている。ＴＨＥ田舎なまちづくりでなく、色々な所にお

店があってくれたらと思います。商店街もほしい。子供たちがあそびたくなるような、公園や施

設。 

1人になっても安心して暮らせるように歩いて行ける場所に救急場所があると嬉しい。 

医療費の無償化も、もっと深く考えて頂きたい。身体障がい者の件、何でも無償でいいのか。 

１日６町対等合併と聞いているがコンパクトシティが目につき山南・市島・青垣の施設（人口減少

を認めそこに暮らす人々が納得し覚悟できる考え方行政）を分かりやすく共に考えたい。 

２６．８、豪雨災害の時、各地のダム、池が土砂、流木を止め、災害を最小限にくい止めてくれ

た。この事は今見直し防災、上水、農業用水のダムの建設が必要でありましょう。又上下水道が完

備され、自家発電機、燃料等の確保をすれば、これほど安全な市はない。早く取り組みたいもので

す。 

２極化にならないように目を届かせてほしいと思います。高齢化が進むと分かりにくいことも多く

出てくると思うので分かりやすく情報をしてほしいと思う。 

３６ある項目の後半の方はほとんど把握していませんでした。市がいろいろと考えてくれているこ

とは、ありがたい事だと感じました。 

３年前に丹波がとても気に入り移住しました。この地を選んで良かったと思っています。質の高い

教育と医療は受けられないと感じています。これから年老いていった時に車以外の交通手段がない

のが不安です。 

ＢＩＧのとなりの新病院。安心等あるかもですが、現在でもゆめタウンから柏原市内に行くにも夕

方の混雑すさまじいです。病院できた時の混雑が心配。事故・トラブル 

ＩターンやＵターンの人々等、外から丹波に来た人の方が丹波のいい所や、いかす方法はよくわか

っていると思うので、その人たちの意見を取り入れたまちづくりが必要だと思います。 

Ｉターン組ですが素朴な町、人、景色を求めたのですが、良い面も多々ありますが、段々に元々の

良さが太陽光発電や大型店舗の乱立等で失われ、都会寄りに中途半端に向かっているように思う。

それらから人情も希薄になっている。 

ＪＲの駅の改札でＩＣＯＣＡを使えるようにして下さい。 

保育教諭確保の為の政策をお願いします。 

ＪＲ複線化は難しいと分かっているので、せめても福知山線内の全ての駅に電子改札を導入し、Ｉ

Ｃカードを利用できるようにして欲しい。普段、ＪＲを利用している中で、観光客や出張で都会か

ら来た人がＩＣカードを利用できず、手持ちが大きすぎて、他の乗客に両替を頼み、発車時刻が遅

れている場面に遭遇することがたびたびあります。そのため、普段利用する人だけでなく丹波市以

外から来る人にも使いやすいシステムが導入さえることを祈っています。 

P.S（シンクを挿入）.D.C.Aを何事も推進できていると思うが更にシンプル、ベスト、クイック、ア

クションで市民にサービスを！ 

あまりこんを詰めずに楽しくおやり下さい。楽しさ第一主義でなされば何事もトントン拍子に進む

のではなかろうか。 

ありがとうございます。 

アンケートの質問多すぎ。小１時間あれば４つは仕事ができる。このアンケートを無償でというの

はいかがなものか？期限も短い。 
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アンケートの設問が多すぎる。無作為に抽出されて負担であった。 

アンケートの設問について 

①この取り組みの満足度は(○は１つ）他の市町の事が分からないので比較することが出来ない。評

価する項目が多いので、その中の１つは○でも？や×があれば○をつけて答えることは難しい。

「30分程度」では読むだけでも難しかった。真剣に考えれば考えるほど時間がかかることになっ

た。30分と書かない方がよい。 

アンケートも経費を必要とします。（配布、回収、集約）是非活用して今後の市運営に役立てて下

さい。 

アンケート内容が難しく感じました。車がないと生活しづらいです。免許を返納した高齢者は、移

動することが大変だと思います。 

イオンシネマの様な映画館を作って頂きたい。 

お買物できる店が少なすぎる。閉店していく店が多い様に思う。 

かぎられた予算、税金での運営であり、基本的には各個人が充実すれば不満も無くなる。市に要望

するんじゃなく、各個人が丹波市にいかに支援できるかの心構えで日常の生活を送れば不満もなく

なるし、上ばっかり見てもきりがないと思う。 

ここ数年、若い方が遠方から、丹波に新しくできたカフェやマルシェ（イベント）などに訪れるこ

とも多くなってきていると感じています。自然豊かな丹波でしか感じられないところを生かして、

お店なりを開業される方の支援に力を入れていかれることも大切なのではと思いました。 

このアンケートが来て初めて丹波市の取組みなど(インターネットで調べたりしました。）を知りま

した。まずはどんなことを取り組んでいるのか知ってもらうことから始めてはどうでしょうか。 

このアンケートを市民になるべく早く結果を知らせてほしい。 

このようなアンケートに協力しようとは思いますが多少なりとも対価がないと３０分もかかるアン

ケートに身が入るわけが無い。そういった所からもっと改善していけば丹波市の良いまちづくりに

繋がるのではないかと思います。 

このようなアンケートはＰＣ，スマホでも回答できるようにすべき。集計もその方が早くコストも

安くつく。 

この前、久し振りに「恋するフォーチュンクッキー」を見ました。丹波市のきれいな景色をたくさ

ん見れました。今は地域とは繋がりたくないけど、老後になったら戻ってきて、のんびり暮らした

いと思う町です。丹波市のさらなる発展を祈っています。ありがとうございました。 

この地に移り住んで３８年。この地が全国で一番と思えるようになりました。皆様の努力の賜なの

でしょう。又、自分との闘いに打ち勝ってきたからなのでもあります。死する時この美しい山々に

囲まれた素晴らしい田園の土となることを誇りに倖に思います。 

ゴミ収集箱の老朽化が見られます。猪対策のフェンスも痛んであまり美しいとはいえない感じもし

ます。もう少し美しい景観になればいいなと思います。 

ゴミ袋が高いので、もう少し安くしてほしい。 

ゴミ袋をもう少し安くしてほしいです。 

これからＡＩの時代となるから同じことをするのではなく新しいものを生み出していく対策を人が

していくべきだと思う。 

これからも環境の良い明るいまち丹波市になってほしいです。 

これからも高齢者、障がい者、子ども、成人、全ての方にとって住みやすい丹波市をめざして欲し

い。これからの大切な未来をになう子供を大切に出来る市であってほしいです。 
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これから確実に人口が減少していく中、観光に力を入れるとかではなく今いる住民にいかに市外に

流れないように定住してもらうかを考えなければならないと思います。若い人達に定住してもらえ

れば子供も生まれて地域も活性化して人口減少に歯止めがかかるかもしれません。その為には働く

場が必要です。 

こんど大きな病院が氷上町に出来ますが、私は棚原に住んでいます。いまは車にのって行きますが

のれなくなってくると病院へ行く足がなくなります。病院行きのバスが出来ればこんなうれしい事

はありません。どうかよろしくお願い致します。 

こんなにむずかしい事をとわれてもわかりません。すみませんが、これで終りにして下さい。 

ずっと前ですが、町づくり委員会があり女性の立場から見た 6町合併についてという議題で話し合

いました。その中で十倉町長様が北地区の方に高齢者住宅を作れたら良いねという町があり、それ

は嬉しいねと話しましたが、今高齢者になり、その様なものができたらうれしいね、安心やねと話

したのを思い出しました。本当に、今は高齢になると安心して楽しく過ごすにはどうすれば良いの

か考えます。高齢者のためにご検討下さい。デマンドバスについても、コミティバスのようなもの

を市内をまわってもらうようにならないでしょうか？ 

すべての年代の人がその立場で持っている力が発揮できる様な施策が出来たらと思う。 

スポーツ特に屋外における球技場所が誰もが使用できる環境において汗を流し、仕事の活力になる

体力使用作り、友達作りの市策の方向性をもう少し考えていただきたいです。 

すみよい町づくりにして頂きたい 

せっかくたくさんの取り組みをしていただいても、私たちの生活にあまりなじみがなかったりよく

分からないことが多かったです。まずは、これ以上小学校をへらさないこと、人口をへらさない工

夫が必要といつも思います。学校は、地域の灯火です。消してはダメです。 

そもそもこれだけの項目についての認知が少ないのだと思います。告知もない紙面もない何をやっ

ているのかさっぱり分からない。それでアンケートっていうのが時間のムダ費用のムダだと思いま

す。アンケートするならもっと何をしているのか公表説明すべきです。後このアンケートが反映さ

れているのかも謎です。 

封筒に入らない。デカすぎ。 

ツタヤ、ニトリ、和食のさとなど、大手チェーン店が出来てほしいです。 

ツタヤがなくなったのは困る。 

デマンドタクシーの各町乗り入れが出来るようお願いします。 

デマンドタクシーの旧町内のみの範囲を改め、町内全域可能にして欲しい。（せめて２～３町） 

どこか趣のある落ち着いた雰囲気にある感じ統一感のあるみたいな紅葉シーズンに寺巡りなど大勢

来られるので、もっと丹波にいたいと思ってもらえる様になればにぎやかになるのでは。 

どこに住んでもだいたい同じように思います。 

どこのお店の人間も暗い。接客が悪い。 

とに角、仕事さえ有って病院設備が整っていれば（これは解決済みかも？）入って来る、田舎では

有るがそれも良い点でも有るので、若い人が出て行かない様にしないと高校迄で居なく無る。専門

学校でも良いので何とか造れないか。林業も一考かと考えます。なんせ廻りは木ばっかりですから

ね。 

どのような取り組みも周知し理解されなければ政策のための政策です。誰がどのような責任なのか

を明確にすべき。全ての政策を同時に行うのは無理です。優先順位を明確にする。全体的に若返ら

せる。 
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どの家庭にも太陽熱利用（太陽光発電）の設置出来るよう助成をしてほしい。 

ゴミ袋がもう少し安くなるよう。 

どの市町村とかはわからないが、取組みじたいが、どこもやっているような事ではだめだと思いま

す。どの分野かは考察され、１つでも特に秀でた物をつくられるようにしないと、魅力的な市には

ならないと思います。丹波市が何を１番に取り組みたいのか、まずそれが伝わってないのが現状だ

と思います。 

バスの数と時間、場所を増やして！！ 

はっきり言って若者がいきいきするまちづくり（老人が…と言うよりも）期待します。 

ひとりひとりに思いやり。 

押し付け事業、仕事が多い。 

ブランディングができていない。その時の思いつきでやらないでほしい。公金が投入されている事

象ならば、インパクトがないと言った簡単な思いつきで物ごとを決めないでいただきたい。慎重に

も慎重に。 

ふるさと納税をもっと魅力的にして、税収の軽減をして下さい。税金をおさめている年齢は恩恵が

あまりない。 

プロパンガスが高いどうにかしてほしい。引っ越してきて一番つらかったのが知り合いがいなかっ

たこと。どうやって知り合いを作ったら良いのか分からなかった。社会人サークルがあるわけでも

なく、文化センターでどんな習い事があるか一覧や HPがあるわけでもなく子供ができなかったら孤

独だった。情報が少なくしんどいと引っ越した人もいた。あと、給料、時給が低い。仕事のために

車を購入が必要なので割に合わない。結果丹波で身内や知り合いの土地があり家を建てれる人、公

務員、ヤンキーしかいない。 

まだ丹波市に来て１年目なのであまりわかっていないので今後勉強して行きたいと思います。 

まちづくりが地域のエゴによって左右されることがないようにしたいものです。それぞれの地域の

特色を生かしたまちづくりを望みます。 

まちづくりではなく、人づくりだと思う。住んでいる人の目前から活気のある場所になってほし

い。 

まちづくりの基礎を生み出すのは、市民代表の議会運営にある。議決の採択につき格差なき会議で

微差１～２票で決議議論されたのか民主的なのか不安に思う。今一度議会運営の改革が必要と思

う、まちづくりの基本的改革を。 

まち作りは人づくりだと思います。色々なアイデアを出し合いながら、まず身近なところから始め

てみましょう。私達は毎月サロンを開いておしゃべり会を 20年近く開いています。 

もう少し税金を下げて欲しい。 

道路の補修をしてほしい。色々な所でガタガタで通行する時不快に思います。 

もう少し街灯を増やしてほしい。少ないので夜危ないと思う所が多々あります。 

もっと、丹波市の知名度を上げる取り組みをするべき。 

もっとまちコンをするなど丹波市での恋愛を広げるべき。田舎である分女性が他方へ出てしまうた

め恋愛を充実させて丹波市民を増やすべき。 

もっと若い人が来てくれて結婚し子供を産み、人々が豊かな生活をする様町づくりをしてほしい。 

もっと若者が帰ってきたいと思える街にしてほしい。友達は帰ってくるたびになにかなくなってい

るといい、住みにくくなってるのでは？という話になる。先ほどの保育の所にも記入しましたが、

保育人材確保は切実にお願いします。この次の３月で全て私立化する保育園を見捨てず、子供のた
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めに投資するところはしてほしい。高齢化はわかっているが、若い世代も住みやすく思えないとい

けないということをわかっておられると思うがもっと形にしてもらいたい。 

もっと人口を増やす事を考えて下さい。 

もっと内にも外にも情報を発信して欲しい。せっかく自然、歴史と見所になる所は多数あり、けし

てどの自治体にも負けないと思う。 

ユニバーサルデザインの視点を大切にした誰にでも優しい町づくりを進めていただきたい。若者が

生き生きと暮らしていける。また、何十年後の未来をイメージに取り組みをしていってほしい。

日々、市民のためにご尽力いただき御苦労様です。 

よく考えてもらっているが協力出来ないですが…。問題が少しむつかしいと？ごめんなさい（アン

ケートによく当たるのですが？ 

より住みやすい地域にするために新しいもの既存のものをうまく利用していくことが大切だと思

う。 

より良い街づくりが進みますように。 

リピート率のある、また訪れたいと思える町づくりが必要。観光地があまりないので飲食店でもオ

シャレなカフェなど何でもよいので特色のある町づくりが必要だと思います。 

安易に自治会を通さず直接市民の意見を聞いてほしい。自治会に入退会する時の多額の寄付や祭り

や草刈りの不参日当等、移住定住の妨げになるのではないかと思います。 

ゴミの分別も通常のゴミのステーションで出せるようにして下さい。遠くて不便です。 

安心して子育てできる町づくりをお願いします（これ以上子供が減りませんよう） 

安心して住めるまちであってほしい。 

少子化が進んでいるので小学校の統合も考えて。 

安心して老いる事ができる地域になるようお願いします。 

安心して老後を過ごせる町が理想です。子供だけでなく大人もいじめのない過ごしやすい地域が理

想です。これまで地域を守ってきてくれた年長者感謝し丹波市の取り組みに感謝と期待をしていま

す。 

以前は至る所にゴミが捨ててありましたが今はあまり見かけなくまりました。また朝通勤時に山際

などで色んな動物が車に跳ねられています。いつのまにかきれいにしてもらっています。いつも頭

が下がります。丹波市がこれからも住みよい町であります様に。 

移住者の我が家を土地ぐるみで見守って頂き日々感謝しております。とても住みやすく魅力的な街

であると感じます。実感として思う事は学力向上、多様性（母子家庭）を認める点においては課題

がありそうです。フルタイムで働く或いは自営をしている核家族等には参加しずらいコミュニティ

も多くもう少しそうした家庭にも目を向けてみても良いかもしれません（丹波においてはごく少数

意見ですね）。 

もう１つ本当に難しいと思いますが高齢者ドライバー率が高く非常に危険です。対策としてガード

レール設置など。せめて通学路だけでも。 

衣料店が少なく困っている。 

井の中の蛙の人が多い。あと１００年経っても余り変化ないと思う。 

一つでいいので、まだ何もわからない子供から、お年寄りまでが集まるわくわくするもの、観光資

源となり得る事物を発掘してください。 

一人暮らしのため、教育や防犯等に対して、あまり意見がでてこないが、住みやすさの面でいう

と、スーパーなどといった生活に必要なものは、充実しているため、不満を感じないが、交通機関
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や、特産物、観光に力を入れ、人を呼び込む必要があると感じる。そこから移住等につなげていか

なければならないと思う。 

一流企業の誘致阪神地方からも人が働きに来る様な仕事場を作る事にすれば若い人は地元から出て

行かないと思われる。 

運転免許返納後の移動の手段の拡充。 

映画館、若者の為の娯楽施設、歩いて行ける所に店がある街、幼老複合施設、たくさんの人がいる

街 

益々進む高齢化社会。高齢者が地元で支え合って生活できる場（ホームワーク）を整えて介護や医

療保護も受けられる設備を勧める。地域の住民（子どもも含め）交流を深める。(高齢者福祉の充

実) 

駅が少ないので、家までの距離が遠いです。バス等公共交通を整備して頂けると、車を運転できな

い人や高齢の方も助かります。 

屋内でのマルシェやハンドメイドイベント等ができればいいなと思う。丹波篠山市と市名がかぶっ

ていて、遠方から来られた方には分かりにくそう。 

下地頭の通学路があぶなすぎです。早急に対応をお願いします。子供の数を増やすとりくみが大

事。年寄りより子供。 

何でも地域、若い人と活動を押しつけると、力のある若い人は都会に逃げてしまうと思います。 

何をしているかよくわからない 

何を見てある新聞を見て各年齢層のバランスがとれていると最近の情報でみた。ある日福知山に行

った時、小学生が退校時に出くわして何と多くの学生がいるのかうらやましかった。 

河川が汚ない。コープの裏の川…ＪＡの裏の川 etc…草だらけが気になりますね…ゴミとか… 

過疎化だったり、災害のあいやすい所など、不平等にならない様安全に、又助け合える町（丹波市

全体が）になるといいと思いました。もちろんこのアンケートの内容もみな大事と思いますが… 

過疎化の進む地方自治財政運営については、なかなか問題点が多いことも承知しております。ただ

子育も終えての年代は自分の残りの人生をどう生きるかは個々１人の意識というものか非常に大切

になってきているのでは…と思う日々です。提出遅れ申し訳ございませんでした。１２／１９記 

解答用紙の返送が遅くなり大変申し訳ございませんでした。 

開業医さんが少ないので増えてきたら医療の面では安心である。 

外灯をもう少し多めに設置してほしい。ロードミラーをもっと設置して欲しい。 

外灯をもっと増やしてほしい。バスのルートの充実。 

街の明かりが全くなく全体的に暗い。街灯もほとんどなく、暗いので、車で走っていても、歩行者

に気付きにくい。歩道と街灯の整備をきちとして欲しい。 

各町全般的に均衡のとれた施策をしてほしい。情報は新聞と広報で受けるが片寄った行政が行われ

ている様に思う。 

楽な暮らしをしていない者に聞かれても余りわかりません。申し訳ないです。あちらこちらを周っ

ていないと分かりづらいです。今後暮らしよい市になる事を望みます。 

活気のある町に。 

活性化させたいと考えているのに人気のあるお店（ＴＳＵＴＡＹＡ等）を潰すのは盛大に矛盾して

いると思います。 

環境、福祉施設の整備、公共財政の出来る範囲で進めてほしいです。 

観光するにしても市内の主要な所は歩道が無かったり狭かったりと結構周囲を気にしたりする人を

見る。 
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地域イベントは日程が決まっていれば早い段階で公開した方が良いと思う。今年はお城祭りが終わ

った翌日にお城祭りはいつですか、と聞かれた。 

観光の中心となる場所を集中的に整備していったらいいのではないかと思います。出来るのか、本

当に人が呼べるか、呼べる程度のものがあるのかはむずかしいですが。（三ツ塚の梅林も少し活用

してほしいです） 

観光や既存資源（くろまめ、あずき、くり等）を生かした都市や海にも１時間（道路、鉄道）で行

ける中核都市は魅力です。 

観光資源だけに頼った観光政策はムリ。分水嶺とか黒井城とか柏原の城下町とか、単独では弱い。

農村体験とか雲海見学とか、ステイ滞在型の観光を重視すべき。ゴミ袋少し高い。歌とか作る前に

住民に実利のあることをやってほしい。 

観光者がもう一度来たいと思ってもらえる様なインパクトに残る町にしていきたい。公共施設など

の快適さをもっとほしい。 

頑張って下さい。 

企業誘致等働く場所の拡大によって若い人達の流出を減らせる手立てをとってほしいと思います。 

基本的にはいい所だと思う。ただ、家族ができて丹波を出て行くことになっても未練はない。どこ

で生きるか、より誰と生きるかの方が優先。ただ、ふるさととして大事には思う。勤務の関係で、

昼間は丹波市にいるが、帰って来るとホッとする。本音はもっと６町の名前が復活してほしい。合

併してよかったのかどうか、ふり返ってほしい。 

旧各町の統一観が少ないのでは？市民の一体感が少ないのでは？ 

旧町の利益を考えているうちはダメですね。丹波市を一つと考え独自の方向性を持たないと将来は

無いと思います。丹波篠山市がスタートしたら丹波市はどうなるのでしょうね。 

京都、大阪、神戸、姫路、日本海へ１時間ほどの立地条件 

教育の充実（学習塾代金の支援）、大学の誘致（県立大の学部など）、英検やプログラミングなど

の充実、スクールカウンセラーの常駐、学生の無料通学バス、私学（小～高）の誘致、教員の能力

向上など。学習に関することが丹波市発展にとって大切であると思う。 

教育の水準の向上が必要かと思います。 

教育の選択肢が少なすぎると思います。例えば小さな頃からやっているスポーツがあっても中学校

にはその部活がなかったり、高校も丹波市内で考えると、進学するなら「○○高」、就職するなら

「○○高」のように選択することなく、なんとなく決まっている様に思います。定員数があるので

進学（就職）を考えている子が皆そこに入れるわけではないので、市外の学校に行っているのが現

状だと思います。その分時間的な負担が子に、お金の負担（交通費）が親にかかります。スポーツ

にしても自分の地域になくて、少しはなれた町まで通ったりしていると思います。 

教育現場にいる者として、強く思うのは、丹波は子供の数も少なく、より質の高い教育や、特有の

教育を市の街づくりの目玉にできるはずだが、少人数制が上手く生かされていない。外国語、英語

教育は、民間や知識のある人をうまく活用すれば少人数ならではの特性を生かし、全国でも他にな

い独自の外国語教育で市をアピールできるはずである。せめて、知識のある人からアドバイスを聞

くなど、うまく民官連携できればよくなると思われる。また、ボランティアをしていて思うことは

若い人々の住みやすい、住みたいと思う街づくりをしてもらいたい。教育が、特に幼児教育、小等

教育が一番大切である。私もできることがあればいつでも何か協力したいと思っている。 

狭い日本、狭い丹波市議員が多い。見直し。 

活気がある町づくりをする様に検討して頂きたい。例えば見る所が有り食べる所有り休憩場所も 1

ケ所も有りません。人気のある丹波市になれば他所から人々が。 
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近くにスーパーもなく、バスなどの公共交通もなく、自動車に乗らない者にとって非常に生活しづ

らいです。災害・学習・催事など９拠点が遠方にあり、不便です。 

近隣の市と比べ市民税が高すぎる。市民の負担を少しでも軽くしてほしい。 

空き家などの撤去、活気のある町づくりを目指す。 

空き家を減らす為、企業誘致は必要。 

空き店舗、シャッターの降りている所が多くなり淋しく思います。いい活用法はないものでしょう

か。 

空き店舗が多く見られるのはもったいない。若い人達が買い物を楽しめるような店が増えてほし

い。ビックに専門店が入る際に周囲の反対があったようだが専門店は町の活性化の為に必要と思

う。 

空き土地の見直しをしてほしいです。 

空家対策が重要です。雑草が繁ったり、家屋がくずれかけると地域としてどう対応したらよいか困

っています。また、災害復旧の迅速化が大切です。一年以上放置されると二次被害が心配になりま

す。 

健康寿命日本一のための食育の徹底、保健師の先進地視察（長野県の先進市、市民を巻き込んだ具

体的な取り組みを行う。 

県外から丹波市に移住してきた者です。丹波市に就職するまで、丹波市のことは全く知りませんで

した。今の職場をはじめ、地域の方々とかかわっていて、あたたかい人柄、地域柄を強く感じま

す。そんなあたたかさが大切にされる町であり続けてほしいです。丹波に住み続けたいと思いま

す。 

県道、市道の整備。(市内の道路整備まちまちである。）行き止まり道路をなくし循環できる様に。 

現在小学生・中学生・高校生が卒業して大学へ行き大学を卒業して尚丹波で就職して働きたいと思

うような丹波市のまちづくりが望まれます。 

現在丹波市がどのような街づくりをしているのかわからない。もっと活発に活動をして市民のため

丹波市のためになることを行ってほしい。いろんな人が元気にたのしく自然の中ですごせるまちを

めざしてほしい。今後も様々なことを通してより良い丹波市を私たち市民とともに。今は丹波市に

住まず大学に通っているができたら帰りたいと思っているからもっといい丹波市にお願いします。 

個人的な意見ですが税金が高すぎるのでは。例えば新築して２０年過ぎているのに固定資産税が全

く今も同じですが。相談できるのでしょうかねえ。 

個人的には気候の暖かい所に住んでみたいと思っていますが、最終的には自分の信頼出来る人々と

つながって生きていけたら、どこで住もうがそれが一番だと思います。 

古臭いのが売りなのに。 

五台山から流れてくる水は、全国的にも超軟水のおいしい水です。これを何とか飲めるように、地

元の人はこれだけでも一生住みたいと思います。 

交通の件でデマンドで柏原に直通で行けるようにお願いします。一人暮らしです。 

交通の道順がわるいです。もっと近くに駅を作ってほしいです。電車も１時間に１本じゃなく、も

っと本数をふやしてほしいです。 

交通の便が悪く、デマンドも使い勝手が悪いとよく言われています 

交通の便が悪く、デマンドも使い勝手が悪いとよく言われています 

交通機関が不便。 

交通面でとても不便であり、各地域にバスなどの交通機関を考えてほしい。子育てをするうえで、

高校などになると、とても不便だ。バスが一時間に一、二本でも通るようになれば、Ｕターンされ
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る人もふえるのではないか？もちろん高齢者の方、その他、買い物、病院などが便利になるのでは

ないか。 

交通網が欠落しているので医療、文化、買い物等市外に求めている。七月オープンの病院も現状の

ままならそんなに活路が見えない。せめて病院迄はデマンドの枠を伸ばして欲しい。 

光(ネット環境）が入っていない地域があります。今の時代、光が入らないのは不便で仕方ありませ

ん。工事費が高いと聞きましたが見捨てないで下さい。 

このようなアンケートを答える機会を与えて下さってありがとうございました。今後ともよろしく

お願いします。よりステキな丹波市になりますように。 

公共交通として大変充実していると感じる。高速道に鉄道に関して。ただ丹波市内の隣町への国道

又は県道といった車の動線が少なく、災害時通行止めとなったときの自動車移動が困難となってい

るのでバイパスの充実を図っていただきたいと思います。 

公共交通機関が増加したり商業施設が増えると便利にはなりますが、丹波市の田舎の良さが損なわ

れる可能性もあると思います。十分な検討が必要だと思います。 

公共交通機関の充実によるベットタウン化、市内の産業充実のための若者が働きやすい環境づく

り。市財政の健全化の推進を進めていっていただきたいと思います。 

公共予約システムを利用していますが、予約開始になるのが利用月の２～３ヶ月前からというのが

前もって予定が立てられずいつも困っています。年度をまたいでというと難しいと思いますが、せ

めて半年前から予約可にしていただけると大変嬉しいです。 

広報誌などで発信されていてもなかなかゆっくり読み込めないことも多くわかりやすく記載して頂

けると助かります。また防災無線による連絡ももっと聞きやすく“ああまた市の放送か”となって

しまわないように工夫等されることを提案させて頂きます。 

※このアンケートもわかりにくかったです。３０分ではとても回答できませんでした。 

高校生以降に遊ぶ所、学ぶ場所が無い。今必要な人材、人口は何歳。寿命を伸ばすのも大事だが今

の市長は若年層に対する動きが全くない。人口減少問題を軽く考えすぎ。自己満もいい加減にし

ろ。 

高齢になっても多少障害や生きづらさあっても、行政サービスや家族親族以外の人の助けを気がね

なくかりて、一人でも生活できる街づくり、手続きや申請の過疎化、わかりやすい方法、工夫。な

るべく自分の力で生きていくための助けを考慮ください。 

高齢になりますと、情報が入り難くなります。いまも努力していただいてうれしく思いますが、一

層の努力をお願いします。いつもありがとうございます。情報が入れば、それぞれの住民の立場で

考えるのでは、参加できるのではないでしょうか。計画を策定されても、策定されたことを、一般

住民に知らせることが大事だと思います。いままでより情報も多く入り住み安い地域となり、よか

ったと思っていますが、住民の年齢も大きくなって行きます。日々考えながら、いろいろな企画等

に参加しなければならないとさらにこのアンケートで強く思いました。 

高齢になり運転免許返納となると、どのように生活すればいいのか不安である。丹波市にもサ高住

のようなものが建つと良いと思う。 

高齢の為、今後運転免許証返還すればどのような交通をして買い物や医療に対応できるか一番の不

安です。 

高齢化・少子化で問題が色々あります。協力できる町になって欲しいです。自分の生活が大変で他

の事には気配り出来ないような状態になっている人が多いです。 

高齢化が進んでいく中、商業施設（医療施設含め）への移動手段が充実されることを願っていま

す。 
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高齢化に伴う廃村やその周辺が過疎化していくにあたってその対策を求めます。 

高齢者が安心して住める町づくりをお願い致します。 

高齢者が安心安全に暮らせる町作りを目指してほしい。 

ＩＴ通信技術（５Ｇサービス）などを活用して高齢者にも扱いやすくカスタマイズしたタブレット

端末を配布してスマート家電や見守りサービスを利用したり自宅から外に出られなくてもネットス

ーパーで買い物したりと恩恵が色々あると思います。 

高齢者が増えるので高齢者にやさしい町づくりをお願いします。 

高齢者が多くなりそれを支える若い世代が少なくなる現実、どのようにしたら若い人が住みやすく

なるかを考えてほしい。そして、若い人達が多く住んでくれる様に願っています。 

高齢者に優しい福祉の街づくりを期待する。 

少子化に歯止めをかける対策が市長には見えてこない。国や県の言いなりになるような市政では衰

退の一途をたどる。口ばかりではなく丹波の人を守り抜く強い意志を市長にも要望する。 

高齢者の車の運転にヒャッとすることが多い。 

高齢者の多い時代、青垣など住みよい県住のような生活環境で福祉を利用対応できる町に。一軒の

家に一人生活する親の生活を子どもは不安に思うため 

高齢者支援の充実 

災害ケ所、危険ケ所(交通含む)の早期対応 

高齢者社会になるためそれぞれの自治体が若い人達が自分達の住人でいる所を色んな事業で参加し

て、しんけんに考えてほしいと思います。 

合併して以来あちこち(農協、学校、保育所、幼稚園等）で休舎が次第に見にくくなってきます。空

き家もその通り。空き家にすると同時に高額負担が必要とする。地域特に区、近所に対し本当に迷

惑になっています。自治会、市に対し迷惑料が必要。背丈ほどの家の周りの田畑の草の責任は誰

が。今後ますます多くなることと思います。５年１０年先私の区も増える事でしょう。 

国の行政も同じですが、何でも中央に集中して手を差し伸べてほしい田舎の山間部は置き去りにさ

れています。これからの冬の季節、除雪等本当に必要な奥への除雪が行われず通勤や通学に支障を

きたしています。そういう細部にも目配り気配りしてください。 

国民健康保険税が高いのでもう少し負担を軽くしてほしい。 

アンケートの締め切りが短い。郵送されてきてから１ヶ月くらいは猶予をもたせてほしい。熟考し

て答えたいので。 

今シーズンやたらとアンケートがまわってきた。無作為に選ばれているハズなのに何故。名前か、

名前のせいなのか。 

今は大学生で阪神地区に出ていますが、卒業後の就職を考える時地元であるのかどうか疑問です。

若い者が魅力を感じるような丹波にしてほしいです。 

今回のアンケートにこんなに良い紙を使う必要が有るんでしょうか。インターネット等で簡単に答

えられる方が紙の無駄使いにならないと思います。これも税金じゃないんですか。 

今現在は住みやすいので良いと思います。 

今現在自動車がないと生活が不便な生活。どうにかならないのか。 

今後もどうぞよろしくお願い致します 

今年７月になるまでは子どもにとって(子育てする中で)育てやすい丹波市だと思っていました。今

回、両親の市民税合計で医療費支払いになる事が決まり、来年度、幼稚園（保育料？）無償化にな

るかもしれないという事を聞き結局丹波市は何をしたいのか分かりません。詳しい説明を求めま

す。 
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今年入院を経験し病院・医療費・健康づくり・弱い立場の方のサポートある暮らし肌で感じまし

た。（一人一人の安心の暮らしには健康あってのものだと）弱者に優しい人を育てる市町村、理想

です。 

歳をとってもどんどん外に出て行けるまちづくりをしたい。地域住民が連携して子供たちお年寄り

を守れるようなしくみづくり。 

災害があった時のため河川整備を充実してほしい。 

男女が出会えるようなイベントを作れたら良いと思います。 

災害のない町作りにしてください。 

災害復旧事業が遅い。 

災害予知対策に対する姿勢が余り見えない。 

財政が苦しい中よく頑張っておられると思います。しかし実感としてはよくわからない。このアン

ケートの中で○○していますとか○○運動していると書かれていましたが知らないことが多い。急

激に成果が上がるのは難しい。地道に続けるしかないのでは。 

昨日まで安心な水を飲んでいたら今日からマンガン入りの水を飲めなんて人間のすることではな

い。住み続ける気がなくなったし子・孫に帰って来る様に伝える事も出来なくなりました。ＧＯ・

ＧＯフェスタで丹波のおいしい水だなんて売られていたがなさけなかった。これが私の住む町かと

思いました。 

山と川に恵まれた自然を取り入れたまち創りが大切だと思う。市内全域を山と川にそって遊歩道で

結ぶ。幸福度優先のまち創りこそが求められると思う。 

山南地区では中学校の問題があり私も一番気になっています。子供が通うとなると余計に心配で

す。山南地区、和田地区共に納得のいく答えが出れば良いですが。 

山肌があちこちで見え今迄の丹波市と変わって来ました。これから先大雨が降ると怖いです。 

財政運営が大変な事良く分りました。 

読みにくい字でお許しください（年寄）。 

仕事と居住がかなえられたら住民の定着もおのずとついてくるように思います。その為には行政の

支援も一定必要だろうと感じます。 

仕事をしながら育児、家事をしていますが、時間がないなか、買い物、安い所へ行くのも中心地に

集中していて大変です。又、助成券（ちーたん券）なども土曜日などに販売なので、仕事で行けま

せん。まともに働いている方が損してる気分になります。 

子ども、高齢者にとって住みよい青垣町（丹波市）に職員のみなさん、おねがいします。 

子どもが楽しく遊べる公園や大型遊具がある所が少ないので増やして欲しい。体育館などの総合施

設。 

子どもが産まれるとやはり“安心して子育てができること”というのが第１にきます。保育園に入

れるかどうか休日や夜の急な病気やケガに対応してくれるのか。そういう不安が少しでもなくなる

ような場所であってほしいと思います。 

子どもが住みやすく、且つ他府県からもっと若い人が遊びに来れるような来たくなるようなまちづ

くりをしたい。 

子どもたちこれからも住み続けたいまちづくりをお願いします。 

子ども子育て世代にやさしい町づくりをもっとしてほしい。 

児童センターや安全に遊ぶ場所が無い。 

アフター代無料などもっとお金面でも助けて欲しいです。 
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子育てがしやすく、教育が充実している所に若い人は住みたいと思うはずです。子育て支援金や子

育て中の親が働きやすい職場、遊ぶ所、学校教育の環境整備など未来に向けたまちづくりが必要だ

と思います。 

子育てしやすい環境を作ってくださいそしたら頑張ってもう一人産みます 

子育てしやすい町づくりをお願いします。 

子育てには力を入れてほしい！！お金もたくさんかかるし、年々子供も少ないのに、色々と高いし

… 

子育て支援ももちろんですが小学、中学、高校と充実した学習支援体制があれば子育て世代は魅力

を感じると思います。 

私学ではなく公立であっても子供のやる気を伸ばしさらに上を目指す子供にも充実した学習環境を

提供できるような内容を期待します。 

子育て支援をもっと充実させてほしい（金銭面） 

子育て世代を増やす努力をして下さい。子育て世代にメリットを。人口を確保（子育て世代）をし

ないと市の体力が下がる一方で先がない。 

子供が屋外で遊べる使節（アスレチック、すべり台 etc）を造ってほしいです。（小さい子供～大き

い子供が遊べるような場所） 

子供が元気に遊べる遊具がある所を作ってほしい。アスレチック等できる所もほしいです。 

子供たちが公園で遊ぶ姿が少なくなってしまった、環境、気候の変化もあると思いますが、遊具の

ある公園などが点在しているといいかな。体験型イベントとか楽しいだけではなく、ボランティア

じゃなく… 

子供を地元で育てる工夫、学力の高い学校、スポーツ、留学による市外流出する事がない様な知恵

が必要では？子供をもっと大事にする事。 

市のホームページがもっと見やすいと活用しやすいです。スマホ用にもっと利用しやすいようにし

て下さい。文字が小さく見にくいです。（トップページは見やすいです） 

市は机上の理想を追い求めすぎと感じる。暮らしをよくする為に、市民に負担を押し付けと考え

る。又、自治会行事も他市に比べ多すぎる。結果、家業、家族での時間等が削減され、家族の絆が

薄れるのでは？と危惧している。又、防災に於て、更に充実させる必要がある。新聞での情報であ

るが、三田市が力を入れている模様。 

市営住宅の充実。高い民営のアパートから安い家賃の住宅へ入りやすいようにしてほしい。 

市指定ごみ袋の値段をもっと安価にしてほしい。 

市政になってから細かなところまで行き届いていないと思う事が多々ある。広い範囲なので仕方な

いと思う反面、同じ市民として同じサービスは受ける権利はあると思う。青垣、市島は隅の方でな

んとなく後回しにされていると思うのは間違っているだろうか。又、高齢化も進むのでその対策を

あげて考えていかなければならないと思います。 

市庁舎の建設は必要ではないと思う。少子高齢化が進み、大切な子供達の為にも良く考え、市債の

ない丹波市にする為、今の分庁舎でも充分ではないかと思う。 

市庁舎や公共の建物に自然エネルギーを活用してほしいです。温暖化になれば市や県もむちゃくち

ゃになります。まずこれを考えて充実してほしいです。安全安心にスウェーデンを参考に見て下さ

い。 

市長は柏原を中心とした考えが有り、他地域の住民の不便さをもっと考えて欲しい。中央に一局す

る考えだが他地域の住民を大切に。 
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ホテル問題も必要なし。 

老人、福祉関係を考えるべき。 

市島町で倒れた方が救急車を呼んで柏原から救急車が出発し、むかったと聞けば、不安になるし、

超高齢化で組長をする人がいない、子供がいないので子供会が成り立たない。子供と同居している

とみなされた場合、行政の介護サービスを受けれない。丹波地域は教育現場も京阪神とはまったく

交流ない、それぞれの年代、生活で住民はどうにかならないかと不安に思っていること山積みなの

で、行政も住民も議員も力合わせる意識改革必要だと常々思っています。 

市島町にスーパーなど増やしてほしい。 

市民が安心して住める環境を整えてほしい。高齢者の外出支援（他市への通院等）の充実を期待し

ます。丹波市という大きなくくりの中で、細やかな心くばりが、おろそかになっているように思い

ます。 

市民が共有できる「売り」を創出し促進していくことを望みます。自他ともに「丹波市と言えば

～。～と言えば丹波市。」と認知出来るものがあれば市民の中に郷土への愛着、自信が高まり市外

からの訪問者、移住者の増加につながるのではないでしょうか。 

市民が参画して企画していただく姿勢が見受けられない（押しつけ） 

市民の関わりが少ないので丹波市の今後のことについてもう少し若い人達との話し合いをして欲し

い。目をかたむけて、今後に役立つ様にしてと思う。 

市民の生活を一番に考えたまちづくりをして欲しい。外部に働きかけるよりも今住んでいる内部＝

市民を大切にし安心、安全な暮らしができる丹波市を目指して取り組みをぜひお願いしたいです。 

市民の声をたくさん聞き、よい意見を活かし、丹波市に沢山観光客が訪れるような丹波市＝○○と

想像できるような特産品を作ってほしい。財政を豊かにしてほしい。若い人材が必要です。 

市民税、固定資産税等が高すぎます。また空き巣被害や犯罪のない街になってほしいと思っていま

す。 

市民税が高すぎる事が市民の生活、治安を悪くしている。まず市民の生活を豊かにしなければ良く

ならないと思う。 

市民税を下げて下さい。 

市名変更、丹波篠山市発足に伴い丹波市も丹波氷上市等へ変更して地域、場所を分かりやすくする

べき。 

福知山へのアクセス。穴裏峠の通路拡張又はトンネル化。榎トンネル不要。 

市役所のどこへ行っても気持ちよく帰れるような親切で愛想のよい対応をしてもらえたらうれしい

です。 

市役所のレベルアップと市長のイメージの低さの改善 

市役所の車がすごいスピードで走ってるのを見た。交通ルールも守れない職員がいるのはどうかと

思うので教育されたらどうですか？ 

市役所の対応が悪い。会社なら１７時以下でも仕事してるのに市役所は終わってしまう。 

市役所職員がその職能を効果的に発揮し、安定して働けるように、異動や配置等について現在の考

え方を見直してはどうかと考える。計画的に配置し、よくその部署の仕事が行えるようにするの

が、サービスの向上につながるし、職員への負担も減らせるだろう。 

支所職員の質の向上。 

私が丹波市に２０年以上住んでいて思う事は、空気はうまいし水もうまい。田舎だからゆったり暮

らせるです。この状態は残しつつ税金の軽減、子どもが遊べる施設。交通の利便性の発達、学業の

充実をしていくなど、丹波市が魅力あるまちづくりをしてもらいたいです。 
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私の住んでいる所は何も無くなって丹波市でも一番開けてない所。買い物に行くのも店が１つスー

パーといえない店ではなく大型店がほしい。年いった人が楽しみながら買う、そこで食べて話をし

て、企業は出来たのに若い人がお金を町におとす市にしてほしい。 

私の勉強不足が原因ですが、問９以降の取組について知らない物が多くありました。良い取組ばか

りなので、必要とされる方のためにより積極的なサービスや情報案内をしていただきたいと感じま

した。必要な方が必要な時に利用しやすい支援体制をこれからもよろしくお願いします。 

私の勉強不足ではありますが現状の丹波市政として目標として何を提案し進められようとしている

のかも良く認識しておりません。もっとＰＲ頂けたら前向きに提案できるともおもいますが。よろ

しく。 

私は、市島町に住んでいます。市島は、有機の里として有名です。丹波特有の特産物や、加工品を

どんどん有名居にしていってほしい。農業の担い手を育てる為に、農業青年の育成に力を入れて下

さい。年よりも若者も住みよい町になってほしい。 

私は、幼児を 3人持つ母なので、保育園、幼稚園に不満を持っています。小学校の生徒との交流

も。住んでいる場所で行くこども園が決まっている事で怠けているように感じてなりません。都会

のように私立で教育を目的とした幼稚園ができればいいのに。もっと頑張ってほしいです氷上。 

私はこの山南町に嫁いで来て４０年になります。この町において意見はないのです。ほとんど仕事

で朝出ると夕方遅くまで帰らないのであまり分かりませんがこれからも住み良い山南町にして頂け

れば良いかと思います。 

私は高齢者ですので老後は安心して迎えられるような町作りをお願いしたいと思います。市長さん

はじめ市役員の皆様方の町作りに対して難しい問題に取り組まれている様子が質問から良く解りま

した。これからも皆様お身体を大切に市民の為よろしくお願いします。 

私は小学校は尼崎、中学は芦屋、高校、大阪、大学は東京でした。尼崎はとても柄が悪い生徒が多

かったです。でも芦屋で４～５年程、住みますと（中学時代等）柄の悪い生徒が１人もいません。

場所が変化すると、まったく変化します。丹波市も芦屋の様に成って下さい。私の母の生まれた所

（春日町）ですので。 

私は西脇市の教育関係に努めています。近隣の市町の中でも丹波市の教育は進んでいると良く聞き

ます。それを聞いて私自身も鼻が高いです。西脇市も負けじと努力してまいりますが隣の市から応

援しております。 

私は柏原町に住んでいます。すべてにおいて不便を感じることはありませんが、同じ市内の実家に

行けば、まわりのお年寄りは買物難民として、不便を感じておられます。交通手段をもたないお年

寄り、障がい者の方が住みよい丹波市のまちづくりをしていただければ幸いです。お世話になりま

す。 

私達も自治体に協力して、出来る事は自分達で頑張って生きていきます。 

滋賀県北西部の「メタセコイヤ」並木道のように 20年～30年以上の思いの町作りが必要ではない

か。（短期の結果を求めすぎではないか。） 

自治会の交流を進め、その自治会の活性化をはかってほしい。 

自治会単位での地域づくりの方法等をアドバイスして行く行動と援助 

自然豊かでのんびりくらせる町だと思うのに人々の心はひがみっぽくて他を受け入れない。古くか

ら住む人は変わろうとしない。ＩＵターン者達が楽しく暮らしたくて手をつなぎ、盛りあげてい

る。観光客はよく見ぬいている。市民一人一人が心豊かに思えるまちづくりって引っぱる市の職員

さんが楽しく動いてくれること。今、少しずつそうなってきていると思う。シティープロモーショ

ンに心動かされていますガンバッテ！！ 
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自然豊かな丹波を大切にして欲しい。美味しい水、空気、食物、全国に広めて欲しい。子供達の教

育にもっと力を入れて欲しい。 

自転車や徒歩で移動するには危険な道路が多いと感じる。また、病院の開設に伴い１７５線の交通

量や農道の危険が高まるのではないかと不安。 

自動車を使わなくても生活できる街が理想です。それさえ整えば、あとは自分達の力で楽しく暮ら

せるよう工夫していけると思います。 

質問の内容が難しかった。充分に答えられていないと思う。 

篠山市が丹波篠山市になったことで丹波市への影響があるのではと少し不安に思っています。 

篠山市が丹波篠山市になるとか…丹波市の存在が薄くならない手だてがますます必要になるのでは

ないかと思ってしまう。交通でしょうか…？ 

篠山市が丹波篠山市に名前を変えて、丹波市がどんどん存在うすれていくのかなと思いました。来

年４回生になるので就職を考えたとき、丹波には企業が少ないので地元に帰る選択肢がありませ

ん。もっと若者が帰ってこれるように活発なまち作りをおねがいします！ 

篠山市が来年５月に市名変更するが丹波市も氷上市へ変更するのがよいと思う。 

篠山市と比べ、インパクトのあるイベントが少なくどうしてもイメージがない。また、あったとし

ても発信力に欠けていると思います。 

篠山市改名の件で改めて氷上市にすべきだったと思う。全国に丹波市の名を悪く浸透させてしまっ

た。 

車がないと住みにくい所です。車がなくても生活しやすい高齢者や子供にやさしい町にしてほしい

です。 

車がないと生活できない。デマンドは各地域でのみの利用しか出来ない。ＪＲの駅や大型商業施

設、病院などは、地域外でも利用できる様にしてほしい。防災無線は、災害時のみでないと緊急性

を感じない。災害時の情報は、もっと細かく詳しい情報をわかりやすく提供してほしい。 

若い人、子育て世代が住みやすい市をさらに目指して欲しいです。 

若い人が安心して働くことができる優良企業の誘致 

若い人が住みよい街づくりをしてほしい。よろしくお願いします。 

若い人が増えないとヤバい。 

若い人が丹波市に増える様に魅力あるまちづくり。 

高齢者・子供が安心安全に暮らせるように。 

若い人が夢を持てるまち作りを考えてゆきたい。介護の話題が多過ぎ、又メモリアルホールのチラ

シが良くポストに入っています。大切なことかも知れませんが……。 

若い人に魅力ある施設がない。総合運動公園に大規模遊具のある遊び場などを併設し、子供～若者

が集える場所があったらよいと思う。 

若い人の意見を取り入れて大学で遠くへ行っても、また丹波で住みたくなるような環境にする。 

電車の本数を増やす。 

小・中学校での入学祝・卒業祝いとして補助金を出す。 

若い人達が丹波市に住もう、丹波市に帰りたいと思われるような市。高齢者がふえるので、足が弱

くなったり、車の運転が出来なくなった時にいつでも対応してもらえる、どこにでもつれて行って

もらえるようにしてほしい。 

若い人達が都会に出て行ってしまわないためにも仕事場を増やしたり給料が良く働きやすい職場を

増やしてほしい。 
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若い人達の意見を大切にする方がいい。若い人達がどれだけ丹波に残るかで今後が大きく変わって

くると思う。 

若い世代が増えて活気が出れば一世帯の所得水準もあがる。高齢者とのバランスが良くなれば強い

町になるのではと思います。 

若い方がわくわくするような町になってほしいです。 

若者が安心して働ける町 

若者が帰ってきて働きたいと思えるような企業誘致や、新規事業を考える若い人達のサポートを手

厚くして頂きたい。これからの丹波を支えるために、若者の育成が大切。 

若者が郷土に愛を持てるような地域にしていってほしい。 

学生などで定期検診を受けられない世代の対応。病気予防に力を注いでほしい。 

高齢化で田、畑、林どう管理していくか。 

若者が住みやすい町づくり。 

若者が定着できる町づくりを希望します。 

若者が都心へと定住しつつあり、丹波に企業を増やし、若者が定着できる様にする必要があると思

います。Ｉターンを希望される方も少しずつ増えている様に思えます。その方にも安心して住め

る、就職先の充実を願います。 

若者を支援する高齢者が活躍する町づくり 

住みにくい世の中になりました。先は暗く、行政や国になんの期待もありません。自助努力の世の

中になり残念です。 

住みやすい街にするために、色々な事に取組まれていて凄いなと思いました。もっと住みやすい街

にするために自分を含めて皆が協力してこれからも色々な事に取組めばもっといい街づくりができ

ると思うので、自分たちもできることをやっていきたいと思いました。 

住人十色とか人生の楽園に出て来る様な家や生活が理想です。 

住民の生活権を大切に守るまち。まちが花で輝く地域。 

住民を増やす事。その為には交通手段の充実。（JR複線化）による住民の増加。 

出産、子育て、病気等で心配のないまちづくり。犯罪、事故、災害等の予防と対策。子供の個性・

能力を伸ばせるような教育、新しいことにチャレンジできる支援 

春・秋のシーズン黒豆、枝豆の時期は道駅の大きな市場にして他県よりもっと買いにきてもらうよ

う道駅はシーズンだけでももっと大きくしたらいいと思います。他府県から丹波の名品買いツアー

などバスの運行などいいと思います。 

春日町である芸人さんのライブのＰＲをもう少しした方が良いと思う。 

小学校も統合して、バスで通えばいいと大人は行政は簡単に言う。こどもたちの思いはどこにある

のか。今まで育ってきた昔からの地区の良さがなくなってしまう、統合反対です！こども園も大き

くなって何も良い事がない。先生に笑顔がない、淡々とこなしているように見える。あたたかみが

無い。夕方迎えに行ったら職員室でパソコンに向かっていて、子どもと居るのは夕方のパートさ

ん。保育士が向き合うのはパソコンではない、こどもが降園するまでは園児だ。 

少子高齢化が進んでいるので若い人が住みやすく子育てしやすい町づくりにしてほしい。高齢者に

対するサービスも大切ですが、これからの丹波市を支えてくれる若者を支援し丹波市を出ても戻っ

てきたいと思うまちにして若い人の活気のある町づくりをお願いします。 

少子高齢化時代に成るので、福知山線の複線化が実現できる様になって公共交通が充実している町

になってほしいです。 
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消防団員の退職金の見直し。全く来ていない人(団員）と来ている人の退職金が同じで来ている人が

損をしている感がある。各部には数人の来ていない人がいると思う。一人に対して退職金を何十万

も払っていて市で考えたら何百万になると思う。そんなムダは無くすべきだと思う。頑張っている

人が損だと思う事がないようにしてほしい。 

消防団活動は、団員数がへっているのに今までと同じ活動をしている。もっと活動内容をへらすべ

き。（各戸ささつ等、ぶたいくんれんやめる。ポンプそうほうは、４年に１回等）もう、消防団活

動は、つかれた。 

詳しい事業内容を把握していませんので、具体的な意見が述べられません。すいません。あまり何

事にも規制されず、毎日伸び伸びと過ごせたら、それはそれで良いのでは？と思っています。 

障がい者や老人が安心して暮らせる町。 

上記の地域のように、アイデア次第で生きる楽しみ、やりがいが人生の希望になり、しかも経済を

うるおうすごい町の成功例だと思います。丹波市も何か出来ると思います。 

植林地が荒廃している。農村環境全体を見渡した総合的な環境保全対策を行ってほしい。 

職員の対応はやさしいですが、行動力が遅く、町の中の事を早くしてほしいです。例えば道路の管

理者、高齢者が歩きやすい町にしてほしいと思います。 

色々と丹波市が住み良く、永く住みたいと思えるように考えて頂いているのが再認識できました。

私達の様な老人でも参加できる“まち”にして頂きたく思います。 

色々なお店が閉店してばかりで新たなものは生まれないし丹波に住み続けていけるのか不安です。

道路はデコボコしているところも多いし夜は街灯が少なく危ない。 

色々な施策がありますが市民に周知されていなかったり、きめ細やかな対応等されていないように

感じます。 

色々な方が他県から移住などで来られている様ですが、縁と人と情が素晴らしいからと思います。

都市方面にも車が有れば十分短時間で行けますし災害もひどくならない予感がします。不満はすぐ

に出て来ませんがとにかく上水道料金が他のところと比べると高い気がします。 

新卒（大学）がもっと働ける企業があれば、丹波にもどってくる、子供が増え、結婚、子育て、人

口増加にもつながると思う。子供や高齢者には福祉も充実させ、母子家庭も多いので、そこにも目

を向け、他の市と差別化すると良いと思う。※柏原駅もイコカ使用できるようになってほしい。駅

のまわりにももっと商業施設などあればよいと思う。※返信封筒が小さすぎる！！ 

新病院開院により、バスルートが再編されるらしいですが、山南路線で和田方面からの路線で北和

田と応地の間の和田橋付近にバス停を新設して欲しいと思います。氷上工業団地付近に新駅（新病

院まで徒歩範囲）を作り、そこまで複線化。 

人・物・自然・文化・スポーツ・施策・言葉・精神等何か一つでもこのまちにしかない他のまちに

マネのできないものを発掘又は創造しそれを誇りに生きて行くことが出来れば人は残るのではない

かと思います。 

人の心がきたない、雲気が良い、人のプライドが高い、食品がわるい、安物が多すぎる、人の元気

がない、かっきがない、道がわるい・あぶない、でもとても住みやすい所です 

人口が減らないように、若者が出て行かない、他府県から移住したいと思うような、働く場所や子

育て支援に予算をもっとふやしていけばいいなと思います。 

人口が増える丹波市になるようお願いします。 

人口を増やす取り組みが必要でありＩ・Ｕターン・外国人・若者の流出阻止など、働く場を作る事

かと。人口減少のため行政サービスの低下はある程度受け入れるが効果のある税金の使い方をお願

いします。 
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人口減少が危機的なことだということを理解して、それを解決するための政策を行ってほしい。ア

ンケートの中に自分が知らない政策、運動、方針などがたくさんあった。もっと知る機会を増やし

てほしい。電車、バスの本数が少ないのは本当に不便で困っています。高校生など若い世代の意見

ももっと聞いてほしい。割と思っていることは多いと思います。 

人口減少を食い止める施策が全ての根幹にあると思います。このままでは全てがジリ貧です。次代

を荷う若い人達に夢と希望のある施策を是非お願いします。 

人口密度に合った政策を行い市税削減（市議の減員）を求む 

人任せのようですが大変難しく思うアンケートでした。どの質問もなにが大切なのかも、すべての

文章がなかなか理解しずらく、すべてが回答に当てはまるように思いました。 

西脇市にあるミライエのような子どもが遊べる施せつを作って欲しいです。 

昔のやり方がすべてではなく、現在の生活スタイルに合った町づくりをしてほしい。一度丹波市か

ら出た人もやっぱり戻りたい思ってもらえるような、他から丹波市に住みたいと思い、若い人や働

き盛りの人々も生活しやすい町になってほしいです。 

赤ちゃん、幼児、学生、中高年、お年寄り、どの世代もが言葉や心を通わすことのできる、まちづ

くりができればと思います。 

全ての世代の人が、気軽に外出できる環境と施設充実に期待します 

全ての分野を充実させるのは現実的に難しい。丹波市として最重要な事は何か。その最重要の分野

を日本のみならず世界中からも注目されるレベルまで極めていく。そんな町づくりを期待します。

私は丹波市が好きです。 

全国に向けた丹波ブランドの情報発信・広告の強化と各種観光イベント開催により他府県から人の

流入・経済活性・それに応える道路公共交通機関の整備充実に加えて安心安全な街づくりの為先導

医療機関との提携、余剰地への企業誘致等により全国的にも安定した豊かで暮らしやすい丹波市の

まちづくりを計画される事を望みます。 

全市民が住みやすい環境づくり。 

空き家の対策。子育ての充実。公共交通の充実。歩道、自転車専用道路の整備。地域で４０才～で

も行きやすい認知症予防の体操やサークル。 

全体的に職員のレベルの低さと、モラルのなさが目立ちます。良い人材の採用と意欲のない職員の

配置転換を積極的に行って下さい。職員の悪口は聞いても、感謝の言葉は聞きません。期待してい

ます。 

組織が大きくなると、すみずみまで目が届かなくなる。目配り、気配りが必要。 

相談なしにソーラーパネルの設置をすることは、やめて欲しいです。近隣の住民は迷惑しているの

で、付ける際には、一度相談して取り付けてもらいたいです。 

他の市には無い特色の有る特産品や 

他県から来たら変な市です。ムダな事を失して少しは考えて下さい。農業委員会の判断は何？もっ

と外の人を入れるべき、どんどんと。 

他市に研修に行くなど、もっと他の市を見習うべき。市政を担う人間が、改編しないと丹波市は消

えてしまうだろう。市民の不満に目を向けない市政はやめるべき。丹波市を永住の地としようとは

思っていない。まちづくりの前に人間づくりが重要なのでは。 

他人を尊重する 

多くのアンケートに記入しながら改めて知らない事が多い事に気付きました。高齢化が増々進む今

後を思うと、皆が健康年齢を長く保つ施策も必要だし、自分でも意識しないといけないと思いま

す。丹波市を作るのはあなたです！！と市民に呼びかけて下さい。 
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太陽光パネルの拡大など、せっかくの景観を台なしにするようなものはやめる。今あるものを大切

にして残していく、獣が里に降りて来ないよう山をよくする。清水の確保、整備しすぎない田畑、

魚が戻ってくるような川、山川田畑と生物が循環していく環境。 

大河ドラマとのタイアップ 

大学、専門学校の誘致 

大学等学校の設立。若者が住みたくなる街づくりをお願いします。 

誰でも安全、安心に暮らせる町づくりをお願いします。（防災も含めて）厳しい時代になりつつ先

が不透明だけに不安が多いです。 

丹（まごころ）のまちづくりをお願いしたいです。 

丹波には、美味しいものや、有名な観光地がたくさんあると思います。丹波市外の方がもっとたく

さん丹波市に来て、活気あるまちになればと思っています。 

丹波の自然環境は素晴らしい。子育てするには都会より丹波のような所がきっといいのだと思いま

す。若い人達が丹波に住みたいと思うようなまちづくりが大切だと思います。 

丹波を篠山に取られた、取ったという話ではなく、丹波に行きたい行きやすい所であるコンセプト

で進めていってほしい。その為には、まず福知山線の複線が必須条件だと思います。学校の和式ト

イレは、考えられません。（このようなアンケートは若い人には多すぎて無理です） 

丹波市(旧氷上郡）で生まれ、育ち、働き、丹波市への深い愛情を持っている。ここには人と人がつ

ながり、声をかけ合い、助け合い支え支えられる心豊かな土壌が長年息づいている。嫁いだ娘たち

も年に何度か”ふるさと丹波”に帰り、元気になって都会へと戻っていく。これからも人と人のつ

ながりを大切にする丹波市でありたい。乱文でスミマセン！ 

丹波市が栄えるのは良い事ではあると思うのですが大型チェーン店や大型スーパーができることに

よってもとからある地元のスーパー例えて言えばアルティが大型スーパーにお客を取られてしまい

潰れてしまうのはどうなんだろうと思います。 

丹波市で成人が生きて行く上で働く所の確保が大変です。また再チャレンジなど困っている。３０

～４０代、５０代にも目を向けて欲しい。自分の市で困っている大人が大人になれるようにしっか

り見て欲しい。 

丹波市としてアピールするポイントがズレていると思う。マンホールのフタや歌をお金を出すぐら

いなら、もっと他でお金を使うべきだと思う。（水道料金安くするとか、ゴミ袋代金を安くすると

か？） 

丹波市には県外から来て５０年この町に住んで良かったと思います。福祉の方も良くして下さりあ

りがたいのですが交通の便が大変悪いと良く聞きます。高齢者に優しい町になるといいのですが。 

とても良いアンケートですが本人は障がい者で親も高齢につき大変です。もっと若い方にお世話し

て下されば良いと思います。 

丹波市に行ってみたい又住んでみたいと思われるまちになるといいですね。 

丹波市に住みたいと思って引っ越しました。段々年をとって来ますが自分自身も努力して住みやす

い町にしていきたいと思っています。行政のみならず市民が作って行く住みやすさって有るのでは

と思います。 

丹波市に住んでおりませんので遅くなりました。丹波は大好きです。来年は就活です、悩んでおり

ます。これからもステキな町であります事を願っています。 

丹波市に来て交通事故がすごく多い町だと思いました。町にたくさんゴミが落ちててきたない町だ

と思いました。学生が挨拶してくれるステキな町だと思いました。 
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丹波市のあらゆる所で学校の統合が叫ばれていますが、なかなか進んでいないみたいですね。あと

５年後、何年先に実現するか分からない事柄に巨額な税金は使うべきではないと思います。それよ

りも柏原あたりに教育レベルの高い中高一貫校を作ってはどうですか。私学入学をされた子供さん

の学習内容と、この辺の公立校の学力レベルの差はハッキリ言って比べ物になりません。学力の差

が地域で異なるようでは安心した教育環境とは言えないでしょう。 

丹波市の歌等無だな事業をせず、今、丹波市にある資源を生かし楽しく人が集まる町づくりをして

ほしい。 

丹波市のまちづくりの今後は地域と行政がそれぞれの役割を果たしながら一体的に進めていくこと

が大切と思います。 

丹波市のまちづくりは、市長の力が大変重要だと思います。２期目に集大成が出来るより、ご尽力

をお願いいたします。当分の間はトップダウンでよいと思います。 

丹波市のまちづくりは、柏原町の町屋の復活。そのためには、日赤跡地の大型バスの駐車場を整備

し、織田氏の遺産の活用。他町にはない文化財がある。合併して旧氷上町のおもいこみがありすぎ

る。丹波の中心は、あくまでも柏原でありここに重点をおくべきです。 

丹波市のまちづくりは若い方に考えていただき色々なことを勉強して頂ければ。私は丹波市に住ん

で 50年以上になります。ずい分便利な生活が出来るようになりました。これからは高齢になっても

安心して暮らしていける様に願っています。 

丹波市の自然災害の最もたるものは水害でその対策として山林整備で現在の森林状況は山林道は荒

れ放題。車どころか人すら歩けない状態。この対策が緊急で最大の課題。 

丹波市と但馬・京丹後との唯一無二のジョイントトンネル遠阪トンネル。この丹波で一番の豪雪地

にありながらこの観光、交流、生活主要道であるにも関わらず有料なまま放置しているのは丹波、

但馬を対策している者達は何を考え何を対策しているのか。商工業、医療、その他各方面にとって

どれほど絶大に交流し合互いに繁栄に貢献するのか緊急なる無料化が求められる。 

丹波市の取り組みには敬意を賞します。知らないことが多かったのでもう少し勉強したいと思いま

す。 

丹波市の全国イメージ通りのまちづくりを希望します。 

丹波市の中心はどうしても柏原という考え方になるが他の地区にも中心はあるしそこがいかに活力

をいれるか力を出すかという事である。地域作りとは何かよく考える事ですが私はそこに生活して

いる人達、暮らしている人達が一つになる事であると考えます。方法は色々ありその方法に向かっ

て進む事が基本である。市に地域にもう少し力を注いでほしい。 

丹波市は、高齢化率が高い。これは、どうしようもない事であり、年々高くなることは避けられな

い。その上で、高齢者方が安全に幸せに暮らせる行動が一番必要と思う。その上で未来のある丹波

市に向けて、色々な施策が必要ではないか。 

丹波市はとてもいい町だと思います。でももっと生活していくのに都会の便利なところを取り入れ

てもらえたら若い人達が住んでくれると思います。また私達の年代でも働ける場所が多くあるとう

れしい。金銭面的に対してはやはり苦しいです。丹波市に住み続けるか、わからないという気持ち

がずっと住みたいと思える町にしてほしいです。 

丹波市は交通の便が非常に悪くデマンドが出来たもののまだまだ不便です。高齢者になり車に乗れ

なくなったらたちまち買い物にも行けず生活するにはとても不安を感じています。高齢者になって

も安心して普通に日常生活が過ごしていけるような丹波市になってほしいと思います。 

企業誘致で人口増加をはかったり観光客を増やしたりして活性化をはかるなどして少しでも便利に
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暮らせる街づくりを目指してほしいです。 

街が暗すぎるので街灯も増やしてほし。 

丹波市は山が多く人里から離れると猪、熊など動物がいて１人では怖い所がある。 

丹波市は篠山市よりも観光客に来てもらえていない気がする。丹波竜をもっと活用し、大きな恐竜

の施設を作り、そこを拠点に他の所へ行ってもらえるといいと思う。せっかく自然豊かですばらし

い所なのに。丹波市だけでは無理でも兵庫県の事業として考えてもらえないかと思う。観光客が増

えると地域はもっと元気になると思う。 

丹波市は人口も少ないですし財政面では大変だと思いますが穏やかな所だと思います。 

丹波市は水道代が高すぎる。 

丹波市は税金が高いです。 

そして柏原支所をホテル化されるのは絶対に反対です。観光客が増えることはありません。みんな

反対と言っています。やめて下さい。税金のムダ使いです。市長、お願いします。やめて下さい。 

丹波市は田舎の街だから田舎らしさでいいと思う。昔ながらのいいものを大切にし自然も大切にし

他から移住したいと思われる街を目指したら良いと思う。 

丹波市は未だに旧 6町が(２５校)それぞれ勝手に町づくりを頑張っているように思う。丹波市全体

として旧６町をつないで連動していると実感できる施設があったらいいのにと思います。難しいで

すね。 

返信封筒が小さすぎます。もう少し心遣いがいるのではないですか。 

丹波市ブランドを生かしてもっと農業や観光に力を入れ観光客を増やす。 

市長もっと住みやすい住んでみたい丹波市にして下さい。 

丹波市も人口の減少、特に子供の数が少なくこのまま行くと過疎のまちとなることが心配です。こ

のためには結婚を手助けする制度、例えば老人の民生委員のような制度で手助けして子供を沢山産

める環境を整え企業誘致で丹波で働ける環境をもっと充実してほしい。 

丹波市を、もっと発展させてほしい。兵庫県＝神戸のようなイメージになっているけど、神戸に負

けないくらいに丹波市を大きくしてほしい。名称も正直、若い観点から見て、「丹波」は田舎っぽ

い。正直「氷上市」のほうが聞こえはよかった。 

丹波市を支えてきた高齢者を大切にこれから支えていく。子供達を大切に穏やかに暮らせます様

に。 

質問の文章は大変難しく思いました。理解が出来るのは少数かと思います。 

丹波市を全国に知らせる取組みが必要。テレビ番組を製作する等コストがかかるが、少しずつ進め

ること 

丹波市自治基本条例も初めて聞いた。このアンケートのほとんどの質問の活動を初めて聞くものば

かり、情報の発信をもっと多くしてもらいたい。 

丹波市自体何を目指しているのか、よく理解できません。住み続けたいと思う気持ちは余り有りま

せんが何の魅力も感じられないし自分さえよければという考えの人が多く思いやり、心豊かな生き

生きとしたまちづくりを推進して行って欲しい。 

丹波市職員がダメ。自分の立場を守る事ばかり考えて市民の為の仕事をしていない。 

丹波市政、丹波市関連事業等でパワハラ等の事例が出ない事を願います。 

丹波篠山市に気圧されない積極的な事業展開を期待します。あと質問多すぎるのでもう少しコンパ

クトにお願いします。 
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丹波篠山市に負けないように、メディア等へのアピールも必要かな。何となく丹波市はおとなしい

人が多いような気がします（私もその一人ですが）もっと自信をもとう！そのためには、、まず丹

波三宝やちーたんを全国区におし上げよう！！ 

丹波篠山市への市名変更でディアでは丹波市が悪者扱いされている様に感じます。イメージが良く

なるようにお願いします。 

丹波地域はあまりにも面積が広く全域に行政が公平に推進される事は無いに近い状態だと思う。中

心部は栄え周辺部はさびれて行く。もっと周辺部に行政の光を与え活動を生かさないと丹波市その

物が減退してしまう現状に今あると思う。しっかりと現状を見て施策を進めてほしい。 

丹波竜や、丹波市その他にも、丹波市が誇れる物はもっと沢山あると思うので、それらをもっと全

国にＰＲしていけば良いと思う。これからも期待しています。 

知人より、都会から丹波市に来るとなると電車が全くない等の意見がありました。交通をもっと良

くし気軽に丹波市に寄れる様に出来ればと思います。 

地に足の付いた具体的かつ安定的な施策を望みます。有名にならなくても、どこかで見たような町

にならなくてもいいので住み良い町であってほしいです。 

地域から市内への交通の便が非常に悪い。高齢者にとって病院、商業施設への移動手段が大変不便

である。 

地域ぐるみの活動を増やすなどして幅広い世代に知り合いがいる状態にしてほしい。相談が出来る

頼れる仲間、気の許せる友人のバリエーションが豊富であれば詐欺の防止など高齢者に起こりうる

問題防止が可能だと思う。今の社会に一番なじめる若者の力を存分に使って下さい。 

地域に丸投げするのではなく、行政がもっと動くべきである。 

地震等（特に南海トラフト地震）は阪神間の方が被害が大きいので丹波市はなかなか支援がこない

と思われます。支援がくるまでの間、地域住民が助けながらできる事等、市の総合庁舎の建設も大

切ですが防災につよい丹波市でありたいと思います。 

町づくりにばかり力を入れて人作りが出来ていない。色んなイベントをしても珍しい内は他県から

人が集まって来るが人間性が貧しくてはいずれ長続きはしないだろう。現に他県、他町の人からそ

の件についてはよく聞かされること。目先のことばかりでなく心豊かに接することによりもっとも

っと丹波市も良くなるはず。 

日本の各地で学び日本の各地で仕事をして来た関係でお国柄はよくわかっているつもりです。丹波

市の人に足りないものそれは「心の豊かさ」です。この機会を与えて下さったことに感謝申し上げ

ます。 

超高齢化、過疎化が進む中市民の一人としてできることを見つけたい。率いてもらう方々にはご苦

労も多い事と思います。若者が一人でも多く住みたいと考えることが出来るよう産業（仕事場）の

充実を望みます。 

長期的な視線で財政が健全であり続けることが一番大切のように思います。まちづくりは大変だと

思いますがお世話になり、ありがとうございます。 

田舎の為車がやはり必要だ。年をとると交通手段を考える。生活しやすいまちづくりを考える。 

田舎都市・丹波市に取って、何にでも取り組むのではなく、田舎らしいやさしい市を目指し、又、

人にやさしい市にしてほしい。 

電車の本数を増やして欲しい。 

ショッピングモールが少ない。 

１人暮らしがしにくい。 
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電車の本数を増やして欲しい。 

もっとショッピングモールなどがあると人の数も増えると思う。 

都市計画部と農村部の明確化。 

各町を無くす。２０年後を見据えて。 

働けるところが安定してあり、子育てのしやすい環境であれば、より住みやすくなると思います。 

特になし 

特徴の無い丹波市の永住の為には交通の利便性と教育の充実が不可欠と思う。その為の政策は積極

的にすすめてほしい。 

日頃から市政に参加している訳でもなく街づくりや地域の発展に貢献している方ではないが、（合

併し）丹波市としての統一感はあまり実感できない。１日６町単体のイメージがまだ強い。 

日常生活における交通手段の充実。（買物、通院ｅｔｃの利便） 

日本全国だけでなく世界にまで名の知れるような丹波市にしかないといった特別なものがあればな

あ。 

○○特区とかで活性化させる。 

年に１回、ちーたん号を運行してほしいです。 

年寄りの意見も大事だと思いますが、もう少し若い人に意見を聞いてもらって下さい。 

年齢的に子育てのしやすい町になってほしいと思います。 

農業の充実と子育てがしやすい自然豊かな環境と支援を充実したまちにしてほしいです。 

子供が丹波市に住んでいきたいと思える住みやすい環境づくりをしてほしいです。 

農業人口は減るばかりで心配。人口減も心配。若い人が集まり定住するようなしくみを考えてほし

い。住むところ働くところ子供の環境。 

考えていたら期限が来てしまいました。とりあえず出します。 

農地を手放したいのですが、農地があり都会の人に売れず大変困っています。その様な話は田舎の

みんなの土地所有者が申されています。送球に対策をして下さい。ほとんどが高齢者となっていま

すから。 

農地法により田んぼの土地に家を建てたくても建てられないと耳にします。家を建てたくても土地

が無く一定の地域に集中してしまい人口が片寄ってしまい良くないと思います。休耕地を利用でき

る方法が有ればと思います。 

廃校（小学校）の再利用について、状況の報告や利活用方法の提案を市内の問題として考えられる

と良いと思います。 

買い物（店）、病院の充実。 

柏原の庁舎をホテルにすることは反対です私の知人で賛成の人は一人もいないです。 

柏原駅、丹波の森公苑を中心に核となる市街地、柏原～氷上にかけての商業地、春日インターを中

心とした工業地の形成。点在するのではなく、核をつくる必要がある。未だに６町の覇権争いがあ

る。 

柏原駅から佐治行きのバスを利用しています。土日の本数を増やしてほしいです。 

柏原町にはホテルはいらない。 

１９：３０からの放送お知らせばかりで中にはお願いの放送もあり気づいてほしい。市役所はそう

かもしれないが。 

氷上・柏原以外は飲食店が少なく、福知山へ出かける事が多い。また土曜日等（午前中だけとか

…）市役所を開所する回数を増やしてもらえたらなと思います。 
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氷上町、柏原町など中心的な町だけでなく、それ以外の地域の発展。駅周辺にコンビニなど店が少

ないため、それも改善してほしい。 

不満をいえばどんないい町に住んでも満足できない、自分で言い町だと思う心が大切では？丹波市

は合併が失敗と言えよう。町だけのコンパクトな町づくりが生きる道。中途半端な「田舎」です。 

封筒に入れにくい 

副業している職員の方がおられますが、そのような方を雇っているのはどうなんでしょうか。市民

の手本となる方です。まずそのような人をなくしてから、”まちづくり”をしていくべきではない

でしょうか。 

福井県に在住している友達が、丹波市はいいところ、柏原は歴史もあり又、町並み、整備されてい

いいところだとよく話してくれます。良い環境を保ち続けて、住み良い町づくりができたらと思っ

ています。人と人との交流、地域の交流も大切と思います。 

福井県教育委員会の独自の漢字の教材を作って活用している例のように、全国でのよい取組みを丹

波市もやっては？いいことならまねでも。 

福知山線の複線化をかかげているが具体的に計画が進んでいるのか分からない。観光とかも強化す

るならやっぱり交通の便利さは必要だと思います。 

複線化 

ＩＣＯＣＡが使える様にする 

分からないことばかりでした。これからの若い人達が住みよい市に。そして私達年寄りには運転が

出来なくなったら困りますので免許所返納した後の交通手段を充実してほしいです。 

文化、芸術に対する理解のなさにはあきれはてる 

文化、芸術の面にも、目を向けていただく事を希望します。目には見えない、心の豊かさも必要か

と思います。 

文化の色は守りながらも人口の減少に対するリスクを大きくとらえて、産業＝農業の経営の仕方は

大きく変化、改正しないと特産物のネームバリューは下がっていくのではと心配しています。 

歩行者天国のある商店街がない。 

防災無線の電波が悪くて、雑音が多くきこえにくい（まだ古いタイプです） 

防犯カメラの増設を。丹波市は平和ボケ。人口が少なくても凶悪事件は起きる。現状では恥をか

く。(丹波市の防犯カメラの設置は少なすぎる。)幹線道路、駅等に計画して増設し市民に周知し安

全安心の街作りに。※選挙で選ばれた市長の代務者として職員が先頭に立て。職員は立案、計画し

関係団体に示すだけではだめで市役所が中心となって施策を。 

毎日、笑顔で過ごせるように努力しています。自分が楽しそうにしていたら、まわりも気持ち良く

接してもらえるのではと思っています。これからも丹波でのんびり暮らしたいです。 

無駄なパンフが多過ぎる。なぜ赤字になるのか使い道をとことん追求してほしい。 

無料に新しく建築物は造らず、丹波市らしい街づくりをすればいいと思います。 

問１０に関して、金太郎アメはいかがか。独自にオリジナルなまちづくりが基本中の基本。職員の

想像力の発揮に期待するところ 

優しく、思いやりのある町、笑顔あふれる町、ありがとうといえる町、助け合える町、また来たく

なる町、同情ではなく共感しあえる町、人が集まる町、人はもう変わらないでしょうか？上記にあ

げた素敵な町になってほしいと心から思います。 

様々な課題がありましょうが子孫まで続く上から安心希望が持てる街づくり将来を担う人材、養

成、人口の増加、住民の確保、行政の充実、官民が一体となって創造できるまちづくりを期待しま

す。 
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様々な学部がある大学を作ってほしい。（大学がないので丹波を出ることになってしまう。）職場

（正社員）を増やしてほしい。下校時、道が真っ暗で危ないので街灯の増加。シャトルバスを作っ

てほしい。柏原に文具店を（学校帰り）。勉強する場（図書館）増加。電車の複線化。柏原に病院

を作ってほしい。（日赤など氷上にいってしまったので） 

要支援～要介護１ぐらいの方を見守れる地域づくり。自分の老後を考えると出来るだけ地域に長く

暮らせるように保障を整えて安全であってほしいと願っています。 

来年６０才。生涯学習に興味があります。文化的なこと、スポーツのこと、情報発信をお願いしま

す。又、社会の役に立てる自分にもなりたいと思います。ボランティア情報も探したいです。 

里山の整備。動物と人が共存できる市であってほしい。 

緑豊かな自然が良いのです。 

隣の篠山市と比較して対外的なＰＲ活動がうまくなく丹波と言う名はメジャーだけど丹波市にはこ

れと言ったＰＲすべき物が少ない。イベントをしてもメディア注目するような企画がない。魅力が

ない。もっと市として魅力あるニュースの発信を！ 

歴史と福祉のまちとして共に歩み続けるまちを望みます。 

高齢者、若い人と共に共生するまちを望みます。 

老人にゆったり暮らせる市。80才になっても自治会役員がくるのは大変。 

老人に対する医療費が増大している。寝たきり老人のあり方次第で医療費を働き世代にまわす事も

出来る。生命維持を考える時代にあると思う。 

老夫婦が将来に不安を感じない「福祉日本一は丹波市」を願っています。 

六町が合併し丹波市になり１０年以上となりますが、未だ未だ色々な事で地域が立案しても、市全

体で関係がある事においても他地区の住民は無関心である。市民が言われている「心」の合併が遠

くに感じます。新庁舎問題も新しい病院も出来、財政負担等が「キビシイ」ようである事などから

住民との議論が「不可欠」であると思います。（宜しくお願い致します。） 

 


